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「真実が一つなのは幻想に過ぎない。

　数多くの真実もあれば、真実など一つもないこともある。

　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの実体もまた、そのようなものの一つなのかもしれない」


（ワシントンジャーナル、五月十五日の社説「不都合な事実」より抜粋）









　　　プロローグ







「いない……」

　薄うす暗ぐらい部屋に少年にも少女にも聞こえる中性的な声が響ひびく。

「いない、どこだよ……！」

　部屋の床には何十、何百という大小様々なケーブルが、蛇へびのようにのたうっている。床だけではない。同じかそれ以上の本数のケーブルが天てん井じようからも垂れていた。

「どこにいるんだよっ！」

　苛いら立だった声に応こたえるものは何もない。否いな、呼応するように闇やみからケーブルを浮かび上がらせる淡い明滅を繰くり返す光はある。壁の一面を埋め尽くす何十ものモニターだ。モニターはめまぐるしく表示を変え、膨ぼう大だいなデータが滝のごとく流れては消えていく。とても人の目で追える速度ではなかった。

「どこだどこだどこだっ!?」

　唯一聞こえる声は次第に声高になり、苛立った感情がさらに濃くなった。

　一見無秩序に見える床と天てん井じようのケーブルだが、根元をたどれば必ず部屋の中央に集まり、そこにあるたった一つの椅い子すに接続されていた。

　蜘く蛛もの巣のように広がるケーブルの束を従えた椅子には、小柄な体が収まっていた。顔の半分を覆おおうバイザーのため表情はよく解わからない。ただモニターの光を反射する、銀の鎖くさりの長いピアスの揺れだけは、よく目立った。

「どこに隠れている？　臆おく病びよう者もの、出てこいよ！」

　ケーブルと椅子に囲まれバイザーで顔を覆われた姿は、まるで機械を構成する部品の一つだ。

　さらに椅子の後ろには奇妙な物体があった。一立方メートル程度の漆しつ黒こくのボックス。束ねられたケーブルは椅子を経て、その黒い箱に収束していた。かつてその箱はＮＣＴ研究所の地下に保管されていた。さらにその前にはスフィアラボの中央制御室、セントラルスフィアに収められていた。黒い箱はＬＡＦＩファーストと呼ばれるものだった。

「ない。いない。どこにいる？　どこに消えた？　太平洋にも大西洋にもインド洋にも日本海にもセレベス海にもタスマン海にも北極海にも南極海にもどこにもいない！」

　モニターに映っている映像はすべて、人工衛星が収集したデータだった。そのほとんどは地表、それも海のみである。可視光線、紫外線、赤外線、音波反はん響きよう、様々な計測データはいずれも世界中の海のものだった。

　地上の映像など一枚もない。可視光線による映像に映っているのは海の青さと雲の白さだけだ。その雲もデータ解析が進むと取り除かれ、やがて青一色となる。

「どこ、どこだ、どこなんだよ？　もう、やだ！　いいかげん姿現してよっ！」

　細い手でケーブルの束を撥はね退のけるように叩たたく。だがその華きや奢しやな手では頑丈なケーブルに傷一つ与えることなく、ただくぐもった音だけが響ひびいた。

　地球を周回している人工衛星の数は、公式に打ち上げられたもの、極秘裏に打ち上げられたもの、すでに機能しなくなったものなど三千近くある。

　それらの衛星はなんらかの情報を収集して、データを地上に送るのを役目としているものがほとんどであるが、本来、それらの情報が一箇所に集まることはあり得ない。もっとも簡単な理由は、それぞれの所有者が違うからなのだが、たとえ一箇所にデータが集められたとして、三千もの人工衛星のデータを処理し分析するのは物理的に不可能という現実的な問題がある。

　しかし今、世界中の衛星のデータは収集され分析されていた。それも組織ではなく、たった一人の人物によって。

「いないっ！　いったいどこなんだよ、もうっ！」

　しかしその難業を成し遂げる人物は、感情に任せたまま椅子の肘ひじ掛かけを拳こぶしで叩く。今度は無機質な部屋に、鈍い金属音が反響した。

「何をそんなに苛いら立だっている？」

　そのとき、今までその部屋の主あるじが奏かなでるヒステリックな金切り声と、ほとんど八つ当たりされた結果の無機質な音ばかりであった部屋に、初めて別の声が混じった。

『あなたか。別に苛いら立だってなんかないよ。ちょっとむしゃくしゃしてただけさ。で、なにしに来たの？』

　招かれざる来訪者であり海かい星せいのトップである黒くろ川かわ謙けんは、椅い子すに座っている少女──マモンの返答に苦笑する以外なかった。黒川が中に入っても、マモンは彼を見るどころか、身じろぎ一つしなかった。ただ天てん井じようの隅にある監視カメラが黒川の動向を追う。

　ただのカメラであるはずなのに、凝ぎよう視しされているような居心地の悪さを黒川は感じた。マモンは今、監視カメラの目を通して、黒川を見ている。しかしカメラ自体はただのカメラであるはずなのに、同時にあきらかに悪意を含んだ視線のようなものも感じ取っていた。

　部屋の様子も黒川は好きになれない。部屋の鉄骨は骨、のたうつケーブルは血管や筋肉、そして、中心にある椅子とマモンは心臓。歪いびつな人工生物。そのように錯さつ覚かくしてしまうのは自分だけだろうかと、この部屋に入るたびに自問自答している。

　続いて部屋に入ってきた副官の福ふく田だは、同じ洗礼を受け、同じ居心地の悪さを味わった。黒川と違うのは、福田の場合、居心地の悪さを態度に表してしまったことだ。

　それを見たマモンの口元が笑みの形に歪ゆがむ。

「難航しているようだな」

　先に話を切り出したのは黒川だ。福田は黙だまって後ろに控えている。

『すぐに見つけるさ』

　黒川の問いに答えたのは、マモンの肉声ではなかった。彼女の顔の筋肉はなに一つ動いてはいない。声はスピーカーから発せられていた。苛立ちの声は口にするものの、他人との会話はすぐ目の前の相手にさえ、スピーカー越しにする。

「あれを捜すのに夢中になるあまり、もう一つの仕事をおろそかにはしていないだろうな？」

　モニターの一角が瞬しゆん時じに表示が切り替わる。地表の映像データの一群だが、いままでとうってかわって海上だけでなく、地上も含まれている。

『痕こん跡せきは全部消去してるよ。ダミーも配置。どれが加工されてどれが偽造か、誰だれにも解わからない。僕とＬＡＦＩがあれば、全衛星データを改ざんするなんてわけないよ』

「ククッ、あは、あははは！」

　笑うマモンの声だけは肉声だった。どこか壊こわれた印象のある笑い声に、これこそスピーカー越しで聞きたいものだと、黒川は思う。

　モニターの表示がめまぐるしく変わる。フリーダムの飛行の痕跡と思われる雲の流れを、マモンはＬＡＦＩを使って書き換えていく。加工されたデータを受け取った各国の防衛施設は、何も発見できないまま終わってしまう。

『それに、対フリーダムの追跡プログラムだって不完全だよ。よほど間抜けな飛び方しない限り、見つかりっこないね』

　対フリーダム用に改良された人工衛星の画像分析。空気や雲の対流から、フリーダムの居場所を探ろうとするものだった。

　いまや全世界がやっきになってフリーダムを捜している。ここ二週間で十三もの遺産開発に関かかわっている組織や企業、そしていくつかの国が、黒くろ川かわ率いる海かい星せいに襲おそわれた。襲われた地域は遺産という事柄を除けば、宗教も民族も、国境すら関係なかった。

　どこの国もやっきになってフリーダムの動向を追おうとするのは当然のことだ。しかし、フリーダムの神出鬼没ぶりは、ことごとくＥＭクライム組織や大国の警戒を上回った。

『だから、あなたはあなたの仕事をちゃんとやってよ。僕の心配なんかしてないでさ』

　マモンの嘲ちよう笑しようめいた声に、我が慢まんしきれなくなった福ふく田だが口を挟んできた。

「おい、もう少し、口の利きき方に気をつけろ」

『へえ、気をつけないとどうなるのかな？』

　マモンは初めて上体を起こすと、バイザーを上げ直で福田を見た。福田は思わず体を硬直させる。肉にく食しよく獣じゆうに睨にらまれた恐怖に近いものが、心の中で芽生えた。マモンは吼ほえる子犬を見て、ただ笑っているだけだ。ただしそれは人から外れた歪いびつな笑いだ。

「二人ともやめろ。作戦決行前に言い争ってなんになる？」

　黒川が間に入ると、二人はおとなしく引き下がった。黒川の部下である福田が引き下がるのは驚おどろくことではないが、マモンは別だ。おとなしく引き下がった姿を見て、福田は安あん堵どすると同時にいぶかしんでもいた。

「行くぞ」

「はい」

　黒川と福田は部屋を去った。一人残されたマモンは、最初と同じように深く椅い子すに体を沈め、部品の一つになる。

「……あいつら、なにもわかっちゃいない。ほんと、なーんにもね。スフィアラボは、僕が見つけてやるよ。そうだろ風かざ間ま？」

　マモンのつぶやきは誰だれに届くこともなく、消えていった。ただマモンの言葉に呼応するようにモニターが明滅するだけだった。







「全軍きをつけ！」

　黒川が格納庫に入ると同時に、福田の号令が響ひびいた。

　格納庫は飛行機の中とは思えないほどに広かった。しかし数々の兵器と兵士が所狭しと並んでいる。それだけの数がここに集結している。

　黒川が壇だん上じように上がると福田の張りのある声が再び響いた。

「黒川総司令のお言葉である。一同、心して静せい聴ちようするように」

「全軍、休め」

　全員が一糸乱れずいっせいに休めの姿勢を取る。統率の行き届いた姿は訓練の質の高さを容易に連想させる。黒くろ川かわは兵士を前にしてマイクを通じて朗々と語り始めた。

「諸君！」

　太く落ち着きのある声は、ある種の魔ま力りよくがあった。体の芯しんを奮ふるわせるような張りがある。たった一言で、全員の心が黒川に向いた。誰だれもが黒川の第一声に注目する。

「我々は反逆者である」

　しかし第一声は誰もが期待したものではない。ざわめきがさざ波のように広がり、やがて戸惑いながらも静まっていく。黒川は全員の様子を黙だまって見守っていた。ざわめきが収束した頃ころを見計らって、ようやく次の言葉をつなげた。

「諸しよ君くん等らの名は歴史書に逆賊として記される。これはあらがいようのない事実である」

　全員が黙って聞いている。しかし戸惑う気持ちは気配としてさらに強く伝わってきた。

「しかし、我等は知っている。諸君等の行いと、尊い犠ぎ牲せいと、気高き魂たましいを記き憶おくしている。なぜなら我等の目的は、尊く気高いものだからだ」

　黒川は全員の戸惑いを断ち切る力強さで、断言した。

「いま世界は混乱に満ちている。諸君等も知っているだろうが、中東では争いが絶えず、世界中のあらゆる場所で内戦が起きている。大国は己の利益のみを求め、いたずらに介入する。争いの火種は収まるどころか、時とともに増えている。全世界の国力は十年前から停滞し、成長の兆きざしを見せない。それはなぜだ？」

　胸の前で拳こぶしを握り、強く問いかけた。

「そしていつの世も、真っ先に犠牲となるのは罪なき一般市民、残ざん酷こくな仕打ちを受けるのは弱き女や子供達たち。諸君等の中にも、近しい人で無残にも犠牲になった人はいるだろう。我等の優秀な情報分析班は、このような結果を出している。闘たたかいの火種となる70パーセントに、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産が絡からんでいると」

　戸惑いの気持ちは完全に失うせ、みな黒川に熱き眼まな差ざしを送っていた。

　声高だった黒川の声が、一転して静かなものになる。しかし逆にその強弱こそが、人の心を惹ひきつける。

「諸君も知っての通り、我が国、いや元祖国にはＡＤＥＭという遺産犯罪専門の組織がある。国連からの評価も高く、海外での活かつ躍やくも耳にする。しかし、世界から争いはいっこうに減らない。それどころか増加の一途である。なぜだ？　ＡＤＥＭもまた各国の私利私欲に縛しばられているからだ。ＡＤＥＭの海外派遣。それを許すのはどこだ？　日本と派遣を申し出た国だ。自国に都合の悪い時に、ＡＤＥＭに協力を要請するはずもない。そのような状況で、争いは消えると思うか？　しかしＡＤＥＭは保身のため、世界どころか日本国内でも強く干渉することを避さけている。しょせんは周囲の顔色をうかがわないと維持していけない弱小組織である。世界でもっとも評価の高い遺産犯罪対策組織がこのようなていたらくだ。このような状況下で各国の争い、犯罪がなくなると思うか？　否いな！　断じて否である！」

　声が大きく、さらに力を増していく。黒くろ川かわの声に惹ひかれ全員の顔が高揚していく。

「だからこそ我われ等らは立ち上がる。ＡＤＥＭになりかわり我等海かい星せいが世界の遺産犯罪に対抗する唯一の導しるべとなるのだ。国や上層部の私欲を退け、全世界に干渉する。国境のない正義の王道を突き進むのだ。振り返るな！　ためらうな！　諸君等は苦難の道を歩むだろう。反逆者として罵ののしられるだろう。歴史に残すのは悪名となろう。しかし心して聞け。世界はやがて知る。いずれ理解する。我等の行いこそが世界に平和をもたらす、唯一の術すべなのだと！」

　最後に黒川はひときわ張りのある声で宣言した。

「生きて帰れとは言わぬ！　名誉ある死を遂げよとは言わぬ！　死して和平の礎いしずえとなれ！　我等こそ、真の平和を体現するものと成るのだ！」

　歓声が湧わき上がった。黒川の演説に胸打たれ拳こぶしを振り上げる者、高揚した顔で何度もうなずく者、同胞と握手を交わし決意を固める者。反応こそ人それぞれだが、気持ちは一つだった。

　彼等の気持ちに曇くもりはない。彼等は知っている。世界の歪いびつな姿を。彼等は知っている。戦地での物言わぬ屍しかばねを。醜みにくく救いようのない人間の現実を。

　なればこそ平和の礎となる。たとえ理解者がいなくても、その尊い魂たましいは同じ道を歩む同胞が知っている。

「作戦の最終確認を行う。一八〇〇、ロ十七号作戦開始。第一から第六空くう挺てい部隊は……」

　福ふく田だが作戦書を読み上げている間、黒川は格納庫内全員の顔を一人一人見ていく。誰だれもが使命に燃えた引き締しまった表情をしていた。世界から糾きゆう弾だんされる立場に憂うれうものなど一人もいなかった。

　何人の部下が犠ぎ牲せいになったか、何人の部下を犠牲にしたか。それでも黒川は進むのをやめなかった。これからもやめないだろう。立ち止まることは許されない。

　しかし悔やむ気持ちもある、もっと犠牲の少ない方法があったのではないか。必要とあれば部下をためらいなく殺した。しかしそれは、決して感情で割り切れるものではない。いまもなお黒川は自問自答する。

　──俺おれは正しいのか？

　しかしそうした気持ちは部下達たちの使命に燃えた表情の前、決して見せることはない。

「以上、本作戦の全工程である」

　福田の最終確認が終わる。作戦開始時刻まであと数分となった。

「黒川司令」

　福田の呼びかけに黒川はうなずくと、再び壇だん上じように立った。全員の眼まな差ざしが心強い。ならば応こたえよう。全力をもって今この道を邁まい進しんし、目的を達成する。立ち止まるな。振り返るな。いま進む茨いばらの道こそ、真の正義なのだ。

「後部ハッチ、開放」

　黒くろ川かわの号令とともに、後部の巨大なハッチがゆっくりと開く。開いた隙すき間まから外の明かりが差し込んでくる。赤い夕陽に照らされ、格納庫内は徐々に赤く染まっていった。

　気圧差から、格納庫内に突風が巻き起こった。気流に呑のまれて、福ふく田だの手から作戦の書類がこぼれた。兵士や兵器の間をすり抜け、ハッチの隙間から散らばった書類の紙が、次々と外に放り出され、赤い光に呑み込まれる。

　全員の目が思わず書類を追った。全開したハッチの向こうに広がる外の景色を目まの当たりにする。上空１８０００メートル、厚く立ち込めた雲海はどこまでも広がり、果てではいまにも夕陽が沈もうとしていた。夕陽に染まった雲海の美しさに、誰だれもが息を呑んだ。

「ロ十七号作戦、開始せよ！」

　現地時間、一五時四五分。黒川は号令を発した。

「諸しよ君くん等らの健けん闘とうを祈る」

　夕陽に照らされ目を細めた黒川に、全員が決意を胸に秘めた敬礼をした。







　　　一章　フリーダム







　　　　　　　　１




　普ふ段だんそれを気に留める通行人は少ない。

　ビルの壁に設置された巨大なスクリーンは、広告やニュース、バラエティ番組を休むことなく流していても、足を止める人はごく一部だけで、たいていの通行人は気にすることなく通り過ぎてしまう。

　しかしその日は違った。

「日本時間で十六時、アメリカのヴァージニア州のヨークタウン海軍武器貯蔵所がテロリストの襲しゆう撃げきを受けました。非公式ながらもアメリカ国防総省は、その手口から海かい星せいの仕し業わざである可能性が濃厚であるという見方を強めているようです」

　通行人の足が止まる。一人二人ではない。それではいつもと変わらない。十、二十という単位の人々が足を止めては、ビルの巨大スクリーンを見上げていた。違うのは人数だけではない。普ふ段だんの映像では見られない張り詰めた空気が街に流れていた。

　見ている人間が一定の人数を超えると、加速度的につられて見る人間が増えていく。ついには二百に届こうとする人数が足を止めて、スクリーンを見上げていた。

「海かい星せいは先月半ば日本政府から離り反はんし、破は壊かい活動を目的としたテロ組織になりました。海星のテロ行為の特徴は、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産と呼ばれる違法テクノロジーを使った兵器、あるいは武器の破壊を旨むねとし、先月に始まった活動は今回のものを数えますと十三にもなります」

　スクリーンを見ている通行人の反応は様々だ。隣となりの人間と話している者、黙だまってスクリーンを凝ぎよう視ししている者、不安そうに周囲を見渡している者。しかし様々な反応も一つの共通点を持っていた。

「後手に回った日本政府の対応に各国の不満も大きく、国際世論では日本を糾きゆう弾だんする声が一段と高まることが懸け念ねんされています」

　スクリーンには日本の国旗を焼く光景や、日本を罵ば倒とうする意味が書かれたプラカードを持って行進する一団が映し出される。

　そう、本来ならテロ活動は日本には無関係か被害者であった。しかし海星という日本人で構成された軍隊がテロ活動を行っては、憎ぞう悪おの対象が日本に飛び火するのは当然のことと言えた。

　スクリーンを見つめる人々が感じているのは、今まで慣れ親しんだ、被害者あるいは無関係の傍観者でいられない不安感だ。

　しかし次の映像では、狂喜乱舞し、日本を褒ほめ称たたえる異国の人々の姿が映し出された。

　誰だれもがその映像を複雑な感情で見つめていた。

「国際世論で非難の声が高まる一方、海星を支持する声が世界各地で上がっています。これらの地域は共通して戦地付近の住人であり、常に遺産兵器の脅威にさらされている人々です」

　喜んでいる人々の背後に見えるのは、崩れた街並みだった。崩れた壁や屋根、マーケットとおぼしき看板がある。そして瓦が解かいした街の中に砲身の曲がった戦車があった。戦車と街並みが自然に溶け込んだ姿は、日本人の目からすると異様であった。しかし喜んでいる人々の中に、戦車を異物として見る目はない。彼かれ等らにとってそれは普通のことなのだ。

　表立っては海星を支持している人々がいると報道はできない。しかし徐々にその声が高まっているのも事実であった。

　世論は完全に二分されていた。
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「見えてきました」

　あきら達たちは窓の外に目をやった。厚く立ち込めた雲に月や星の明かりが遮さえぎられた眼下の地上は、闇やみばかりで何も見えない。奈な落らくに落ちるような錯さつ覚かくを覚え、あきらは身み震ぶるいした。

「どこ？　あたしにはまだ見えないんだけど」

　気を取り直して見渡すあきらの視界にはやはり何も映らない。

「あきら、あそこ」

　萌もえの指差す方向を見たあきらの目が、大きく見開かれる。闇やみの中で一点、赤い光が揺れていた。しかしそれがただの街の光であるはずはない。

　ヘリが近づくと、赤い光の輪郭はしだいにはっきりとする。光は生きているかのように不規則に揺れていた。

　やがて光の正体は、巨大な炎だと判明する。空を焼き尽くさんばかりに高く激しく燃えている。それも一つや二つではなく、いくつもの炎が燃え盛っていた。

　激しい炎は絶え間なく黒煙を生み出している。分厚い雲の正体は、空にたまった黒煙なのではないかと錯さつ覚かくするほどに、おびただしい量の煙が、大気を汚していた。

　しかし問題は上空ではなく炎の下、発生源にあった。人気のない砂漠の中央に、いくつもの建物が立ち並んでいる。その様相からかつては工場群であったと推察できた。その建物が一つ残らず燃えている。

「あまりシャレにならない状況だね」

　建物はどれも半はん壊かい、あるいは全壊していた。割れた窓や崩れた壁からいくつもの炎が上がっていた。ときには爆発さえ起こし、破片を周囲にばら撒まき現場に緊きん張ちよう感かんをもたらす。

　消火剤を散布するヘリの姿はいくつもある。しかし火の手が収まる気配はいっこうにない。火の手が上がってから、すでに十時間近く経過しているというのにだ。

「マスクを忘れないでください。何が燃えているか、解わかりませんから」

　乗組員の一人があきらに警告をする。

「解ってる」

　あきらと萌はマスクをかぶると、ヘリを降りた。炎に焼かれた大気が、ちりちりと肌を刺激する。いまだ戦場の臭においが色濃く残っている。否いな、必死の消火活動をしている人々の姿がある以上、まだここは戦場なのだ。

　あきらが乗ってきたヘリの隣となりに別のヘリが着陸する。あきら達たちのヘリのうしろについてきた一機だ。降りてきた人物をあきらはよく知っていた。

　ブロンドの髪をアップにまとめ、その美しい体のラインを惜しみなく見せる耐火スーツを着ているのは、アリシア・新あら井いだ。

「予想以上ね」

　アリシアがマスクをかぶりながら近づいてきた。

「徹てつ底ていしてるなんてもんじゃないよ。襲しゆう撃げき時間は十五分だって聞いたけど、それにしてもこれは破壊されすぎなんじゃない？」

　あきらの声は問い詰める口調だった。

「報告では直視できないほどのまばゆい光があったとあるわ」

「なに、それ？」

　アリシアが視線をあきらから燃え盛る建物に向ける。あきらもアリシアの視線を追うと、地面を長くえぐる、真っ黒な焦げ跡と溶解した建物が目に入った。

「まだ推測の段階だけど、超高出力のレーザー砲、というのが上の判断。私も同意見ね」

　アリシアの言葉に、あきらは皮肉そうに笑った。自じ嘲ちように近い笑い方だった。

「軍事アナリストは口をそろえて言ってたっけね。海かい星せいは攻こう撃げき回数を重ねるごとに弱くなるって、ご大層に孫そん子しの兵法の書を引用してまで」

「本拠地が上空の巨大飛行機のため、充分な物資と人員の補充ができないというものね」

　あきらはまだ熱気の立ち上る地面からガラス状の破片を拾い上げた。子供の拳こぶしくらいの大きさがある。

「地面焦がしてガラスができる温度って何度くらい？」

「千二百度ってところかしら」

　二人は焼け焦げた地面を見る。ガラス状の破片はあきらが拾ったものだけではなかった。数え切れないほどのガラスの破片が、長く続く焼かれた大地に転がっていた。まるで滑走路を連想させるほどに太く長かった。

「これだけの広範囲を焼き尽くすなんて」

　あきらは器用にガラス片をくるりと回転させてからポケットに入れると、長いため息をついた。

「アナリストの意見は楽観的過ぎたってことか。海星は遺産の技術をどんどん現実化して、強力になってる」

「だとしても。いずれ飽和状態がくるわ」

「かもね。でも、それまでどれだけの襲しゆう撃げきを受ける？　どれだけ人が死ぬ？」

　あきらは遠い目をして空を見上げた。立ち上る煙で作ったような曇どん天てんの空だった。

「あきら、僕、手伝ってくる」

　萌もえは返事も待たず、巨体に反した敏びん捷しようさで救出活動をしている一団に加わった。萌が参加するだけで大幅に効率があがったのか、驚おどろきの声と歓声が同時にあがっていた。

「この軍の施設には事件時におよそ二百名がいたわ。生き残ったのは半分にも満たない八十名」

「そう……」

　あきらの憂うれい顔をアリシアは同じ日本人の仕し業わざのためと受け取った。しかしそれは間違っていた。そして思い切って聞いてみる。ここ二週間の間、軍の、警察の、政治の、関係者が集まれば常にひそやかに囁ささやかれる問答──はたして海星は善か悪か？

「あなたはどう思うの？」

「あたし？　うーん、どうでもいいかな」

　アリシアの予想とは違う答えが返ってきた。もっと感情的に伊だ達ての敵だから悪だとでも言い切るのだと思ったが。

「なにその意外そうな顔？」

「あなたなら、てっきり海かい星せいは悪だと言い切ると思ったから」

「あのね、あたしＡＤＥＭに入る前はフランスで傭よう兵へいやってたんだよ。つまり金で人を殺すの。そこに善悪の概がい念ねんが入ると思う？」

　アリシアは言葉に詰まる。あきらの言うことはもっともだ。金で人を殺す傭兵に何が言えようか。

「でもこれだけは言える。海星のやりかたは間違っている。そう判断しなくちゃいけない。秩序を壊こわすものを容認したら、別のところで痛いしっぺ返しが来る。言い方を変えようか？　彼らは必要悪。生まれるべくして生まれた悪。彼らの行動の結果は程度問題なら間違っていない。でも滅ぼされなくてはならない」

「結果は間違ってないけど存在は間違ってる。そういう存在？」

「そ。まっ、悲しい考え方だけどね」

　会話を交わしながらアリシアはさらに驚おどろく。まさか自分と似た結論に到達しているとは思いもしなかった。

「だからあたしは、海星を倒す。海星が残した結果を最大に生かすために、倒さなくちゃならない」

「……」

「ん、変なこと言った？」

「いえ」

　軽く首をふると、あきらに言う。

「それにしても、あなたってほんと意外に考えてるのよね。どうしてそれが伊達司令にアプローチする時に使えないのかしら。自分を知的に見せる努力はしたほうが得よ？　バカじゃないのにバカっぽく見えるなんて、もったいない」

「余計なお世話よ！　っていうか、それほめてんの？　けなしてんの？」

　いきりたつあきらをあしらいながら、それにしても、とアリシアは話題を変えた。

「……悔しいわね。勝ったと思ったのに」

　空を見上げるアリシアを見て、あきらは二週間前のＮＣＴの攻防の事を言っているのだとすぐに解わかった。

「あれだけの犠ぎ牲せいを払っても、海星を追い詰めることはできなかった」

「そうだね」

「残り一機だっていうのに」

　アリシアが悔しそうに唇を噛かみ締しめる。

「海かい星せいはあれほどの爆弾の直ちよく撃げきを受けても、ＮＣＴ研究所の上空から海まで逃げおおせてみせたものね。でもあきらめないわ。一機目は回収不可能な海の底に沈められたけれど、二機目はあの深さならまだ回収できる可能性がある。だから私は本国ステイツに留とどまるわ。あなた達たちも回収したいだろうけど、先を越されるわけにいかないの。それに関しては敵同士ね、私達。他ほかにもいろいろ問題があって、ちょっと大おお騒さわぎなのよ。だから、ここでお別れ」

「え？　……あ、ああ、そうなんだ」

「あら、そんな顔してくれるの？」

「戻ってくるんでしょ？」

「いちおう、そのつもりだけど。でも味方としてとは限らないわよ」

「うん、まあ、ね。私達は因果な商売だしね。それはね、そのね。まあ、そうね」

「なに、あなたらしくもない。はっきりしない言い方ね。前歯に物が挟まった感じって言うのかしら？」

「それを言うなら奥歯、って、まあそんなことはどうでもいいの。だからか。そうか。だからなのか」

「なによ、はっきり言いなさいよ」

「八や代しろっちがさ、元気ないんだよね。ここんとこ、ずっと」

「は？　なんでいきなり運転手？」

　アリシアはあきらの言わんとしていることが解わからない。

「もう、にぶいなあ。だから、あんたが帰っちゃうからじゃないかなって」

　あきらは肘ひじでアリシアを小突く。そこでアリシアはあきらが八代と自分の会話を勘違いしていたことを思い出した。

「なんか親密そうに話してたじゃない。八代っちだってああ見えて男だし、やっぱあんたみたいなナイスバディの美人に好かれたらさ、たとえ一いつ時ときの夢だって解ってても、辛つらいんじゃないかな」

　あきらはうんうんと勝手にうなずいている。訂正しようにも本当の会話を言うわけにもいかず、アリシアは別の答えを返す。

「彼は強い男よ。あなたが思っているよりずっと」

　アリシアの答えを、あきらは意図とは違う解釈をしたようだ。

「やっぱり、ほれてるんだね」

　さらに誤解を強固にしてうなずいている。

「あばたもえくぼって言うもんね。あんな昼ひる行灯あんどんでも、あんたからすればいい男ってわけだ。だからさ、戻ってきてあげなよ」

　そのときあきらの通信機が鳴った。あきらは通信機を取り出しながら、萌もえに戻るようにと叫んだ。

「また事件かしらね」

　アリシアも真顔に戻る。あきらは萌もえを従え、ヘリまで走って引き返すと、通信機のマイクを乱暴に受け取った。

「はい、環たまきです」

　気持ちの切り替えは早い。先ほどまでのどこか軽い雰ふん囲い気きは一片も残さず、応答した。

「ええ、ほんとにっ！」

　あきらの様子が尋常でないのを見て、アリシアと萌の顔もこわばる。

「なに、どうしたの？」

「またフリーダムが現れたって……」

「なんですって？　こんな短時間で？　今度はどこなの？」

　アリシアもいつになく驚おどろいていた。ここが襲しゆう撃げきされてからまだ十時間しかたっていない。

「……日本」

　嗄かれた喉のどで、あきらはようやくそれだけを口にした。
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　長ちよう距きよ離りを走ったわけでもないのに、萩はぎ原わらの呼吸は荒かった。夜の山を暗視スコープを頼たよりに、走っているせいもある。だがそれだけではない。

　久しぶりに身につけた実戦用の装備は重かった。

　ＬＣ部隊が着る防護服は、ＳＡＴ時代の支給品とは比べ物にならないほど軽く、性能もいい。だが、萩原は袖そでを通したとき、確かに重い、と感じた。

「まさか、またこれを着るなんてね」

　誰だれにともなくひとりごちる。ＡＤＥＭの内偵専門の調査員としてスーツの内側にホルスターをつけることにも、最初は慣れなかったものだが。しかしあの時はいまのような重さは感じなかった。

「ま、またすぐに慣れるさ」

『萩原君、悪い癖くせが出てるよ』

　通信機から聞こえてくるのは萩原の上司、八や代しろ一はじめの声だ。

「すみません。もう少しで第一目標ポイントに到達」

　いつもの軽口はない。萩原は山の林の中を走る。うしろには同じ任務の人間が七名。いきなりの偵察部隊小隊長任命は、萩原にはいささか重荷だった。しかしＡＤＥＭの深刻な人員の不足、経験者不足という状況は、萩原から断る理由を奪った。

「第一目標ポイントに到達。周囲の警戒にあたります」

　そのまま背中から回り込むように、木陰に身を隠した。暗視スコープに切り替え、木の陰から周囲を覗のぞき込んだ。林は少し先で途切れ、かわりに巨大な建築物があった。

「五人、いや六、七人か。この施設の職員？」

　暗視スコープは建物と林以外に、もう一つ違うものを映している。人間が倒れていた。暗視スコープのグリーンのコントラストでは解わかりにくいが、地面に広がっているのは血だ。

「援護、頼たのむ」

　自分のあとに続いている隊員達たちに一言告げると、姿勢を低くして萩はぎ原わらは倒れている人へ駆け寄る。脈を診みるために触った首筋は冷たかった。

「背中から撃うたれている。非ひ戦せん闘とう員いんだってのに、容よう赦しやない」

　萩原は手首を軽く曲げ、後続の隊員達に続けと指示する。

　最初に見えた七人は全員絶命していた。木々、岩、崩れた建物の外壁、遮しや蔽へい物ぶつの間をすばやく移動しながら進んでいく。死体の数は建物に近づくにつれて、数を増していった。

「Ｃブロックまで安全を確認しました。建物の外に生存者は見当たりません」

　通信機で報告すると八や代しろが応答する。

『解った、後続部隊を差し向けるよ。萩原君、ちょっと緊きん張ちようしてる？』

「いいえと言ったら嘘うそになります」

『だいじょうぶ、なかなか手て際ぎわがいい。さすが僕の自慢の部下だよ』

「褒ほめても何も出ませんよ。降下地点確保」

　ストロボライトを目標の開けた場所に投げると、まもなく数台のヘリが姿を見せた。サーチライトの強烈な明かりが萩原を闇やみから切り離はなす。

「馬ば鹿かっ！」

　萩原は慌てて暗視スコープを外し、茂みに転がり込んだ。暗視スコープは一定量の光はカットする機能なので目に支障はないが、味方を照らし出しては敵の残党がいた場合、丸見えになる。

「ヘリのパイロットが新米なんて、シャレになりません！」

『最初は誰だれでも新米だよ、なんて軽口を叩たたけてた時代が懐なつかしいね。海かい星せいがそこの施設を襲しゆう撃げきしたのはつい一時間前、何が起きても不思議じゃないから、警戒は怠らないように』

「解ってます。正直、胸むな騒さわぎが収まらないんですよ」

　萩原の資質の一つ、危険予知能力とでもいうべきか。いまそれが萩原に警告を出していた。

『その工場で作ってたものがものだからね。気をつけて』

「解ってます」

　ホバリングしたヘリから武装したＡＤＥＭの兵士が次々と降下してくる。周囲を警戒している間、八代から意外な通信が入ってきた。

『萩原君はさ、人を殺したことある？』

「は？」

　八や代しろは沈ちん黙もくしたままだ。質問の意図が解わからないまま質問で返した。

「茶髪の上司には何度も殺されそうになってますけどね。そういう八代さんは、どうなんですか？」

　八代は答えない。ただ、その沈黙に萩はぎ原わらはなんとなく、いや、はっきりと何か深刻なものを感じた。だから真ま面じ目めに答えた。久しぶりの作戦行動と夜の闇やみの緊きん張ちようが、そうさせたのかもしれない。

「……俺おれはありますよ」

『え？』

「なんですか、聞いといて、その意外そうな声は」

『だって、その』

「ＡＤＥＭに入社したとき、とっくに調べはついてる、そう言いたいんでしょう？　もちろん、俺は人を殺したことなんてありません。でも」

『でも？』

「あの立てこもり犯を殺しました」

『……』

「引き金を引いたのは俺じゃないにしろ、直接殺したのは俺だと、思ってますよ。けど、いったいどうしたんですか？　最近変ですよ？　いや前々から変でし……」

　萩原の言葉が途切れた。背中に走り抜ける悪お寒かんが命じるままにうしろを振り向いた。

「ふせろっ！」

　萩原が叫ぶより早く、ヘリのテイルローター部分が爆散した。テイルローターを失ったヘリはきりもみしながら、林の奥へ消えていく。墜つい落らくの音は思ったよりも静かだ。

『何があった!?』

「ヘリが一機、撃げき墜ついされました。攻撃方法は不明。突然、爆発音がして……」

　報告をする萩原と他ほかの兵士達たちは、すぐさま拡散し物陰に隠れた。

『海かい星せいの兵士が残ってたのか。それとも……』

「あまり考えたくない可能性ですね。ヘリは爆発していないようです。どうしますか」

　指示を仰ぐと、応こたえはすぐに返ってくる。

『こっちでも確認した。ヘリの救出には第二部隊が行く。撃墜した方の調査は第四が行った。だからそっちは作戦通り、続行して』

「了解」

　それから建物への進入はさらに慎重に慎重を重ねた。正面ゲートからの進入は避さけ、少量のＣ４を使ってドアの鍵かぎを壊こわし、萩原を先頭に一気に潜せん入にゆうした。中に入ると懸け念ねんされていた反撃はなく、かわりに火薬と血の臭においが充満していた。

「ひどいな。……進入口を確保。奥へ進みます」

　銃をかまえ壁にへばりつき、ドアを一つ一つ入り口からチェックし、潰つぶしていく。

「クリア」

　何事もなく建物の奥へ進んでいく。ただしどこに行っても死体と銃弾の跡はついてまわった。見えない敵は撤てつ退たいしたのではと口にする兵士もいた。気の緩ゆるみを萩はぎ原わらはたしなめる。

「警戒をおこたるな。ヘリを落とした残党が確かにいるはずだ」

　消えていないどころか建物の奥に進むにつれ、萩原の危険信号はますます高まっていく。

「ひどいな」

　建物の中はいたるところに銃じゆう撃げきの跡と、犠ぎ牲せい者しやの死体が転がっていた。警備兵の姿もあるが、武装していない一般職員や学者らしい姿も数多く見られる。

「皆殺しか」

　そして萩原達たちは目的の場所にたどり着いた。工場の中の広い倉庫と思われる空間だ。

「萩原です。最悪です。根こそぎやられてます」

　実寸以上に広く感じるのは、倉庫内がほとんどカラだからだ。ところどころにコンテナや機材はあるが、それらはどれも破損している。他ほかに転がっているのは人間の死体だ。警備員はもとより、たまたま居合わせたらしい白衣を着た研究者らしい男の姿もあった。ここが戦場になったのはつい一時間前だ。大気にはまだ火薬の臭においが濃く残っている。生きているのは萩原と一いつ緒しよに来たＡＤＥＭの調査員だけだった。

　しゃがんで遺体をひっくり返して見ると、大きく見開かれた顔は醜みにくく歪ゆがみ無残だった。

『フォートノックスはからっぽかい？』

「はい、全部持っていかれたみたいです。テロの次は強盗の真ま似ね事ごとなんて」

『倉庫にあった数は解わかりそう？』

「どうでしょう？　いま施設のコンピュータを調べさせている最中です。やっぱり強奪されたのは例の機体らしいですね。完全に裏をかかれた形です」

　アメリカの兵器工場が襲おそわれ、わずか十時間後。まさか日本の兵器工場が襲われるとは誰だれも思わなかった。襲しゆう撃げきの間隔としては最短、移動も最速で行われている。

『二ツ橋重工もこれでおしまいか。遺産技術の不正使用、申請されていない兵器工場、兵器密輸の嫌疑、どれだけの法を犯しただろうね。これだけの規模だ。上層部の人間も知らないではすまされないだろうし』

「ですね」

　警備員の体をひっくり返してみると銃が握られている。マガジンをチェックすると何発か撃うったようだ。

「応戦むなしくか」

　銃を元に戻すと、萩原はため息をついた。陰いん鬱うつな気分が重くのしかかってくる。

「ああ、くっそ。わけわかんねえよ」

　萩はぎ原わらは頭を掻かいて、気持ちのうちにこもるもやもやを振り払おうとする。考えまいとしてもどうしても浮かんでしまう。

　──海かい星せいは本当に間違っているのか？

　ここで開発されていた悪あく魔まの兵器。決して許されることではないと思う。ではそれを裁いた海星は正義か。否いな。しかし、悪を断罪できるのが悪ならば、それはすなわち正義ではないか。そんな単純な理屈でないことは解わかる。しかし確実に海星の行動は遺産犯罪を牽けん制せいしている。

「まあ、俺おれみたいな下っ端ぱが考えてもしかたないんだけどな」

　冗談めかした言葉を口にし、自分の気持ちをごまかそうとした。おどけた表情がふいに曇くもった。

「なんだ？」

　萩原が持つリターナーとしての勘が警けい鐘しようを鳴らした。直後、轟ごう音おんと爆発が倉庫内の空気を震ふるわせた。

　倉庫の隅には大穴が開き、煙が舞い上がっている。煙の中では六つの赤いライトが点ともっていた。無機質な六つのライトが煙を掻き分けて、前進してきた。現れたのは異形の機械だ。八本の脚に六つのカメラ。蜘く蛛もを連想させる姿だが蜘蛛であるはずがない。

「レ、レプトネーター！　残ってたのかっ!?」

　脳裏に浮かんだのは報告書で読んだ目の前の兵器と同型機の暴走事件だ。弧こ石せき島とうで駆動実験が行われ、自衛隊一個中隊が駆動実験に協力した。

　結果は惨さん憺たんたるものだ。たった一機のレプトネーターの暴走で自衛隊一個中隊は壊かい滅めつ、査察に行ったＡＤＥＭの職員もほとんどが死亡。伊だ達てを含めた数名が生き残ったが、その経緯は知らない。最高レベルに規定された極秘事項となっている。

　いま目の前にいるのは、その時と同じ兵器だ。目の前の倉庫から、すべて海星に奪われたはずの。

「散開しろっ！」

　叫ぶと同時に、横っ飛びに壊こわれたコンテナの陰に入る。もっともレプトネーターが完全であれば、そんな鉄の塊など盾にもならない。

　それでも萩原はレプトネーターに向かってＭＰ５サブマシンガンを撃うった。勝算などないが、考えるより先に行動していたのは、それでも隊を預かった責任感からか。データが正しければレプトネーターにはＡＩが搭載されており、攻こう撃げきした人間を最初に敵と認識するはずだ。

　本体下部の砲門が萩原を狙ねらっている。資料と寸分たがわない形はレールガン。その威力は装甲車を難なく貫いてしまう。人間では肉片一つ残らないに違いない。

　レールガンが紫電の火花を纏まとう。発射寸前の放電現象だ。

『萩原君！』

　八や代しろの声がやけに遠くに聞こえた。

　考えるより先に体が動く。右へ跳ぶほうが得意だったが体は左を選んだ。その理由を知ったのは、空中で見えたレプトネーター周囲の地形だ。萩はぎ原わらを追って砲身を旋回させるが、倉庫の柱が途中で邪じや魔まをした。

　それでも強引にレプトネーターはレールガンを発射する。射線軸上に萩原はいない。何メートルも離はなれている。爆音が倉庫内に響ひびき、萩原の鼓膜を破は壊かい的てきなまでに震しん動どうさせた。受身を取るのも忘れ萩原は思わず空中で耳を押さえ、そのまま床に転がった。

　右側の装帯ハーネスがケプラーのプロテクターごともっていかれている。上半身ですらその有様なのだから、右足はブーツも千ち切ぎれていた。レールガンの弾道とは何メートルも離れている。しかし砲弾の突風が巻き起こすかまいたち現象が、耐刃耐弾素材さえあっさりと切り裂いてしまったのだ。

「くそっ」
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　立ち上がろうとしたが、激痛で倒れてしまう。足元から血だまりが広がっていく。レールガンのかまいたちは、ズボンだけでなく萩原の足をも切り裂いていた。腱けんまで切れてはいなさそうだが、走ることはおろか歩くこともままならない状態だ。

　遅れてＡＤＥＭの兵士達たちが銃で応戦する。しかしレプトネーターの装甲を突き破るどころか、歩みを止めることさえできない。

　レプトネーターがレールガンの衝しよう撃げきに耐えるために床に打ち込んだ脚を引き抜く。そして動けない萩はぎ原わらの下へゆっくりと歩み寄った。コンクリートの床さえ打ち抜く鋼はがねの脚が萩原に振り下ろされる。

「うわっ」

　萩原は床を転がり、なんとかレプトネーターの脚を避さけた。二度、三度、と脚をかわす。そのたびに振り下ろした脚が床に穴を作り、飛び散ったコンクリートが萩原の体に降り注ぎ、細かい擦さつ過か傷しようを作る。

「くそっ、いいかげんにあきらめろ！」

　何度もかわしながら、しかしあきらめなくてはならないのは、自分のほうだと気づいた。転がった体が何かにぶつかって停止した。萩原の行く手を遮さえぎったのは、皮肉にも先ほどレプトネーターのレールガンを遮った柱だった。

　レプトネーターは萩原の前に立ちはだかり、脚を振り上げる。もう逃げ場はない。

　──ああ、ああ。なんかあっけねえな……。

　意外と冷静に萩原は目の前の光景を受け入れていた。しかしいくら待てども脚が振り下ろされることはなかった。

「あれ？」

　よく観察すればレプトネーターのカメラのライトも消えている。完全に停止していた。太い脚部を叩たたいても、ぴくりともしない。

「なんだ、電池切れかよ？」

　先ほど冷静だったのは死を受け入れたのではなく、リターナーの異名を持つ彼特有の危機探知能力は、それほど危険信号を発してなかったからか。人工衛星シグマからの電源供給がない状態での内蔵バッテリーの稼か働どう時間は五分が限度だったことを思い出した。

「萩原さんっ」

「まだ来るな！」

　しかし、まだ油断はできない。周囲の隊員が駆け寄ってこようとするのを制し、腕だけで体を引きずりながら、慎重にレプトネーターから距きよ離りをとった。

　左手の腕時計は無事だ。

　レプトネーターの最大予測稼働時間は五分。多く見積もってもあと三分十五秒。腕時計を確認しながら待った。

　誰だれも動かないその息づまるような闇やみの中でレプトネーターは沈ちん黙もくしている。残り少ない稼働電源が尽きたのか、それとも力尽きたふりをしてまだ生きているのか。

　──ま、俺おれレベルの戦せん闘とう能力に、そんな細かい芸を使うとは思えないけど。

　萩原の中に、冷静に観察する余裕が生まれてきた。

　萩原は考える。こいつは多分もう動かない。ヘリを落としたのも同一のレプトネーターならば、稼働時間が萩原の前で切れた時間とも、ほぼ一致する。なぜ海かい星せいは一機だけ残していったのか。ただの回収ミスか、自分達たちのような人間への牽けん制せいか。それとも何かのあてつけめいた予告か。

　時計を見て、レプトネーターが完全に沈ちん黙もくしたことを確認する。

『萩はぎ原わら君、萩原君!?　死んでないよね？』

「生きてますよ」

　珍しく真剣な茶髪の上司の声に応こたえ、

「リターナーの異名を持つ俺おれですよ。こいつが瀕ひん死しの状態だって事くらい一発で見抜いてました」

　軽口を叩たたこうとして、語尾が震ふるえている事に気づいた。冷たい汗が全身を濡ぬらしている。さらに我に返ると、右足も血でぐっしょり濡れていた。意識したとたん激痛が再び萩原を襲おそう。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ！」

　隊員が駆け寄ってきて、萩原に応急手当を施ほどこしていく。

「な、なんとかね……」

「ありがとうございます」

「いや、あんま深く考えてなかったよ……」

　男に感謝されるのも、悪くないな、いつも調査は単独行動だったし、などと思いながらなんとか激痛に耐える。隊をまかされたからには、だらしなく悲鳴をあげたりはしたくない。

　その時、コンピュータを調査していた兵士が戻ってきた。書類を受け取った萩原の顔が、今度こそ本当に真っ青になる。レプトネーターに襲われたときとは比較にならないほどの危険信号が、萩原の全身を震わせた。

「……これ本当？」

「間違いありません」

　報告する兵士の顔も、同じように青い。萩原は通信機に向かって叫ぶように言った。

「八や代しろさん、だいたいですが数字が出ました。ここでレプトネーターが違法生産されていたのは確かです。確認できただけで百二十体以上。はい、そのほとんどが奪われました。いいですか、繰くり返します！　海かい星せいがレプトネーターを百二十体以上強奪しました！」

　その日最後の報告を終えると、萩原の意識は急速に薄うすれていった。
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　誰だれもいない。

　二週間前は一いつ緒しよに捕まった仲間がいたが、今は蓮れん杖じようだけが隔かく離りされている。独房代わりの鍵かぎのかかった部屋が広く感じるくらいだ。

　部屋の隅にあるベッドに横たわって、天てん井じようをじっと見る。食事は朝昼夜の三食。量は多くなくこの三週間で３キロは痩やせただろう。しかし捕ほ虜りよの身、まして物資が限られる空の上ともなれば、充分な待遇だった。

　──そろそろか。

　数少ない調度品の一つである時計を見て、蓮れん杖じようは体を起こした。案の定、聞きなれた足音が近づいてきて、鍵かぎの開く音がする。

「おまえ達たちは外で待っていろ」

　いつもと同じ命令を付き添いの部下にして入ってきたのは、海かい星せいのトップである黒くろ川かわ謙けんだ。

「おや、待ちわびていたという顔だな。気が変わったか？」

「毎回同じ時間に現れれば、身構えもする。気が変わったわけではない」

「そうか、それは残念だ」

　黒川は毎日のように、蓮れん杖じようのところに話をしにくる。海星に加わるように説得するため、海星の理念、行動の正当化等を語るのかと思っていたが、蓮杖の予想は裏切られた。

「今日は強行スケジュールでね。一日で二箇所襲しゆう撃げきしたのは初めてだ。連戦連夜、さすがに兵に疲れの色が見え始めた」

　そう言ってため息をついた黒川も疲れているように見える。

「どことどこを襲撃したと思う？」

　蓮杖は答えない。答えなくても黒川は正解を口にするだろうし、コミュニケーションという形をなるべく避さけたかった。

　認めよう。この男には奇妙な魅み力りよくがある。直接語ろうとはしないが、彼の理念は間違っていると断ずることはできないものだ。

「あいかわらず、だんまりか。まあ、いい。立て。見せたいものがある」

　蓮杖が何か返事をする前にすでに立って、扉を開ける。

「どうした、早く来い」

　拘束もなしに外に出すのかといぶかしみながら外に出た蓮杖の目に、奇妙な人影が映った。

　──少年兵？

　部屋の外で待機していたのは一般の兵士の他ほかに、中東を連想させる彫りの深い顔立ちをした少年だった。浅黒い肌に、まだ少年の面おも影かげを残している。無造作に手すりに座り、退屈そうにナイフをいじっていた。

「ベルフェゴール、ついてこい」

　ベルフェゴールと呼ばれた少年は、黒川に一度だけうなずくと鮮やかな手つきでナイフを曲芸のように回し、腰の後ろの鞘さやに収める。

　──ベルフェゴールだと？

　蓮杖の記き憶おくが正しければ、七つの大罪の一人。まさかまだ少年だとは思わなかった。しかし少年と侮あなどってはならないのは、噂うわさに聞いた七つの大罪の偉業だけではなく、精せい悍かんな面つら構がまえと先ほどのナイフ捌さばきからも察することができた。

　両側を護衛の兵士で固めた黒くろ川かわが先を歩き、やや後ろを蓮れん杖じようが歩く。最後尾を歩くのはベルフェゴール。絡からみつくような油断のない眼まな差ざしを背中に感じる。それだけで汗が出る。

　──何者だ？

　噂うわさは噂でしかない。武勇伝に尾ひれがつくのは世の常だ。しかし背後の少年から感じる脅威は、武勇伝がほんの一端でしかないのではないかと、感じさせるに充分だった。







　黒川が案内したのは、第二格納庫と呼ばれる場所らしかった。しかし中の電気がついていないため、よく解わからない。ただ暗くら闇やみの中に何かがあることだけは感じ取った。闇の向こうに何か潜ひそんでいる。山の中で姿を見せず獲物を狩る狼おおかみに遭遇した気持ちに似ているか。

「ん、いないのか？」

　黒川は暗闇の中を見渡してつぶやき、壁のスイッチを入れる。すぐに天てん井じようの明かりがつき、格納庫内にあるものをあらわにした。

「こ、これは……」

　蜘く蛛もを連想させる奇妙な機械があった。脚らしきものを折りたたみ、微動だにすることなく鎮ちん座ざしている。しかも一体や二体ではない。第二格納庫を埋め尽くす数がそろっている。百体以上いるのは確かだ。奇妙な蜘蛛の機械を蓮杖は知っていた。資料だけの知識だが、戦せん闘とう能力は脅威の一言に尽きる自律行動式多目的多足型戦車。

「……レプトネーター」

　蓮杖は初めて黒川に問いかける。

「まさか、日本を襲しゆう撃げきしたのか？」

「そうだ。使い方しだいでは一体で一個中隊に匹敵する。それが百二十体。海かい星せいの軍事力は飛ひ躍やく的てきに向上したよ」

　言葉を失う蓮杖に黒川が不敵に笑いかけたその時。

「だれえ、勝手に明かりをつけたの？」

　黒川と蓮杖の緊きん張ちよう感かんを一気に緩ゆるめる勢いで、奥から目をこすりながら少年、いや少女が現れた。男装こそしているが顔立ちや線の細さ胸のふくらみはあきらかに少女のものだ。

「徹てつ夜やで眠いんだから、騒さわぐのやめてよね。ふぁああああ」

　大きく伸びをしながら近づいてきた少女の姿形が見覚えのあるものと解ると、蓮杖の表情がこわばる。

　七つの大罪の一人、マモンだ。彼女に心を覗のぞかれた人間は発狂する。蓮杖の部下もその例に漏もれなかった。何人もの部下が目の前で狂っていくのを、蓮杖は手をこまぬいて見ているしかなかった。

「プログラムの改良は済んだのか？」

「とっくに終わったよ。機動性25パーセント、エネルギー効率36パーセントアップ、思考ルーチンの改良、他ほか改良点多数。峰みね島しま由ゆ宇うがプログラム組んだって、僕と大差ないものしか作れないと思うけどね。いやＬＡＦＩの力を得たいま、僕のほうが上かも」

　くすくすと笑う。童女のように無邪気で、故ゆえに何かが捻ねじ曲がり狂っている。以前会った時もその印象はあったが、今はさらに進んでいて危険な兆候が濃くなっている。

「性能、試してみる？」

　マモンは笑う。危険な笑い方だ。危険な笑い方は蓮れん杖じようの背後、ベルフェゴールに向いていた。ベルフェゴールはただ眉まゆをひそめて、首を振る。

「そんなこと言わないでさ。いまからする僕のしもべの攻こう撃げき、防いでみてよ。ふふふ」

　マモンは笑いながら無造作に手を横に突き出した。パンッと空気が弾はじける衝しよう撃げき波はとともに、突き出した手から紫電の雷が伸び、壁に設置されているレプトネーターを管理するコンピュータのコネクタに絡からみつく。

　百二十体のレプトネーターの目の明かりがいっせいに点ともった。百二十体の蜘く蛛もがいっせいに動く。格納庫は百二十体の巨体が動くには狭すぎるはずなのだが、レプトネーターの移動によどみはない。水が流れるような鮮やかさで、百二十体がまたたくまに蓮杖達たちを取り囲んだ。蛇へびやムカデが長い体や多足をもてあまさないように、百二十体のレプトネーターの動きの連携は、まるで一個の生物のようだ。

　あっという間に床をのぞく全方位から、レプトネーターの鋼はがねの脚が突き出された。わずか数センチの距きよ離りを残して停止している。

　マモンを除く全員が、下手に動けなくなった。わずかに動くだけで脚に触れてしまう。触れればいっせいに脚が突き出され、串くし刺ざしにされそうだ。

「ふふふ、あははははは。どう、どう？　あまりの速さに何もできなかった？　護衛失格だよ。僕の意思一つで、一秒後には海かい星せいのトップ死んじゃうよ。そんなことになったら、困るよね。困ったよね!?」

　大きく見開いた目に正気はなく、いついま言ったことを実行してもおかしくなかった。

「全員串刺し。鋼鉄の処女、アイアン・メイデンって拷ごう問もん器具知ってる？　さながらこれは鋼鉄の蜘蛛、アイアン・スパイダー。ううん、しまりがないなあ。まあいいや。それで、どうする？　どうやって抜け出す？　このままだとみんな死んじゃって、困ったことになるよ」

　エキセントリックにからからと笑うマモンを見てベルフェゴールは、

「おまえはやらない」

　とたどたどしい日本語で返事をする。とたんマモンの笑いは途絶えた。

「なんだよ？　わかったような口をきくなよ」

　一変して不機嫌なものになる。

「おまえはやらない」

　ベルフェゴールは精せい悍かんな表情を崩し、歳とし相応の笑顔を見せると、同じ言葉を繰くり返す。学友に笑いかけるような無邪気さだ。

　毒気を抜かれたのかマモンは、

「ああ、もういいよ。やっぱりおまえって、つまんない奴やつだよね。真ま面じ目めすぎるっていうか」

　と投げやりな言葉とともに面倒くさそうに手を振った。

「気が済んだか？」

　黒くろ川かわの声は平静そのもの。どこかあきれた響ひびきまであり、最初からこの結末を知っていたかのようですらあった。

「ああ、はいはい。ぜんぜん済んでないけど済んだことにするよ」

　蜘く蛛もの脚がいっせいに引っ込む。百二十体が一糸乱れずに元の場所に戻る姿は、先ほどの光景のフィルムの逆回しを連想させた。三十秒を待たず、格納庫内の様子は蓮れん杖じよう達たちが入ってきたときと変わらないものとなった。今までの出来事が嘘うそのようだ。

「ねえ、あんた。ＡＤＥＭの人だよね？」

　マモンが呼びかけた相手は蓮杖だった。さすがに黒川も意外だったのか、不審の表情でマモンを見る。

「八や代しろ一はじめって知ってる？」

　さらに続いた言葉も意外だった。黒川のいぶかしむ顔はより明確になる。

　むろん蓮杖は答えない。

「教えてくれないの？　ケチだね。ま、いいや。教えてくれないってことは、まだ生きてるよね。あいつがあのくらいで死ぬはずないし」

　マモンは嬉うれしそうに笑う。

「だったら無む駄だにならないや。ふふふ、いいね。嫌よ嫌よも好きのうちって、ほんとだね。あいつのこと、大っ嫌いだけど、いっつも考えちゃうんだ。思い出すだけでドキドキしちゃうんだ。何通りも考えたんだ。どうやって殺そうか、殺す前にどうやって苦しめようか。ああ、早く、早く会いたいな」

　恋する少女が想おもい人のことを語るように、マモンはうっとりと笑った。
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　由ゆ宇うの寝顔を見つめながら、闘とう真まはもう今日何度目になるか解わからないため息をついた。

　この部屋には由宇と闘真しかいない。もちろん、部屋中に張り巡らされたセンサー類、何十箇所と取り付けられた監視カメラ、ドアは内側からだけでは開けられない特殊な構造と、牢ろう獄ごくといっても差し支えない設備に満ちている。それが由宇に与えられた病室であり個室であり安息の場であった。

　海かい星せいから由ゆ宇うを取り戻して二週間、由宇は意識を失っていた。闘とう真まは衰弱しきった由宇を見守りながら、目を覚ますのを今か今かと待っていた。だが、その二週間のうちに世界は残ざん酷こくに変わってしまった。意識を取り戻した由宇は、麻ま耶やから海星をめぐる世界情勢の説明を聞いたあと、少し休ませてくれと言ったきり、そのまま塞ふさぎこみ寝込むことが多くなった。

　意識を取り戻したとはいえ、自白剤と毒に蝕むしばまれ続けた体は完全に回復するに至らなかったこともあるだろう。心配した闘真が見舞いに行っても、たいていは眠っているか話すのも疲れた様子で、闘真は気の利きいたことも言えぬまま、面会時間がすぎて由宇の部屋を出ることが常だった。

　もしくは、眠る由宇の横で、じっと寝顔を見つめる。布ふ団とんを直すとき、シーツから見える細い首筋や手首に残る痛々しい傷を見て、闘真は改めて由宇の体にいかほどの負担がかかっていたのかを悟った。

　──兄さん。由宇さんをできるだけ元気づけてあげてくださいね。

　麻耶はそう言って、二週間前由宇の意識が戻るのを確かめると、自分の仕事に戻っていった。

　特別保護法の対象になり、自由に外を出歩けなくなった自分は、ある意味由宇と同じように、ここＮＣＴ研究所がわりのスフィアラボの中で、身を隠しているしかない。

　ＡＤＥＭと麻耶が作ってくれた闘真の安全な場所が、由宇と同じ場所だったのは闘真にとって、自分の境遇などどうでもよくなるくらい、幸運なことだと思った。

　今一番の望みは、この少女の横を片時も離はなれず守ることなのだから。

　しかし、同時に闘真は悩んでもいた。

　由宇を海星から取り戻すまでは、ひたすら由宇のことを考えていればよかった。由宇に害をなすものから彼女を救うことだけを考えていればよく、戦せん闘とう能力に特化している闘真にとってひたすら目標に向かって邁まい進しんすればいいたぐいのものだった。

　しかし今、少なくとも最低限の身の安全が保障された場所で、保護された由宇を前にしていると、その間に起こった出来事の数々が闘真を悩ませた。

　自分程度の知性と理解力では完全に理解しがたいことではあるが、比ひ良ら見みでの出来事が闘真と由宇の関係の根幹を揺るがすような出来事であったと、さしもの能天気な闘真でさえ、認識せざるを得なかったからだ。

　──峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうに会ったことを、あの娘には言わないのか？

　二日前、唐突に風かざ間まに尋ねられた。もっともなことだと思った。由宇はずっと父親の勇次郎を追っていた。十年間、姿をくらませていた峰島勇次郎。由宇だけでない。妹の麻耶にも、ここで世話になっているＡＤＥＭの岸きし田だや伊だ達てにも、本来なら真っ先に相談すべきことだろう。

　しかし、闘真はそれを言うのをどうしてもためらってしまう。

　それだけではない。

　よみがえった一年半前の記き憶おく。自分の母を手にかけた事実。鳴なる神かみの尊みことを使えるようになった本当の理由。

　比ひ良ら見み特別禁止区域の地下で見た、十年前の出来事──あの核爆発を由ゆ宇うが起こしたのではないかという謎なぞの映像。

　そう、二ヶ月前何も知らなかった頃ころに比べれば、自分は驚おどろくほどの経験をした。その中には由宇さえ知らないものもある。

　これを由宇や麻ま耶やに言えば、賢く強い彼女達たちのことだ。きっと闘とう真まが経験したことを解明しようとし、なにかしらの答えを与えてくれるだろう。なにより、自分が情報を言うことで彼女達の今後にも計り知れない利益を与えることができるかもしれない。

　けれど、そこまで解わかっていても、闘真はなかなか言い出すことができないでいた。

　怖かった。

　由宇をここまで放置している峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが、娘の由宇でなく闘真に会いに来たと知ったら、由宇は傷つくだろうか。

　傷つくに決まっている。旧研究所の中、業ごう火かに焼かれながらひたすらに父の名を呼び続けた由宇を見てしまった今、どう言えばいいのか解らない。

　麻耶や屋や敷しきの住人達を襲しゆう撃げきしたのが自分の母であると麻耶が知ったら。自分が母を手にかけた忌いみ子であり、父親の道具でしかないと知った麻耶は、今までどおり無邪気に自分を慕したい、微笑ほほえみかけてくれるだろうか。

「……とうま、か？」

　急に声をかけられて闘真は驚おどろく。

　由宇の黒こく曜よう石せきの瞳ひとみが、うっすらと闘真を見つめた。

「由宇！　起きたの？　体は？　大だい丈じよう夫ぶ？　どこも痛くない？　つらくない？」

　由宇は弱弱しくも、

「君もあいかわらず心配性だな、大丈夫だ。元通りとは言わないが、明日からは少しずつ運動も始めよう。この忌いま々いましい点滴ともおさらばだ」

　と精一杯微笑んだ。

　それから三日間、由宇は言葉どおり横たわったままだった体のリハビリを始め、ずいぶん顔色も良くなってきた。そして四日目に、闘真にある提案をした。

「君に頼たのみがある」

「なに？　僕にできることならなんでもするよ」

「一いつ緒しよに、実験につきあってもらいたい」

「実験？」

「ＬＡＦＩの中のカオス領域にシンクロする」

　どうしていきなりそれなのか。闘真は何度か質問した。しかし由宇は理由を答えないまま、岸きし田だ博士を説き伏せてしまった。
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「……ま、……とう、ま」

　誰だれかに呼ばれている気がする。しかし意識は朦もう朧ろうとしたままで、まるでピントのずれた写真だ。意識だけではない。視覚が聴ちよう覚かくが味覚が嗅きゆう覚かくが触覚が、すべてが曖あい昧まいだ。五感が混ざり合っている。

「と、うま……とうま」

　聴覚の情報が、他ほかの感覚にも影えい響きようを及ぼす。肌は何かを感じ、意味を成さない光の明滅が視覚を刺激し、臭においや味さえ伴う。ぼんやりとした意識の中で、ああ自分の名前はこんな味と匂においなのかと考えた。

「まずいな。やはり……意識結合のバックアップに限界が……。このまま……カオス領域に呑のみ込まれ……」

　別の男の声が聞こえてくる。

「聴覚…除く感覚を……シャットアウト……。意識を…つなぎ……」

　ずっと呼びかけていた少女の声。忘れてはならない声だ。とてもとても大事な人だということははっきり解わかっている。でも名前がすぐに思い出せない。

「…解……した」

　男の声と共に、いきなり五感が断絶した。

「全バックアップを聴覚に集中。これで聴覚のノイズはほとんどなくなったはずだ」

　否いな、五感が一つだけ残っている。いままでとは比べ物にならないほど、クリアな声が耳に届く。しかし視、味、嗅、触の四感は途絶したままだ。普通ならパニックになりそうな状況の中で、闘とう真まの朦朧とした意識は、しかしなぜか不思議と落ち着いていた。たとえるならふうんという程度だ。

「まだ意識レベルが低いぞ」

「寝ぼけさせておけ。この間に一つずつ、問題をクリアしていく。まず聴覚の余よ剰じよう処理を視覚にまわす」

　突然焼きつくような光が、闘真の網もう膜まくを焼いた。

「ハレーションを起こしているか。調整が必要だな。変換プロトコルを再構築。ふむ、頭の中でプログラムを構築するだけでいいのは便利だ」

「気をつけろ。ここの感覚に慣れると、現実に戻ったとき、感覚のずれが生じるぞ。人間の脳はすぐに楽なほうに順応する」

「解っている。よし、視覚の調整は終わった」

　眩まぶしくて何も見えなかった視界が急に開けた。視界が開けると目の前に、長い黒い髪をした美しい少女の顔があった。

　──あ、……ゆ……ゆ…う？

　しかし意識はいまだ深く沈んだまま、思考能力はゼロに等しい。

「意識レベルが低いな。深層領域をノックしろ」

「なんとも荒あら療りよう治じだな。やはりおまえには暴君の才がある」

「よけいなことは話すな。微調整はこっちでやる。任せたぞ風かざ間ま」

　再度、慣れない未知の衝しよう撃げきに襲おそわれる。今度は頭の奥を直接何かでがんっと殴なぐられた。否いな、頭の奥を殴る手段などない。そう思わせる情報が脳に流れ込んできたのだ。衝撃と共に意識がぱっとクリアになった。

　とたん覗のぞき込んでいる顔や、二つの声が誰だれなのかを悟った。

「あっ、ああ、由ゆ宇う？」

　忘れるはずのない少女の名前を確認するように呼ぶ。もう一人の男性の声は風間だ。

　由宇から安あん堵どの吐息が聞こえた。

「まったく。まさかこれほど手間がかかるとは思わなかった」

「あ、どうしたんだっけ？」

　闘とう真まは周囲を見渡して首を傾かしげた。このような場所が地上にあるはずがない。大地はのっぺりとした材質不明の板だ。それが地平線の彼方かなたまで延々と続いている。

「ここ、どこ？」

　由宇は安堵の上に呆あきれた感情をトッピングし、あきらめたような吐息を一つこぼすと、淡々と説明を始めた。

「君と私はいまエレクトロン・フュージョンで、ＬＡＦＩサードのカオス領域にシンクロしている。この説明で解わかるか？」

「あ、ああ、そうか、うん、そうだった」

　闘真は何度もうなずきながら、ようやくことの経緯をすべて思い出した。いま自分と由宇は実験施設の特殊なシートに横たわっているはずだ。しかも頭に奇妙な機械をかぶっている。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産の一つ、エレクトロン・フュージョン。スーパーコンピュータＬＡＦＩに自分の意識を送り込むための装置だ。

　自分はいま由宇と二人でＬＡＦＩの中にいるのだ。

「それでか……」

　周囲の奇妙な光景はこれで合が点てんがいく。あらためて由宇と向き合った。

「ごめん、僕のほうが上手くできなくて、また由宇に迷惑かけちゃったみた……い……？」

　何か肌色ものが見えた。

　なんだろうと思うと同時に、言動も思考もフリーズしていることから、多分なんなのか解っているのだが、認識している事実を認められずに無意識下に押さえ込もうとして失敗し、目の前の肌色の正体を意識にはっきり刻み込んでしまった。

「どうかしたのか？　まだ感覚に不具合があるか？」

　目の前の肌色の物体が由ゆ宇うの声にあわせて動く。視界はいつになくクリアだ。肌色は予想通りの像を結んでいった。

　闘とう真まは反射的に顔を背けた。しかしすでに網もう膜まくにいま見たものが鮮明に残っている。由宇が目の前にいて、その大部分が肌色となれば結論は一つだ。

「あ、あの由宇。か、か……おす領域って、そういう格好なの？」

「おす領域？」

「いや、だって、その、何も着てないように……見えるんだけど。それとも僕の目が変なのかな？　そうだ、そうに違いない。視覚野とかなんとかいうのの調整が、まだっ」

　闘真は必死に自分に言い聞かせようとする。由宇は自分の姿を見下ろし、首を傾かしげた。

「その通りだ。安心しろ。君の視覚は正常に再現されている」

　目がおかしいという説はあっさりと由宇に粉砕される。逃げ道をふさがれ、しかたなく闘真はストレートに尋ねることにした。

「な、なんでは、はだ……だだか、服を……き、着てないの!?」

　裸とは言えない青少年を前に、由宇は眉まゆをひそめる。

「サードのバックアップではこれが限界だ。肉体以外の余よ剰じようを再現する余裕はない」

「おい、その言い方は聞き捨てならない。ファーストよりも低性能とでも言いたいのか。携帯性を重視した結果だ。それともおまえは６１２・２７キロの箱と私を比べるのか？　単純な体積比の性能比較なら、私のほうが遥はるかに上だ」

「要約すると、多少の不便は我が慢まんしろということだな」

「不便と評されるのも我慢と言われるのも心外だが」

　闘真の切せつ羽ぱ詰つまった困惑をよそに、由宇と風かざ間まは口論を始めている。闘真は必死でその間に割り込むため、声を張り上げた。

「不便とか、性能とか、どうでもいいからっ！　それ以前に、ちょっと二人とも常識で考えてよっ！」

　常識という言葉に、由宇は柳りゆう眉びをつりあげる。

「常識がないのは君のほうだ」

　見まいとしてもどうしても目に入ってしまう由宇の体。由宇は何もない空間で、一糸まとわぬ姿にもかかわらず、まるで椅い子すがあるかのように長い手と足を組んで、堂々と座っている。

「なんでっ？　だいたい由宇おかしいよっ！　僕がたまたまお風ふ呂ろ場ばの前にいた時はハレンチってものすごく怒ったのに、僕の前で着替えた時とか、今みたいな時はどーして平気な顔してるわけ？」

「いいか、闘とう真ま。私は常に公平を心がけている。逃亡中、一部屋しかない場所で着替えねばならぬ場合、たまたま起きてしまった君が見てしまったとしても、それは君の非ではない。今もそうだ。だが、居る必要のないはずの場所で私の裸身を見たり、さらす必然性がない場所で破は廉れん恥ちなものを見せるのは君の非だ。だから私は怒る。何か間違っているか？」

　間違っているのなら言ってみろ、と言わんばかりに由ゆ宇うはさらにふんぞり返る。

「間違ってるよっ！　もうどこもかしこもぜんぜん間違ってるってばっ」

　このような状況下で理路整然と由宇を諭さとすなど、もとより闘真にできるはずもない。

　二人の平行線の言い争いに、今度は風かざ間まが仲裁に入った。

「闘真。おまえの錯さく乱らんも解わからないではないが、この世界では最低限のものしか再現できない。服など再生する余裕はない。我が慢まんしろ」

　由宇よりは遥はるかに人間の常識に精通していると言ってもいいコンピュータの風間は、辛抱強く闘真に言い聞かせようとした。しかし闘真はさらにもう一つの己の災難に気づいてしまった。

「だからって、困るよ、服がないなんて……あれ、もしかしたら……」

　闘真は由宇を視界におさめないよう一いつ瞬しゆんにしてうつむいて、自分の体を確かめた。

「僕も裸あっ！」

「なにをいまさら驚おどろいている？　ここに君の体が再現されてから、ずっと裸だったぞ」

　カオス領域に、闘真の悲鳴が轟とどろいた。







「無む駄だな時間をすごしてしまった」

　風間の姿が見えていたら、間違いなくこめかみをもんでいる仕草をしていそうな声だった。

「懸け念ねんされた脳波の干渉もないようだ」

「よけいな処理に、ある程度食われているがな。まあ許容範囲だろう」

　いつまでたっても収まらない裸騒さわぎに、最初に折れたのは風間だった。風間はしかたないと言って、由宇と闘真の体に最低限の服を再生し、ようやく闘真はなんとか普通に呼吸ができるようになった。それまでは息を吸うことも忘れていたような気がする。

「ノイズがたまに走る。フィルターの精度は改良の余地がある」

「それは今回の実験後に検討しよう。フィルターはＬＡＦＩファースト用にカスタマイズされているからな。おまえのカオス領域にあわせるには調整は必要だろう」

　由宇と風間の会話はまるでちんぷんかんぷんだ。闘真はできるかぎり自分の持っている記き憶おくを総動員して、由宇に質問をした。

「ねえ由宇、たしかＬＡＦＩとシンクロしてコンピュータの中に意識を放り込むのって、特殊な能力が必要なんじゃなかったっけ？」

「以前はな。いまは実験データがだいぶそろって、対策が練られるようになった。風間のサポートが得られるのも大きい。もう一つ言えば、裏技も見つけた。ここの相対時間を実時間よりも遅くすることによってデータの転送量を減らし、脳への負担を減らした。これは小さ夜よ子このデータが役に立った」

「うむ、朝あさ倉くら小夜子はじつに三十二時間もシンクロしていたにもかかわらず、ほぼ無事だった。簡単なことだ。脳へのデータ転送量を減らしたにすぎない。通常、つまり俺おれが人間だったときや峰みね島しま由ゆ宇うがスフィアラボでダイブした時の千分の一以下に落としてある。コロンブスの卵といいたいところだが、しかし特殊な目的がない限り、実用性に欠ける方法だ」

「なんで？」

　闘とう真まの質問にも風かざ間まは律りち儀ぎに答える。

「相対時間が現実より遅くなるようでは、意味がない。ここでの一秒は現実では二二・九二六秒に匹敵する。現実時間ではすでに十一時間経過している」

「つまり無む駄だ口ぐちは叩たたくなと言うことだ」

　先ほどの由宇と風間が起こした裸はだか騒さわぎこそ無駄な時間ではないだろうかと思う闘真だったが、思うだけにしておいた。

「ふうん」

　解わかったのか解らないのか曖あい昧まいな返事をしてまわりを見渡す相手ほど、説明しがいのない相手はいないだろう。

　しかし闘真が由宇と風間に罵ば倒とうされることに慣れたように、由宇と風間も闘真のこのマイペースな態度には慣れていた。もうあえて解ったのかと問いただすことはない。

「カオス領域ってこういうところだったんだ？　これが風間のいる世界なの？」

「少し違うな。集合的無意識という言葉を知っているか？」

「ええと……集団催眠術みたいなもの？」

「集の字しか合っていないぞ」

　由宇はため息をついて、解説を続ける。

「シンクロニシティ、意識の共有現象による非因果的連関の原理の理解を、君に求めても無駄だろうな？」

「うん、時間ないんでしょ？」

「開き直ったか。まあ、いい。面倒だしどうせ理解できないだろうから簡潔に説明する。人間の意識の底の底では全員繋つながっているという考え方だ」

「深層心理のこと？」

「小ざかしい単語だけは知ってるな。面倒なのでそう思ってかまわない。些さ細さいな誤差はこのさい目をつむることにしよう。いやその前に些細な誤差と思い込まないといけないか」

「由宇、時間」

「ああ、うるさい。解っている！　ともかくカオス領域も人の深層意識に似ている。一つだけ違うのは、人は深層意識を意識したりはしないが、ＬＡＦＩの世界では深層意識と表層意識が同列で扱われる」

　闘とう真まはうなずいて見せるが、本当のところはもちろんよく解わかっていない。

「ところでどうして風かざ間まは声だけで姿を現さないの？」

　なんとなくやりにくさを感じて、闘真は聞いてみる。ノートパソコンの姿から声がするのは、あまり違和感がなかったが、どこからともなく頭の中に声だけ響ひびいてくるのは違和感をぬぐいきれない。

「当初の予定ではコミュニケーションを円滑にするために姿を現す予定だった。各プロトコルのバランス調整ができたら、余よ剰じよう処理で姿を再生するつもりだった。あいにくよけいなものを再生せざるを得なくなって、あきらめたが」

「よけいなもの？」

「おまえ達たちが着ている服だ。まったく、おまえが騒さわがなければ」

「あ、えっと、ごめん」

　謝る闘真だったが、じゃあ服を消して姿を現してとは口が裂けても言えない。風間いわく余計なものを消したら、次には裸の風間が出現するのだろう。そんな異常な光景に放り出されたらどうなるか。落ち着いて話をするどころか、健全な十七歳の自分は間違いなく精神が破は綻たんしてしまう。
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「精神状態、両者ともに安定しています」

　小さ夜よ子こが点字モニターをなぞりながら、定期的に報告をする。隣となりでは岸きし田だ博士が気が気でない様子でモニターと、強化ガラスで仕切られた隣の部屋に寝ている由ゆ宇うと闘真を交互に見ていた。

「異変があったらすぐに教えるように」

　もう幾度となく口にした台詞せりふを、それでも岸田博士は繰くり返す。

　目覚めてからの由宇は元気がなかった。その由宇からＬＡＦＩのシンクロ実験の申し出があったとき、驚おどろきと喜びがあった。実験の許可は吟味したつもりだったが、少し判断が甘くなってしまったことを岸田博士自身、ようやく自覚し始めた。

「はい。現在のところ、リンクパルス64パーセント前後で安定しています。順調です」

　由宇と闘真は同じ形の奇妙なシートに横たわり同じバイザーで顔の半分を覆おおわれていた。

「セレブラル・コルテクス領域、異常ありません。言語野および聴ちよう覚かく野やが活性化しています」

「ふむ、中ではいったい何を話しているのだろうな？」

　ＬＡＦＩとシンクロし、そこで話している内容が解らないのがもどかしい。外でモニターしている自分達たちには詳しいことを知る手段がない。ＬＡＦＩが吐き出すデータは膨ぼう大だいかつ複雑で、何が起こっているのか解析するだけで普通のコンピュータでは何年も費やしてしまう。結局のところ一番手っ取り早いのは、シンクロした本人達にうかがうしかないのだ。

「あら？」

　文字を追っていた小さ夜よ子こが首を傾かしげた。

「どうしたのかね？」

「いえ被験者Ｂ、坂さか上がみ闘とう真ま君の脳波がちょっと……」

「ちょっと？」

「たぶんノイズだと思うのですが、原因が解わかりません。過去のデータに該当する現象はありませんし……」

「二人同時のシンクロテストは初の試みだからね。カオス領域で二人の脳波が干渉し合ってる可能性は？」

「かもしれません。でも被験者Ａ、由ゆ宇うさんの脳波には異常が見られません」

　岸きし田だ博士は表情を少しだけ険しくする。

「これ以上、ノイズが大きくなるようなら実験は中止しよう。引き続き、モニターを続けてくれたまえ」

「はい」
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「由宇、ずっと疑問だったんだけど」

「なんだ？」

「どうして僕をここに誘さそったの？」

　由宇はすぐには答えなかった。

　口を開いたのは一分ほどしてからだ。現実では二十分以上時間が経過したことになる。

「闘真、このＬＡＦＩの中の世界をどう思う？」

「どうって……」

　質問の意図が解らず、闘真は漠然と周囲を見渡す。自分と由宇以外なにもない空間。肌で空気の流れを感じることもなければ、一切音もない。少しだけ頭の奥が痛いことをのぞけば、怖いくらいに無だった。

「寂しいところだね」

「まあ、そうだな。世界のあり方が違うから君には寂しいと感じるだろう。では、もう一つ問う。君はここにいて外の世界、いま座っているはずの椅い子すやスフィアラボの研究室、そばで見守っている小夜子や岸田博士の存在を感じ取ることができるか？」

「え？　あ、うーんと……」

　闘とう真まは首を傾かしげたり、目をつむり精神を集中しようとしたりしたが頭の奥でうずく鈍い痛みも手伝い、すぐにあきらめて、

「ぜんぜんわかんない」

　とさじを投げた。

「あきらめるのが早すぎるだろう。まあ、いい。君の五感すべてはいまＬＡＦＩに繋つながっているから、本当の世界を知ることはできない。もし君がＬＡＦＩの中で生まれたなら、外の世界のことは一生気づかないで終わるだろう。世界はこのＬＡＦＩの世界で閉じている。これは理解できるな？」

「な、なんとなくなら」

「本当に理解できるか？」

　由ゆ宇うは疑わしい眼まな差ざしを闘真に向ける。

「もちろん例外はある。風かざ間まは外の世界を知っている。しかしそれもこちら側からコンタクトを取らなければならない。ＬＡＦＩのケーブルを抜きセンサー類を潰つぶしてしまえば、この世界では万能な風間といえども、外の世界を見ることはできない。しかもＬＡＦＩの世界と現実世界では、世界の法則がまるで異なる。この二重構造こそが、すべての鍵かぎであり、発ほつ端たんでもある」

　由宇の横顔は無表情だが、闘真には苦渋の表情に見えた。

「よく解わからないけど、もしかしてそれが……」

　続く言葉をためらってしまう。しかしためらったところで闘真が言おうとしていることなど、由宇は充分すぎるほど察している。

「そう、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの目的の一つだ」

　父の名前を呼ぶときだけ、由宇に見えるある種の一いつ瞬しゆんのためらい。いつもと同じだ。

「この世界は峰島勇次郎の目的をシミュレーションするために作られたと推測される。風間の存在は、勇次郎の研究目的のモデルケースという役割があった」

　以前も風間が似たようなことを説明した気もするが、闘真にはまるで理解できなかった。

『本来の目的を実行する前に、酷こく似じした状況を作って影えい響きようの実験をする。つまりそういうことだ』

　理解していないと踏ふんだ風間が、補足説明をする。しかし風間に説明されるまでもなく、闘真は理屈でなく肌で感じ取っていた。

　いままで体験した遺産の数々とそれにまつわる事件。それらは一つの方向へ収束しようとしていることを、理屈ではなく感覚が教えてくれる。これは峰島勇次郎の、ひいては峰島由宇という存在の核心に触れることなのかもしれない。

　──いや、それだけじゃない。

　自分にも関係することだ。あの比ひ良ら見み特別禁止区域で、闘真は確かに峰島勇次郎に会った。そのとき勇ゆう次じ郎ろうが残した闘とう真ま自身にかかわる謎なぞめいた言葉の数々は、真まな目め家けと峰みね島しま家けの因いん縁ねんの渦中に闘真がいることを明言していた。

　だが、闘真はまだそのことを由ゆ宇うに言えずにいた。

　それからどれだけお互い口を開かない時間を費やしたか。

「そろそろ出よう。一番の目的は果たした。この世界の時間の浪費は、現実では二二・九二六倍に膨ふくれ上がる」

「一番の目的って？」

　ここに来て由宇はめぼしいことを何もしていない。少なくとも闘真にはそう見えた。

「どうしても君に、この空間を経験しておいてほしかった。そうだな、そういう意味では、今こうして話している時間は余興のようなものだ。最初、君が感じていたはずの、いうなれば五感が溶けていく感覚、あれを体験して欲しかった」

　そう語る由宇の口調は、つらそうに聞こえた。どうしてと聞くのがためらわれた。だから口を開いても別の話題に切り替える言葉を発するつもりだった。

「どうして？　この世界を知ることで僕に何かあるの？」

　しかし出た言葉は話題の継続を意味するものだ。

「いずれ……」

「いずれ？」

「いずれ現実でも似た現象を体験することになるかもしれない。そのときここでの実体験が、君の手助けになるだろう」

　その横顔にいつも彼女に感じていた力強さが欠けているように思えた。淡々と語る彼女の言葉から感じるのは、余裕ではなく無気力のように思える。

　どんなときでも、たとえ絶望的な状況でも、彼女の瞳ひとみにあった毅き然ぜんと前を向く強さが、今は消えていた。戦う意思と言い換えてもいいかもしれない。

　闘真は心配になり、由宇の顔をのぞきこんだ。

　何か言わなければならない気が、強くした。質問でなくてもいい。自分の考えていることや、見聞きしたことでも。由宇への気持ちでも。由宇と本当に久しぶりに二人きりで話す時間なのだ。しかし、何から話すかと考えても、頭痛がひどくなるばかりで、ただでさえ、いつも皆からぼんやりのんびりしていると言われる頭は、さっぱりまわらず本当に役に立たない。

「小さ夜よ子こ、ログアウトの準備をしてくれ」

『了解しました。フェーズ22からフェーズ１まで、逆順に接続を解除していきます』

　ログアウトの指示に安心したような小夜子の声が響ひびいてくる。由宇の表情にも安あん堵どが見えた。

　闘真も知らず緊きん張ちようしていた体の力を抜く。だが、頭の奥でずっとうずいていた痛みの鼓動がさらに強くなる。由宇の話では、解除されていく時は痛みもないと聞いていたのに、痛みは激しさを増すばかりだ。

『フェーズ15まで解除完了。全フェーズ解除まで残り十三秒。カウントダウン開始します。10、９、８……』

　小さ夜よ子このカウントダウンの声が、痛みに邪じや魔まされてよく聞き取れない。

『４、３……』

　由ゆ宇うがいぶかしげに闘とう真まを見た。

「うあっ！」

　とうとう激しい痛みに頭を抱えてしまった。

「闘真、どうした？」

　闘真の異変に気づいた由宇が叫んだ。その叫び声さえも遠くに感じた。意識が深い闇やみに落ちていく感覚に恐怖した。その闇は決して覗のぞいてはならないものだと本能的に察するも、闘真に抗あらがう術すべはない。

『１、ゼロ……』

　感覚すべてが引きちぎられたように、ぶちっと音をたてて消失した。




　　　　　　　　９




　小夜子の声が緊きん迫ぱくしたものになった。

「被験者Ｂ、闘真君のリンクパルスに異常発生！　値がめちゃくちゃです」

「いったい何が起こってるかね？」

「解わかりません。あっ……」

　あわただしく動いていた闘真のデータを出力する点字モニターが、急に静かになった。

「どうかしたのかね？」

「精神シグナル、ロストしました。闘真君の意識が、どこかに消えてしまいました」

　青ざめた声で小夜子は報告した。
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　灰色の大地と灰色の空が、どこまでも続いていた。地平の彼方かなたで溶け合った空と大地の境界は曖あい昧まいで、目が回りそうになる。

「ここは、どこ？」

　シンクロテストは終了して、現実世界に戻るはずではなかったのか。それともここは戻る過程地点の一つなのだろうか。しかし話に聞いていたのとは違う。

「なんだか懐なつかしい感じがする」

　見たこともない景色、来たこともない風景、予定外の体験。なのに闘真の心は不思議と落ち着いていた。

「なんでだろう？」

「それはこれがおまえの心象世界だからだ。いや俺おれ達たちのと言ったほうがいいかな」

　背後から声がした。ほぼ同時に人の気配が生まれる。闘とう真まは慌てて振り返った。

「よお」

　目の前に自分がいた。気安く手を上げている。いや、自分でないことはすぐに解わかる。姿形は寸分の違いもない。あるはずがない。あってはならない。しかし本質はまるで異なる。

「もう一人の僕……なんで？」

　正確には鳴なる神かみの尊みことを抜いたときの人格。殺さつ戮りくを好み、血を流すことを喜び、喜んで他人の命を踏ふみにじる狂人。あるいは、もう一人の自分。

　まるで鏡の前に立っているかのように瓜うり二ふたつだった。ただ表情だけは、同一人物とは思えないほど、対極の位置にあった。

「そうだ。おまえは俺で、俺はおまえ。いつだって一いつ緒しよにいる」

「そんな、まさか！　僕は鳴神尊を使えるようになった。もう禍まが神がみの血ちに振り回されることはなくなった。押さえ込んだんだ」

「振り回されない？　押さえ込んだ？　はっ、何を言うかと思えば。もう少しましな寝言を言え」

　もう一人の闘真は、嘲ちよう笑しようする。

「俺は常におまえの中にいる。どんなに存在を感じなくても深層心理に根付いている。忘れるな。どんなときもだ」

「そんな……」

　忘れたわけではなかった。

　由ゆ宇うを守りたいと願い、そのために強さを欲したとき。力が与えられると同時に、受け入れざるを得なかったもう一人の自分。

　逃げないと誓ったとき、戦うと決心したとき、常に心の奥底から聞こえてくる暗い声。融ゆう合ごうしていくどす黒い何かを感じた瞬しゆん間かんは何度もある。

　しかし、もう現れないかもしれないという気持ちにすがっていなかったかと問われれば、否定できない。押さえ込んだのだから、もう大だい丈じよう夫ぶだと思い込もうとしていた。

「なぜここにいる？　ここはＬＡＦＩのカオス領域。おまえがいる場所じゃない」

「同じ俺と思えないくらい血の巡りが悪いな。聞いただろうが。ＬＡＦＩのカオス領域は、深層心理と表層心理の垣根がない場所だと。つまり表層意識であるおまえと深層意識である俺が出会えるかっこうの場所であるわけだ」

　理屈では解る。しかし納得はしたくなかった。

「さてと抜けよ」

「抜け？」

　もう一人の自分が何を言っているかすぐに意味を理解する。いつのまにか左手になじみのある重さと手触りがあった。それがなんであるか見るまでもない。しかし目の前にかかげ、目まの当たりにするまで信じられなかった。

「……鳴なる神かみの尊みこと」

「そうだ。俺おれ達たちの半身。俺達の存在意義。俺達の悪夢。鳴神尊だ」

　闘とう真まだけではない。もう一人の闘真も、その手に鳴神尊を握っていた。抜刀の金属音が小気味よい。

「ここらで白黒つけるのも悪くないだろ？」

　鈍く光る刀身を突きつけ、闘真は愉悦の表情で笑った。







「行くぞ」

　最初の踏ふみ込みはまるで地面が爆発したかのような土つち埃ぼこりを後方に残した。踏み込みがえぐった地面の穴は深い。たった一歩でトップスピード。ならば二歩目の爆煙は、限界をたやすく超えた証あかしか。トップスピードにさらなる力が上乗せされる。

「え、あ？」

　闘真は反応もままならず、抜刀もしないまま、一直線に弾丸のように踏み込んで突き出された闘真の一いち撃げきを鞘さやで受けるのが精一杯だった。

「どうした？　遅いぞ」

　鞘で防がれても闘真は力任せに小刀を振りぬく。力負けした闘真ははじかれてうしろに吹き飛ばされた。なんとかうしろに突き出した足の裏で地面をかみ、姿勢を立て直そうとする。

「おまえの力はそんなものか？」

　そんな悠長な時間を闘真は与えなかった。突進のベクトルを殺さず方向のみを変えて、闘真に襲おそい掛かる。すなわち跳ちよう躍やくからの体重を乗せた、気持ちいいまでにまっすぐな唐から竹たけ割わり。微み塵じんの揺らぎもなく、たとえどんなものさえ切断するであろう一撃。

　避さけるはかなわず。故ゆえに闘真は抜刀を強しいられる。あらゆるものを切断する一撃を受けるには、同系統の力で対抗するしかなかった。真上からの一撃を、半ばまで抜いた刃で受けた。

　二刀の鳴神尊の激突は火花というには生なま易やさしすぎる閃せん光こうを生む。

「受けたか。それでこそ俺だ」

　不敵に笑う闘真は上体をかぶせ上から力任せに鳴神尊を斬きり下ろしてくる。刀を押し返しながら奥歯を噛かみ締しめる闘真は、半ばまで抜いていた鞘を完全に抜き去る。均きん衡こうが崩れ、体重を乗せてのしかかってきた刃が闘真に迫る。しかしその事態を予測できない闘真ではない。あるいは理屈ではなく、闘とう争そう本能が悟らせるのか。刃をねじり、のしかかる力をうまく横へ逃がした。

「むっ？」

　攻防は一いつ瞬しゆんにして逆転した。のしかかっていた闘とう真まは目標を失い、前のめりにたたらを踏ふむ。横へよけた闘真は回かい避ひの慣性をそのまま上体の回転に変換し、目標を見失い前のめりになった目前の体めがけて、容よう赦しやない一いち撃げきを放り込んだ。

　避さけるか、なんらかの手段で防御するか。しかし闘真はどちらも選ばなかった。あくまで選択は攻撃のみ。倒れる体をねじり強引に横にいる闘真に向き直ると、迷いのない一撃を突き出す。己を切り裂こうとする刃など、振り向きもしない。

　刃と刃がすれ違う。向かうはお互いの体。幾度となく人の命を奪ってきた刃は、いままた血と肉を切り裂いた。宙に舞った血ち飛沫しぶきは二つ。

　弾はじかれるように両者は離はなれた。

「やるな」

　己の脇わき腹ばらから流れる血に目をやり、闘真は笑う。

「死ぬわけにはいかない」

　左肩から血を流す闘真は、視線に殺意のみをこめる。

「くく、はははは」

　笑ったのはどちらの闘真か。両者は再び死闘を演じるため距きよ離りを詰めた。両者の距離がゼロになると同時に、閃せん光こうがいくつも生まれた。

　苛か烈れつを極める両者の戦い。しかし戦い方は同じ武器、同じ外見と思えないほど対極的であった。

　一方の闘真は一撃一撃に渾こん身しんの力を込めた攻め。防御を捨て、身の安全を捨て、ただ相手を破は壊かいすることのみを考えている。鋭くも速い一撃は容赦なく重い。

　もう一方の闘真は片手に鳴なる神かみの尊みこと、もう片手に鞘さやを持ち、両方の手で強烈な打ち込みの連続を受け止める防御を主体とした構えだ。消極的で攻めるという気配すらない。

「なぜしかけてこない？　受けてばかりでは俺おれを倒せはしないぞ」

　その間にも刃と刃の激突は十を軽く超え、最初の一撃から数えれば、すでに百に届こうとしていた。

　しかし一方の闘真は沈ちん黙もくを保ち、ただ防御に徹てつする。しかし勝つ意思がないわけでないのは、視線に込めた殺意に如によ実じつに現れている。

　両者の力は等しく、武器は同じ。違いは性格のみだ。否いな、性格でさえも戦いの中ではさほどの違いはないか。力は均きん衡こうしやすく、故ゆえに膠こう着ちやく状態は長く続いた。

　打ち合ってすでに数分、繰くり出された刃の一撃はゆうに三桁けたに達し、秒単位で数を増やしていく。

「やるな。ならばこれでどうだ？」

　攻撃を一方的に繰り出す闘真は、さらに重さの増した攻撃をしかけてきた。速さも変えず、精度も変えず、威力だけを倍化する。

「くっ」

　防戦に徹てつする闘とう真まは、受ける一いち撃げき一いち撃げきの重さに二の腕までもがしびれてくる。

　長らく続いた均きん衡こうが、少しだけ傾いた。十の斬ざん撃げきの中で、一方の闘真は一歩足を進め、もう一方の闘真は一歩引き下がった。さらに十の斬撃。その中で二歩の歩みと二歩の後退が生まれる。ついには防戦に徹する闘真の膝ひざが落ちてくる。隙すきが生まれた。

「これで終わりだ」

　たとえ隙が誘さそいだとしても、闘真はかまうことなく渾こん身しんの一撃をまっすぐに繰くり出す。逆手に持った刃が荒々しい弧を描いた。誘いの中にどのようなことが待ち受けていたとしても、相手を討ち取る自信があった。真上からの攻撃を避さけることは不可能。受けても弾はじき返し、肉と骨を断つ。そういう一撃だった。

　対し膝が折れた闘真も迎え撃うった。相手の意図を察しても迷いなく、つま先に力を込め、折れた膝が爆発的な推進力を作る。

　上体が崩れていたとは思えない見事な一撃。最初の一撃以来、ずっと見せなかった攻撃が繰り出される。

　両者の得え物ものは激突し、しかし今までの切りあいで例外なく生まれてきた鋼はがねの激突による閃せん光こうは生まれなかった。

　闘真の渾身の一撃に対し繰り出されたのは鳴なる神かみの尊みことではなかった。

「きさまっ！」

　闘真は目を見開き、己の分身の戦法に驚きよう愕がくする。

　最強の一撃を秘めて突き出された鳴神尊を迎え撃ったのは、鳴神尊ではなかった。迎え撃ったのは鞘さやだ。最強を包み込み、眠らせてしまった。

　何百というつばぜり合いの中で攻撃が単調になる頃ころを待ったか、あるいは攻撃の癖くせを読んだのか。

　闘真は己自身を超え、勝負決着の王手をかけた。

「くっ」

　眠らされた鳴神尊を再び繰り出さんと鞘から抜こうとするが、引いた分だけ闘真は間合いを詰める。
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「俺おれの勝ちだ」

　勝利宣言に喜びも悲しみもない。感情の色がない。ただ淡々と、最後の一手を袈け裟さ斬ぎりに振り下ろした。左肩から右みぎ脇わき腹ばらを刃は綺き麗れいに裂く。

　血ち飛沫しぶきは生まれない。

　もとよりＬＡＦＩの世界に作られた概がい念ねんのみの存在で血飛沫はない。いままでの血飛沫は、斬きられたという意識が作っていた幻にすぎない。概念の底から破は壊かいされれば、血飛沫は生まれようがない。

　切り裂かれた闘とう真まの傷口は暗黒に通じているかのように暗く何も見えない。傷口は広がり、徐々に闘真の存在を食い尽くしていく。闘真はもう一人の自分が滅ぶ様を黙だまって見つめていた。

「くく……」

　しかし滅びていく闘真の顔にあるのは狂喜。

「くく、はははははっ！　なんだこのふぬけた攻こう撃げきは？　これで俺おれを殺したつもりか？」

　体をのけぞらせ心底おかしそうにしていた。

「な、何がおかしい？」

「おまえの生ぬるい方法は、馬ば鹿かにするか笑い飛ばすかしかねえ」

　笑いが突然やんだ。険しい眼まな差ざしが闘真を突き刺す。

「ぬるいな。心を冷静に保って禍まが神がみの血ちを制したつもりか？」

　鞘さやに納まった鳴なる神かみの尊みことを闘真に向ける。鞘にひびが入ると砕け散り、刀身が姿を現した。

「俺に力を示せ。小こ手て先さきの技に頼たよるな」

　いままでと比較にならないスピードで闇やみを纏まとう闘真が迫ってきた。いまなお傷口から闇は広がっている。しかしそれは闘真になんら支障をもたらしはしなかった。

「まさか、なんで？」

　それどころか闘真に隙すきを作るきっかけにさえなった。

　横よこ殴なぐりの斬ざん撃げきは斬きるというより殴るに近い力任せのものだ。しかし闘とう真まはそれを防ぐのが精一杯だった。足が浮く。姿勢が崩れる。

「くっ！」

　姿勢が崩れる前に強引に後方に飛びのく。しかし体のバランスを失うのは避さけられなかった。それでも獣けもののごとき俊敏さで空中で体勢を整えると、四つんばいになりながらも着地した。

　しかし闘真の動きはそこで止まった。着地した地面が奇妙に感じた。

「……なんだ？」

　手のひらに感じた粘液質な感触。ふんばった足が感じたのは硬い地面でなく、土の柔らかさ。戦いの最中だというのに、闘真は目前の敵から注意を地面に向けてしまう。

　地面に何かどす黒いものが流れていた。手が感じた奇妙な感触の正体がなんなのか闘真はすぐに察した。

　手を目の前に持ってくると、どす黒い色をしているのではなく粘つくような赤だと解わかる。鼻の奥に突き刺さる強烈な臭におい。

「血……」

　いつのまにか斬られたのかと思ったが、そうでないのはすぐに解った。血がどす黒く見えたのは、周囲が暗いからだ。

　そう、いつのまにか周囲は暗くなっていた。

　濃密な血の臭いがあたりに漂っている。血は前方から流れていた。血の川をたどり闘真が顔を上げる。

「そんな、ばかな……」

　闘真は言葉を失った。周囲の景色はまるで違っていた。

　闘真は自然の中にいた。周囲は林で、目の前には小高い丘がある。日は暮れてあたりは暗かった。しかし周囲にあるのは自然だけではない。

　おびただしい数の死体。子供が飽きて投げ捨てた人形のように、死体が丘の周りに散乱していた。五体満足な体は一つもない。すべてが細かく分断された人間のパーツだ。

　そして丘の頂にただ一人、立っている人間がいる。もう一人の自分だ。右手に血塗られた鳴なる神かみの尊みことを持ち、全身は返り血で真っ赤だった。

「あっ……」

　闘真は言葉を失う。見覚えのある場所だった。見覚えのある状況だった。何回もうなされた悪夢、逃れられない闘真の原罪が目の前にあった。

「た、助けて……」

　声がした。自分ではない。まして丘の上に立つ殺さつ戮りく者しやでもない。

「……し、死にたくない」

　声は血の丘に立つ闘真の足元、はいずって逃げている男の口から血の塊と一いつ緒しよにこぼれていた。

「忘れたわけではないだろう。いや忘れたくても無む駄だか。この風景はおまえの記き憶おくの奥底に眠るもの」

　悪夢と違うのは丘の上に立つ過去の自分が口にした言葉だ。

「禍まが神かみの血ちが目覚めた夜の出来事だ。忘れたとは言わせない。あの日、屋や敷しきの人間と、屋敷を襲しゆう撃げきした人間のほとんどが死んだ」

　はいずって逃げようとする男の背中を闘とう真まは踏ふみつける。

「そして唯一の生き残りがこいつだ。それもこのすぐあとに殺されたがな」

　闘真は鳴なる神かみの尊みことを振り上げる。はじめて知る殺さつ戮りくの喜びに醜みにくく表情を歪ゆがめていた。

「やめろっ！」

　闘真が制止しようとしても鳴神尊は止まらなかった。刃は根元まで男の背中に埋まった。二、三度痙けい攣れんしただけで、男はすぐに動かなくなる。

「覚えてるか、最後に殺した男を？」

　動かなくなった男の頭髪を引っ張ると、その顔を無理やり闘真に向けた。

「の、野の地じさん……」

　当時、妾めかけの子である闘真に親切にしてくれた数少ない使用人の一人であり、七つの大罪の一人ベルゼブルとして立ちはだかった男が、目の前にいた。

「ぬるいな」

　野地を投げ捨てると、闘真は顔を歪める。しかし今度は喜悦ではなく嫌けん悪おだ。

「この男を殺したときの一いち撃げきにおまえはまだ届いていない」

　無造作に屍しかばねを捨てると、いま殺したばかりの男の血がついた小刀を闘真に向けた。

「このときおまえが生み出した世界の歪みは、いまなお続いている」

　足元にある死体を蹴け飛とばした。丘を転がり落ちて仰向けに停止した死体の顔は、闘真を恨みがましく睨にらんでいるかに見えた。

「……やめろ」

「なにをだ？　これは過去の景色が再現されているだけだ。いまやめたところで、おまえの罪が変わるわけではないぞ」

「……まれ」

「なんと言った？」

「……まれ、黙だまれ、黙れ、黙れっ！」

　いつのまにか叫んでいた。叫びに突き動かされ、闘真は走っていた。最短にして最速で突き進む。鳴神尊を大きく振り上げると、力任せに振り下ろした。

　丘の上に立つ闘真も同じく鳴神尊で迎え撃うつ。激烈な一歩を踏ふみ出し、二つの刃が二人の間で激突する。大気は震しん動どうし、周囲の木々から葉がいく枚も舞い落ちた。さらにお互いの返す刀が再び激突する。

「いいぞ。それでこそ俺おれだ。憎しみに呑のまれるな、憎しみを糧かてとし己の強さにしろっ」

　一いち撃げきの重さに歓喜し、一撃の鋭さに狂喜し、一撃にこもる殺意に喜悦する。いまなお闘とう真まは滅んでいく。傷口から闇やみが蝕むしばむ。

　しかし闘真は滅ぶのをよしとしなかった。

　──倒す、倒す、倒す、滅ぶ前に倒すっ！

「んー、まだぬるいな」

　闘真は笑うとつま先で地面に落ちているものを引っ掛けて持ち上げた。空いている左手でそれを持つと、突進してくる闘真めがけて殴なぐりつけた。

　殴りかかられた闘真の反応が一いつ瞬しゆん遅れた。地面から持ち上げたものを見て、体がすくんだ。それは過去に自分が切り裂いた人間の体の一部、足だった。

　こめかみに鈍い痛みを感じた。人間の足で殴られた。

「くそっ！」

　衝しよう撃げきから体勢を立て直したと思ったそのとき、視界は手のひらで覆おおわれていた。

「動きが鈍いぞ」

　闘真は顔をつかんだまま強引に地面に投げつけた。ばらばらになった死体の中を闘真は転げまわった。

　しかし転がった勢いを利用して立ち上がると、闘真は丘の上に立つ闘真めがけて走った。

　──殺す、殺してやる、滅ぶ前に殺してやるっ！

　闘真は怒りに呑まれるまま、突進した。投げつけられた手足は鳴なる神かみの尊みことで払い、切断する。

「うあああああっ！」

　叫び声をあげて、闘真に体ごとぶつかる。鈍い手ごたえがあった。いまだ闇に侵食されていない胸に鳴神尊が突き刺さっていた。闘真の体を衝撃が胸から背に突き抜ける。

　闘真は手に残っている鈍い感触でようやく自分を取り戻すと、鳴神尊から手を離はなした。突き刺さったままの鳴神尊から闇が広がり、闘真を呑み込んでいく。

「くく、ははは。まあ、こんなものか。今回はおとなしく引き下がろう」

「今回は、だと？」

　闘真の余裕の声が、失いかけた自我を取り戻す。

「そうだ。俺はおまえ。おまえは俺。滅びるはずがないだろう。自己の破は壊かいなどできるはずもない」

　ならばいまの死闘は無意味だというのだろうか。闘真の抱いた虚脱感は、次の一言でどこかに吹き飛んだ。

「しかしまあ、これなら任せても大だい丈じよう夫ぶか。おぼえておけ。おまえはいずれ、あの女、峰みね島しま由ゆ宇うと戦う羽目になる」

「なんだと？　由ゆ宇うと戦う理由はない。彼女を守ることはあっても、戦うなんてことは絶対にない。いいか、絶対にだ」

　闘とう真まの嫌けん悪おの混じった驚おどろきを、闘真は笑って見せる。

「はーっはっは、まだ理解していないか。それとも理解したくないのか。あの娘との戦いはおまえが生まれたときから背負っている定め。おまえの生まれた意味と言い換えてもいい」

　闘真の姿は広がった傷口に食い尽くされ、いまにも消えようとしていた。しかし声だけは、はっきりと聞こえてくる。

「なぜ心を震ふるわせない？　世界でもっとも上等な獲物と、最高の殺し合いができるというのに。ふふ、はははは」

「そんなことは、絶対にないっ！」

　闘真は怒鳴り否定する。しかしそれこそが認めていることにならないか。心の奥底では不安がないとは言えないのか。

「せいぜいあがくがいい。しかし待ち受ける運命は変わらない。いずれあの女はおまえの前に立ちふさがる。必ずな。なんのためか解わかるか？　おまえの命を奪うためにだ！」

「そんなことはないっ！」

「あるさ。おまえの存在は世界の歪ゆがみ。おまえは、あの女が救おうとしているこのどうしようもない世界を壊こわす、忌いまわしきもの」

　闘真は言い返そうとして喉のどを詰まらせる。どこかで似たような言葉を最近聞かなかったか。抗あらがえない強さをもってこの世界に君臨する絶対的な存在から。あれはいつどこで聞いた言葉か。そうだ、比ひ良ら見み特別禁止区域、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう旧研究所の地下で、白いスーツを着た男だ……。

「おお、思い出したか？　なぜならおまえは峰島勇次郎の……」

　言葉は途中で切れ、もう一人の自分は消えてしまった。

　あとに残された闘真の手の中には鳴なる神かみの尊みことがあった。
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「闘真！」

　ＬＡＦＩのシンクロを終えた由宇が飛び起きた。

「大だい丈じよう夫ぶです。精神パルス、サーチしました。坂さか上がみ闘真君のパルスパターンと一致します」

　小さ夜よ子こがほっとした声で報告する。

「リンク作業、急ぎなさい」

　岸きし田だ博士も安あん堵どした声で指示を出す。

「はい。接続成功。リンクパルス上昇します。22パーセント、33パーセント、48パーセント。安全域に到達しました」

　ふうと小さ夜よ子こは安あん堵どに全身の力を抜いた。

「ロスト時間七・二秒。大事に至らなくてよかったです」

「やはり二人同時のシンクロ実験は危険がともなう。あとで由ゆ宇う君には厳しく言っておかなければ」

　岸きし田だ博士の言う厳しいがどれほど甘いものなのか、ここに配属されてすぐに理解した小夜子は、内心でくすりと笑う。







　闘とう真まが目覚めたのは由宇の目覚めから、三十秒も遅れてはいなかった。

「あれ、由宇？」

　心配そうに覗のぞき込んでいる由宇の顔を闘真はぼんやりと見上げていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　七秒ほどだが、君の精神をＬＡＦＩの中でロストしてしまった」

「七秒？　たったの？」

「ああ、そうだが」

　闘真はもう一人の自分との対たい峙じを思い出す。あれは七秒間の出来事ではない。由宇と風かざ間まの話では、現実世界のほうが時間の流れが早いはずだ。

『七・二秒の間、何があった？　完全に俺おれの観測下から消えていたぞ』

「……消えた？」

　夢だったのだろうか。しかしあのとき感じた殺気や怖おぞ気けは、決して幻ではない。

「本当に大丈夫か？」

「うん、なんともないよ。ほら」

　シートから体を起こすと、無事であることを誇示するために、元気に歩いたり走ったりして見せた。

「そ、そうか」

　由宇がほっとした顔をする。

　その顔を見ると闘真は、心配してもらえたという嬉うれしさと、心配させてしまったという申し訳なさが同時に湧わき上がって、どうしていいか解わからなくなる。

　さらにさきほどのもう一人の自分との邂かい逅こうはわけが解らず、由宇に上手く言えそうもない。また隠し事が増えてしまって、まともに由宇の顔が見られない。こんなに近くにいるのに、なかなか距きよ離りを縮めることができない。一言で表すなら素直になれない。最近こういうことが多くなった。

「闘真君、本当に大丈夫？　念のためあとで医務室で精密検査を受けてください」

　スピーカーから小夜子の声が聞こえてきた。強化ガラスで仕切られた隣となりの部屋を見れば、小夜子と岸田博士が心配そうにしている。

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございます」

　心配させまいと闘とう真まはわざとらしいくらいに明るい声で答えた。

「ふふ、元気そうでよかった。女の子の前だもの。男の子はそうでなくっちゃね」

「あ、えーと、はい」

　小さ夜よ子この含みのある言葉に、なんだか気恥ずかしくなり、闘真は曖あい昧まいに微笑ほほえんで頭を掻かいてごまかした。その様子を察した小夜子が、さらに微笑む。

　二人の会話を黙だまって聞いていた由ゆ宇うは、

「闘真、一つ聞きたいことがあるのだが……」

　言いよどみながらも口にする。さらに落ち着きなく目を左右に泳がせる様子がおかしかった。

「どうしたの？」

「その、なんだ……」

　よほど言いにくいのか由宇の視線はあらぬ方向へ遊泳し、挙動不審という言葉を完かん璧ぺきに体現する。

「さ……」

「さ？」

　由宇の口から次の言葉がなかなか出てこない。なんだろうと闘真は黙って次の言葉を待った。待った末に出た言葉は、意外なものだった。

「小夜子とは……し、親しいのか？」

　そのたった一言を言っただけなのに、重労働のあとかと思うほど、由宇は深い息をつく。

　小夜子と聞かれて、闘真は誰だれのことかすぐに思い当たらなかった。天てん井じようを見上げ思案すること数秒、その様子を由宇が不審な眼まな差ざしで見つめていることに気づかず、ようやく朝あさ倉くら小夜子のフルネームを思い出す。

「ああ、朝倉さんのことか。親しいってほどじゃないよ。ここ何日か話す機会があっただけ。由宇のほうがたくさん話してると思うけど」

「ずいぶん長いこと考えていたな。不自然なほどに」

「はは、朝倉さんって覚えてたから、ぜんぜん名前のほう思い出せなかった」

　なぜか由宇に睨にらまれている気がする。いや睨んでいるというほど強い視線ではない。ただ責められているように感じられた。

「あ、ああそうだよね。今度から失礼のないようにちゃんと名前覚えておくよ。朝倉小夜子さんだよね」

「いや、いい。君の限られた記き憶おく力りよくをこれ以上、圧迫するな。小夜子の名前は忘れてくれ」

「由宇、どうしたの？　もしかしてそんなに心配かけちゃった？」

　ますます様子がおかしいことに、闘真は見当違いの方向へ勘違いする。

「違う、今の私の言葉のほうこそ忘れてくれ。私のほうが小夜子に対して失礼なことを言ってしまったようだ」

　由ゆ宇うは疲れたように肩を落とす。いや疲れたというよりも、しょぼくれたと言ったほうが近いか。

「まだ完全に復調していないらしい。少し休む」

　部屋に引き返そうとした由宇だが、何かを思い出したのか闘とう真まに詰め寄った。

「いまの会話は絶対に小さ夜よ子こに言うな。絶対にだ」

「う、うん」

　実験の締しめくくりは由宇の脅迫めいた言葉で終わった。

「由宇君。真まな目め麻ま耶やさんがお見えになったよ。伊だ達て司令ももう少しでこちらに到着する。疲れているところに申し訳ないが、準備をしてくれないか？」

　岸きし田だ博士がタイミングよく話しかけてきた。機会をうかがっていたのかもしれない。

「解わかった。すぐに行く」

　頬ほおを叩たたき、由宇は気持ちを切り替えた。

「ふむ、こういうのをなんと言ったか。今後の方針を決めるために三人が一堂に集つどう。そう、確かこれだ。三者面談だ」

「違うと思うな」

　闘真はぼそりとつぶやいた。
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　暴風雨に翻ほん弄ろうされるヘリコプターはいつ墜つい落らくしてもおかしくなかった。それでもなんとか姿勢を維持しているのはパイロット、越こし塚づかの腕がいいからだろう。

「あと十分ほどで到着します」

　越塚の声に、八や代しろが時計を確認する。

「予定通りです。この海域はあと二十七分、人工衛星の索敵範囲から外れます。いやあ、すごいねえ。この天気じゃ一時間ずれてもおかしくないのに。さすが越塚君」

　軽い声で部下をおだてるのは八代だ。三週間前折ったアバラは、まだ完治には程遠いが、空元気を振りまく程度には回復していた。

「モグラのお姫様は元気そうですね」

「ああ、まったく無む茶ちやをする。岸田博士ばかりか朝あさ倉くら君も加担していたようだ」

「意外ですね。朝あさ倉くらさんってどっちかっていうと大人しい女性に思えたんだけど。先のＮＣＴ研究所の件といい」

「盲目というハンデを背負って、なお最先端の兵器開発にかかわっていた技術者だぞ」

「そういえばそうでしたね」

　印象の違いは、弧こ石せき島とうで小さ夜よ子こを実際に見た伊だ達てとそうでない八や代しろの差か。

「衛星の観測範囲は大だい丈じよう夫ぶか？」

「はいクリアしています」

　海かい星せいが全衛星のデータをハックしている可能性がある以上、スフィアラボの浮上は慎重にならざるを得ない。レーダーに映らないステルス迷彩を備えているとはいえ、光学迷彩を持っていないスフィアラボは光学カメラで容易に発見が可能だ。人工衛星の監視カメラが、居所をつかんでしまう。

　しかしたとえ人工衛星のすべてを使っても、観測範囲はどこかに必ず穴ができる。スフィアラボは、その穴を利用して浮沈し、海星に知られることなく人員や物資を出入りさせていた。

　さらに空に比べれば海は遥はるかに索敵の目が少ない。海底の深くを潜せん行こう中ちゆうは観測される可能性は極めて小さかった。

　十分後、三人を乗せたヘリコプターは海上でホバリングする。

「定刻どおり定位置につきました」

　それからまもなく、何もないように見えた海上の一部が盛り上がったかと思うと、巨大な球体が姿を現した。ＮＣＴ研究所が半はん壊かいしたいま、ＡＤＥＭとＮＣＴ研究所の仮設本部となったスフィアラボである。

　５２５メートルの球体が暴風雨にさらされて登場する姿は、巨大な未知の海洋生物のようだ。だがいかに巨大な建造物といえど海に浮いている以上、波の影えい響きようはどうしても受けてしまう。着陸する予定のヘリポートは大きく上下左右に揺れていた。しかし揺れるヘリポートに伊達達たちが乗るヘリはあっさりと着陸した。

「到着しました」

　誇るでもなく越こし塚づかは淡々と報告する。

　ヘリコプターから降りると大粒の雨と強い風の洗礼を受け、レインコートはすぐにびしょ濡ぬれになった。

「酷ひどい嵐あらしだな。スフィアラボの運航に支障は出ないか？」

「どんなに嵐で波が荒れても、２００メートルまで潜もぐればほとんど関係なくなりますよ。海の底は静かなもんです」

　八代は嵐に負けないよう怒鳴っているが、それでもようやく相手の耳に届く程度だった。

　背後でゲートが閉じると、嘘うそのように嵐の音は掻かき消えた。

「あの娘のところに行くぞ」

　伊だ達ては足早に、エレベーターに向かう。

　うしろからついていく八や代しろは今日の用件を思い、伊達と由ゆ宇うの二人の衝しよう突とつを察し、その後に続くであろう岸きし田だの怒りと愚ぐ痴ちを想像し、少しばかりげんなりする。

　ＩＤチェックを済ませ最下層直通のエレベーターを待つ。エレベーターが開くと思いがけない人物が中に乗っていた。

「あら」

　相手も驚おどろいたらしく、戸惑いの表情を垣かい間ま見みせる。しかしそれも瞬まばたき一つの間の出来事、真まな目め麻ま耶やはすぐに落ち着きを取り戻し、優しい微笑を浮かべ一礼した。麻耶のうしろにはいつもどおり、黒い服を着た怜れいが控えている。

　伊達の後ろにいる八代は、真目家との交渉役として何度もこの二人と会話を交わしているが、いつものような軽い挨あい拶さつをするでもなく、今日は小さく会え釈しやくしただけでエレベーターのボタンを押した。

「ここでお会いするのは初めてでしたわね。到着されたと聞きましたので」

「今日は私とあなたと峰みね島しま由宇の三人でお話をする日だと思ったが」

「ええ、そうに違いありませんわ」

「てっきり峰島由宇に先に会いに行くものだと思っていた」

　ふむと伊達はあごひげをなでる。

「つまりあの娘と話す前に、私と話しておきたいことがあるのか？」

　麻耶は極上の微笑ほほえみで、伊達の言葉を肯定した。
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「今度開かれる国連の緊きん急きゆう会議に招かれることになった」

　伊達の言葉にはどこか苦いものが含まれていた。

「なかば強制のようですわね」

　老人達たちと伊達との間にどのような会話があったのか、麻耶には容易に想像がついた。

「それはいい。驚くことではない。俺おれが驚いている事は別にある」

　厳しい表情は老人達の対応を思い出してのものではない。別の思惑が、伊達にそのような表情をさせていた。伊達にしては珍しく次の言葉に迷っている。それでも、迷いはほんの一時のことだ。決意は早く、言葉は端的だった。

「なぜあなたが国連に働きかけ、俺を参加させようとしているのか。その真意を問いたい」

　伊達はじっと麻耶を見つめる。麻耶は一度だけ、目を大きく見開いたが、すぐに穏おだやかに見つめ返した。

「なぜそう思われますか？」

「なぜだろうな」

「憶おく測そくでしょう？」

「そう憶測だ。可能性としては五分五分くらいには思っていた。しかし今、あなたの表情を見て、確信にかわった。真まな目め麻ま耶やが国連に関与し、安保理の緊きん急きゆう会議で俺おれを招集した。今日、あなたがここにきたのは、あの娘に会うためではなく、直接このことについて話をしたいと思ったからではないのか？」

　麻耶はコーヒーカップを両手に包んだまま、コーヒーの揺らぎをじっと見つめていた。伊だ達ても返答をせかすでもなく、じっと待っている。

　麻耶は声もなく笑った。その笑顔を見て伊達は数度しか会ったことのない真目不ふ坐ざを連想した。まぎれもなく麻耶は、あの真目不坐の血を受け継いでいる。そう思わせる綺き麗れいで底の知れない笑い方だった。

　八や代しろにパイプ役を任せている間は、まだどこか青さを感じていたが、いま目の前にいる娘にそのような面は一切感じない。七つの大罪の件で家訓を犯し、いまはこうして堂々とＡＤＥＭと協力体制をとっている。

　真目麻耶は明らかに父であり一族の長おさである真目不坐に反旗を翻ひるがえした。その決意が彼女を変えたのだろうか。

　──あるいは、峰みね島しま由ゆ宇うより危険な娘かもな。

　伊達の背中に汗がにじむ。

「あなたが私に会いにきた理由を聞こう」

　目の前の麻耶は静かに微笑ほほえんで、言った。

「単刀直入に言います。今度の安保理の会議で、伊達司令には私の傀かい儡らいになって欲しいのです」

　安保理会議の傀儡になれと言われるまではよかった。聞こえはよくないが、裏を返せば真目家のバックアップがつく。それに会議に参加するのは伊達だ。主導権はあくまでも自分にある。真目家の、麻耶の言い分を土ど壇たん場ばで跳ね除のけることもできる。

　だが、そんなことをこの娘が解わからぬはずもない。何を考えているのか。自分の予想は正しいのか。いま感じている緊張感に比べれば、先日の老人達たちとの話し合いなどままごとのようだと伊達は思った。

「何を考えている？」

「海かい星せいが潰ついえたあとの身の振り方です」

「潰えたあと？」

「ええ」

　それから十五分ほど麻耶の計画を聞かされた。

　わずか十六歳の娘が熱く語る言葉に、伊達は思わず喉のどを鳴らす。

　にわかには実現可能と思えない話だった。可能にするなら、真目家の情じよう報ほう網もうを駆使し、ＡＤＥＭの実行力を極限まで高め、完全な協力体制をひいた上で、世界の動きに随ずい時じ対応しなければならない。麻ま耶やが言った傀かい儡らいとは、あくまでも比ひ喩ゆである。

「……あの娘は、峰みね島しま由ゆ宇うは承しよう諾だくしたのか？」

「まさか。こんな提案、承諾してくれるはずがありません。お話しするだけ無む駄だです」

「ではどうするつもりだ。まさか？」

　麻耶は一口コーヒーを口に含み、

「そのまさかですわ。お膳ぜん立だてをし、地盤を固めてから、彼女に知っていただきます。ありていに言えば事後承諾です。逃げ道をふさげば彼女もうなずいてくれるでしょう」

　楽しそうに話した。

「これがベストの選択と思われます」

「いいや、ベストではない。あなたの描いた計画は、私情が含まれている」

「否定はしません。ではベターと言い換えましょうか？　それとも妥協点のほうが適切かしら？　伊だ達て司令、あなたはベストの選択とは何か、言い切ることができますか？」

　伊達はしばらく無言だ。

「とんでもないことを考えるな」

「いつまでも小娘でいるわけにはいきませんもの。私も、それに由宇さんも」

「世界が混乱する」

「統制できない緩ゆるやかな混乱に対処するか、統制できる可能性のある性急な混乱を選択するか、それだけの違いですわ。このまま私達たちは、後手後手に回っていいのでしょうか？　誰だれか強力な先導者が必要です」

「それで俺おれか？　過大評価だ」

「あなたのほうこそご自分を、そして部下の方々を過小評価しているのではなくて？」

　伊達の決断は麻耶の予想より早かった。

「解わかった。その提案に乗ろう」

「承諾していただけると思いました」

「しかし君がやろうとしていることは、夢物語に近いぞ」

「解っています。でも私は必ず実現させてみせますわ。それがどんなに困難でも」

　麻耶が微笑ほほえむ。その微笑を見て伊達は、不ふ坐ざに確かに似ているが、不坐とは違うとも思った。

「由宇さんが明るい陽を浴びて暮らせる場所を、この世界に作り出してみせます」

　それは勇ゆう次じ郎ろうにも伊達にも岸きし田だにも与えることのできない、母性と呼ばれる愛情だった。
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　伊達と麻耶が最下層へのエレベーターに乗ろうとすると、入れ違いに朝あさ倉くら小さ夜よ子こが降りてきた。

「だ、伊だ達て司令っ！」

　小さ夜よ子こは明らかに気まずそうに、一歩後ろに下がった。伊達は一言も発していないのに、目の見えない小夜子になぜ解わかったのか麻ま耶やには不思議だった。

「真まな目めさん、少しだけ待っていただけますか」

　伊達は麻耶に一言断ると、険しい眼まな差ざしを小夜子に向けた。小夜子は思わず身をすくませている。

「朝あさ倉くら君、なぜあの娘に協力した？　無断でＬＡＦＩファーストとシンクロした件の処分も決まっていないというのに。このままでは、ますます君の立場は悪くなるぞ」

「それは……」

　小夜子は前で組んだ両手の指を動かすだけで、答えようとはしない。しかし反抗的な態度をとっているのではなく、弁明することが罪であるかのような表情をしていた。

「レプトネーターのことを聞いたからか？」

　小夜子の肩が、ぴくりと震ふるえた。

「確かにあの兵器の開発に君は関かかわっていたが、責任を感じるのはお門かど違ちがいだ。まして自分の立場を危うくしてまですることではない」

「は、はい。……すみませんでした」

　小夜子はただうなだれる。伊達は厳しい眼差しのまま言った。

「君はあの娘に似ているな」

「え？」

「内ない罰ばつ的てきなところだ。すぐに自分の責任だと考えて、一人で行動する」

　小夜子は何も言い返すことができないで、ひたすらうなだれていた。横で見ていた麻耶が、事情は解らないなりにも、何か言ってしまいそうになるほどに。しかし、伊達が次にかけた言葉には厳しさよりも優しさがにじみ出ている。

「疲れた顔をしている」

「そんなこと、ありません。大だい丈じよう夫ぶです」

「朝倉君」

「は、はい」

　再びの伊達の厳しい呼びかけに、小夜子は思わず首をすくめた。

「最後に休んだのはいつだ？」

「あ、はい。ええと……」

　無難な答えを探そうとして、しかし嘘うそが苦手な小夜子はとっさに返答することができなかった。

「君が答えることができないのなら俺おれが答えよう。三十四時間前だ。それ以来君は一睡もしていない。いまやＬＡＦＩを使えるのは峰みね島しま由ゆ宇うを除けば君しかいない。スフィアラボの制御は君によってもっているようなものだ。自分に課せられた任務の重さを忘れてもらっては困る」

　二人の会話を聞いていた麻ま耶やは、あらためて驚おどろく。弧こ石せき島とうの事件の時から朝あさ倉くら小さ夜よ子この名は知っていた。優秀な技術者であるということも。写真もビデオも見ている。しかし目の前で見る朝倉小夜子は十も年上にもかかわらず、とてもそうは見えない。

《希望》事件の際、ＮＣＴを逃亡してきた由宇が洋服を借りたのがこの小夜子という女性だったことを思い出した。あの時、由宇が麻耶に返しておいてくれと押し付けた服は、クリーニングでどうこうなる状態でもなく、一言で表すならズタボロで、そのままにしてしまっていたことも思い出す。

　──あとで、彼女に似合いそうな服を選んで送ろう。由宇さんにもファッション雑誌やカタログを見せて、一いつ緒しよに選べればなおいいわ。きっと楽しい。

　麻耶がそんなことを考えているあいだも、伊だ達ては小夜子を諭さとしている。

「海かい星せいの件が一段落すれば、君にはＬＡＦＩシステムのマニュアル作りをやってもらうつもりだ。いつまでも君一人にＬＡＦＩを任せておくわけにもいかないのでな」

　小夜子はほっとすると同時に不思議そうな顔をしていた。それならより深くＬＡＦＩを理解している由宇の方が適任ではないだろうかと思ったのだろう。

「あの娘は駄だ目めだ。人に教えるという才能は凡人以下と言って過言ではない。複雑極まりないＬＡＦＩの構造の根幹から説明しようとする。さわりの部分だけ教えるというのは、性しように合わないのだろう」

「は、はい」

　小夜子も伊達の言い分に納得したのか、小さくうなずいた。

「俺おれの話は以上だ。これから君に、二十四時間の休養を命じる。忘れるな、これは命令だ」

　小夜子は恐縮したまま、二人の脇わきを抜けてスフィアラボに作られた自室に戻っていく。

　麻耶はエレベーターに乗り込むと、伊達をおかしそうに見た。

「伊達司令、おもてになりません？」

　最初、伊達は何を言われたか理解できず、眉まゆをひそめたまま麻耶を見た。

「どういう意味ですか？」

「そのままの意味ですわ。女性に人気がありそうです」

「冗談はやめていただきたい。今の朝倉君とのやりとりを見たでしょう。どちらかというと敬遠されているほうです」

　麻耶はくすくすと笑う。

「あら、そうですか？　厳しさと強さの中に優しさを秘めた男性は、女性の理想像の一つだそうですわ」

「若い娘さんが、大人をからかうものじゃありませんよ」

「からかってなんていません。思ったことを率直に口にしたまでです」

　居心地が悪そうにネクタイを緩ゆるめた伊だ達てだったが麻ま耶やの、

「お気を悪くされていたら、ごめんなさい」

　という言葉に、これは初めて麻耶が見せた年相応の娘らしい表情なのだと気づき、表情を和やわらげる。

「私の妻は私の事を、こうと決めたらテコでも動かない頑がん固こ者もので困ると、よく言っていましたが」

「大恋愛だったそうですわね。亡くなった奥様をとても愛してらっしゃるから、再婚なされないって噂うわさですわよ」

「どこでそのような？」

「茶色い髪の秘書官さんが、よくぼやいてらっしゃいます。上司が仕事一筋だと、部下達たちが大変だって」

「八や代しろめ」

　口ではそういうが、別に伊達は怒ったふうでもない。

「あら、私はそれを聞いてとても納得しましたの。人の上に立つ者は、たいていの場合優秀な人間です。優秀な人間が寝食を忘れてまで働くレベルを要求したら、部下達が疲れてしまうだけだと」

「なるほど、気をつけよう」

「……その噂の秘書官さんですけど、最近、あまり元気がないように見えます」

「ＬＡＦＩファーストが海かい星せいの手に渡ったことに、責任を感じているのだろう」

「例の六りく道どう家けの少女ですわね」

「あなたは、彼を煙たがっているのかと思ったが」

　お互いの秘書についての浅からぬ縁えにしを、むろん二人は知っている。

「あら、私は彼を評価しています。Ｅ─００１の発令の手て際ぎわは見事でしたわ。弧こ石せき島とうの時のように、ちょっと油断していると付け入られますし」

「惜しいと思っていますか？」

「いいえ。だって……」

　麻耶はどこか寂しげに言った。

「家督の地位をきょうだいで争うのは、哀かなしいことですから」

　エレベーターが最下層エリアにつく。

　伊達にも麻耶にも険しい表情が戻った。

「元気がないのは八代だけなら、まだいいんだがね」

　海星にやぶれ、ＬＡＦＩファーストを奪われ、意気消沈している者が、ここにも一人いるのだった。
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　峰みね島しま由ゆ宇うと伊だ達て真しん治じが対たい峙じすると、誰だれもが意識せずとも緊きん張ちようする。伊達は胸ほどの高さしかない少女を見下ろし、由宇は気だるそうな眼まな差ざしをやや上に向けている。

　二人の対峙している姿を見て、麻ま耶やは嫌われているという生なま易やさしいレベルでないことを目まの当たりにした。

　伊達は決して冷血漢ではない。さきほど、初めて二人きりで話した短い時間でさえ、厳しい中にも優しさがある人間だと、はっきり解わかった。

　由宇もしかりだ。不確定な情報のみで判断していた時は、不気味なほどの知性と知能を持つ峰島勇ゆう次じ郎ろうの娘というイメージしかなかった。しかし実際に話し、接した峰島由宇は時に驚おどろくほど繊せん細さいさと不器用な優しさを持つ少女だった。

　そんな二人が、己の心を殺し、相手の心を殺し、お互いに拒絶しあってきた十年間とはいかほどのものだったのだろう。

　一切の情と甘さを排除しなければ、峰島由宇を生かしておくのは難しかったのか。

　一切の甘えを捨て、情を拒絶しなければ、峰島由宇は生きてはいけなかったのか。

　麻耶は地の底での十年間を、垣かい間ま見みた気がした。

「おまえの立場は解っているな？」

「誰にものを言っている？」

「ならばいい」

「まったく、あいかわらずか」

「なれ合うつもりはない」

「その一点においてのみ、未来永えい劫ごう私とおまえは同意見だろうな」

　由宇は笑って見せた。それがどのような意味を持つものなのか、その場にいる誰もが理解できなかった。友好か敵意か。感情を隠しているのか、それとも複雑すぎる感情のため見えにくくなっているのか。由宇の感情の流れをある程度解るようになった麻耶も、どのような種類の笑みなのかまるで判断がつかなかった。

「三十分で準備をすませろ」

　伊達はきびすを返し、来た道を引き返していく。岸きし田だ博士が慌ててうしろから追いかけた。

「伊達さん！　あなたはもっといたわりを持って由宇君に接するべきです」

「必要ない。あの娘も以前のまま。いつも通りだ」

「態度はそうかもしれませんが、それでもですね……」

　二人のやりとりが麻耶の目の前を横切っていく。

　──いつもどおり？

　しかし、それでも麻ま耶やの頭から一つの疑惑が離はなれない。

　──由ゆ宇うさんにはもう、戦う意思がないのでは？

　由宇の毅き然ぜんとした姿勢は、懸け念ねんすることなど何もないように見える。それでも麻耶は確信めいた予測で、由宇の心が半ば折れているのだと気づいていた。







　由宇、麻耶、伊だ達ての三者による会議が始まった。ビデオ等の記録に残す手段は一切なし。三人の頭だけに残す会議である。

　──どうしたものかしら？

　会議の席に着いた麻耶の第一印象はこれである。由宇と伊達は犬猿の仲と聞いていたが、いまそれを目まの当たりにしていた。

　伊達も由宇も黙だまったまま、相手を見ている。いや睨にらんでいると言ったほうがいいか。話し合うつもりはあるのだろうかと疑ってしまう。一応、由宇も承しよう諾だくした会議であるし、この会議の発ほつ端たんは伊達の言にある。

　しばし無言の時間は続く。麻耶も黙っていた。ここで二人を取り成す言葉を紡つむぐのは可能だが、それでは意味はない。そんな表面的な会話で解決する議題ではないのだ、海かい星せいの問題は。

「変わったな」

　沈ちん黙もくが途切れたのは会議が始まって十分後、言葉を発したのは伊達だ。息が詰まるような時間だった。

「私がか？」

「そうだ。逃げ出したおまえが自らＮＣＴ研究所に戻ってくる可能性も考えていた。あるいは逃げ出す前より、少しはまともになってくるかとも思った」

「含みのある言い方はやめてくれないか？」

　麻耶は黙って二人の会話を観察していた。止めようかとも考えたが、あえて口はとざしている。最初に伊達が言葉を発する前、麻耶の顔を一いつ瞬しゆん見たからだ。あれは口を挟むなという牽けん制せいだろう。

　──見せていただきますわ。ＡＤＥＭを一人で築き上げた人間の実力を。

　二人の間には一触即発の空気が流れる。伊達がそう仕向けた。その意図の裏に何があるのか知りたかった。もっと端的に言えば、面白いと興味を引かれたのだ。

「何が言いたい？」

　由宇は再度問う。

「まさかこんな使い物にならない状態で帰ってくるとはな。失望させてくれる」

　本当に話し合う気持ちがあるのかと疑いたくなる話の運び方。しかし小娘相手に挑発しかできない男ではＡＤＥＭ創立は不可能だ。

　由ゆ宇うの手のひらが、机を叩たたく。板が割れたのではないかと思うほどに、激しい音が室内にとどろいた。

「伊だ達て、貴様は人の欠点は見えて、自分の失態は見えないらしいな。うらやましい限りだ。このような海の底に追いやられた責任は宙へ消えたか？」

　由宇は心底馬ば鹿かにしたしぐさで、肩をすくめる。

「まったくうらやましい役職だ。ＮＣＴ研究所の再開のめどは立ったか？　それとも、いっそのこと、このスフィアラボを第二のＮＣＴ研究所にしたらどうだ？　何かと融ゆう通ずうが利きくと思うが」

　由宇の嫌味を伊達はさらりとかわす。

「俺おれもそれは考えたが、職員の精神的負担が多すぎて不可能という結論になった。医師の話では地下施設の三倍から五倍のストレス量なのだそうだ」

「外観なんて一いつ緒しよにできるじゃないか」

「気持ちの問題だ。それに利便も多いがそれ以上に不便も多い。ＮＣＴ研究所なら地下１２００メートルから地上までものの数分だが、このスフィアラボでは三十分近い時間を必要とする」

「人を十年間地下１２００メートルに閉じ込めておいて、自分達たちはそれか」

「あいにく、私達はおまえとは違う。いや、無む駄だ話ばなしはいい。本題に入るぞ」

　由宇はやる気なさそうに肘ひじ掛かけに寄りかかった。それでも席を立たないだけ、話し合いの意思はある。

「現状は聞いているな？」

「おおまかには」

　麻ま耶やは面食らった。いつのまにか本題に入っている。

「それについては私のほうから由宇さんに説明してあります」

　麻耶は慌てて口を挟んで議題に入り込むきっかけを作った。二人の会話の特殊なテンポについていけず、危うく置き去りにされるところだった。

「そうか。真まな目めさんには世話をかけるな。それで由宇。フリーダムを墜おとしたい。どのような方法がある？」

　由宇は肘をついた姿勢のまま、眉み間けんにしわを寄せる。そのまま十数分が過ぎた。伊達は辛抱強く待ち、由宇の眉間のしわは寄ったままだ。

　伊達はその間一言も発しない。ただ由宇の様子を観察している。たまに微妙な変化を見つけては、何かを考えているようだ。

　麻耶はようやく理解にいたった。これは十年間隔絶した人間同士の会話なのだ。言葉だけでなく、動作の一つからさえ相手の意図を探る。

「最初の手順が間違っている」

　由宇の一声はあまりにも唐突で、会話の順番を無視していた。しかし伊達は驚おどろいた様子はない。

「君達たちがしようとしたことは私から言わせれば……」

「最初の手順とはなんだ？」

　さらに話を続けようとする言葉をさえぎり、伊だ達ては軌道修正する。

「だから君達がしようとした対処法だ。フリーダムを見つけようとした。違うか？」

「あたりまえだ。見つけなければ何も始まらない」

「だからそれが間違っている」

　由ゆ宇うはとつぜん饒じよう舌ぜつになった。

「まっとうな方法ではフリーダムを見つけるのは至し難なんの業わざだ。あらゆるレーダーに引っかからず、光学迷彩も完かん璧ぺき。ＬＡＦＩファーストと私の知識があちらにある以上、世界中の衛星をハックして偽にせの情報を流すことなど朝飯前。同時に常にこちらは何千もの衛星やあらゆる電子機器を通じて見張られている。目隠しをされ手足を縛しばられたような状態で神出鬼没の相手を探しだすなど、不可能に近い」

「しかしおまえは比ひ良ら見みでステルス核ミサイルを防いだではないか」

「失敗している」

「精度の高い迎げい撃げきミサイルがあれば成功しただろう」

　否定はせず、由宇は話を続ける。

「どんなに完璧なステルス機能を持っていても、どうしても消せない痕こん跡せきはある。空気の対流だけはどうにもならない。だが衛星からの観測範囲は限度があるし、フリーダムが人の手によって飛んでいる以上、発見されにくい空路を選ぶことが可能だ。単純な飛行経路のミサイルとはわけが違う」

「つまり発見は無理だと言いたいのか？」

「そう、あきらめる」

「ふざけるな。こうしている間にも、フリーダムはまた武力行使をどこかで実行しているのかもしれないんだぞ」

　伊達は由宇を睨にらみつけ、さらに言及する。

「さらに黒くろ川かわがずっと欲していた放射能の無力化の問題もある。あれは核兵器を使用できる兵器にしてしまいかねん。念を押しておくぞ。おまえの知識の中に、その遺産技術はないのだな？」

　由宇の表情はわずかに曇くもった。

「ないと断言しよう。ただし発見するきっかけとなる知識は見つけるかもしれないが」

　つまり海かい星せいが好き勝手に動く時間を長くすれば長くするほど危ないということだ。

「それを野放しにしろだと」

「ではどうすればいい？」

　由宇はまた黙だまり込む。しかし今度の沈ちん黙もくは一分ともたなかった。伊達が長い静寂を許さなかった。

「ほとんどの国が海かい星せいはいまのペースを維持できず、自滅に近い形で瓦が解かいしていくという見解を持っているが、おまえはどう思う？」

　返事は嘲ちよう笑しようから始まった。
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　会議を終えて、伊だ達ては頭を悩ませていた。

　──もし自滅しなかったらどうなる？

　伊達の脳裏に、不敵な笑みを浮かべた少女の言葉がこだまする。正せい鵠こくを得た指摘に伊達は薄うすら寒くなった。そう、もし海星がいまのペースを維持し続け、なおかつ自滅の気配がなかったら。

　海星の戦力の見直しを迫られるだけではない。海星には組織を維持するためのなんらかのバックがあると考える国がでてくるだろう。

　その疑いの矛先は間違いなく日本に向けられる。

　しかしそれ以上に伊達が問題視しているのは、由ゆ宇うだった。

　以前のような危険視ではない。

　──あれは、誰だれだ？

　自問自答した。答えは解わかりきっている。峰みね島しま由宇だ。しかしあの生気のなさはいったいなんなのか。一見、十年前ＮＣＴ研究所に運び込まれてきた姿に似ていた。しかし似てはいるが本質はまるで正反対だ。

　十年前は爪つめを隠した生気のなさだった。しかし今の由宇は虚勢を張ってなお生気がなかった。

　会議は不毛に終わった。いや、現時点では不毛だ。

「あとは真まな目め麻ま耶やがどう動くかだが」

　会議のときは案の定面食らっていた。いままで伊達と由宇の会話を見て戸惑わないものはいなかった。しかし、さすがと言うべきか。戸惑いの目の色は、途中から二人のやりとりを理解しようという知性の光に変わっていた。

　他の者と違い、二度目からは会話に割り込んでくるだろう。

　一回の休憩をはさんで会議は二時間後に再開する。長すぎる休憩時間に、伊達は一つの意図を放り込んでいた。

　真目麻耶が動く時間である。

　峰島由宇がもっとも心を許す少年、坂さか上がみ闘とう真まを誰よりよく知り、峰島由宇からも信しん頼らいと彼女なりの友情を得ている少女。

　彼女がどのようにこの二時間の間、由宇にアプローチするか見ものだった。
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　天てん井じようを見上げながら少年は決意した。

「やっぱりいけないよな」

　ベッドからよっと体を起こすと岸きし田だ博士に連絡を取って、最重要エリアに行く許可をもらった。申し出ればまず許可はもらえるとはいえ、それでもやはり由ゆ宇うのいる場所は、ＡＤＥＭでもっとも重要でもっとも危険な場所として認識されているのだ。

　最下層エリアに到達すると、ホールを横切って由宇の部屋を目指す。見上げれば、二ヶ月前と酷こく似じした光景が目に入る。ガラス張りの天井。警戒は緩ゆるくなったとはいえ、由宇のプライバシーはあいかわらずほとんどなかった。

　由宇の部屋の前に行くと、ちょうど彼女が部屋に入ろうとしているところだった。

「由宇っ！」

「ああ、君か」

　闘とう真まが元気よく呼びかけても、由宇の反応はどこか鈍かった。ありていに言えば、元気がない。

「会議で疲れている。またにしてくれないか」

　由宇は背中越しに手を振ると、そのまま去ろうとする。覇は気きのない後ろ姿だった。

「ゆ、由宇っ！」

　気づいたら叫んで呼び止めていた。切せつ羽ぱ詰つまった声は裏返り、変な音になった。

「なんだ、人間の声の発声限界に挑戦してるのか？」

　よほどおかしな声だったのだろう。しかめられた表情は、どう対応していいものか戸惑っているようにすら感じられた。

「えっ、あの……」

「どうした？　私に何か言いたいことがあって、声を裏返しているのではないか？」

　こんどは優しげな声になる。それがまた、闘真の不安を駆り立てる。

「本当のこと、本当のこと言うとね、僕は安心してた」

「なにをだ？」

「由宇は少し元気がなくなったけど、でも危険なことをしなくなって。いつも心配だったから、少しくらい元気がなくてもそれでいいと思ってた」

　由宇は黙だまっている。

「でもそれが本当に由宇にとっていいことなのか僕には解わからない。……そうじゃない。何か違うと思ってしまうんだ」

「つまり君は私は戦うべきだ。もっと闘とう争そう本能を駆り立てるべきだと言いたいのか？」

「そうじゃない、そうじゃないよ！　由ゆ宇うには危ないことなんて一秒だってしてほしくない。それは本当なんだ。でもいまの由宇も……」

「それは君の都合だ」

「そうかもしれない。でもいまの由宇もつらそうに見えるから。ごめん、馬ば鹿かだから上手く言えなくて。無神経なこと言ってたら、ごめん……」

　由宇は言葉を詰まらせた。







　気まずい雰ふん囲い気きを残したまま、由宇は自分の部屋に戻っていった。扉の閉まる音はまるで拒絶の音だった。

　闘とう真まは黙だまってその背中を見送るしかできなかった。かけるべき言葉は何も浮かばない。

　どれだけ立ち尽くしていたか、

「兄さん……」

　麻ま耶やがうしろから話しかけてきた。表情には自分を案ずる感情が表れている。

「ああ、みっともないところ見せちゃったみたいだね」

「そんな……。あの、ごめんなさい。立ち聞きするつもりはなかったんですけど、深刻な話し声が聞こえて、出るに出られなくて」

「いや、いいよ。僕の言葉が由宇に届くわけないよね」

　麻耶の表情を見て闘真は自じ嘲ちようする。

「妹にこんなに心配させてるのに、そんな僕が由宇の心配なんておかしいよね」

　沈んだ闘真の顔を見て、いったいどうすればいいのか麻耶も途方にくれてしまった。このままでは皆の感情がよくないスパイラルに呑のみ込まれてしまう。

　闘真や由宇が落ち込んでいる姿は見たくはなかった。

　麻耶は自分を勇気づけるため、お守り代わりに身に着けているクリスタルのペンダントにそっと手をやる。中には薄うすいピンク色の薔ば薇らの花びらが一枚、とじこめてあった。

　麻耶は心の中でぐっと握り拳こぶしを作り気合をいれ、勢いのまま闘真に迫った。

「大だい丈じよう夫ぶです兄さん。ここは私に任せてください」

　闘真のうなだれた手を両手で握って、元気よく喋しやべった。

「え？　何するの？　麻耶。ケンカはダメだよ？」

「ケンカなんてしませんわ。女同士お話をするだけです。だから兄さんは待っていてくださいな」

　麻耶の明るい顔を見て、少しだけ落ち着きを取り戻した。

「うん、麻耶、ありがとう」
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　麻ま耶やが由ゆ宇うの部屋に入ると、彼女は何をするでもなく椅い子すに座り、ぼんやりと片かた肘ひじをついていた。どう言葉をかけようか迷っていると、由宇のほうから話しかけてきた。

「麻耶か。さっきはなぜ隠れていた？」

「え、え？」

「覗のぞき屋稼か業ぎようの面めん目ぼく躍やく如じよというには、お粗末な盗み聞きだったぞ」

　よほど不機嫌なのだろう、棘とげのある言葉だった。しかし麻耶はそんなことではくじけず、由宇のそばに歩み寄る。

「結果的にそうなってしまったのですから、言い訳はしませんけど」

「解わかっている。少し意地悪く言ってみただけだ」

　椅子に座る麻耶に、由宇は少しだけ罪悪感を混ぜた言葉を見せた。元気のない姿は闘とう真までなくても違和感を覚える。

　さて、何から話そうかと麻耶は思案した。じつのところ、何かいいことを思いついてきたわけではない。どちらかというと勢い。自分も兄の悪い癖くせがうつったのかと、頬ほおに手を当てて三秒ほど思い悩む。

「ため息をついて、どうしたのだ？　まさか私に相談事でもないだろう」

「ち、違いますわ」

　慌てて否定したはいいが、いいきっかけが生まれない。いくつかの候補は頭に浮かぶが、どれも由宇の心に届くとは思えなかった。

「それで、あの、ですわね……」

　言葉を探し部屋の中を見渡す。何度来ても質素な部屋だった。最低限の調度品に簡易的な研究施設。部屋の奥にある扉はバスルームだ。以前は一面ガラスで覆おおわれたプライバシーも何もない空間だったらしい。

　そのときに比べればずいぶんとましになったとは由宇の弁だが、彼女自身そのことをあまり喜んでいる様子はなかった。プライバシーがないことに慣れすぎてしまったのだ。

　ふとベッドの上においてある着替えが目に留まった。着替えのそばにはバスタオルとハンドタオルが一枚ずつ。

「もしかしてお風呂に入ろうとしてましたの？」

「ん、あ、ああ。あまり気分は乗らないが……」

　由宇は浮かない顔のまま返事をする。動くのも面倒だと言いたげである。闘真が心配するとおり、彼女から生きる気力のようなものが感じられない。

　やはりなんとかしなければという想おもいが麻耶の口を動かした。

「いいことを思いつきました」

　麻ま耶やは両手を合わせて、目を輝かがやかせた。

「一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りませんか？」

　思いつきで言ったが、それは名案に思えた。

　昔、修学旅行から帰ってきた闘とう真まに、友達と一緒にお風呂に入ったのが楽しかったと聞いたのを思い出しただけなのだが。

「風呂？　君と？」

　だが由ゆ宇うの戸惑う顔を見て、それはきっと楽しいという確信に変わった。







　渋る由宇の背中を押して、麻耶はバスルームに入った。中は麻耶の感覚ではとても狭く思えたが、それを口にしない程度の常識は真まな目め家けのお嬢じよう様さまにもあった。

「本当に入るのか？」

　往おう生じよう際ぎわ悪く渋っている由宇をうながすために、麻耶は率先して脱ごうとしてブラウスのボタンをはずす、がその手が途中で止まった。麻耶は警戒の眼まな差ざしでキョロキョロとバスルームの中を見渡した。

「心配するな。ここに監視カメラはない。ＮＣＴではガラスに囲まれたバスルームだったがな。ずいぶん私の待遇も向上したものだ」

　由宇もあきらめたのか、シャツを無造作に脱ぐ。麻耶はほっとしてブラウスを脱ぐのだが、奇妙な視線を感じて、そちらを見るとなぜか自分をじっと見ている由宇と目があった。

「な、な、なんですの？」

　由宇の視線を避さけるようにブラウスで体を隠す。同性に見られても羞しゆう恥ち心しんなどわかないと思っていたが、思いのほか意識してしまう。由宇の普ふ段だんの言動が男らしいというのもあるだろう。ともかくじっと見られるのは抵抗があった。

「あの、由宇さん？」

　変な趣しゆ味みはないですよねと言外に含ませて、由宇に問う。

「いやすまない。君のしぐさは女らしいなと思って見ていただけだ」

「そ、そうですか？」

「ああ。服を脱ぐしぐさ一つとっても、私とは違う。私でも解わかる程度に君の動作はたおやかで女らしい」

　そう言って服を脱ぎ捨てる由宇のしぐさは、男らしさを通り越し頼たのもしさすら感じる。普段では聞けない由宇の言葉だ。親密な時間を作ったのが正解だったと、麻耶は表情をほころばせる。

「由宇さんは誰だれかと一緒に、お風呂に入ったことはないのではありません？」

　麻ま耶やは楽しげに由ゆ宇うに問う。かくいう自分も幼い頃ころ以外誰だれかと入った記き憶おくはない。由宇の生い立ちを考えると、自分以上にないのだろう。

「見くびるな」

　しかし予想に反し、由宇は誇らしげに胸をそらす。自分の胸と比べると、三日は軽く落ち込めそうなふくよかな胸を横目に見つつ、問うてみた。

「それは意外でしたわ。小さい頃ですか？」

「いや、あいにく幼少の頃にそんな記憶はない。人と一いつ緒しよに風ふ呂ろに入った経験は、つい先月、外に出ている間だ」

　麻耶の服を脱ぐ手が凍りついた。由宇が外に出ている間に一緒に風呂に入れそうな相手は、とても限定されている。

「え、あの、由宇さん、その、ですわね、ありえないことだとは思うのですが、念のために聞きますと、もしかしてもしかしなくても、一緒にお風呂に入ったというのは、まさか、兄さ……」

「鏡きよう花かは可愛かわいかったぞ。大人しくしていないのが玉に瑕きずだが」

　麻耶はほっとしながらも、確認せずにはいられない。

「……鏡花さんとは、兄さんが世話になった横よこ田た健けん一いちさんの娘の鏡花さんですか？」

「ずいぶんまわりくどい言い方だな。さっきから君らしくもない」

　由宇は服を全部脱ぎ捨てると、さっさとバスルームに入ってしまう。

　以前は脱ぎ散らかしたうえに、麻耶にグシャグシャのまま渡した服も、今は一応、脱衣所のすみに下着が見えないよう丸めて置いてあった。これも横田家での学習の成果だろうか。

　麻耶はきちんと自分の洋服をたたんでから、バスルームのドアを開けた。







　湯船は思ったよりも狭い。本来は一人用なのだろう。女性二人が入るのがやっとの広さだ。

「狭いがなんとかなるだろう」

　由宇はすでに肩までつかりくつろいでいる。まさか鼻歌まで歌っているとは思わなかった。さらに微妙に音痴。おじさんくさいとは口が裂けても言えないと思う麻耶であった。

「どうした、入らないのか？　言い出したのは君のほうだと思うが」

「は、入ります。入りますから、そんなにジロジロ見ないでいただけます？」

「解わかった、解った」

　由宇は麻耶から目をそらすとまた歌を歌い始めた。長い足をいっぱいに伸ばして歌う姿は気持ちよさそうだが、麻耶は自分が入るスペースがないことに気づく。

「あの、私はどこに入ればいいですか？」

　暗に足をどけて欲しいと言ってみたが、

「ここがあるだろ」

　と由ゆ宇うは自分の足の間を指差した。

「どうやら君は人と風ふ呂ろに入る手段を知らないようだ。ここに座って、私に背中を預けるといい。鏡きよう花かもこのようにして風呂に入れたぞ。和かず恵えからそう教わった」

　由宇は自慢げに話した。

「え？　え？」

　幼い子供と同じ扱いはいかがなものなのだろうと思ったが、麻ま耶や自身、幼い頃ころ養育係と一いつ緒しよにしか入ったことはないので、由宇の言ってることが間違っているとは断定できないでいた。

「で、では失礼して」

　しかたないので言われたとおりに由宇に背を向けて湯船につかる。ただ背中を預けることだけはできなかった。

　風呂の中だというのに緊きん張ちようしっぱなしだ。ふうとため息をつくと、丸めた背中に柔らかい感触がのしかかってきた。

「ちょ、ちょっと由宇さんっ！」

　うしろから抱きついて、由宇は麻耶の手を取っては弄いじり回している。

「やはり君の体型はじつに女らしいな。どこもかしこも柔らかい」

「そう言いながら、どこもかしこも触らないでくださいっ！」

「あんがいケチだな君は。私は君の女らしさを参考にしたいと思って調べているだけだ。こんなに間近で生きた若い女性の体を観察できるのは、十年ぶりなのだ。協力してくれ。減るものではないだろう？」

「減りますっ！　私の中で人としての尊厳とか大切な何かがどんどん減っていきますっ。だからそれ以上触らないでください！」

　麻耶の叫びを無視し、由宇はさらに偉そうに付け加える。

「それと、一緒に風呂につかったら、百数えるまで出てはならない。これはかの横よこ田た健けん一いち氏が娘に教えた言葉だ。深い意味があるに違いない」

「そ、そうなのですか？」

「そうだ。数えるぞ、一、二、三……」

　麻耶の悲鳴はそれからしばらく続くことになる。







　ようやく逃げ出すのに成功した麻耶は、由宇とは反対側の湯船のへりに身を寄せながら、警戒心いっぱいに由宇を見ていた。

「まったく君はケチだ。金持ちがケチだというのは本当だったのだな。女らしさを研究するのにもう少し協力してくれてもいいだろう」

　由ゆ宇うはぶつぶつと文句を言っているが、取り合わないことにした。

「それで君は、なんの目的で私と風ふ呂ろに入ろうなどと言ってきた？」

　由宇は真顔で聞いてきた。いや、先ほど麻ま耶やの女らしさを参考にするため調べたいなどと言っていたときも同じような真顔だったのが由宇の計り知れないところなのだが、ともかく本題を切り出してきた。

「君のことだから何か意図があるのだろう」

　由宇の話の運び方はいつも気持ちがいいくらいにストレートだ。回りくどいやり方は無用だったかもしれない。最初から由宇のようにストレートに話を運んでいれば、自分の中の何かを減らさないですんだのにと、小さく嘆息する。

「由宇さんが、元気がないように見えました。だから励ましたいと思ったのです」

　麻耶にしては、とても素直に言った言葉だった。しかし由宇の返事はすげない。

「そんなものは無用だ」

　その由宇の言葉に思わず麻耶はかっとなる。

「由宇さんは人の思考をお読みになるのが得意でしたわね」

「まあ、そうだな。得意というより生きる術すべだったが」

「でもそれは一方的に向けられる気持ちだけ。思い思われる相手には通じない」

「何が言いたい？」

「別に、深い意味はありません」

　麻耶は何気ないふうを装い、湯船のへりに体をあずけた。せまい湯船の中で、膝ひざと膝が触れ合う。

「ただ、あまりに由宇さんの態度が内ない罰ばつ的てきすぎて、正直に言えば苛いらつくときがありますわ」

「べつに君が苛つくことでもないだろう」

「なぜです？　すべてが自分の責任のように思っているということは、裏を返せばすべて自分の思い通りにできると思っているということではありません？　自分が一番優れているという優越感をまわりに振りまいておいて、そのくせ自分は孤独だと悲壮ぶってみせる。ああ私、あなたにとても良く似た人物を知っています。あなたもよく知っている人よ。名前はそう、黒くろ川かわ謙けん」

　挑戦的な麻耶の言葉に、由宇の雰ふん囲い気きが一変する。

「……あなどるな」

　冷たい眼まな差ざしを向けられた。怒る気力があるなら、まだ彼女の心は折れていない。麻耶は希望を見み出いだすと、挑発を続けた。

「さあ、どうかしら？」

「のぼせそうだ。私はもう出るぞ」

　由宇は湯船から勢いよく立ち上がった。派手に散る水みず飛沫しぶきが、由宇の苛立ちをかわりに表しても、麻ま耶やは動じない。

「ああ、そうだわ。いいことを思いつきました。これは楽しそう」

　麻耶が手の平をあわせて目を輝かがやかせた。

「由ゆ宇うさん。私と勝負をしましょう」

　麻耶の楽しそうなこととは、由宇のまったく予想だにしない言葉だった。

　振り返ってまじまじと麻耶の顔を見ていた由宇が、

「頭脳戦か？　囲い碁ごでもするのか？」

　と揶や揄ゆするように聞いても、麻耶の自信に満ちた微笑にあっさり否定される。

「いいえ、体を使った勝負です。使用するのは己の体で扱える武器のみ。私はもちろん真まな目め家けの人間なので、遺産は一切使いません」

「悪いが、君と私では勝負になら……」

「いいえ、なりますわ」

　麻耶も同じように勢いよく湯船から出ると、まっすぐに背筋を伸ばし腰に手をあて、由宇の鼻先に指をつきつけ言った。

「自分は特別だというあなたの思い上がりを、この私が叩たたき潰つぶして差し上げます」

　麻耶の堂々とした宣戦布告だった。
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　ホールに二人の少女が相対していた。一人は不機嫌そうに相手を見下ろし、一人は楽しそうに、あるいは挑発するような表情で、見返している。

　その間に挟まれて少年が一人、表情を引きつらせていた。

「あの、二人とも、どうしてこんなことになったの？　さっきまで仲良くお風ふ呂ろに入ってたんじゃないの？」

　殺気に挟まれて、闘とう真まはなるべく和なごやかな雰ふん囲い気きを作ろうと努力する。

「心配ご無用ですわ兄さん。いますぐ天てん狗ぐの鼻を折って差し上げますから」

「君の妹は礼れい儀ぎがなってないな。性格の矯きよう正せいが必要だ」

　麻耶は高々と宣言し、由宇は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに言い返す。

「……答えになってないよ」

　その間で闘真は己の無力さにうなだれた。

「そこの身の程知らずに確認するが、本当に肉弾戦による戦せん闘とうでいいのか？」

「もちろんですわ。手加減は無用です」

　麻耶は胸を張って言うが、闘真には無む謀ぼうな申し出にしか見えなかった。

「あの、麻ま耶や？」

　闘とう真まはそっと耳打ちする。

「どうしてこんなことになったの？」

「女には退ひけないときがありますの」

　麻耶なりの答えなのだろうが、闘真には永遠に理解できそうになかった。

「それでは審判を頼たのむぞ闘真。公平にとは言わない。せいぜい可愛かわいい妹びいきな判断をしてくれ。それでも私の勝利は揺るがないだろうがな」

　由ゆ宇うの挑発を、麻耶は微笑ほほえんで受け止める。

「そうですわね。私はか弱い女の子なので、ハンデをつけさせてください」

　か弱いという部分に由宇の眉まゆは不服そうに跳ね上がる。

「か弱い？」

「ええ、か弱いですわ」

「確かに肉体はか弱いが、精神面はそのあたりの屈強な男など足元にも及ばないくらいタフだと思うぞ。まあいい。戦いのフィールドは最下層エリア、装備も君の自由だ。私が使うのは自分の体のみ」

　由宇は周囲を見渡し、最後に視線を目の前の敵に戻す。

「しかし肝心の君は丸腰だ。ホール内に武器らしいものもないが」

「あなたに使う武器を把握されていては、危険でしょう？　ですから武器は別の場所に配置してあります」

「そうか。ところで一つ聞くが、私達たちは今どこにいる？」

　麻耶はあたりを見渡した。二人が立っているのはホールの中央。運動するには充分な広さがあった。

「君が言う武器の置いてある別の場所とやらまでたどり着けるかな？」

「私、こう見えても足は速いんですのよ」

　麻耶のにこやかな笑みを迎えたのは、由宇の冷笑だ。

「足が速いね。一つ言っておこう。私の運動能力を駆使すれば、ギネスに乗っている陸上競技の数々の記録を塗り替えるのはたやすいだろう」

　自慢でもなんでもない。ただ事実を語っているだけという口調。

「それに付け加えて、君の身体スペックは先ほど風ふ呂ろの中で99パーセント把握した。筋肉のつき方から走るフォームは解わかる。あのような走り方ではトップスピードに達するには十二歩かかる。実に遅い」

「ゆ、由宇さんだって何歩か必要といたしますでしょ？」

　不安が含まれた声に、由宇は冷れい徹てつな態度を見せる。

「一歩だ」

「い、一歩……」

　麻ま耶やはくらくらとよろけた。どこまでも常識外の娘だ。

「君が回れ右をして二歩目で私は追いつく」

「に、二歩……」

「さて始めようか」

　開始の合図が、由ゆ宇うの口から放たれた。







「どうした、始まったぞ？」

　反応の鈍い麻耶に、由宇は余裕で語りかけた。

「わ、解わかってます」

　麻耶は慌ててきびすを返すと、走り始める。まだ由宇は動かない。

「由宇？」

　動かないことを闘とう真まが疑問に思って彼女の顔を見た瞬しゆん間かん、そこに残っていたのは残像だけだった。まさしく一歩でトップスピードに達し、またたくまに麻耶に追いついていた。

「終わりだ」

　由宇の掌しよう打だが、麻耶の脇わき腹ばらに突き刺さった。走る勢いを乗せたまま、麻耶の体はホールの壁まで転がって壁に当たると動かなくなった。

　あまりにもあっけなく勝負はついた。

　手のひらを突き出した姿勢のまま、由宇は後味の悪さに顔をしかめる。もう少し加減すべきだったかという後悔が、彼女の頭に去来する。手のひらに残った衝しよう撃げきは早く消えて欲しかった。

「あの、由宇……」

「なんだ、可愛かわいい妹をのされてご立腹か？　ならば、今度は君が……」

「いや、そうじゃなくて」

　闘真は申し訳なさそうに麻耶が倒れていた場所を指差す。そこには気絶しているはずの少女の姿はなかった。

「な、馬ば鹿かなっ！」

　予想外の展開に由宇は驚おどろく。そして手のひらに残った後味の悪い感触が、初めて違和感のあるものだったと気づいた。

「麻耶から伝言預かってるんだけど、いいかな？」

　闘真はメモ用紙を取り出すと、そこに書かれている文章を申し訳なさそうに読み出した。

「ええと……いま頃ごろ由宇さんは驚いているかしら？　あなたが常つね日ひ頃ごろ言いますように真まな目め家けの本業は覗のぞき屋、あなたの行動パターンは真目家でプロファイル済みです。最初の一撃は腹部。ですので、私はおなかの下に衝しよう撃げき吸収素材を忍ばせていました。私の体はホールの出入り口まで吹き飛ばされはしますが、見た目ほどにダメージはありませんのよ」

　闘とう真まが文章を読み上げるにつれ、由ゆ宇うの目は見る見る釣りあがっていく。

「なめたまねをしてくれる。素人しろうとだと思って手加減してやればっ！」

「つ、続きいいかな？　きっとあなたは手加減をしてやったのにとかなんとか、言い訳を兄さんのそばでわめいている頃ころ……でしょ……うね」

　由宇の表情が凶悪になっていくにつれ、闘真の声は徐々に小さくなっていった。

「かまわない。最後まで読め」

「ええと、追伸……、最後まで伝言に付き合ってくれるなんて、なんておばかさん。これが時間稼ぎだとまだ気づかないの……かし……ら」

「ふっ、ふっ、ふっ、ふざけるなっ！」

　だだんと怒りのこもった一いち撃げきが、床に叩たたきつけられた。

「ここまでコケにしてくれるとは思わなかった。いやさすが覗のぞき屋稼か業ぎようというべきか。ふ、ふふふふ、あはははは」

　怒りの表情で不気味に笑う由宇から二、三歩後ずさって闘真はそっと言葉をかける。

「あ、あの、由宇……？」

「闘真、いまのうちに謝っておくぞ。君の生意気な妹に手加減はできそうにない」

　闘真が答える前に由宇は麻ま耶やが消えた通路へと猛然とダッシュする。先ほどの言葉どおり、わずか一歩でトップスピードに達し、あっというまにホールから出て行ってしまう。

「あ、ま、待って……」

　どうしていいか解わからず、闘真は呆ぼう然ぜんとしていた。自分はとても馬ば鹿か馬ば鹿かしく危険な争いに巻き込まれたのだと、遅まきながら気づいたのだった。







　由宇が通路に出ると、一番奥で麻耶の姿が見えた。にこやかに余裕たっぷりに手を振って、部屋の中に消えていく。

　由宇は猛然と麻耶の消えた部屋へダッシュしながら、しかし頭の中は冷静だった。

　麻耶の挑発的な態度はあきらかに誘さそいだ。ならば部屋の扉の前で待ち伏せているのもあきらかだ。ドアという限定された空間に到達した瞬しゆん間かん、麻耶は由宇めがけて何か仕掛けてくるだろう。高確率でそれは飛び道具だ。しかし麻耶が銃器を扱えるとは思えない。撃うつ技術がないというのではなく、人に向かって撃つ心構えがないのだ。

　──ならば殺傷能力のないゴム弾か。あるいは別の武器か。

　しかしいずれにしても、由宇に当たらなければ意味はない。ドアの前に立ち麻耶が何か仕掛けるのを認識した後でも、それを回かい避ひする自信はあった。いや自信ではない。麻耶の反応速度と自分の反射神経を比較した、根拠のある分析だった。

　麻ま耶やがおそらく十秒はかかったと思われる廊下の距きよ離りを、由ゆ宇うは五秒で突破する。ほぼ倍の速さだ。

　ドアの前にたどり着いた。案の定、部屋の奥で麻耶は武器を持って待ち構えていた。見慣れない拡声器のような形をした奇妙な銃だった。しかしそれ以上に気になったのは麻耶が耳に装着しているヘッドホンだ。

　疑問は〇・一秒にも満たない。それがなんであるか気づいたとき、由宇は自分の行動があまりにうかつだったことを思い知らされる。

「えいっ！」

　麻耶は手にしている武器を撃うつ瞬しゆん間かん、目を瞑つぶってしまった。何十丁という銃に囲まれても当てることができない由宇の反射神経を前に、それは一見おろかに見える。しかし由宇の焦あせりの表情は変わらない。

　麻耶がたとえ目を瞑ったままトリガーを引いても、結果に関係はなかった。彼女が手にしている武器、それは音だった。

　音を回かい避ひする手段などあるはずもない。強烈な音が、由宇の全身に叩たたきつけられた。一瞬にして聴ちよう覚かくは奪われ、視界は歪ゆがみ、思考が麻ま痺ひする。三さん半はん規き管かんの機能は失われ、由宇はその場に倒れて勢いのまま転げまわった。

「暴徒鎮ちん圧あつ用よう武器、音おん響きよう銃じゆうというものをご存知ですか？　１４５デシベルの音響を相手に叩きつけて、聴覚や思考力を奪う殺傷能力のない武器です。いかがです？　いくらあなたでも音からは逃げられないでしょう」

　麻耶はヘッドホンをはずすと、由宇の前に立つ。

「常人なら気絶するか前後不覚に陥おちいったまま、しばらく動けませんのよ。でもあなたなら立ち上がるでしょうけど」

「ふ、ふざけ……る……な」

　ろれつの回らない口調で、由宇は立ち上がる。

「立ち上がるまで、七秒。ふう、まだあなたに対するプロファイルは甘いようですわ。予測より十秒も早い。でも走るのはままならないはずです。ちがって？」

　そう言って麻耶は由宇の横をすり抜け、部屋の外に出る。すれ違いざま由宇に、

「次でしとめてみせますわ」

　という言葉すら残す余裕があった。

　遠ざかる足音に歯は噛がみしながら、由宇は拳こぶしを壁に叩きつける。

　いまの最大の敗因は麻耶をなめていたことだ。非ひ戦せん闘とう員いんの麻耶を完全になめていた。その油断はうかつすぎた。頭を切り替える。相手は真まな目め家けの一員で、父親である当主にたてつき、家訓にそむき、それでも覇は権けん争あらそいに加わり続けている一人なのだ。




　由ゆ宇うはすぐに追いたいのを我が慢まんし、体の能力が回復するのを待つ。聴ちよう覚かくはまだ戻らず三さん半はん規き管かんはいかれっぱなしだ。視界は最初の衝しよう撃げきから徐々に回復し、戻りつつあった。思考もクリアになる。

「よし」

　由宇は歩き出した。三半規管は麻ま痺ひしっぱなしだが問題ない。彼女の運動神経は知力によって成り立っている。

　頭の中で様々な戦術を組み立てながら、由宇は麻ま耶やに対する認識を改めた。

　彼女は強敵だ。







　それから麻耶は何箇所かの部屋で待ち構えていた。いずれも由宇の思惑の裏をかき、由宇を弱らせていく。閃せん光こう弾だんにより視覚を奪い、ガスにより嗅きゆう覚かくを麻痺させる。いずれも普通なら由宇がひっかかることのない武器だ。

　モニターで監視している職員は、誰だれもが予想しない方向に事態が進んでいることに驚おどろきを隠せないでいた。峰みね島しま由宇が赤子のようにあしらわれている。しかも相手は戦せん闘とう訓練を積んだ人間ではなかった。

　麻耶は自由にフィールドも武器も選べるとはいえ、それは脅威の一言だった。なぜなら由宇の戦いは常に劣勢の場であり、徒と手しゆ空くう拳けんが常であっても、そのことごとくを少女は打ち破ってきたのだ。遺産兵器を持った相手にさえだ。

　その峰島由宇が、明らかに本気を出している。

　誰かが思った。まさか峰島由宇は負けるのか。最初の一人がそれを口にしたとき、そのありえない予測はあっというまに全員に伝染していった。

　──峰島由宇が負ける？

　しかしただ一人、正反対の予測をしている人間がいた。坂さか上がみ闘とう真まである。







　麻耶は始まりのホールで、由宇を待っていた。

「待ちぼうけかもしれませんけど」

　少し疲れた口調で、麻耶は言葉を吐き出す。

「どうして？」

　戦いの一部始終を見ていた闘真は、心底不思議そうに妹に問う。

「どうしてって、兄さんは何を見ていたのです？　いまや由宇さんは視覚も聴覚も嗅覚も奪われました。彼女の最大の武器である観察力は大きく削られています。戦闘の素人しろうとである私でも、万全の準備を整えれば由宇さんに勝てます」

「麻ま耶や、それは違うよ」

「なんでですか？　まだ由ゆ宇うさんには勝てる見込みがあると思いますの？」

「いや、それはないよ。由宇に勝ち目はない。最初に耳を奪ったのはすごいと思う」

「ええ、彼女の戦せん闘とう方法を分析した結果、目よりも耳のほうが情報量が多いと解わかりました。それから視覚と嗅きゆう覚かくという結果がでました。いまや由宇さんの五感は、味覚と触覚しか残されていません」

「触覚があれば、由宇はそこから様々なものを読み取るよ」

「ええ、ですからここでそれを奪います。さすがに味覚だけは勝利するのは無理でしょう。でも勝つのは私です」

「どうだろうね」

「ずいぶんと由宇さんに肩入れしますのね。でも残念ですが、私の勝利は揺るぎませんわ」

「確かに由宇に勝ち目はないと思う」

「では……」

「でもね、麻耶には負け目があるんだ」

「なっ！」

　とんでもない言いがかりに思えた。由宇に勝ち目はないが、自分には負け目がある。まさしく矛盾。謎なぞに満ちた言葉だ。

「兄さん、それは！」

　麻耶の言葉が途切れる。うしろに感じたただならない気配は、戦闘スキルがまったくない彼女にも感じることができた。慌てて振り向くと、予想通り由宇がホールの出入り口に立っている。

「真まな目め麻耶、君はよくやった」

　視覚も嗅覚も聴ちよう覚かくも奪われたはずの由宇は静かに笑っていた。







「そろそろ大詰めですわね」

　にっこりと微笑ほほえむ麻耶のほうへ、由宇はゆっくりと歩いてくる。

　目も見えず音も聞こえないのに、由宇の歩む先には麻耶がいた。その事実は予想していたとはいえ、麻耶を驚きよう愕がくさせた。

　由宇は肌に感じる緩ゆるやかな風の流れと、足の裏に感じる床の震しん動どうから麻耶の位置を察知している。

　──まるで昆虫の触角のように便利な器官ですわ。

　由宇はわずかに歩みを止めると、不満もあらわな声を出す。

「君は失礼だな。私と虫を一いつ緒しよにするな」

　さすがの麻ま耶やもこれには絶句した。いったいどこまで自分の心理状態を読んでいるのか。いや。本当に読んだのだろうか。あるいはあてずっぽうの可能性もある。当たっているか否いなかは気配で読み取れるだろう。成否それぞれの展開に合わせて、由ゆ宇うは戦略を練っている。そう、これは相手の心理状態を操る、峰みね島しま由宇の十お八は番こではないか。

　この状況でも、高度な心理戦をしかけてくる。

「確かに勝ちを名乗るにはまだ早いかもしれませんけど」

　汗がじわりと肌ににじむ。

「真まな目め麻耶、そこにいるか？」

　由宇は歩いてくる。

「ここでもう一つあなたにしかけようと思ったのですけど、思った以上にあなたの戦せん闘とう能力を奪えたようですし、そろそとしとめるといたしましょうか」

　麻耶がスカートのポケットから無造作に取り出したものを見て、闘とう真まは顔を引きつらせる。

「ま、麻耶っ!?」

　拳けん銃じゆうだった。女性でも扱える口径の小さい拳銃、Ｓ＆Ｗモデル６４２。それでも殺傷能力は充分にある代しろ物ものだ。うふふと笑って銃を見つめる姿は、冗談ではすみそうにないただならないものを感じた。

「あの麻耶、念のために聞くけど……」

「なんですか？」

　闘真に見せる微笑は天使のごとく、それなのに黒光りする銃がなぜかよく似合う。

「それってペイント弾とか模も擬ぎ弾だんとか、そういうたぐいの弾だよね？」

「うふふ、兄さんったらご冗談を」

「あははは、そうだよね」

「うふふ、実弾に決まってます」

　そう言って、麻耶は躊ちゆう躇ちよなく床に向かって引き金を引いた。銃声と同時に床は砕け、小さな穴を作った。闘真は笑い顔のまま表情を凍らせ、目の前の妹を見る。

「あの峰島由宇を仕留めるのですから、手加減は無用です」

「いや、ちょっと麻耶っ！」

「心配しないでください。これでも年に何回か銃の撃うち方は習ってますのよ。動いているならともかく、止まってるものならなんとか当てることもできます」

　麻耶はゆっくりと近づいてくる由宇に銃口を向けた。両手で銃を構えるフォームが意外にさまになっている姿に、闘真の顔色はますます青ざめていく。

　闘真が言っていた麻耶の負け目とは、二人の実戦経験の差だった。麻耶に強力な殺傷武器は使えないだろうと思っていたのだ。威い嚇かくはできてもそれ以上のことはできまいと。

　しかし由宇は本気で彼女を殺そうとしてきた者達たちと何度も戦っている。その経験差ばかりはいかんともしがたいと。

　その予想はあっけなく覆くつがえろうとしている。

「いまの由ゆ宇うさんの歩みは、カタツムリのようですわ。止まっている的より多少難しいかしら？」

　引き金が引き絞られる。硬直したままの闘とう真まはそこにきてようやく呪じゆ縛ばくが解けた。

「待って待って待ってっ！　麻ま耶や、いったいなんの冗談？」

　両手を広げて、とっさに二人の間に割って入った。

「冗談？　なんのことですの？」

「由宇を撃うつなんて冗談だろ？　ちょっとしたお遊びだったんじゃないの？」

「ふふ、兄さんは何も解わかっていませんのね」

　麻耶の表情が険しくなる。細められた瞳ひとみは、獲物を狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのそれだ。闘真のまるで知らない麻耶の姿がそこにあった。

「それよりも兄さん、そこをどいてくれませんこと？　その女を撃てないではないですか」

「麻耶っ！」

　闘真の肩を誰だれかがうしろからつかんだ。誰かと考えるまでもない。この部屋には三人しかいない。

「邪じや魔まだ、闘真」

　つかんだ手が乱暴に闘真を脇わきに追いやる。由宇はゆっくりと麻耶に迫った。麻耶は乾いた唇をなめ、指先に力をこめた。

「これで終わりよ、穴倉娘さん」

　狙いは頭部。銃声が響ひびく。同時に由宇の上半身は大きくうしろにのけぞった。
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「由宇っ！」

　由宇の体がうしろに、二歩三歩よろける。しかしそれは途中で止まった。

「なんて化け物かしら。目も耳も鼻も不自由なのに、弾丸の軌道を読むなんて」

　額に到達するはずの弾丸は目の前にかざした手によってさえぎられた。否いな、正確には手にはめてある手袋によってだ。手のひらを開くと、弾丸が中から零こぼれ落ちる。

「その手袋の材質はなに？　ケプラーよりも優れた防弾繊せん維いであることは間違いなさそうですけど」

「ランク外ではあるが、私が開発した繊維だ。武器防具の類たぐいは一切使わないつもりでいたが、真まな目め麻耶、君に対しては一つくらいズルをさせてもらおう。ちなみにこれは、私から贈る最大級の賛辞だ」

　麻耶は三み度たび引き金を引いた。しかし弾丸はことごとく由宇の手のひらに阻はばまれ、拳こぶしの中に納まった。

「終わりか？」

　麻ま耶やの表情から余裕は消え、かわりに由ゆ宇うが獰どう猛もうに笑う。

「では私の番だ」

　由宇は手袋をはめた手をまっすぐ伸ばし麻耶に向ける。握り拳こぶしの中の親指に力がこめられた。

　気け圧おされた麻耶が下がるより早く、由宇の親指が弾はじかれる。高速の飛来物が麻耶めがけて一直線に飛んできた。

「きゃっ！」

　飛来物は拳けん銃じゆうにあたり、手の中から弾かれてしまう。床に滑り落ちたのは、銃と由宇が手のひらで受け止めた歪ゆがんだ弾丸。弾丸を指弾で飛ばしたのだ。

「殺傷能力はないが、服を破り皮ひ膚ふの中くらいにはもぐりこむぞ。体に醜みにくい傷跡をつけたくなければ、必死に逃げろ」

　その表情はねずみをいたぶる猫のごとく。形勢は一いつ瞬しゆんにして逆転していた。

「逃げるって……」

　麻耶はホールの中央にいる。遮しや蔽へい物ぶつなどどこにもなかった。由宇の目が見えないという事実はこのさい関係ない。彼女ならこのホールのどこにいても当てることはできるだろう。つまり逃げ場はなかった。

　否いな、ただ一つだけ遮しや蔽へい物ぶつの代わりになるものがあった。

「兄さんっ！」

　とっさに麻ま耶やは唯一の遮蔽物である兄のうしろに隠れた。途中指弾が腕をかすめるが命中にはいたらない。

「え、麻耶？」

　背中に隠れた麻耶と拳こぶしを向ける由ゆ宇うに挟まれ、闘とう真まは動転する。

「審判の分際で妹につくなら、君も敵だ」

「え？　や、違……」

　闘真の言い分は最後まで聞いてもらえなかった。由宇の放った指弾は見事、闘真の額に命中する。

「あ……」

　額の一いち撃げきがあっさりと意識を奪い、体はあっけなく床に倒れた。

「に、兄さんっ！」

「馬ば鹿か者もの！　これくらいよけろっ！」

　二人の少女の声が、悲痛あるいは滑こつ稽けいにこだまする。

「ゆ、由宇さん、兄さんになんてことをっ！」

「盾にしたのは君だ！」

「撃うったのはあなたです！」

「あの程度の指弾、かわせないこの男が悪いっ！」

「かわしたら私に当たるからですわ！　兄さんは悪くありませんっ！」

「盾にした君が、何を言う！」

　地上最強と言っても差し支えない少女と、その少女を敗北一歩手前に追い詰めた少女の言い争いの仲裁に入ろうなどという勇気あるものはいない。

　唯一の候補者、史上最強の血を持つと言われた少年も、止めに入って十秒も持たず気絶させられている。

　永遠に続くかと思われた二人の口ゲンカを止めたのは、厄やつ介かいごとをすべて引き受ける星の下に生まれたと常々嘆いている、茶髪の中間管理職だった。

『あのー、もしもし？　モグラのお姫様と深窓のお嬢じよう様さま？　仲良きことは美しきかなだけど、白目をむいた大事な闘真君をどうにかしなくていいの？』

　スピーカーからの声に、二人はようやく闘真を介抱することを思い出した。
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　闘真は担架で運ばれ、そのあとを由宇と麻耶がついていく。その一部始終を見ていた八や代しろは額の汗をぬぐった。

「やれやれ。一時はどうなるかと思ったよ」

　ちょっとした余興程度に思っていたが、途中からＬＣ部隊の訓練かと思うくらいのレベルに達していた。

　正直、真まな目め麻ま耶やがあそこまで由ゆ宇うを追い詰めるとは予想だにしていなかった。なにより驚きよう異い的てきなのは、麻耶が見せた戦略のほとんどは普通の少女の運動能力内で可能ということだ。最後に見せた射しや撃げき能力も、海外旅行で拳けん銃じゆうの体験試射ツアーにでも行けば、普通の女子高生でも充分可能な程度だ。

「まさかあそこまでやるとはね。恐れ入ったよ。どうだい、自慢の主あるじの大だい奮ふん闘とう振りは？」

　八や代しろは隣となりで一部始終を静観していた怜れいを見た。

「まあ、あんなものでしょう」

　怜はいつもと同じようにクールな表情を変えない。

「あらら、ずいぶんと自信に満ちた言葉だね」

「対峰みね島しま由宇の戦略はいくつか用意されていますから。彼女の強さは、グラム単位で己の体をコントロールできる身体能力と、鋭い読みにあります。彼女の行動パターンを解析し、それらを効率よく潰つぶせば、麻耶様にも勝機は見えてきます」

「情報収集と分析は得意分野ってところ？」

「精神的に弱りきり、まして本気になりきれない相手では、峰島由宇でさえ勝ち目は薄うすくなります。実戦においてなら、こうもうまくいくとは思っていませんよ」

　怜はそのまま部屋を出て行こうとする。

「なんだ、久しぶりに二人で話すってのに、つれないなあ」

「あなたとはここ最近、二人で話す機会が多いと思いますが。私は麻耶様のもとに行くだけです」

「だったら僕もお供しよう。たまたま同じ方向に、入院してる部下がいるものでね」

　いかにもとってつけたわざとらしい口調だ。

「こうして外で話すのは、本当に久しぶりだよ。真目家のテリトリーの中じゃ、こうはいかないでしょ」

　スフィアラボの旧ラボセクターまでの通路は長く、せまい。

　怜のほとんど変化しない表情から迷惑そうな雰ふん囲い気きを読み取るが、八代はかまわず怜のあとをついていった。

「実は最近、女難の相なんじゃないかと思い始めてるんだよね。先月もアリーとあきら君のケンカ……っていうよりバトルだね、あれは。その仲裁を二回もする羽目になってさ。原因はぜんぜん僕には関係ないってのが、これまたむなしくない？　一回くらい、僕を争うケンカの仲裁に入りたいよ」
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　八や代しろの軽口にも怜れいは答えない。二人はしばらく無言で通路を歩いた。心なしか歩調は遅い。

「らしくないですね」

　先に無言を破ったのは怜だ。口調は平淡だがあきらかに責める意図を含んでいた。

「なにが？」

「そうやって無意味な空元気を振りまいているところが。正直、不愉快です」

「うわ、怜さん、いきなり直球ストレート？」

「ＮＣＴ研究所での失敗をずるずると引きずって、まったくあなたらしくない。いや、あなたらしいというべきか」

　エレベーター前で二人は足を止める。八代はバツが悪そうに頭を掻かいた。

「そのきつい性格、昔からかわんないね」

「へらへらしただらしない反面教師を間近に見て育ったものですから」

　怜は八代を無視して先にエレベーターに乗り込んだ。確かにその態度は、それでも八代を一応は客人として扱うシティヘブンビルなどではあり得ない行為だ。

「ＮＣＴ研究所の失敗をそんなに悔いてますか？　あのときマモンにとどめをさせなかった自分の弱さが憎いですか？」

「いや、それはね……」

「はっきり言ってあげましょう。あの時あなたがマモンをためらいなく殺していれば、いまの海かい星せいによる被害はもっと小さかった」

　八や代しろはついに無言になった。もう軽口も出てこない。床を見つめ、唇くちびるを噛かみ締しめている。

「あなたが責任を感じて落ち込むのも、いまさら自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいるのも自由ですが、それでこちらまで巻き添えにされるのは困ります」

「怜れいさん。君はほんとに、強いよね」

「強い？　あなたは本当にそう思っているのですか？　今回のミスは自分の弱さのせいだと思い、その弱さは生まれ持った資質であり、だから個人の努力では逃れられない仕方ないものだと、そう言いたいのですか？」

「……」

「人は二種類います。人を殺しても自分が生き残りたい人間。人を殺すくらいなら自分が死ぬと言う人間。どちらでもかまいはしませんが、一いつ緒しよに戦うとなった場合、後者はまったくの役立たずです。八代さん。あなたがどういう人間であろうと、一緒に戦うと言っておいて足手まといになるようなら……」

　ずっと下を向いて黙だまっていた八代が、ついと顔をあげて怜を見た。まるでその先は言わせまいとするように。

「足手まといになるくらいなら、みずから手を下す……かい？」

　口調こそ静かだが、どこかに強い響ひびきを隠した八代の言葉だった。

　怜はわずかに気け圧おされたように足を止めた。しかし、それには答えず、

「あなたは命がけでＡＤＥＭと同盟を申し出た麻ま耶や様に言いました。いざとなったら、この腹を掻かっ捌さばいてでも詫わびる、と。その結果がこれかと思うと、情けないだけです」

　と吐き捨てるように言った。

　エレベーターの表示が目的の階に近づいてきたことを告げる。

「一つだけ罪が軽くなる方法があります」

　目的の階についた時、怜は苛か烈れつに言い放った。

「七つの大罪、マモンを、今度こそあなたの手で殺しなさい。そうすれば、少しは救われるでしょう」

　エレベーターが開くと、怜はさっさと先に歩いていってしまう。その背を追うこともしないまま、八代は、いつまでもそこに立ち尽くしていた。
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　闘とう真まが目覚めたのはベッドの上だ。自分が寝ているのは病室だと気づくのにぼんやりと十秒ほど天てん井じようを眺め、そばで麻耶が呼びかけているのに気づくまでさらに十秒を費やした。

「……さん、兄さん、兄さんっ！」

「あっ、麻ま耶や」

　麻耶はほっとした顔で、椅い子すに座りなおした。

「あっ、麻耶ではないですよ、本当にもう。心配したんですから」

「そうか、ごめん」

　闘とう真まが気絶した経緯を考えると謝罪する必要はないのだが、物事をあまり深く考えないという彼の特性は一切の疑問を抱かせなかった。

「どのくらい寝てた？」

「十分程度です。軽い脳のう震しん盪とうだからお医者様も心配する必要はないとおっしゃっていました。額にたんこぶはできてますけど」

「そうか、心配かけてごめんね」

　後ろ暗いところのある麻耶は思わず目をそらす。

「あっ、そうそう。由ゆ宇うさんから伝言を預かってます」

「由宇は？」

「この区画、旧ラボセクターは彼女が自由に出入りできるエリアではありませんから」

「……そうか。それで、伝言ってなに？」

「『あれくらいよけてみせろ。あのような体たいたらくでは、私を守ることなどできないぞ』です」

「由宇がそう言ったの？」

「はい」

「……由宇を守る」

　初めて彼女からそのことを認められた。それがたまらなく嬉うれしかった。







　気持ちが落ち着くと、闘真にしては珍しく真剣な面おも持もちで麻耶と真正面から対たい峙じした。先ほどの由宇とのケンカには、いろいろと言ってきかせなければならないと思ったからだ。

「麻耶、あのね」

「なんでしょう、兄さん？」

「本物の銃を使うなんて危ないよ」

　麻耶に説教をするなど、ほとんどしたことがない闘真だが、これは兄として言わねばならぬと思った。兄らしいことをしたいという気持ちもあった。だが麻耶は、

「どうしてですの？」

　と、さも不思議そうに聞き返してきた。

「だって由宇に当たったらどうするのさ？」

「プロ野球の投手が子供めがけて本気で硬球を投げたら、殺人になるでしょう。でも同じプロの捕手めがけて投げることはスポーツです。由宇さんめがけて銃を撃うつことを殺人というのは、プロの捕手めがけてボールを投げるのを殺人ということくらい見当違いですのよ。危険の基準が普通とは異なります」

「そ、そうかな？」

「そうです」

　口ではハナから麻ま耶やに勝てるはずもなく、説教をするつもりだった闘とう真まは、逆にうまく言いくるめられたような複雑な気持ちになる。

「兄さん、一つお尋ねして良いですか？」

　麻耶の表情から、なんとなく答えにくそうな質問だという予感はしたが、うんと答える以外の道はなかった。

「兄さんは私を守ってくださいますか？　ルシフェルに会ったときみたいに」

「あたりまえだよ。麻耶はたった一人の妹なんだから」

「由ゆ宇うさんも守りますの？」

「う、うん。そのつもり」

　それでは、と言葉をつなげた麻耶の顔を、闘真はきっと一生忘れることができないだろう。

「私と由宇さん、どちらか一人しか守れない状況になったら、どちらを選びますか？」

「え？」

「私？　それとも由宇さん？」

「いや、あの……」

　闘真はしどろもどろになる。その様子を見て、麻耶はあきれたため息をつくしかなかった。

「優柔不断」

「えっ？」

「ていっ！」

　麻耶は冗談っぽく闘真の額にチョップをする。

「あいたっ！」

　由宇の指弾が当たった箇所で触れるだけで痛い。

「だめですよ、そんな調子では」

「だって、そんな質問、答えられないよ。答えなんてない」

「いいえ、答えはあります」

　指を一本立て、できの悪い生徒に諭さとす先生のように、麻耶は闘真に言い含める。

「こういうときの答えは、由宇さんを守る、が正解なんです」

「そ、そうなの？　でも麻耶は……」

「私はいいんです。こう見えても真まな目め家けの人間ですから。守ってくれる人はいっぱいいます」

「そ、そう……」

「ですから、兄さんは由宇さんを守ることに専念してください」

　笑顔は寂しげに見えた。

「……」

「返事は？」

「は、はい」

「よろしい」

　先ほど見せた寂しさは嘘うそであるかのように、麻ま耶やは静かな笑みを見せる。

「でも……」

「でも？」

「いえ、やっぱりいいです」

「言ってよ。気になるから」

　麻耶は少しだけためらって、深呼吸をし、ようやく胸のうちを口にする。

「手があいているときだけでいいのです。そのときは私も守ってくださいますか？」

「もちろんだよ」

　闘とう真まの迷いのない返事に、今度こそ麻耶は満面の笑みを見せたのだった。
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「なってないなあ」

　麻耶が去るとすぐに、仕切りのカーテンの向こうから声がした。そこでようやく闘真は自分が寝ている病室が個室ではないことに気づいた。

「いや、もう、ほんとなってない。マジでダメ。フォローのしようもねえ」

　誰だれかが隣となりのベッドに寝ているようだ。

「いいか、よく聞けよ。そういうときの模範解答はな、死んでも二人を守るって言うんだよ」

　しかも聞き覚えのある声だった。

「まさか萩はぎ本もと君？」

　カーテンを開けるとたった一日だけの同級生の顔がそこにあった。

「おまえさ、てきとうに名前覚えるの、いい加減やめない？」

　萩はぎ原わら誠まことは憮ぶ然ぜんとした表情で、ベッドに横たわっていた。

「俺おれの名前は、は、ぎ、わ、ら。萩原誠だよ。思い出したか？」

「あ、う、うん。ごめんね、名前間違えて。で、その、萩原君がなんでここにいるの？」

　ここは普通の病院ではない。同級生の萩原誠がいるのはどう考えてもおかしかった。

「その足、どうしたの？」

「見て解わかれとか察しろとは言わないけど、聞く前に少しは考えるとか、ねえの？」

「まさか、僕のせいで遺産犯罪に巻き込まれたとか？」

　闘とう真まは自分なりに頭をひねり、ありそうな可能性を吟味した。うん、これはなかなかいい線をついているのではないかと思ったが、萩はぎ原わらには思い切りあきれた顔をされた。

　わざとらしいため息が一つ。

「俺おれはもともとＡＤＥＭの人間。おまえを監視してたんだよ」

「ええ？　そうなの？」

「気づくの遅すぎ。ちなみにこれは名誉の負傷」

　それから萩原が語るレプトネーターと戦った武勇伝は、じつに疑わしいものだった。

「そこで俺はとっさに指示を出したわけよ。俺がおとりになるから、みんな逃げろってな」

「ふうん」

　大げさな身振り手振りで語る萩原。ＡＤＥＭの人間というのも疑わしく思えてきた。

「ところで、今日っていい天気だね」

「ちょっと待て！　話そらすにしても、もっとましな方法あるだろっ！　窓一つない部屋でなに言ってるんだ？」

「そういえば、もし本当に萩原君がＡＤＥＭの人なら何歳なの？」

「なにその疑心暗鬼たっぷりの聞き方。まあ、いいや。ホントの俺の年齢は二十三歳。年齢よりフレッシュな外見なんでね。たまに潜せん入にゆう捜査もするんだ」

　ふうんと答えた闘真は心底興味がなさそうだった。

「いや、そこはふうんじゃないでしょ!?　え、萩原君って年上だったの？　じゃあ敬語で話さなきゃ。そんなの気にするなよ。でも……。俺がいいって言ってるんだ。いままで通り接してくれ。うん、ありがとう！　いや、お礼を言うのは俺のほうさ。みたいな会話の展開を期待した俺は馬ば鹿かだった？」

「ちょっとね。あとフレッシュな外見って言い方、少し寒いよね」

「そこは最悪ふうんですませよっ！　同意するなっ！　くそっ、なんで坂さか上がみにこんなにやり込められないといけないんだ」

　よほど悔しいのか、萩原は反はん撃げきの題材を探す。部屋を見渡し、そして自分の枕まくら元もとにある花か瓶びんに生けられた花束に気づいた。

「お、これこれ。これさ、女の子からのお見舞いの花なんだよね。誰だれからだと思う？」

　萩原はにやにやと話を切り出す。

「綺き麗れいな花だね。バラ？」

「くそっ、強引かつ高度なスルーをしてくれるぜ。いいか聞いて驚おどろけ。その花は麻ま耶やちゃんからのお見舞いなんだっ！」

　最強の切り札を出したと言わんばかりに宣言する萩はぎ原わら。しかし闘とう真まはしばらくぼんやりと無反応だった。

「奇遇だね。僕の妹も麻ま耶やって名前なんだ」

「いやいやいやいや、そこは奇遇とか偶然とかじゃないって。おまえの妹の麻耶ちゃんが、俺おれを心配してお見舞いしてくれたの」

　やはり闘真は無反応。これも駄だ目めだったかと萩原がうなだれたとき、

「えええええええっ！」

　ベッドからひっくり返るほどに驚おどろいた闘真だった。

「おせえよっ！」

　しかしそれでも闘真の反応に満足したのか、機嫌よく萩原は説明する。

「だって俺と麻耶ちゃんと長は谷せ川がわは友達だもん」

「さっきの話みたいに嘘うそじゃなくて？」

「いやレプトネーターの話も本当だから」

「い、いつのまに？」

「なんだよ、兄貴として心配か？」

　優越感と余裕たっぷりに闘真を見返す。

「長谷川君はいいけど、萩原君は、その……」

「なんでだよっ！」

　結局、萩原の心情から、やりこめられた感はぬぐいきれなかった。







「そういえば、長谷川君、どうしてるかな」

　その闘真の言葉を聞いて、萩原の黙だまっていれば端整な眉まゆが、おや、という感じに動いた。もっとも闘真はそれに気づいた様子はないが。

「俺、おととい、電話した」

「そうなんだ？」

「ああ、俺も先月で書類上は転校したから」

「そっか」

「そっかじゃねえだろ。おまえも長谷川に、電話くらいしろよ。おまえのこと、心配してたぞ。ほら」

「え……で、でも」

　萩原が闘真に差し出したのは、数週間前、闘真がコンビニで買った赤い携帯電話だ。あの時、闘真が退学届けを出したと聞いて、クラスメイトの長谷川京きよう一いちは心配して闘真の家まで来てくれた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、麻ま耶やちゃんがちょっと細工して、真まな目め家けの専用守秘回線経由になってる。うちのＰランクとは比べ物にならない高性能機」

　しかし何を言えばいいのだろう。今の状況を正直に言えるはずもない。いつ戻れるのかも解わからない、平凡ななりに楽しかった高校生活。ほんの二ヶ月前までは当たり前の日常になりかけていたそれが、今はとても遠い出来事のように思えた。

　携帯を握り締しめたまま、困惑の表情を隠しきれない闘とう真まに萩はぎ原わらは言った。

「なんでもいいんだよ。嘘うそも方便だ。とりあえず坂さか上がみが自分で電話して、長は谷せ川がわにおまえが元気でいるって伝わればいいんだ」

　萩原は内心で苦笑する。

　──なんで俺おれがこんな男のフォローかな。

　闘真が長谷川のことを言わなければ、そんな余計なおせっかいはしないつもりだった。

　闘真はしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、萩原の手から携帯を受け取ったときには、どこかふっきったような表情が生まれていた。

「うん、ありがとう。電話、するよ」

　闘真が電話を持って病室を出て行った。

　一日だけ見た坂上闘真の制服姿を思い出す。まさか自分もこの歳としになってまた着るとは思わなかった黒の詰つめ襟えり。闘真はまた着ることがあるのだろうか？　今はもう六月。制服は夏服に切り替わっている頃ころだ。

「ああ、なんか、青春ってやつう？」

　ベッドに横になり、萩原は一人笑った。
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　長谷川の携帯電話の番号を押すのに、闘真は五分ほどためらった。いったい何を話せばいいのか、自分の状況をどうやって説明すればいいのか。今は遠くなってしまった日常、消えてしまった平へい穏おん。ためらう理由はいくつでも頭に浮かんでくる。

　しかし同級生と話したいという欲求がそれらにまさった。思い切って番号を押した。呼び出し音が鳴っている間、緊きん張ちようしっぱなしだ。

『はい、長谷川です』

「あ、もしもし、僕は……」

『まさか坂上か？　なんだよ、久しぶりじゃないかっ！』

　電話越しで聞く同級生の声はとても懐なつかしかった。一ヵ月半聞いていないだけで、こんなにも懐かしくなるなんて思わなかった。そして声だけで解わかってくれたことが、こんなにも嬉うれしいとは思わなかった。

『どうしたんだ？　海外にいる家族が病気なんだって？　しばらく戻ってこれないって先生が言うから心配したんだぞ。連絡の一つもよこせよ、水みず臭くさい』

「ご、ごめん」

『でも元気そうで安心したよ。まっ、おまえのことだから、どこに行ってものほほんと元気そうだけどさ』

「うん、元気にやってるよ。うん、うん」

　気づいたら長は谷せ川がわと三十分も話していた。以前のように話せた。同級生だった頃ころと変わらない。

　それから横よこ田た家けにも電話をした。和かず恵えに自分と由ゆ宇うは無事だったことを伝え、鏡きよう花かの元気な声を聞いた。ゆうちゃんに会いたいと言っていたことを、必ず伝えると約束した。

　世話になった学校の担任にも電話をすると、長谷川と同じように、事情が解決したらいつでも戻ってこいと言ってくれた。

　闘とう真まは携帯を握り締しめ、あらためて思った。深海５００メートルの生活。今は日常とはかけ離はなれてしまったかもしれない。しかしそれまであった日々がなくなったわけではない。嘘うそになったわけではない。関係が切れたわけではない。

　由宇にもそのことを知って欲しかった。一人ではないと解わかって欲しかった。

　しかし由宇にそれを伝えるのは難しいように思えた。ずっと世界から隔絶して生きてきたのだ。ずっと人を拒絶して生きていたのだ。

　しかし由宇がそれを欲していないかと言えば絶対に違う。由宇と接したのは数ヶ月だが、それが解るには充分な時間だった。

　ぼんやりと歩きすぎたのだろう。廊下を歩くＡＤＥＭの職員にぶつかってしまった闘真は、相手の持っていた資料を床に散らばせてしまった。

「あっ、すみません」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですから」

　ＡＤＥＭの職員らしい人は床に散らばった資料を拾う。闘真も謝りながら、拾うのを手伝った。拾った資料の一つが闘真の目に留まる。

「そうか、これがあったんだ……」

　とある資料を見て闘真はたった一つだけ、自分が切り札を持っていることに気づいた。ずっと由宇に言えなかったことだ。

　しばらくそのままでいると、職員がいぶかしげに闘真を見た。

「どうかしましたか？」

「あ、いえ。すみませんでした」

　闘真は資料を職員に渡すと、思いついた切り札をどう使うべきか考える。これは峰みね島しま由宇への決定的な切り札となる。その確信はあった。だが決定的であるが故ゆえに、むしろ彼女の気持ちをさらに悪い方向へ導いてしまう可能性も高い。

　──あと一つ、何かが欲しい。

　その一つを手に入れるのにはどうすればいいか。方法を知ろうとして、闘とう真まの脳裏にとある人物の顔が浮かんだ。
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　麻ま耶やはため息をついた。

　由ゆ宇うの立ち直るきっかけを作りたかったのだが、失敗に終わってしまった。途中でなんだかわけの解わからない方向に行ってしまった気がする。反省の限りだ。

「ふう」

　何度目かの自じ己こ嫌けん悪おのため息。時計を確認すれば、伊だ達てとの会議再開の時間がすぐそこにまで迫っている。

　もう一杯、紅茶を飲み、気持ちを切り替えて会議に出よう。ここでは解らないが外の世界は六月。季節は春から初夏になろうとしている。水出しにしたアイスティーが美お味いしく感じるようになってきた。怜れいに持ってきてもらおうと思って顔をあげる。闘真から通信が届いたのは、その時だった。

『麻耶、教えて欲しいことがあるんだ』

「兄さん？　ええ、私に解ることでしたら」

『うん、麻耶に聞くのが一番いいと思う』

　闘真が麻耶をここまで頼たよるのは珍しい。嬉うれしくなった麻耶はなんでも聞いてほしいと付け加えた。

　しかし闘真が教えて欲しいものを口にしたとき、麻耶は受話器を落としそうになってしまった。まったく思いもよらなかったことを聞かれたせいと、なぜそのようなことを自分に聞くのかという腹立たしさからだ。

『麻耶、頼たのむ』

「由宇さんのためですか？」

『うん』

　麻耶はしかたないとため息をついて、闘真の質問に答えた。電話が終わり、しばらくしても麻耶の不機嫌さは直らなかった。

「それで闘真様は麻耶様に何をお尋ねになったのです？」

　気になった怜れいが聞くと、

「嘘うそのつき方ですわ。私に聞くのが一番いいってどういう意味だと思います!?」

　麻耶は憮ぶ然ぜんと答えるのだった。
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「時間か」

　自室のベッドで横たわっていた由ゆ宇うはのろのろと起き上がると、伊だ達てや麻ま耶やが待っている会議室に向かう。

　また幽閉された生活に戻ってしまった。それでも以前よりはずいぶんと自由になった。喜ぶべきか悲しむべきか。しかしどちらの感情も由宇には湧わいてこなかった。

　空虚だ。自分はからっぽの存在だ。なのに、どうしてこんな施設に幽閉され守られているのだろう。

　会議室に向かう通路の途中で闘とう真まと出会った。予想された事態だ。驚おどろきも何もない。

「大事な話があるんだ」

　一語一句違わない予想通りの話の切り出しかただ。

「話はあとにしてくれないか」

　疲れた顔で由宇は闘真の横をすり抜けようとすると、珍しいことに闘真の反応は少し予想と違った。もっと闘真は食い下がるものと思ったが、由宇をひきとめることなく見送ってしまう。一いち抹まつの寂しさを感じながら、由宇は闘真から離はなれていった。

「由宇っ！」

　力強く呼ぶ声がした。振り向くと、最初と同じ姿勢のままでいる闘真の背中が見えた。闘真は背中を向けたまま、言った。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうに会った」

「なんだと？」

　闘真の言った意味が一いつ瞬しゆん解わからなかった。

「いまなんて言った？」

　驚いた由宇がつめよると、闘真が振り向く。肩越しに二人の目が合う。由宇から目をそらさず、闘真は同じ言葉をもう一度、はっきりと繰くり返した。

「僕は峰島勇次郎に会った」







　闘真は息を吐く。

　切り出した。切り出してしまった。由宇にずっと隠していたことを、ついに言ってしまった。由宇の驚いた顔は、闘真の予想以上だった。

「峰島勇次郎に会っただと？」

「うん、比ひ良ら見みの地下で会った。僕に会いにきた」

　驚おどろいた顔はすぐに消えた。由ゆ宇うは暗くうつむき、しぼりだすようにつぶやく。

「嘘うそをつくな」

「嘘じゃない」

「嘘をつくなっ！」

　激げつ昂こうした由宇が闘とう真まに詰め寄る。

「なぜおまえに会いに来るっ!?　いいだろう、思いつきの嘘にしてはなかなか気が利きいている。しかしそんなことがあるはずはないっ！」

　由宇からこれほど怒りの表情を向けられたことはなかった。しかし闘真は由宇の怒りの中に、今にも泣きそうな幼子の感情を見た。

「嘘じゃない。風かざ間まに聞けば解わかるよ。風間は自分からは言えないって言ってた。勇ゆう次じ郎ろうに逆らえないからとかで」

　それを聞いた由宇がよろける。くずれ落ちそうになる少女の体を、闘真は慌てて支えた。

「……ほ、本当なのか？」

「うん。比ひ良ら見みの旧研究所で」

　いままで隠していた比良見の地下での出来事を覚えている限り由宇に話した。鳴なる神かみの尊みことを再び使えるようになったきっかけ、よみがえった忌いまわしい過去の記き憶おく。由宇の前に真実を積み重ねていった。しかしたった一つのことは、あえて言わないで話した。

　由宇はうつむいたままわずかに体を震ふるわせて、闘真の話を黙だまって聞いていた。うつむいた顔がどのような表情をしているのか闘真には解らない。

　闘真が黙ると、由宇はおそるおそる顔を上げる。

「ほかに、あの……」

　何かを言いかけて口ごもり顔をそらしてしまった。由宇の怯おびえたような横顔は、闘真に罪悪感を呼び覚ます。

「私について何か……言ってなかったか？」

　唇が震えていた。闘真があえて言わなかったことに、由宇はおそるおそる踏ふみ込んできた。

「言ってたよ」

　小さな肩がびくりと震える。

「由宇こそが本当の天才だって。由宇の名前は自分の名前をあげたものらしいよ」

　由宇が顔を上げる。幼子のようにすがりつくような顔は、しかしとても純真だった。きっと由宇の父親に対する感情は十年前で止まっているのだろう。

「それと……」

　さらに闘真は言葉を繋つなげた。麻ま耶やの言葉を思い出す。

　──嘘をつくコツは二つです。一つはすべて嘘でかためず、真実を折り混ぜること。その真実は衝しよう撃げき的てきであるほど、嘘を覆おおい隠せます。もう一つは目をそらさないこと。オーソドックスな方法ですが、とても大切なことです。ところで、兄さん？　妹に嘘うそのつき方を聞くなんて、どういう了見ですの？

　麻ま耶やに言われたとおり、闘とう真まは実行する。一つ目は上手く行った。

「勇ゆう次じ郎ろうはこうも言っていた」

　闘真は目をそらさず、まっすぐに由ゆ宇うの瞳ひとみを見つめた。目をそらしそうになるのを、必死でこらえた。

　これから自分は罪を犯す。

「なんて……言ってたんだ？」

「いずれ由宇に会いに来る」

　由宇の目が大きく見開かれた。

「そうか、そんなことを……あの男が、そんなことを言っていたのか」

　由宇の瞳から涙があふれる。あふれた涙は由宇を支えている闘真の手の上にいくつも零こぼれ落ちた。

　憎くても憎みきれない父親。彼女の視線の先にはつねに峰みね島しま勇次郎があった。

　そのような寂しさを抱えた彼女が愛いとしく、同時にやりきれない気持ちが生まれる。父親に対する嫉しつ妬とか、それとも由宇を騙だましている罪悪感か。

「そうか、ふふ、あの男がそんなことを。だったら、こんなふがいない姿を見せるわけにいかないな」

　由宇は涙を流しながら、嬉うれしそうに笑っていた。自分を捨てた父を想おもい、これだけの感情を溢あふれさせている。涙のきっかけをつくったのは自分だった。由宇を守るため、由宇が一番ひた隠しにしていた感情を暴いてしまった。解わかっていたとはいえ、それは闘真の胸の奥にも深い痛みを残した。そしてその胸の奥の傷口から、今まで感じたことのない暗い気持ちが湧わいてくるのを感じた。

　いま、こうして由宇を抱いているのは自分なのに、なぜ由宇は自分ではなく、彼女の父を見ているのか。

　由宇をなんとか立ち直らせようとついた嘘だった。嘘は上手くいき、彼女は闘真の思う通りに微笑を浮かべている。

　しかし、ふいにその表情を壊こわしたくなった。自分でもよく解らない。ただ無性に腹立たしく、悲しかった。

　闘真は感情に流されるまま由宇を抱きしめ、父を呼ぶ唇を自分の唇でふさいだ。
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　老人は瞑めい想そうしていた。

　あたりは目の前にかざした手のひらさえも、見ることができない無明の闇やみだ。音すらも闇に呑のみ込まれてしまうのか、己の心音すら耳に届かない。あるいは音が届かないのではなく、命すら呑み込まれ、自分が死んでいることに気づいていないのではないか。

　寒くもなく暑くもなく、故ゆえに肌への刺激も少ない。

　五感の刺激が異常なまでに欠如した空間だった。

　老人は立ち上がり両手を大きく広げ、一度だけ手のひらを打つ。常軌を逸した轟ごう音おんが枯れた老人の手のひらから生まれた。

　音に反応したのか、老人を中心に何かが闇の中で赤くうすぼんやりと光る。複雑に張り巡らされた赤い蜘く蛛もの巣か、しかしそれもすぐに消えた。手のひらの音は何度かこだまするが、やがて消えてしまう。

　ずっと閉ざしていた目をうっすらと開けて、周囲の様子に耳を澄すます。しかし最初に起こった変化以外、何も起ころうとはしなかった。

「まだ届かぬか」

　老人は再び瞑めい想そうの世界に戻る。

　そしてどれだけの時間が流れただろうか。次に老人が動いたのは人の気配からだ。

「お爺じいっ！」

「ルシフェルっ！」

　若い男女が老人──ルシフェルを呼ぶ声がする。遠くに人工的な明かりが見えた。やがて二人はようやくルシフェルの前にたどり着いた。

　一人は野性的な風ふう貌ぼうの若者ベルフェゴール、もう一人は妖よう艶えんの美女アスモデウスだ。

「飲まず食わずで、もう二週間こもってる」

「死んでしまいます」

　アスモデウスがルシフェルをライトで照らすと、思わず悲鳴を呑み込んだ。

　もともと痩やせた老人であった。しかしいまは完全に肉は落ち、骨と皮しか残っていない。手足は枯れた枝のようで、腹は両手のひらで包んでもあまりそうなほどに痩せこけていた。

「まだじゃ」

　血の気のない顔が、左右に振られる。

「わしは問わねばならん。あのお方の真意を」

　眼球のみが強い生気を放ち、二人を威圧する。

「でもお爺が死んだら」

　ベルフェゴールはしかし食い下がった。

「よい。死んでもわしの意思は残る」

　二人の顔を交互に見て、老人は相好を崩した。先ほどの厳しい顔はどこにもない。

「お爺、ここの空間気味悪い」

　周囲に茂る赤い根のようなものを、ベルフェゴールは乱暴に払いのける。

「それにここに来る途中、気味の悪いものをたくさん見たわ」

　アスモデウスが、身み震ぶるいする。

「気にするな。ここの主が見せる過去の記き憶おくに過ぎぬ」

「お爺、ここなんなの？」

　ベルフェゴールが強力なライトをつけると、周囲が一気に明るくなった。

　照らし出されたのは広大な空間だ。しかしどれだけの広さかは、完全に把握できない。なぜならライトの明かりが、空間の果てまで届いていないのだ。天てん井じようも、壁も、そして床さえも把握できない。三人がいるのは、空間にびっしりと茂っている赤い根のようなものの上だった。

「こんなものが比ひ良ら見み特別禁止区域の地下にあったなんて」

　アスモデウスは気味悪そうに、周囲を見渡す。

「ふむ、正直わしにもよくわからぬ」

　ルシフェルは思案顔で顎あごをなで、あたりの様子をうかがった。

「ＡＤＥＭという組織はＬＡＦＩフォースと名づけていたらしいが、ふむ……。コンピュータというには、やはり語ご弊へいがあるような」

　もしここに《希望》都市の地下で起こった事件を見た者がいたら、奇妙な類似性に気づいただろう。そして複雑に張り巡らされた赤い根と、《希望》都市の地下にあった空間の形状と【天国の門】から、一つの仮説を導き出せたかもしれない。

　しかし不幸にもルシフェルは《希望》の地下を知らなかった。

「何かに似ておる」

　ただし百余年を生きた老人は、たとえ知らなくても答えに近づいてはいた。

　ふいにルシフェルの表情が険しくなった。

「どうかしたのか、お爺じい？」

　ベルフェゴールがいぶかしんだ。

　ルシフェルは闇やみしか見えない天を仰ぎ、血の気のない唇をわななかせた。

「風が吹くぞ」

　風はない。風が吹くような空間でもない。だというのにルシフェルがまとう服が、風に吹かれるようにたなびいた。

「強烈な風じゃ。なにもかも吹き飛ばしてしまうほどの。まさか、まさか……あの娘御か……？」
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　いくつもの記き憶おくが走馬灯のように再生されていく。しかし走馬灯とは決定的に異なる事柄があった。走馬灯の記憶はどれも別の人間のものだった。

「なるほど、六りく道どう家けの脳の構造は見れば見るほど興味深い」

　奇妙な記憶の走馬灯を覗のぞいているのは風かざ間まだ。やや無機質な口調なのは、長く人間に接していたＬＡＦＩサードではなく、人間との交流をほとんど絶ったＬＡＦＩファーストのものだからだ。

「いままで何人の人間の記憶を覗いた？」

　風間はかたわらにいる情報の集合体、マモンに問う。直接答えを探しに脳を探ることもできるが、それでは脳によけいなデータ転送が生じ、マモンの精神は耐え切れないだろう。エレクトロン・フュージョンを施ほどこされているわけではない。それでなくても視覚と聴ちよう覚かく、それに記憶にのみ絞り、脳への負担を減らしている。

「何人だろう？　数千人だと思うけど」

　マモンの答える声はつらそうだ。

「なるほど、それはすばらしい。一つの脳に複数の人間の記き憶おくを保存するのは、普通なら不可能だ。しかし」

　風かざ間まは不思議そうにしているマモンの意識を診みると、説明を続けた。

「類似した記憶は同一とみなし、差分のみの記憶を保存する。コンピュータのデータ圧縮と似ているな。これは俺おれの推測だが、この情報の取捨選択がどれほど最適かも六りく道どう家けの資質に関かかわるのではないか」

「そ、そうなんだ？　それよりも早く、レプトネーターのチェックを終わらせようよ」

　マモンは多少苛いら立だった声を出す。

「そう急せくな。相対時間は二十七倍だ。まだ実時間では二分も経過していない。おまえのいう優れた従い兄と弟こ、才さい火かがどれほど脳を読み取る能力に長たけているか知らないが、少なくともおまえの取捨選択能力はかなり優秀だと思うぞ」

　マモンはしばらく何を言われたか解わからなかった。

「え？」

「そうでなければ何千人も読めなかっただろう。その前に脳が死ぬ」

「僕が優秀？　だって僕は才火と比べて……だって才火は……」

　生まれてからずっと劣等感を抱えて生きてきた少女は、にわかにその言葉を受け入れることはできなかった。

「俺が保障しよう。おまえは優秀だ」

「そ、そんなこと言われたの初めてだ」

　マモンは感激に涙声になっていた。感情のデータはあまりにも複雑で解析は難しいが、そのようなたぐいのものであることは、シンクロの回数を増やすことによって学んだ。

　──優秀ではあるが。

　マモンに伝えていないことがあった。

　差分ではとうてい埋められない記憶もある。マモンの記憶と人格さえも圧迫している巨大な記憶の情報があった。峰みね島しま由ゆ宇うだ。この記憶はいずれマモンを押し潰つぶすだろう。

　もう一つ問題があった。マモンから送られてくるデータには、人間ではない異物が混じっていた。変異体のものだ。これもまた、由宇の記憶とは別の方向からマモンを食い潰そうとしている。

　──この娘、人としての命は長くない。

　風間はいくつかの細工したデータを脳に送り込み、人格の延命処置をする。いま死なれては困るのだ。

「ありがとう、ありがとう風間」

　マモンは心底嬉うれしそうだった。

「風かざ間まのこと、僕は嫌いじゃないよ。僕達たち、きっと気が合うよ。同じコンプレックス、劣等感にさいなまれるもの同士」

　マモンの言葉の中に、聞き流せないものがあった。

「ほう？　俺おれに劣等感だと？」

　問い返すと、マモンは得意げに話した。

「忘れた？　峰みね島しま由ゆ宇うにも変異体にも木き梨なしにも朝あさ倉くら小さ夜よ子こって人にもない、僕の能力」

「リーディング能力か」

「そっ。風間は人間じゃないけど、八十八元素から発生した変異体に比べれば、ぜんぜん人間に近いよ。だから僕には解わかる。風間の劣等感や、風間が感じてる焦あせりもね」

「……」

「僕に隠し事してることも」

　読めるのは人間で言う感情的な動きだけに限られるらしい。

「でも、なに隠してるの？　なーんてヤボな事は聞かないよ。誰だれだって隠しておきたい秘密はあるじゃない？　ぜんぶ解っちゃうことほど、つまんないことはないもの。だから風間は好きだよ」

　マモンは楽しげに笑っている。

「僕達、仲良くできるさ。ね」

「……そうかもしれないな」

「そうだよ！　さあ、そろそろ僕のかわいいペット達の出番だ。レプトネーターがどれだけ優秀かみんなに知らしめるんだ。今日を楽しみにしてたんだよ」

　風間は思った。この娘は、決して無知でも無能でもなければ無才なのでもない。無む垢くで無邪気な精神が無残に切り裂かれ続けた結果なのだろう、と。
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「作戦目標ポイントまで距きよ離り３２０００、到達予定時刻は１０３０」

「ステルス機能オールグリーン。快晴の日はやりやすいですね。雲の動きを気にしなくていい」

「装備の最終点検、終了。異常ありません」

「作戦開始まで２４０。すべて予定通りです」

　フリーダムの中枢であるＣＤＣ戦闘司令室は、普ふ段だんの静けさとは異なり、多くの言葉が飛び交っていた。

　部屋の中央には司令官の黒くろ川かわ。そのうしろには副官の福ふく田だがいつもどおりついている。

　作戦ボードは刻一刻と表示を変えていく。周囲の地図上でフリーダムを示す記号が、襲しゆう撃げきポイントの記号へ向かって徐々に近づいていった。

「ＮＣＴを陥落してから、今日でちょうど一ヶ月ですね」

　作戦ボードを眺めながら、福ふく田だの声には感かん慨がいがこもっていた。

「順調で何よりだ。正直なところ、もっと被害が出るものだと思っていたからね」

　部下をねぎらう言葉でもあったのだが、福田は黒くろ川かわに厳しい表情で言葉を返した。

「順調すぎるというのも考えものです。気の緩ゆるみが出てきます」

「考えすぎだろう」

「司令がそのようなことを言ってるようでは、皆はもっと緩んでいますよ」

　堅すぎる福田の姿勢に黒川は苦笑する。緩みすぎても駄だ目めだが、緊きん張ちようしすぎても駄目だろう。

「作戦開始まで１５０。すべての進行は予定通りです」

　オペレーターの声に徐々に緊張感が高まっていく。

　さきほどの言葉をとりなすように、福田が言った。

「今日はついにレプトネーターを投入しますので。私も少し神経質になっているのかもしれません」

「マモンがどれだけ操ってみせるか、楽しみにしている」

　横に置かれたコーヒーをすする。無ぶ骨こつな灰色のチタンカップに注つがれたコーヒーは正直うまいとは言えない。しかし頭をすっきりさせるにはちょうどよかった。

「はい。マモンも成功させると張り切っています。正直彼女を使うのを最初は疑問に思っていました。しかし素直なところはとても素直で、最近は根はいい子だったのではないかと思い始めましたよ」

　黒川は喉のどの奥で笑って、福田を見た。

「多少エキセントリックすぎるがね。いい子なのは同意するよ。ただ信しん頼らいできるかといえば、どうだろうなと俺おれは答える」

　マモンの話から何かを連想したのか、黒川の表情にうかないものが混じった。

「順調、そうすべては順調だ。しかし懸け念ねんがないわけではない」

「ＡＤＥＭですか？　マモンは捜すのに苦労しているようですね」

「水中を探る手段は少ない。水の中でステルス機能を使われたら、はっきり言ってお手上げだ」

「しかし彼かれ等らの最近の活動は微々たるものです。我々の襲しゆう撃げき跡あとをかぎまわることしかできていない。気にしすぎでは？　このフリーダムも以前撃げき墜ついされた二機とは別物です」

「確かに。峰みね島しま由ゆ宇うの知識は予想以上だった」

「遺産技術の解析、開発が進めば、我々の軍隊はもっと強力になるでしょう」

　ときどき二人の会話にオペレーターの声が割り込む。

「作戦開始まで60。カウントダウン開始します。57、56、55……」

　眼下を映すカメラのモニターに、襲撃ポイントを捉とらえていた。

　黒川はマイクを手に取ると、館内放送のスイッチを入れる。

「準備を進めながら聞いてくれ。私は海かい星せい総司令の黒くろ川かわ謙けんだ。今日の作戦は……」

　檄げきを飛ばし士気を高める。

　今日もうまく行く。黒川はそう思って笑った。
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　一つの噂うわさがあった。この基地では極秘の兵器が開発されていると。

　エフゲニー・ウルマノフはモスクワからこのチェグエフカ第二空軍基地に派遣されたとき、その噂を聞き胸が躍おどったものだ。自分の勤務地はいわゆる秘密基地なのだと、子供のように目を輝かがやかせた。

　くだらない噂と一笑にふす者もいた。ここは片かた田舎いなかに取り残された、冷戦時代の忘れ物のような基地だと。

　しかしそれでは腑ふに落ちない点もあった。

　まず工場の規模に対して、警備が厳重だった。それと一基地にすぎないのに、ヘリで運ばれる物資は毎日のように補充され、その多くが建物の地下に消える。お偉いさんの姿を多く見かける。視察に来る政治家も多い。

　ただの基地の一つと数えるには無理があるように思えた。しかし事実を確かめる術すべはない。噂では基地の奥に何があるのか確かめようと忍び込んだ人間は、誰だれ一人戻ってこないのだという。さらには夜な夜な人のうめき声や悲鳴、正体不明の機械の重厚音が地下から鳴り響ひびくという。

　ここまで来るとさすがに脚色として笑われる。噂も胡う散さん臭くささを帯びてくる。

　しかし十八歳になったばかりのウルマノフは、ここを極秘の兵器開発工場と信じて疑わなかった。たまに話題が出れば、ここには何かあると、基地にまつわる奇妙な事実をからめて語った。

　さらには、

「きっとミネシマの遺産を使った兵器だぜ」

　と熱弁をふるう。

　何年も前から配属されている先輩や上官は、ここに配属された若い奴やつの典型的な熱病が始まったと笑った。

「年に一人くらいおまえみたいなのがいるんだよ」

　何度からかわれてもウルマノフの極秘工場説がなりを潜ひそめることはなかった。

　しかしそれも、つい数週間前までのことだ。いまウルマノフはこの基地に極秘工場があると一切口にしなくなった。

　信じなくなったのではない。信じたくないのだ。

　ここ数週間、世間を騒さわがしている海かい星せいという組織が、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術を使用した兵器や工場、違法組織を襲おそっているというのだ。しかもことごとく壊かい滅めつしているという。噂うわさでは高出力レーザーを配備していた米軍の基地さえも潰つぶされているという。待ち伏せていたにもかかわらずだ。

　落ち着かなくなったのはウルマノフだけではなかった。極秘工場の熱弁を笑っていた先輩や上官も落ち着きをなくしていた。

　極秘兵器の話題は以前に比べ少なくなり、完全になりを潜ひそめた。基地の警戒態勢が一段階引き上げられてからは、ついに誰だれも何も言わなくなった。

　重苦しい空気と神経を逆なでするような緊きん張ちよう感かんに基地が包まれて数日が経過した。







　その日、ウルマノフはいつものルートで見回りの任務についていた。以前は周囲を見渡して歩くだけのルートだったが、いまは小石を踏ふむ音さえも緊張感を高めるほどに、厳重な警戒の姿勢でいた。

　一周一時間ばかりの基地の外周ルート。視界には他ほかに五人ほど警備している隊員がいた。以前は三人が目に留まれば多いほうだった。つまり警備の人間は倍になったのだ。

「ふう、なんかなあ……」

　それでもいつまでも緊張感が続くはずもない。張り詰めすぎた緊張感は、しかし緩ゆるむ時期をも早めてしまうという弊へい害がいがあった。

「……やっぱり噂だけだよなあ」

　ここには海星は襲しゆう撃げきしてこないのではないか。極秘の兵器が開発されているという噂は嘘うそなのではないか。そう思うだけでいくぶん心が軽くなった。警備が厳重になったのも、なんらかの偶然だろう。もともとここの警備は若じやつ干かん薄うすかったのだと、根拠のない理屈で安あん堵どを得た。

「ああ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　わざと声に出して脱力して、体をのけぞらして伸びをした。青い空が見えた。どこまでも青く、雲ひとつない。こんな天気の日に、空からの襲撃などあるはずもない。

　ウルマノフは笑った。笑って、しかしなぜか空から目を離はなせなかったのだ。

　抜けるような青空。なんの変哲もない。しかし何か違って見えた。視覚的には何も違わないのだが、あえてその違和感を言葉にするなら、景色と寸分違たがわない絵か写真を空に貼はり付けたような違和感だ。たまに見る写真やプリンターのコマーシャルのようだった。

「まさか……なあ」

　まるでその言葉が合図であるかのように異変が起こった。最初の異変は視覚ではなく聴ちよう覚かくに飛び込んできた。

　聞いたこともない轟ごう音おんが空から降ってきた。同時に青い空が歪ゆがむ。歪みから何か小さなものが、何十と降ってくる。それが戦せん闘とう機きや攻こう撃げきヘリだと解わかるまで、それほど時間を必要としなかった。

　空の歪ゆがみは見たこともない形状の飛行物体に変わっていた。小さいと思ったのはつかのまだった。基地に落ちる影はいくつもの建物をまるまる呑のみ込んでいた。３００メートルはある空の巨大空母だ。それが何十と戦闘機を吐き出している。

　遅れて警報が基地全体に鳴り響ひびいた。

「う、うそだ……」

　ウルマノフは震ふるえながら、それでも毎日の訓練で叩たたき込まれた体が、反射的に小銃のセレクタレバーをセミオートに切り替えた。早くも爆発音が一つ、耳に届いた。施設の反対側で炎と煙が昇っていた。

「……あ」

　信じられなかった。信じたくはなかった。しかし現実に起こってしまった。この基地は噂うわさどおり極秘裏の兵器が開発されていて、海かい星せいはそれを潰つぶすために強きよう襲しゆうしてきたのだ。







　わずか八分。

　それだけの短時間でウルマノフが二年間勤務していた基地の半分が壊かい滅めつした。

「うわああああああああ」

　わけも解わからず、上空に飛び交う戦闘機に向けて小銃を撃うつ。見たこともない戦闘機だった。半ば錯さく乱らん気味で空に撃っているのだから、あたるはずもなかった。あたったところで効果などのぞめない。

　攻撃ヘリから容よう赦しやなくいくつものミサイルが放たれる。数秒後には、建物の一つが爆発し周囲に破片を撒まき散らし炎上する。

　襲撃はあまりにも迅速で、基地にあった攻撃ヘリは飛び立つ前にすべて破壊されていた。用意されていた対空砲もことごとく潰されている。おそらく撃げき墜ついできたのは三機に満たないだろう。対し基地は半壊という状況ではあまりにも割に合わなさ過ぎる。

　海星の襲撃は容赦がない。まるで機械のように基地を破壊していく。そこにはためらいも躊ちゆう躇ちよもなかった。

　しかし基地の本陣とも言える建物はいまだ無事だった。正確には基地の本体は地下にある。

　銃を放ちながらウルマノフはなんとか基地中枢の建物にたどり着いた。ここまで生きてこれたのが不思議なくらいだ。

　すると戦闘機と攻撃ヘリが引き上げていく。上空に控えている巨大な飛行機に吸い込まれていった。もっとも頑強である中枢の施設はあきらめたのか。

「……た、助かったのか？」

　ほっとしたのもつかのまだった。フリーダムは空から去ろうとはしない。いや、それどころか先ほどよりも大きくなって見えた。

「降りてきてる……」

　その巨大さが実感できるようになるまで降りてきたとき、下部のハッチが開き、そこからいくつもの何かが降ってきた。

「なっ、なっ！」

　その一つがウルマノフのすぐ脇わきに轟ごう音おんをたてて地面にめり込んだ。砕けた地面の破片のいくつかがウルマノフに浅い傷を作る。しかしそれに気づかないほど彼は目の前に現れたものに心を奪われていた。

「……な、なんだ？」

　車ほどの大きさの鉄の塊だ。細長いパイプかアームのようなものが巻きついている。それは目の前で広がり地面を踏ふみしめ、本体を持ち上げる。

　蜘く蛛もを連想させる物体が目の前に立ち上がった。

　六つの赤い光がウルマノフを見る。ウルマノフは慌ててうしろに下がり距きよ離りを置き物陰に身を隠した。そこで初めて同じような物体がいくつも周りにいることに気づいた。六つの赤い目を動かして周囲を探る様子は、蜘蛛が獲物を探している姿そのままだ。

「撃うてっ！」

　号令とともに銃声がいっせいに鳴った。ウルマノフよりやや離はなれた位置には、果敢にも正体不明の蜘蛛の機械に戦いを挑む隊員達たちがいた。小銃や対戦車砲がレプトネーターめがけて火を噴いた。

　ウルマノフも仲間が戦う姿に鼓舞され離れた位置から銃を放つ。しかしどのような攻こう撃げきを受けても、蜘蛛の化け物はわずかに傾かしぐだけだった。それどころか下部に設置されている砲身が攻撃を仕掛けている一団に狙ねらいを定める。

　鼓膜が破れるかと思うほどの爆音が鳴る。レールガンより射出された弾丸は空気を切り裂き、遮しや蔽へい物ぶつを粉砕し、そのうしろにいた隊員達を一撃で沈ちん黙もくさせた。

　破片と肉片と血がウルマノフの立つ位置まで飛び散ってきた。

「あっ、あっ……」

　戦意を完全に喪失したウルマノフは、その場で腰を抜かしてしまう。たった一撃であれほどの破は壊かいをもたらした悪あく魔まのような機械は、視界に入るだけで十機以上はあった。

　それらがいっせいに基地中枢めがけて歩いてきた。周囲を見渡してはときにレールガンを放ち、わずかな抵抗を沈黙させる。

　ほんの十数秒でウルマノフの目の前にレプトネーターの巨体が迫る。目を連想させる赤いカメラがウルマノフを見た。それに追つい随ずいしてレールガンの砲身がウルマノフに向けられる。砲身は紫電の光をまとい、発射準備を終えた。

「う、うわあああああああ」

　本能的に手で体を隠そうとする。しかしそんなことでレールガンを防げるはずもない。爆音が鳴った。







　どれだけの時間、身構えていたか。五秒？　それとも十秒？　いずれにせよレプトネーターが一向に攻撃をしかけてこないのは奇妙だった。

　キイという耳みみ障ざわりな金属音が断続的に聞こえてくる。先ほどまではなかった音だ。

　ウルマノフは恐る恐る目を開け、目前にいるレプトネーターを見ようとした。いったい何が起こっているのか。しかし目の前にあったのは彼が思っていた光景とはかけ離はなれていた。

「あっ……」

　最初に目に入ったのは、風になびく長く綺き麗れいな髪だ。戦場に似つかわしくない流麗な黒い流れが目の前にあった。髪に続いて見えたのは、華きや奢しやな細い体。

　視覚に続いて届いたのは、これまた戦場に似つかわしくない、鼻び腔こうをくすぐるいい香りだ。硝煙や炎、焼け焦げた臭においに混じり届く心地よい香り。

「ま、まさか……お、女？」

　言葉にしてウルマノフは改めて驚おどろく。自分とレプトネーターの間に立ちはだかっているのは、小柄な女性なのか。

「女？　女の子なのか？」

　カーゴパンツに黒地の袖そでのないジャケットという服装はあまりに少女らしくないが、体のラインは明らかに少女のものだった。肌をさらしている腕も細い。

　戦場において少女の姿は異彩そのものだ。ウルマノフの声に応じてか一度だけ振り向いた顔を見て、さらに驚おどろく。

　顔はさらに異彩さを放っていた。ウルマノフには少女がどのような表情をしているか解わからなかった。顔の上半分がバイザーか目隠しのようなもので隠れている。あれで視界が確保できているのかどうか、ウルマノフには解らない。

　少女の背中の向こうに、レプトネーターの姿があった。つい先ほどまで攻こう撃げきをしかけようとしていた鉄の蜘く蛛もの様子は明らかにおかしかった。

　キイキイという耳みみ障ざわりな金属音は、レプトネーターが発していた。レプトネーターが左右に揺れている。酔っ払いの千ち鳥どり足あしのように八本の脚はおぼつかなく地面の上をよたよたと歩いていた。そのたびに耳障りな金属音が鳴っている。

　しかしそれもわずかの間だった。力尽きたのかレプトネーターの胴体は地面に落ち、脚は断だん末まつ魔まのごとく細かく痙けい攣れんし、六つの赤い目からは光がゆっくりと失われた。最後に一度大きく痙攣し、レプトネーターは二度と動かなくなった。

「な、なにがあったんだ？」

　ウルマノフのつぶやきを、黒髪の背中は何も答えてはくれない。しかし彼女が何かをしたのは確かだ。目を閉じていたわずかな時間で、銃器も対戦車砲も効かなかった頑丈なレプトネーターは、たった一人の少女の手によって停止させられたのだ。

　見ていないので確信は持てないが、状況からそう判断するしかなかった。しかしどうやって？

　見たところ少女は徒と手しゆ空くう拳けんであった。武器らしいものは何も持っていない。それどころか防具すら身に着けている様子はなかった。

　強しいて言えば片手に小型のノートパソコンを持っているが、まさかあれで殴なぐりつけたわけではないだろう。ノートパソコンと顔を隠すマスクは一本のケーブルで結ばれていた。

　いや唯一装備らしい装備があった。両手の拳こぶしを覆おおう籠こ手てだ。しかし防具と呼ぶにも武器と呼ぶにも頼たよりのない脆ぜい弱じやくなものだった。

　強い風が吹き、長い髪が大きくたなびく。
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　顔の下半分に見える強い意志を感じさせる引き締しまった唇が開く。

「下がっていろ」

　ただ一言、それだけを告げて、少女は動かなくなったレプトネーターを迂う回かいし、その向こうに見える二十機近いレプトネーターの集団めがけて歩き出す。微み塵じんの迷いもなく、後ろ姿は体の細さに相反し頼たのもしく感じられた。

「あ、あ……」

　ウルマノフはただ戸惑い、呆ぼう然ぜんとしていた。







　少女の足取りは安全な歩道か部屋の中を歩くかのごとく、迷いも恐れもなかった。周囲を二十機近い殺さつ戮りく兵器に囲まれているというのに。

　レプトネーターは想定外の出来事から、そして少女から攻こう撃げきをしかけてこないことから、状況の分析に思考を割さく。

　その間、少女はただ歩く。

　少女の耳元に人の声が届く。通信機からだ。

『由ゆ宇う、状況はどうだ？』

　少女──由宇はそっけなく、

「問題ない。十九機のレプトネーターに囲まれているだけだ」

　そう言って、立ち止まった。ちょうどレプトネーターの一団の中間地点。通信機の相手である伊だ達ては、ただ絶句した。

『正気か？』

「レプトネーターの行動パターンから状況分析に十七秒のブランクが生まれる。こちらから攻撃をしかけなければだが」

『本当に状況が解わかっているのか？　生きて帰れなければ意味がないぞ』

　由宇の唇が、くっと歪ゆがむ。

「解っていないのはおまえのほうだ。生きて帰る？　それでは生ぬるい」

　由宇は立ち止まると、二十機近いレプトネーターを見渡した。

「圧勝しなければ意味はないっ！」

　由宇が立っていた地面が軽くはじける。０からトップスピードへたった一歩で持っていく由宇の瞬しゆん発ぱつ力りよくが作った足跡が刻まれた痕こん跡せきだ。

　由宇が動いたのはちょうど十七秒後だった。ＡＩが状況分析を終え、行動しようとした矢先だった。

「まず二つ目」

　ＡＩの虚をつく。

　わずか〇・〇〇一秒以下でもレプトネーターが取った遅れは、由宇にしてみれば致命的なミスだった。

　その差が一機のレプトネーターの目前まで移動することを許した。それでも狙ねらいを定め、レプトネーターは迅じん速そくに対処できる機関砲を放とうとする。25mmの弾丸が一発でも当たれば、人間の体はたやすく半分に千ち切ぎれる。

　しかしわずか数センチの誤差で由ゆ宇うは機関砲を横に回かい避ひし、レプトネーターの脚を蹴けり、上へ駆け上がる。

　そのままレプトネーターの背中に着地した。いったい何をするかと思えば、拳こぶしを一つ叩たたきつけただけだった。対戦車砲すら耐えうる装甲に、人の拳をぶつけたところでどれほどの意味があるのか。

　事実、由宇が拳をぶつけた箇所は傷一つついていない。いやそれどころか拳と装甲がぶつかった音すらしなかった。拳を覆おおう籠こ手ては金属質であるのに、音すらしないのはおかしかった。

　振り下ろした拳を引くと由宇は一言、

「通った」

　とつぶやきレプトネーターから飛び降りた。あろうことか彼女が降りたのはレールガンの砲身の前。一発で体は粉々にちぎれ飛ぶ。あるいは機関砲の餌え食じきになるか。しかしレプトネーターはいずれの行動も起こさなかった。それどころか脚を痙けい攣れんさせ、胴体は地面に落ちた。

「三つ目」

　低く走った由宇の頭上を機関砲の弾丸が通り抜ける。なぎ払おうとしたレプトネーターの脚をさらに低い位置でかわし、地面をすべりながら三機目のレプトネーターの腹の下にもぐりこんだ。

　先ほどと同じく、由宇がしたのは拳による一いち撃げきだけだ。打撃音すらない、奇妙な一撃。レプトネーターはそれだけで大きく傾かしぎ、よたよたと何歩か歩いて倒れた。

　倒れそうになったレプトネーターの陰に隠れるようにして、四機目のレプトネーターに飛び乗る。そこでも同じ光景が繰くり返された。拳一つで、レプトネーターは機能を停止する。外傷はまるでないのにだ。

　さらに近くのレプトネーターが由宇めがけて機関砲で攻撃してきた。それを高く飛び、由宇はかわす。動かなくなったレプトネーターが由宇の代わりに攻撃を受けて、よろけた。よろけた先に他ほかのレプトネーターがいた。ちょうど由宇に攻撃を仕掛けようと迫っていた機体だった。二つの機体はぶつかり、動けるはずの一機は動けない機体にはさまれて動けなくなり、脚をばたつかせる。

　その間も高く飛び上がった由宇は、次なる目標のそばに着地する。ちょうどレールガンの発射準備を終えたレプトネーターだった。その目前に降りるなど自殺行為。しかし由宇の行動が一手速かった。

　由宇の拳が狙ねらったのは本体ではなくそれを支える脚だ。恐ろしく速い拳の速度に反し、打撃音は無音に等しい。一本の脚が機能不全になり、レプトネーターはバランスを崩しよろける。さらによろけた方向の一本の脚を崩し、由宇は最後の軌道修正をする。

　ほぼ同時にレールガンが発射された。軌道上にいたのは峰みね島しま由宇ではなく、別のレプトネーターだった。さしもの頑強な装甲を誇るレプトネーターもレールガンの前にはひとたまりもなく、胴体に大きな風穴を開けた。

　機械に動揺はない。しかし想定されていない状況の思考にはきわめて弱かった。味方を誤射して破は壊かいしてしまったレプトネーターは数秒、行動を停止した。それを永遠に変えたのは、やはり奇妙な拳こぶしの一いち撃げきだった。

「これで六」

『残り十三機だ。気を抜くな』

「解わかっている。七」

　さらに一機、会話の中で破壊した。残りは十二機になった。
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「何が起こっている？」

　フリーダムのＣＤＣ戦闘司令室は騒そう然ぜんとしていた。黒くろ川かわや福ふく田だでさえ例外ではなかった。

　それも無理はない。強力な戦力として見込んだレプトネーターが次々と破壊されているのだ。

　レプトネーターの状態をモニタリングしている画面では、すでに九機が赤いロストの文字、すなわち撃げき墜ついを意味する表示をしている。

「わずか二分で九機撃墜だと」

　信じたくない。信じられない。しかし目をそらしようのない現実がモニターに映っている。

「いったい何が？」

　福田が喉のどを詰まらせながら、疑問を吐き出す。

『なんなのっ!?　なんで僕のレプトネーターが九機もやられてるんだよ!?　なんかマヌケなことしたんだろっ』

　突然、ＣＤＣ内に割り込むように入ってきたのは、スピーカー越しのマモンのヒステリックに叫ぶ声だ。

「マモン、騒さわぐのは後にして、モニター画面をハックできるか？」

『はん、誰だれに言ってるの？　もうとっくにやってるよ、あと一・六秒でそっちに送ってあげるからちゃんとよく見てよっ……え？　なに、これ!?　これなにっ？』

　マモンの声と同時に、モニターの一画面に、ざらついた映像が映る。マモンが送ってきた基地内の監視カメラの映像だ。

「……あれは、なんだ？」

　ざらついたモニターの映像を見て、誰かが震ふるえる声で言った。

　モニターに映るのは、一人の髪の長い少女。

　少女が動くたびに、レプトネーターは一機ずつ沈ちん黙もくしていった。

「いったい……あれは……？」

　わずかに声が震ふるえているのは、恐怖からだろう。

　福ふく田だの疑問に答えるがごとく、破は壊かい者しやは足を止めて上を見上げる。司令室にどよめきが起こる。映っているのは年とし端はの行かない少女であり、顔の半分はバイザーらしきもので隠れているという異相であった。

　まるでこちらと目が合ったのが当然とでも言うように、少女の口元に笑みが浮かぶ。

　笑みの意味はあきらかだった。あきらかにカメラが自分を映していることを知っている。誰だれに向かって画像が送られているのかも。カメラ越しに見ているのは海かい星せい、そして司令室にいる黒くろ川かわ謙けん。

　美しい唇に浮かんだ笑みは、黒川をあざけた笑い方だった。

　ここにきて黒川はようやく確信を得る。もしやと思っていたが、予想は最悪の形で的中した。珍しく感情を乱し、机を拳こぶしで叩たたいた。

「峰みね島しま由ゆ宇うっ！」

　黒川は静かに怒りをつのらせる。しかしそれは由宇に対してというより、見通しの甘かった自分に対してだ。

「増援を出しますか？　いまなら……」

「いや、駄だ目めだ。思った以上に足止めをされてしまった」

　レーダーに目をやる。すでに他ほかの基地からの増援の戦せん闘とう機き部隊が迫っている。

「あの娘の行動の一部始終を記録しろ。五分後にここを離り脱だつする。レプトネーターの回収はあきらめる」

　次の機会に向けて、黒川は手を打つ。二十機失っても、まだ百機近く残っている。マモンに対峰島由宇用の思考ルーチンを組んでもらうためにも、いまは少しでも情報を集めることが重要だ。

　黒川は感情を殺して由宇の戦いぶりの観察に徹てつする。しかし何か違和感があった。初めて見る戦い方なのに、どこかで見たことがある気がする。しかしそれがなんなのか解わからない。そのもどかしさが苛いら立だちとなって、黒川の思考を乱してしまう。

　答えは意外な方向から来た。

『ねえ、ちょっと！』

　マモンからの通信が入ってきた。

「なんだ？」

　やや不機嫌に黒川は応じる。またなにかの不平不満をぶつけるのだと思った。だがモニターに映ったマモンの表情はそのような種類のものではなかった。

　驚おどろいていた。いや由宇の戦いぶりを見れば驚くのは当たり前なのだが、マモンのそれは何か違うように思えた。

「どうかしたのか？」

　珍しいマモンの表情を不思議に思った黒くろ川かわは、真剣にマモンに問い返した。

『あれって……』

　恐れを含んだ声で、マモンは答える。

『あれって……、あれって……まるでお爺じいみたいだ』

「お爺？　ルシフェルのことか？」

　その瞬しゆん間かん、黒川の脳裏に一つの記き憶おくが蘇よみがえる。まだ日本政府に反旗を翻ひるがえす前、ＡＤＥＭから引き継いだ、ある遺産不正使用企業の制圧にいったときのことだ。

　あのとき抵抗手段として企業側がパワードスーツを出してきた。分厚い装甲で守られた兵器は、海かい星せいに少なくない被害をもたらすはずだった。

　それを防いだのはルシフェル。奇妙な技で装甲の上から中にいる人間に直接ダメージを与え、パワードスーツを破は壊かいすることなく、中の人間だけ倒してしまった。

　モニターで見える由ゆ宇うの行動は、まさしくそれと酷こく似じしていた。ルシフェルと同じ質の技であるなら、レプトネーターの装甲がどれだけ頑強でも意味はない。装甲をすり抜け、中枢の機械に直接ダメージを与えていることになる。

「あの娘、ルシフェルと同じ技を使っているというのか！」

　その言葉を肯定するかのように、十二機目のレプトネーターが由宇の拳こぶしによって沈ちん黙もくした。










　十二機目のレプトネーターを沈めると風かざ間まはどこか楽しげな様子で言った。

『ルシフェルエミュレーターの調子はよさそうだな』

「おまえのネーミングセンスは真まな目め麻ま耶やなみだ」

　風間は由宇の言葉を無視する。

『打点のさらに奥へ力点をずらす技か。いかなる頑強な装甲も無意味だな。本来なら人体、いや生物に向けて使う技なんだろうが』

　打点をずらす打だ撃げきは、裏当てや遠当てという名で昔から伝わっている。しかしそれはあくまでも生物を対象としている。体の70パーセントを占める水分の波動を利用した技だ。すなわち無機物には通じない。

　ならばなぜ由宇やルシフェルの拳こぶしは無機物の装甲を突き抜けるのか。

　水分による波動がないのなら、別のものを利用している。それが、ルシフェルがパワードスーツと戦っているときのビデオ映像を、穴が開くほど何度も見た由宇が出した結論である。

　どのような固体でも持っている固有振動数の利用。固有振動数の波動を利用したのが、ルシフェルのあらゆるものを貫通する掌しよう打だの秘密であった。

　しかし固有振動数など生身で解わかるはずがない。ルシフェルができているのは、【脳の黒点】という由ゆ宇うに言わせるならカンニングめいた視点、あるいは感覚を持っているからだ。

　──ならば私は別の方法でカンニングするまでだ。

　そうして作り上げたのがいま由宇の両手にある籠こ手てだ。対象物の固有振動数を瞬しゆん時じに調べ、由宇の拳こぶしの裏当てのバックアップをする。

「十四っ！」

　由宇の洞察力は正しかった。ルシフェルと同じく、そしてかの老人にはない爆発的な瞬発力をも武器にして、いまや由宇は手のつけられない一個の破は壊かい兵器となった。

『弧こ石せき島とうではもっと苦戦したと聞いたぞ』

「条件が悪かった」

『もう少しましな言い訳をしたらどうだ？』

「ふん。それにあの頃ころの私は勝つという、いや生きるという気力は薄うすかった。強しいて言えばだが」

『最初の言い訳よりはましになったな』

　由宇は不機嫌に口を閉ざし、レプトネーターを淡々と潰つぶしていく。

『おまえの生きる気力の理由か。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうか、それとも……』

「それとも、なんだ？」

『ああ、いや。おまえにとってはどうだろうな？』

　奇妙な言い回しは、妙に由宇の心を苛いら立だたせる。あるいは彼女は風かざ間まが言おうとしていることを無意識のうちに察しているのかもしれない。

「もったいぶった言い方はよせ。なんだ？」

『坂さか上がみ闘とう真ま』

「なぜここであの男の名前が出てくる？」

　由宇は声を荒らげて、拳に力をこめる。

『なぜそんなにも怒る？　それと俺おれの状態管理にも少しばかり気を回してくれないか？』

　由宇の手に握られていたＬＡＦＩのフレームは悲鳴を上げていた。

「おまえが悪い」

　のけぞった由宇の目の前を、レプトネーターの脚がうなりをあげて横切る。一秒どころか半秒さえもひと時に止まることは許されない状況だった。

『何があったのか知らないが』

　のけぞった体をそのままバック転へと発展させ、蹴けり上げた足を蜘く蛛もの脚へ絡からませた。そのまま脚伝いに駆け上がると、拳を放つべく振り上げる。

「いいかげん黙だまれ。これで十九！」

　レプトネーターが停止した。さらにうしろにいるレプトネーターめがけて飛ぶと、空中で回転しさらに勢いをつけたかかと落としを、真上から食らわせた。ぐらついたレプトネーターめがけて、上半身をひねり、腹に掌しよう打だの一いち撃げき。

　動くレプトネーターは一機たりとも残っていなかった。

『恐れ入る。そのグローブの恩恵があったことを差し引いても、人間業わざではないな』

「人を化け物みたいに言うな。さてと、上でのんびりかまえている奴やつらに一泡吹かせるか」

　由ゆ宇うは動かなくなったレプトネーターの一機に近づくと、底のパネルを開けてむき出しになったコネクタにＬＡＦＩサードをつなげた。

「風かざ間ま、一泡吹かせてやれ」

『内部を破は壊かいしたのではないのか？』

「私を誰だれだと思っている？　必要以上に壊こわさず、必要なものは壊さず。その程度の芸当はできる」

『まったく器用なものだ。破壊されているのはＡＩの中枢部のみとはな』

　動力部にアクセスし、風間はレプトネーターを動かす。胴体をのけぞらせ、上空に向かせた。レプトネーター最大の武器、レールガンが紫電の火花をまとう。

「出力のリミッターをはずせ。ああ、それと」

　由宇は軽やかにキーボードを叩たたき、

「電磁気のタイミングはこの計算式に置き換えろ。同出力で53パーセントの向上が見込める。理論値では２・７×10の七乗ジュールの威力だ」

　放電が一回り大きくなった。

『準備できたぞ』

「撃うて」

　由宇の静かな号令と同時に、出力リミッターをはずしたレールガンが発射された。発射と同時に砲身が砕け爆風で由宇の髪がたなびき、土や埃ほこりが舞い上がる。

　砕けた砲身と上空のフリーダムの間に一直線の歪ゆがみが生まれた。マッハ20を超える弾丸が生み出した大気の歪みだ。

　爆音は爆発よりおよそ三秒遅れて由宇の耳に届いた。上空１０００メートルに浮いているフリーダムが傾かしいだ。







　爆音と同時にフリーダムは傾いた。

「左さ翼よく第二ブロックに被弾。第三装甲まで貫通！」

「馬ば鹿かなっ！　装甲の強度は上がっているはずだ！」

　福ふく田だが驚おどろく。峰みね島しま由宇の知識の恩恵の一つが、フリーダムの装甲に使われている。以前に比べて20パーセント以上の軽量と60パーセントの強度向上をはたし、なおかつ装甲は四重構造で、たいていの兵器の攻こう撃げきは無む駄だになるはずであった。

「レプトネーターのレールガンを利用したのだろう」

　黒くろ川かわは冷静に分析する。

「ありえません。レプトネーターのレールガンの威力で、しかもこの距きよ離りで装甲を貫通できるなど、しかも三枚も」

「だからこそ峰みね島しま由ゆ宇うなのだろう。侮あなどってはならない相手を、侮ってしまったようだ」

　ここはあの娘を仕留めるのに専念すべきか。しかし予想外の待ち伏せは女一人とは限らない。引くべきかどうすべきか迷っていると、思いがけない声が聞こえてきた。

『なんだあの女っ!?　僕のレプトネーターを壊こわしやがって。どういうつもりなんだっ！』

　マモンのエキセントリックな叫び声だ。モニターの一つに勝手に割り込んできている。

『もっとレプトネーター出撃させてよ！　絶対殺してやるから、絶対絶対絶対っ！』

　──潮時か。

　マモンの感情の爆発はなかなか収まらないだろう。レプトネーターへの冷静な指示ができるとも思えない。黒川は撤てつ退たいの命令を出すことにした。

「……次は今回のようにいかないと思え」

　カメラの中で空を見上げている由宇に向かって、黒川は決意を口にした。







「威力を増した分、精度はいまひとつか」

　フリーダムが消えた空を見て、由宇はまだまだだなと首を振る。

『これだけ成果を出してもまだ不満足か』

「この程度の成果で満足しろというのか？」

　由宇は鼻で自分をあざけると、周囲を見渡す。全壊した建物が否いや応おうなく目に入る。焦げ臭くさい臭においと負傷者のうめき声。いったい何人が犠ぎ牲せいになったのか。

「あと一時間、いや三十分は早く回り込めないとな」

　伊だ達てから通信が入ったのは、ちょうど由宇が基地中央の建物めがけて歩き出した直後のことだった。

『どうやら無事のようだな。帰還しろ』

　しかし由宇は首を振る。

「いいや、まだだ。私にはもう一つするべきことが残っている」

　由宇は歩きながら、ルシフェルの技を生み出す籠こ手ての調子を調べる。拳こぶしと拳をぶつけ、

「うむ」

　と満足そうにうなずいた。

『おまえ、まさか！　遺産を破壊するつもりか！』

「安心しろ。なんのために私一人でここを襲しゆう撃げきしたと思っている。ＡＤＥＭとの関かかわりは、ばれはしない」

『そういうことを言っているのではない』

　伊だ達ては長いため息を続けた後、あきらめたように言葉をつなげた。

『死ぬのは許されないぞ』

「はっ！　私を誰だれだと思っている？」

　峰みね島しま由ゆ宇うは高らかに宣言した。







　海かい星せいの撤てつ退たいより二時間十五分後、チェグエフカ第二空軍基地の中枢はたった一人の人間の手によって破は壊かいされた。遺産を不正使用していた兵器は無為に帰したのである。

　これでは海星に襲撃されたのと変わらない。唯一の違いは死者が一人もいなかったことだ。負傷者は大勢でたが。

　いずれにせよ、海星撃退の報はまたたくまに世界中の軍事機関や諜ちよう報ほう機関に伝わった。

　レプトネーターの残ざん骸がいの中から救出されたエフゲニー・ウルマノフの調書は、いくつかの違法ルートを経て世界に出回ることとなる。

　報告を見た者は口をそろえて言った。

　そんな馬ば鹿かな、と。
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「勝手な行動はするなと言っておいたはずだが」

　スフィアラボに帰還した由宇を待っていたのは、伊達の苦みばしった顔だった。

　由宇は無言のまま顔の半分を覆おおうバイザーを外した。

　医い療りよう班はんがすぐにかけつけて、由宇の健康状態を調べる。何本か打った注射の一本は、万が一のときにそなえて注入されている毒入りカプセルの解げ毒どく剤ざいだ。

「私があそこであのようなことをするくらい、お見通しじゃないのか？」

　伊達はかぶりを振って、難色を示す。

「最悪の事態の一つとして想定しただけだ。黙もく認にんしたわけじゃない」

　そうだと思い出したように喋しやべった。

「例の資料は運んであるか？」

「いちおう集められるだけ集めた。かなりの量だぞ」

「問題ない」

　由宇は片手を上げて答えると、そのまま自室に戻っていった。伊達は後ろ姿が見えなくなるまで見送った。

　つい十日前、二時間の休憩時間を挟んで再開した会議の様子を伊だ達ては思い返す。

　二時間のあいだに何があったのか。だが、あの時からあの娘は変わった。
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　──十日前。

　休憩時間が終わった。

　伊達が会議室に行くと、すでに麻ま耶やが座っていた。嘘うそがどうのとか兄さんがどうのとか、なにやら不機嫌そうにつぶやいている様子だったが、伊達が入ってくると軽く会え釈しやくをして、不機嫌さは綺き麗れいさっぱり拭ぬぐい去った。

「由ゆ宇うさん、遅いですわね。すでに十五分経過しています」

　壁掛け時計を見て、麻耶は心配そうにつぶやいた。

「確認してみよう」

　伊達がインターホンを手に取ろうとすると、タイミングよく扉が開き、そこには峰みね島しま由宇が立っていた。

「遅いぞ」

　伊達の苦言が聞こえているのか聞こえていないのか、由宇はうつむいた姿勢のまま、のろのろと自分の席に座った。

　伊達と麻耶は顔を見合わせる。様子がおかしい。確かに救出されてからの由宇は元気がなかったが、今は元気がないというより、様子がおかしい。

「由宇さん、どうかしましたか？　具合でも悪いんですの？」

　心配した麻耶が椅い子すから立ち上がって由宇のかたわらに行った。

「顔も赤いようですし、まさか熱でも？」

「い、いやっ、そんなことはない」

　由宇は慌てて飛びのく。

　それからしばらく、由宇はうろうろと落ち着きなく歩き回っていたが、やがて観念したように椅子に深く腰掛けた。

　由宇は天てん井じようを見上げたまま微動だにしなかった。動揺を鎮しずめているのだと麻耶には解わかった。伊達は奇妙なものを見る目を由宇に向けていた。十年の年月の中でこのような由宇を見るのは初めてだった。

「私は迷っていた」

　由宇が口を開いたのは突然だった。口調も態度も重い。

「海かい星せいは討つべき存在なのかどうか」

　語り始めた言葉は、最初、どこか頼たよりなげだった。

「黒くろ川かわのしていることは、遺産犯罪という枠を超えている。私はこの件に関かかわっていいのかどうか、迷っていた。黒川の望みは、世界の警察とならんとすることだろう。どこの国の利害にも属せず、純粋に断ずる。そういう組織だ。遺産技術の制圧は、その一歩に過ぎない。もっともやっかいなものを最初の一手で潰つぶしてるだけだ。遺産技術はあくまでも手段、そしてステップの一つに過ぎない」

　由ゆ宇うは言葉を捜しながらたどたどしく話す。いま初めて彼女は自分の心の内を明かそうとしている。自分の心を探る術すべを知らず、人に伝える手段を知らず、だから言葉はゆっくりと慎重だった。

「彼かれ等らは私の知識を奪い、ＬＡＦＩファーストをも奪った。だがなんのことはない、今現在、彼等のやっていることはＡＤＥＭが今までやってきたことと同じだ。違うのは遺産の使用に制限をつけず、他国家や組織との軋あつ轢れきも無視する、それだけだ。やり口が多少強引だろうと、死者が多数でようと、遺産犯罪を抑えるという根本は同じ。いや、間接的に犠ぎ牲せいになっている人間を加えれば、彼等のやり方のほうが結果として被害を小さく抑えているのかもしれない」

　まだ由宇の口調は緩ゆるやかで、たんたんとしていた。

「私はこの事件に関わるべきではないのではないか。ある一点を除けば、私はこの事件の介入を拒み、この海の底でただ行く末を見守るべきなのかもしれないと考えていた」

　それだけ話すと由宇は言葉を切り、長く息を吐く。

「でも介入するのですね？」

　由宇は黙だまってうなずく。

「海かい星せいをこのままのさばらせておくわけにはいかない。私の知識やＬＡＦＩファーストを好きなように使わせるわけにはいかない。彼等は彼等なりの正義を貫こうとするだろう。私はそれを断罪する立場にはない。だが、彼等を止めなければならない。倒さなければならない。彼等の思惑がどこにあろうと」

　伊だ達ても麻ま耶やも口を挟まなかった。どういう心境の変化なのか。由宇の中で何が起きたのか、見極める必要があった。

「《希望》事件のあと、私はある目的を持って比ひ良ら見みに向かった。いや、今思えば弧こ石せき島とうの時もそうだ。スフィアラボの事件でさえも。私が十年間の幽閉生活から外に出たときからずっと感じていた疑惑。それが確信に変わった。海星。七つの大罪。比良見で起こった謎なぞの出来事。この事件の先には──」

　次にくる言葉を由宇はほんのわずか躊ちゆう躇ちよしてから、言った。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうがいる」

　殺意と愛情がこもった声だった。

　由宇が出す名前は伊達にも麻耶にも予想はついた。しかし自分達たちがする推測としての言葉と、由ゆ宇うが断ずる言葉では、同じ解答に行き着いたのだとしてもプロセスの次元が異なっている。

　麻ま耶やは考えた。この事件の「背後」にはでも、「黒幕」でもない。「この事件の先」と彼女は言った。それが意味することは何か。

　由宇が言葉を続ける。その様子はやはりどこか苦しげに見えた。

「私はあの男のすることを、止めねばならない。……なんとしてでも」

　止めるという言葉も麻耶はひっかかった。止めるとは何を。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの目的とは？

　しかし、その言葉の真意を由宇がみずから語ることはないだろう。麻耶が問いかけたところで、彼女は答えないことも解わかりきっている。

　──答えは自分で見つけるしかなさそうですわね。

　伊だ達ても同じ考えなのか由宇に問いただすことはない。

　それぞれがそれぞれの思索にふける。

　どれだけ長い時間が流れただろう。

「海かい星せいだが」

　由宇が現実的なことに話題を変えた。

「問題は私達たちが海星を見つけられないこと。そして海星の目がＡＤＥＭに向いていないことだ」

　具体的な海星の対策に話が移行したとき、由宇はすでになんらかの手段を思いついているようだった。

　伊達と麻耶は同時にうなずく。つい半月以上前まで、ＡＤＥＭと海星の接点は否いや応おうなくあった。海星の目的がＡＤＥＭに向いていたからである。しかしＡＤＥＭから欲しい物を奪った今、海星はＡＤＥＭ索敵を最重要事項にはしなくなった。

「つまり、こういうことかしら？　海星の目を再びＡＤＥＭに向ける。そうして接点を増やし、海星を見つけ出す手がかりにし、倒すと？」

「簡単なことではないぞ。どうやる？」

　由宇は麻耶と伊達の顔を交互に見た。

「ＡＤＥＭと真まな目め家けが集めたすべてのデータを私に見せろ」

「何をするつもりだ？」

「海星という組織の性質を解体してやる。組織の思考パターン、行動パターン、すべてを切り開き、さらけだす。否応なく海星に、黒くろ川かわにこちらを向かせるんだ」

　それから十日後、由宇はロシアの基地への海星の襲しゆう撃げきを予測し、レプトネーター二十機を投入した海星の攻撃を撃破して見せた。
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　闘とう真まは自室で、ぼんやりとベッドに横たわっていた。

　抗あらがえない強い感情に流されるまま、由ゆ宇うの唇を奪った。唇がふれあっていたのは、わずか数秒のことだ。

　由宇の唇の柔らかさも、抱きしめた細い腰も、そして思いのほか強い力で闘とう真まを突き飛ばしたときの由宇の手の感触も、いまでもはっきり覚えている。

　由宇は驚おどろいていた。傷ついていた。いままでに見たこともない表情がそこにあった。

　──あ、ゆ、由宇。ぼ、僕は……。

　言葉が喉のどに絡からんでうまく喋しやべることができなかった。

　由宇は、怯おびえたような表情で闘真を見て、そのまま背を向けて走り去ってしまった。

　あれからずっと、由宇に会っていない。一度、意を決して会いに行ったとき、由宇は不在だった。どこへ行ったのかと聞いても機密事項だからと、岸きし田だも八や代しろも答えてくれず、闘真はすごすごと自室に引き返した。

　麻耶も帰ってしまったし、たまに暇そうにしている萩はぎ原わらのところに見舞いに行くほかは、闘真は無為に日々をすごしている。

　こんなことではいけないと解わかっていた。だがどうしていいのか解らない。

　由宇が海かい星せいの行動を先読みし、撃げき破はしたという報を聞いたとき、すごいと思ったよりも寂しさが先に来た。

　由宇が遠い存在に思えた。
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　海星は世界を騒さわがした。いまもなお海星の活動は注目され、警戒されている。報道番組では連日、海星のニュースが流れている。

　しかし強国の諜ちよう報ほう機関のトップの話題は緩ゆるやかに別の方向へ向かいつつあった。海星の対応策に追われている現在、彼かれ等らのことが議題に上らない日はない。しかしそこへ異物が混じった。

　海星を退けたという噂うわさの、正体不明のたった一人の少女の存在。

「これは、なんの冗談だ？」

　一度目はたった一人のロシア人兵士の証言のみのレポートで誰だれも信じなかった。

　だが、二度目には海星の資料として数え切れないほどの襲しゆう撃げき写真の中に、ほんの数枚だが海星とはまったく異なるものが写っている写真があった。

「なにかのトリックか？」

　二度目の証言には写真が加わった。そこに写っているのはぼやけてはいるが、海星に最近加わった新しい戦力レプトネーターと、それを圧倒している少女の姿だった。

　三度目にいたり、ようやく信じる声が、ぽつぽつとあがってきた。

　──なぜいつもぼやけているのか。

　──なんらかの光学的な妨害をしている可能性が……。

　──トリックだろう。いくらなんでも非常識だ。

　──トリックにしても幼稚すぎる。アメコミの影えい響きようを受けすぎた奴やつ等らの妄もう想そうだ。

　様々な憶おく測そくが流れ、各国各組織の諜ちよう報ほう機関の注目は、海かい星せいからたった一人の少女へ移っていった。

　しかし誰だれも少女の正体はつかめない。

　唯一解わかるのは、謎なぞの少女には海星を退ける力があるということだった。
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「ふざけるなっ！」

　激げつ昂こうした黒くろ川かわが作戦ボードを乱暴に叩たたいた。

　普ふ段だんは冷静沈着な男が一時にせよ取り乱した。それは作戦会議に参加している海星のメンバー全員が驚おどろいていた。

「司令」

　福ふく田だはとがめる含みを持たせた口調で呼ぶ。

「三度、三度だぞ。あの娘のおかげで、三度続けて強きよう襲しゆうが失敗した」

　ボードに表示されている世界地図に二十以上の印がついている。それらはすべて海星が強襲したポイントであった。その中で三つだけ、×印がついたポイントがあった。

　三度続けての強襲の失敗。すべてがことごとく峰みね島しま由ゆ宇うに阻はばまれた。さらに恐ろしいのは、三度とも完かん璧ぺきに待ち伏せされたことだ。

「作戦がなぜ読まれた？」

　黒川はその場にいる顔を一つ一つ見渡していく。

「襲撃ポイントだけではない。あの娘の対応策の万全さから、こちらの選択した装備や作戦内容まで把握しているとしか思えない」

　誰だれも答えることができない。想像がつかない。いや、一つだけとある可能性を思いついているのだが、誰も臆おくして口にしなかった。

　幹部の一人が言った。

「これは言いたくはないことですが、スパイがいるのでは？」

　さざ波のようにざわめきが広がった。誰もが口にしてはならないと思っていた。しかし一人が禁きん忌きを破った。このあとに訪れるのは、お互いへの疑心暗鬼。一枚岩に見えた組織が、ゆっくりと瓦が解かいしていくだけだ。

「スパイの可能性はない」

　しかし黒川は力強い声で断言し、疑心暗鬼の芽を摘み取った。

「君達たちには悪いが、その可能性はまっさきに考えた。そのため前々回では目的地は直前で変更した。しかしあの娘は我々が到達するよりも早く、先回りしていた。以上のことからスパイの可能性はない」

　他ほかの幹部が別の可能性を示し唆さした。

「同一人物なのでしょうか？」

「どういうことだ？」

「問題の少女は複数いるという可能性です。いえ、もちろん外見だけ似せた別人という意味ですが。我々が襲しゆう撃げきしそうな場所に、片っ端から似た容姿と服装の少女を送り込む。つまりどこを選択しても、あの少女がいたということです」

　なるほどとうなずく幹部もいるが、

「あれほどの超人的な能力を持った人間が、何人もいるということになるぞ」

「それはそれで問題ですな」

　解決の糸口は一向に見えてこなかった。

　会議は混迷した。黒くろ川かわ自身、明確な答えを持っているわけではない。会議の予想通りの展開に、黒川は脱力する。

　──やはり、こうなったか。

　内心でそっとため息をつく。ふいに何かがひっかかった。

「予想通りの展開、まさか……」

　──俺おれの思考を読んだのか？

　汗が額から頬ほおに流れる。背筋が震ふるえた。半ば直感的に、それが正しいのだと悟った。

　──俺は、あのとき判断を誤ったのか？

　由ゆ宇うに逃げられたとき、深追いはせずＮＣＴ研究所陥落のため黒川は日本に戻った。あのとき由宇を深追いしていたら、ＮＣＴ研究所の陥落は成し遂げられなかっただろう。ＮＣＴ研究所を優先したから、ＬＡＦＩファーストを手に入れることができた。由宇の知識を手に入れてしまえば、少女の生死などさほど問題ではないと思えた。知識を除けば、多少厄やつ介かいな戦せん闘とう要員の一人に過ぎなかったはずだ。

　それでも黒川の口から思わず悔恨の言葉が漏もれてしまう。

「俺は、判断を誤ったのか？　あのときあの娘を追うべきだったのか？」

　福ふく田だは驚おどろいて黒川を見た。弱音を吐くなど、福田が部下になってから初めてのことだ。すかさず黒川の言葉を否定した。

「間違ってなどいません。ＮＣＴ研究所を落とすにはあの娘を見逃す必要がありました」

　断じて違うと、福田は強く口調に含ませる。他ほかの幹部も同意した。しかしそれでも、黒川は首を左右に振った。

「ＮＣＴ研究所より、たかだか小娘一人の生死が遥はるかに重大だったとはな」

　侮あなどった自分が軽率だったとは思わない。ＮＣＴ研究所と記き憶おくを完全に奪ったあとの峰みね島しま由ゆ宇うを比べれば、よほど無能でない限りＮＣＴ研究所を選択するだろう。

　──伊だ達てならどう判断しただろうな。

　考えるまでもない。あの状況で峰島由宇を追うと判断しそうなのは、あの男くらいだろう。

　──やはり、常に立ちふさがるのはＡＤＥＭか。

　混乱する会議の中で、ふと笑みを浮かべた司令官を、横の福ふく田だは不審そうに見つめた。

　福田の視線に気づいた黒くろ川かわは、腹心の部下に不敵にうなずいて見せると、ざわついた場に向かって力強く宣言する。

「峰島由宇のバックアップをしているのはＡＤＥＭだ。これより全力でＡＤＥＭを捜索し、殲せん滅めつすることに集中する」

　黒川の一声で、会議は終わった。
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　大勢の参列者がいた。何百人と集まっていた。

　老ろう若にやく男なん女によ様々な人物が集まっているが、彼かれ等らには共通点があった。集まっている人のほとんどは黒い服を着ている。すすり泣く声があちこちから聞こえてきた。

　大きな建物の中、一段高くなった場所に神父の姿があった。

「痛ましい事件でした。大勢の人が亡くなりました。残された私達たちの胸に深い悲しみを残す事件でした。しかしうつむいてはいけません。縛しばられてはいけません。私達は亡くなった方々のためにも前に進まなくてはなりません」

　神父の言葉がゆっくりと集まった人々の心に浸透していく。誰だれもが神父の言葉を胸に、死者を悼いたんでいた。

　悲しみに染まった会場だった。

　悲しみにくれている最後尾よりさらに後ろ、人がまばらになっている場所にその男はいた。濃い色のサングラスをかけ顔はよく解わからないが、すすり泣く参列者が多い中で静かに佇たたずんでいた。

「彼らは勇敢にテロリストと戦い、尊い命を失いました。しかしいつまでも嘆いてはいけません。悲しみにうつむいてはいけません。彼らは国を、家族を、愛する人を守るために、勇敢に戦ったのです。彼らの勇気を称たたえ……」

　神父の話が続く中、男は微動だにしない。どれだけの時間がたったか。背後から、男に向かって静かに話しかける声がした。

「懺ざん悔げのつもりか、黒川謙けん」

　男──黒川は少しだけ表情に強こわ張ばりを見せる。その隣となりに流れるように歩み寄ったのは、同じくサングラスで顔を隠した少女だった。しかしそれが誰だれなのか黒くろ川かわにはすぐに解わかった。忘れるはずもない。背に流れる長い髪も、皮肉めいた唇の形も、雰ふん囲い気きだけで生み出す強烈な個性も。

「み、峰みね島しまゆ……」

　少女の名前を呼びかけて、慌てて口をつぐむ。周囲に不審に思われないよう、黒川は前を向いたまま、平静を装った。

「……なぜここにいる？」

　口調は静かだが、まだぬぐいきれない戸惑いと、怒りに似た感情が渦巻いていた。

「おまえの思考パターンはだいたい理解した。三回も先を越されてまだ自覚がなかったか？　思いのほかのんびり屋だな」

　由宇は声を出さず、唇の形だけで笑みを作る。大勢の参列者がすすり泣く悲しみが支配する空間で、不ふ謹きん慎しんともいえる表情だった。

「俺おれを捕まえに来たか？」

「ここで騒さわげば、無関係な人々を巻き込む。用意周到なおまえのことだ。いくつも逃走経路を用意しているだろう」

「ここで逃せばもっと多くの犠ぎ牲せいがでることになる」

　由ゆ宇うはサングラスを少しずらし、直接黒川を見た。由宇は黒川の問いには答えず、別の話題に切り替えた。

「おまえがここにいるのは、悔恨か、懺ざん悔げか、それとも戦果を見届けに来たのか」

「俺の行動が読めるなら、なぜここにいるかも解るだろう。それとも明確な回答が解らないと不安を覚えるタイプなのかな？」

　由宇は黒川の顔を横目に見て言った。

「ただ単に悪あく趣しゆ味みなだけだ」

　黒川はもう由宇を見ることをやめ、またじっと前を見つめる。

「この国は戦争で二桁けたの人間が死んだだけで大おお騒さわぎだ。日本なら一人だ。戦地に行ってみるがいい。何倍もの人間が毎日死んでいる。軍人やゲリラだけではない。女子供も無残に殺されていく」

「諸悪の根源が遺産だと言いたいのか？」

「まさか。そこまでおめでたい思考はしてない。しかし被害を拡大させているのは間違いなく遺産技術。おまえと、おまえの父親が残したものだ」

　由宇の表情は変わらない。少なくともサングラスの上からは、変化はないように見えた。

「黒川謙けんという男の思考を読むために、あるあらゆる資料を読み記録を見た。海外派遣での手腕、国内外での戦術。それだけじゃない。人となりや、同どう僚りようや友人、上司の評判。虚実を混ぜたおまえの人間関係はなかなかに面白かった」

　黒川は何が言いたいのか、由宇の思惑を計りかねた。由宇に黒川を揶や揄ゆする含みはない。横顔は静かで、むしろ修しゆ験げん者じやのように険しくそして穏おだやかであった。

「おまえに拘束されたとき、私は一つ見誤っていたことがあった。おまえは私を憎んでいた。ひどく。心の底から。だが今は、なぜおまえが私を憎むのか解わかった気がする。あの男の娘という理由だけでなかったのだな」

　黒くろ川かわは返事もしなければ表情を崩しもしなかった。しかし由ゆ宇うはそれを肯定と受け取った。

「私を許せなかったのだろう？　遺産犯罪に対抗できる知識を持ちながら、なにもしようとしなかった私を」

　神父の言葉は終盤に差し掛かっていた。

「それでは皆様、死者が安らかに眠れるよう、祈りをささげましょう」

　神父はそう言葉を締しめくくり祈ると、すすり泣く声はいっそう高く多くなる。全員が祈りをささげた。

　その時間だけは二人は無言を通した。

　やがて集まった人はまばらに散っていく。由宇もその流れに乗って、去ろうとした。その背を黒川は呼び止めた。

「おまえの目的はなんだ」

「怖い顔をするな」

「目的はなんだ？」

　わずかに口調が強くなる。

「深い意味はない。強しいて言うなら、そうだな、私を憎む理由が解ったと報告にきただけだ」

「懺ざん悔げのつもりか？」

「いいや、けじめだ」

　一度だけ振り返って見せた由宇の表情は皮肉めいた笑みではなかった。何もかも見通すようなぞっとする眼まな差ざしだが、奥深くには哀かなしみを宿していた。

[image: ]

「ではな。こうして顔を合わせるのは、もう最後だろう」

　そっけない言葉を残して由宇は黒川の前を去った。
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　風がないというのに海は大きく波打っていた。

　海面が荒れているのは、巨大な軍ぐん艦かんが海を突き進んでいるからだ。それも一隻せきや二隻ではない。

　ニミッツ級航空母艦が二隻、その周囲には巡洋艦が三十隻以上、水面下には最大級の原子力潜せん水すい艦かんオハイオ級を始めとする潜水艦が四隻も潜ひそみ、他ほかにも多数の艦隊が周囲を取り巻いていた。

　大国を相手に戦争でもしようかという武力である。

　さらにもう一つ、軍用艦に混じり、奇妙な形の船があった。大きさならば、最大の空母であるニミッツ級を上回る。新造艦なのは見た目から明らかなのだが、用途となればたいていの人は首を傾かしげるだろう。手がかりになりそうな特徴は、地上でも見かけないほどのクレーンが八基もついていることだ。

　その奇妙な船を忌いま々いましそうに見ている人物がいた。ニミッツ級の航こう空くう母ぼ艦かん、ジェイムス・Ｆ・ホイットモアのブリッジで艦長椅い子すに座る、白髪の混じった口ひげの壮年の男性は、ふんと不機嫌そうに艦長椅子に片かた肘ひじをついていた。見ている、というよりは睨にらんでいるという表情である。火のついていない葉巻をくわえていた。

「ミスター・レイガート。不満そうですね」

　艶つやのある声がレイガート艦長に降り注がれる。しかし艦長はいかめしい面つら構がまえをやめようともしなければ、振り向こうともしない。ふんと不機嫌な鼻息を一つ、こぼしただけである。

「噂うわさにたがわず偏屈で頑がん固こな第四艦隊の艦長ですこと。そんなに今回の任務に不満があるのかしら？」

　艦長の拒絶した態度に髪をかきあげる余裕を見せる美女は、アリシア・新あら井いだ。

　海を思わせる濃紺の目が、ぎょろりとアリシアを睨む。

「このような任務に俺おれの艦隊が借り出されて、にこやかにしろというのか？」

　艦長はようやくアリシアを見ると立ち上がった。年齢を感じさせない鍛きたえ抜かれた体は、艦長椅子に座っているよりも、重火器を構えているほうが似合っている。

「しかも普ふ段だんはハイエナのようにかぎまわっている卑いやしい国防情報局ＤＩＡの尻しり拭ぬぐいときた」

　重く恫どう喝かつと錯さつ覚かくしそうな大きな声だ。しかしアリシアは艶あでやかな笑みを口に浮かべて、先ほどと何も変わらない口調で続ける。

「艦長はこの任務を正確に把握していないようですね。私達たちが相手をする海かい星せいは……」

　アリシアの言葉を最後まで聞かず、艦長は吼ほえた。

「理解していないのは、本国の政治屋どもだろう！　最初は第四艦隊の半分でいいとぬかしやがった。しまいにはフリーダムのサルベージが妨害されるとは限らないだとっ!?」

　艦長は八基のクレーンがついている巨大な船を指差し怒鳴った。

「あのサルベージ船がのんびりフリーダムを吊つり上げてる最中、俺おれ達はあれを守らねばならんのだ。防衛は攻めるよりも難しいのが解わかっておらん。書類ばかり見てるやつ等らの頭の中はどうなってる？　全艦隊が必要だと言い聞かせるのに、骨が折れた」

　艦長は視界に映る何十隻せきとある軍艦を見渡し、歯を噛かみ締しめる。

　なるほどとアリシアは一つうなずいた。頑がん固こぶりは噂どおりだが、有能さも噂にたがわない。相手を過小評価せず、全力で戦う。ベトナム戦争の激戦地を生き残った猛も者さだけのことはある。

「第四艦隊ほどの規模の軍隊を送り込んでは、対米感情に大きな影えい響きようが出ると考えたのでしょう。そうでなくてもいま日本との関係は微妙な時期ですから」

「だからこそ解っていないというのだ。政治的な判断を重要視する状況か。あの海星とかいうテロリストどもが、どれほど驚きよう異いか。書類上の数字でしか判断しないばか者どもが！」

　それからしばらく艦長の罵ば詈り雑ぞう言ごんが続く。

　そもそもフリーダムの極秘開発とそれに続く強奪事件の失態の責任は軍部にあるのだ。ホワイトハウスの判断はいたしかたないことかとも思うが、もちろんアリシアはそれを口にしたりはしない。

　怒声は桁けた外はずれに大きくさすがにアリシアも辟へき易えきした。耳をふさぎたかったが、よけいに感情を逆なでしそうなので彼女は収まるのを待った。

　艦かん長ちようの桁外れに大きい怒声にもあきれたが、艦内では誰だれ一人として怒声を気にせず任務に没頭しているのを見て、アリシアはさらにあきれてしまった。この怒声は驚おどろくに値しないほど、日常の風景と化してしまったのだろう。

　しかしいま罵ば倒とうしている事柄は本国を出るとき、つまり何日も前のことだ。気性は荒いが、根はさっぱりとしている。いつまでも過去のことを蒸し返して怒る人物ではない。

　艦長が本当に不機嫌な理由は別にあった。

「日本のＡＤＥＭから警告があったそうですね」

　アリシアは艦長が不機嫌な理由に話題を切り込む。

「ここまできて引き上げろと言いやがった」

「しかし警告は妥当なものだと思います」

　艦長がじろりとアリシアを睨にらむ。

「俺おれ以外の前でそんなことは言うな。再婚とはいえあんたの親は日本人だ。陰でジャップに尻しりを振るビッチなんて言われかねないぞ」

　なんともセクハラぎりぎりの艦長らしい思いやりに、アリシアは内心苦笑いだ。

「肝に銘じておきましょう。しかしＡＤＥＭがおとなしく引き下がるとは思えません」

「解わかっている。そのうちしゃしゃり出てくるだろう」

　艦長の予想はまもなく的中する。オペレーターがＡＤＥＭからの通信を受け取ったのだ。

「ＡＤＥＭより入電。ＡＤＥＭ軍の到着による津波に注意せよ」

「到着？　いや、それよりも津波とはどういうことだ？」

　艦長がいぶかしむ。艦長だけではない。船室にいた全員が同じように不思議がる。艦長は答えを求めてアリシアを見るが、彼女も解らないと首を振った。

「いかがいたしますか？」

「全軍に伝達。津波に備えろ。くだらん事故を起こしたらただではすまないぞ」

「イエスサー、全軍津波に備えよと伝令します」

　伝令が伝わってまもなく、異変が起こった。

「前方１キロの海域に異常ありっ！」

　オペレーターが知らせるより早く、アリシアと艦長は異変に気づいていた。ブリッジから見える１キロ先の海に、見てすぐ解るほどの異変が起こっていた。

　海面の底に黒い影が見えた。初めはどこかの潜せん水すい艦かんの影かと思った。しかし、その推測はすぐに間違いだと思い知らされた。水面下の影は見る間に大きくなる。潜せん水すい艦かんはあれほど巨大ではない。

「あれは……なんだ？」

　艦長の声から覇は気きが消える。残ったのは驚きよう愕がくの感情だ。影はさらに大きくなり、周囲に湧わき上がる水泡は小さな船なら丸まる呑のみしそうなほどに巨大だった。何もかも桁けた外はずれのものが、水面下に潜ひそんでいる。いや、潜むなどという生なま易やさしいものではない。

「あれでは、あれでは航空母艦より大きいではないか」

　水面が丸く持ち上がった。周囲を押しのける大量の海水はダムのように激しく、軍艦の数々を小船のように揺らした。最大の大きさを誇るニミッツ級航空母艦も激しく左右にゆれ、艦長やアリシアは何かにつかまって体を固定しないと、立っていられなかった。

　水面の下から現れた巨大な丸い物体はさらに上昇を続ける。全員の釘付けになっている目線が、水面下から空へと昇っていく。誰だれもが呆ぼう然ぜんと前方の視界をほとんどふさいだ巨大な物体に心を奪われる。

　ようやく上昇が収まり、波が静かになった。

「信じられん……」

　夜の闇やみを漆しつ黒こくで切り抜く直径５００メートル以上の巨大な半球を見て、艦長の喉のどはかすれていた。

「ＡＤＥＭより入電。我、到着せり。以後、協力体制を望む」

「あれがＡＤＥＭか……」

　レイガート艦長の口から葉巻が落ちた。







　波が収まると、スフィアラボの側面からヘリポート用の足場がせり出した。そのときになっても、ほとんどの人間は、呆然とスフィアラボを見上げているだけだ。

「注目の的ですね」

「派手な登場をしてくれる。海かい星せいも不気味だと思ったが、ＡＤＥＭも負けず劣らず得え体たいのしれない連中ではないか。……思い出したぞ。あれは実験施設という名目で作られた戦略要よう塞さいじゃないのか」

「ええ、スフィアラボですね。二ヶ月以上前に起こった占拠事件で一度、撃げき沈ちんするために海軍が動いた記録があるはずです」

「第二京都条約に違反するのではないか？」

「どうでしょう？　穴だらけの条約ですし。もっとも一週間後に控えている安保理によっては、どう転ぶか解わかりませんが」

　第二京都条約はいまのままでは確実に日本を苦しめるだろう。ＡＤＥＭの行動にも制限が出てくる。

　アリシアは双眼鏡でヘリポートを覗のぞいていた。程ほどなくして、スフィアラボの正面ゲートがゆっくりと開いた。

　中から何人かの人間が出てきた。ほとんどは知った顔だ。

「先頭はＡＤＥＭの総司令、伊だ達て真しん治じです」

　艦かん長ちようは口をへの字にしたまま、開こうとしない。一目見るなり悪態がでないのは、彼なりに伊達を評価しているのだろう。

「彼は戦場を知っているか？」

「はい、ボスニアやアルジェリアの紛争に参加した経歴があります」

「うしろにいる貧弱な男は誰だれだ？」

「八や代しろ一はじめ。役職は秘書官ですが、伊達司令の右腕といってかまわないでしょう。貧弱とおっしゃいましたが、相当のキレ者です。あの若さで実質ナンバー２の地位にいるのですから。さらにうしろにいるのはＬＣ部隊の精鋭、アドバンスＬＣ部隊の三人です。とくに環たまきあきら──赤毛の女性ですが、フランスの外人部隊に六年在ざい籍せきした経験があります。戦せん闘とう時じの冷静な判断力と柔軟な発想は驚おどろきました」

「日本滞在中に見たのかね？」

「ええ、敵として味方として」

「ほう。ん？　もう一人出てくるな？　あれは……」

　誰かと聞こうとして、艦長の口は開いたまま止まってしまった。

「あれは、なんだ？」

「いえ、私は見たことがありません」

　おそらくどの艦橋でも似たような反応が起こっているだろう。

　ゲートの暗くら闇やみから現れたのは、一人の女だ。腰まで届く長い黒髪は美しく、潮風が吹くと絹のように揺れた。しかし美しい黒髪の持ち主の肝心の顔が解わからない。顔の上半分がバイザーに隠れているのだ。表情らしきものは固く結ばれた唇のみ。

　さらに異様なのは手足に枷かせがつけられていることだ。周囲の銃器をかまえた兵士は監視の対象を外ではなく内、すなわち少女に向けている。

「なんだあれは？　凶悪犯の護送か？」

　艦長のつぶやきにアリシアは答えない。

「艦長、海かい星せいが襲しゆう撃げきを失敗した事件のレポートを読まれたことは？」

「たった一人の人間によって阻そ止しされたというあれか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「私もついさっきまではそう思ってました。そんなスクリーンから抜け出したようなヒーローなどいるはずもないと。しかし……あそこにいる奇妙な女性と、レポートに出てきた女性の容姿は酷こく似じしています」

　アリシアは察した。あれこそがＡＤＥＭの最終兵器なのだと。これだけ離はなれていても、彼女には解わかった。

「あそこにいるのは化け物です」
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「やあやあ、久しぶり」

　全員の緊きん張ちようをまったく無視して、にこやかに手をふってアリシアに挨あい拶さつしたのは、八や代しろ一はじめだった。

「わあ、なんかでかい船だねえ。すごいねえ。４００メートルくらいある？」

　スフィアラボから発進したヘリは、サルベージ船に着陸した。そこをＡＤＥＭとアメリカ海軍の会見の場とした。

　サルベージ船に到着するや否いなや、場の緊張感をまったく読まず、八代は周囲を見渡し歓声をあげていた。

「いいなあ、予算があるって。うちもこんなの一隻せき欲しいよ」

　アリシアはメガネのふちをついと持ち上げながら、八代に近づく。

「運転手。そちらこそあんな馬ば鹿かみたいに大きいもので登場しておいて、どういう種類の嫌味なの？」

　アリシアがスフィアラボを指差すと、八代はおおと感嘆の声を上げ、

「あれもでかいよねえ」

　とのんびりした返事をする。まともに相手をするのが馬鹿らしくなってきた。

「八代っち、もうちょっとキリっとしようよ。久しぶりの再会なんだからさ」

　珍しくまともなことを言って、八代をたしなめたのはあきらだった。もっともあきらがたしなめたのは、八代とアリシアの仲を勘違いしているからこそで、大人としての社交辞令の話ではない。あきらのうしろには萌もえと越こし塚づかのアドバンスＬＣ部隊がついている。

「運転手、いいえ八代。あなたが伊だ達て司令の代役？　私は第四艦かん隊たい艦かん長ちようの代役。おたがい代役じゃ、この会見の意味もたかが知れてるわね」

　アリシアは肩をすくめ、八代はあははと乾いた笑いで返す。しかし八代はすぐに軽い笑顔を口の端だけに残し、細めた目でアリシアを見た。

「ま、ね。でもこのサルベージ船がこの作戦の最重要ポイントだってことは、代役同士一致した意見なんじゃないの？　だから君は原子力空母じゃなくてこっちに来た？　違う？」

　アリシアはつんとあごをあげ、八代の軽い笑顔の裏の真意をさぐるように見つめ返した。

「そうね。だからあなたも、アドバンスＬＣ部隊をここに送り込んだ。でしょう？」

　二人を交互に見ていたあきらは少々不満そうだった。

「ねえねえ、それだけ？　なんでそんな冷静に真ま面じ目めな話してるの？　感動の再会だよ。感極まって抱き合ってぶちゅってしたりしないの？　あたし見ないでいてあげるから」

　そう言って両手で顔を覆おおうが、指の間の隙すき間まは見る気まんまんだった。

「あきら。このさいはっきり言っておくけど、私と運転手の仲はなんでもないの。あなたの勘違い」

「ええ？　そうなの？　そんなあ、それじゃつまらないよ」

「やあ、僕はアリーみたいな美人と勘違いされるなら、大歓迎だな。そのままほら、瓢ひよう箪たんから駒こまってこともあるかもしれないし」

　あいかわらず軽いノリの八や代しろを、アリシアは腕を組んだままチラリと見る。氷のような冷たさをブルーアイズにたたえ、八代の軽口を一いつ蹴しゆうした。

「私はお断りよ。ノーサンキュー」

「あいかわらずだね。あはは……」

　かろうじて乾いた笑いで場を取り繕つくろおうとする八代の肩を、珍しく越こし塚づかが優しく叩たたいた。







「彼女はこないの？」

　アリシアは少し落胆した口調で、それでも名な残ごり惜おしそうにあきら達たちが乗ってきたヘリコプターを見る。

「彼女？」

「やっぱりというべきかしら。あの海かい星せいを撃げき退たいしたって言うスーパーマン、いえスーパーガールはＡＤＥＭの関係者だったのね」

「あ、ああうん、こないよ。もう帰っちゃった。ちょっと様子を見るために外に出ただけ。いまごろはもう、モグラの巣に帰っちゃったんじゃないかな」

「モグラの巣？　なんなの、それ」

「いやあ、トップシークレットだからおいそれと口にできないなあ」

　アリシアにじっと見られて、八代は冷や汗をかきながら目線をそらした。

「い、言わないよ」

「ふうん。ま、いいわ。どんなトリックを使ったか興味あったけど、手品のトリックは知らないほうが面白いものね」

「トリックって？」

「さすがに一人で海星を追い返したってのはね。にわかには信じられないわ。どっちかっていうと、どうやって海星が襲しゆう撃げきする場所を突き止めたのかってほうに興味があるけど」

　八代はただ笑うだけで答えない。彼自身信じられない気持ちでいっぱいなのだ。どれだけ海星、そして黒くろ川かわを分析したとしても、世界中の数ある候補から的中させるなど神かみ業わざに等しい。

「まあいいわ。とりあえずこの船を案内しましょう。見ての通りのサルベージ船で面白みも何もないけど」

　面白みもないとアリシアは言うが、世界最大のサルベージ船の大きさはフリーダムやスフィアラボの大きさを見たあとでも、充分驚おどろきに値するものだった。

　サルベージ船はいわゆる船の形はしていない。平らなコンクリートの平地の上に巨大なクレーンが海に向かって突き出している形は、船というより港に突き出す埠ふ頭とうか、小さな人工の島のようだ。

　特に空に向かって突き出した八基のクレーンの見上げんばかりの高さは、地上でもめったにお目にかかれるものではない。

「首が痛くなるなあ」

　クレーンを見上げていた八代が、首のうしろを叩たたきながら空から海の上に目線を降ろした。

「この下にフリーダムが沈んでるのか」

「そう、深海２２２２メートル」

「すんごいでっかいけどさ、フリーダムを引き上げられるの？　フリーダムってたしか３２００トンあるんでしょ？」

　同じように首のうしろを叩きながらあきらが聞く。

「ええ。深度も深海４０００メートルまでは引き上げ可能よ。八基のクレーンから伸びたワイヤーの先にはビークルがついてて、それで２２２２メートルフオーツー・ポイントに沈んでいるフリーダムにワイヤーを……」

　アリシアの説明は、途中で強引にさえぎられた。

　夜の闇やみをつんざくように、突然、警報が鳴った。

「緊きん急きゆう事態発生、緊急事態発生。南南西１２０キロに海かい星せい軍ぐんフリーダムと思われる機影を発見！　警戒態勢をレベル２からレベル１に移行！　繰くり返します。南南西１２０キロに海星軍フリーダムと思われる機影を発見！」
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「フリーダムが姿を現しただと？」

　由ゆ宇うは天てん井じようを見上げて、数秒の間思案した。天井はＮＣＴ研究所と同じガラス張りだ。しかし以前のようにあからさまな監視者の姿はない。

「かえって落ち着かないのは、皮肉としか言いようがないな」

『何か言ったか？』

　スピーカーから聞こえてくるのは伊だ達ての声だ。

「いや、こっちの話だ。フリーダムが姿を現す可能性は想定していなかった。攻こう撃げきしてくるにしても、なぜ光学迷彩を使わない？　なぜ姿をさらす？」

　由ゆ宇うの口調は誰だれに聞くというより、自分に問いかけている。

『何もかもおまえの脳内でシミュレートできるわけもなかろう』

「解わかっている。相手はあの黒くろ川かわだ」

　米軍が第四艦かん隊たいを出しゆつ撃げきさせ、沈没したフリーダムをサルベージする。それを黒川がみすみす見逃すはずはない。だが今までそのステルス性能と機動性を活いかし、奇き襲しゆうに近いヒット・アンド・ウェイできた海かい星せいにとって、米軍のこの戦力は脅威になるはずだ。こんなふうに堂々と姿をさらしてくる可能性は少ないとふんでいた。

　しかし黒川は由宇の予想を覆くつがえした。ここにＡＤＥＭがいることも解っているはずだ。黒川にはなんらかの勝算があるに違いない。

　由宇は瞬しゆん時じに頭の中で、二十二通りの対応策を立てる。どれを選択することになっても重要なポイントになる箇所を確認するべく、通信機にコールした。

「セントラルスフィアの様子はどうだ？」

『待機しています。ＬＡＦＩサードとＬＡＦＩセカンドはいつでも接続できます』

　すぐに小さ夜よ子この返答が届く。

　海上に浮かぶときとは違う。緻ち密みつを要求される作戦展開中のスフィアラボの操作にはＬＡＦＩセカンドだけでは対応しきれない。そのためにサードはセントラルスフィアに置いておけと由宇が言い残した。むろん懸け念ねんがないわけではないが、いたしかたない。

　もう一つ、伊だ達てを悩ませるものがあった。フリーダムとの決定的な差異。それはスフィアラボに攻撃手段がないことだ。だから米軍と協力という形にした。しかし米軍の武器兵器だけで対抗できるだろうか。

　黒川は堂々と姿をさらしてやってきた。不安は大きい。

　ここにきて海星は由宇の予想を大きく上回ろうとしていた。
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　十二機編成の飛行部隊が十六部隊。合計一九二機の攻撃機が、編隊を組んで飛ぶ。全機がＦ─22Ａ。ステルス機能さえ備えた高性能戦せん闘とう機きだが、いまはそのステルス性を犠ぎ牲せいにし、最大積載量のミサイルを積んでいた。十四発のミサイルを積んだ一九二機、計二六八八発。東京の半分を焼け野原にできるミサイル量である。

「こちらエンジェル５、たった一機の飛行機相手に、大げさすぎじゃないか？」

　一九二機は分厚い雲の中を飛行する。

「こちらブラボー３、サルベージは必要ないかもしれないな」

「どうしてだ？」

「いま浮いてるやつを落とせばいいじゃないか」

　軽い笑いが起こった。通信のやりとりは、緊きん張ちよう感かんの中にも頼たのもしい余裕がある。

「彼かれ等らは敵だ。しかし不幸な敵である。なぜなら世界最強の部隊である我々に出会ってしまったからだ。敵の不幸に、そして我々の勝利に祈ろう」

　決してフリーダムを軽んじているわけではない。しかし、今まで彼等は奇き襲しゆうという卑ひ怯きような方法で攻こう撃げきしてきた。だが今回は違う。今まで後手にまわってきた者が、先手を打って攻撃する。先回りし、充分な火力を用意し、待ち構えての攻撃なのだ。もうフリーダムの好きにはさせない。

　先月、一機目のフリーダムを撃げき墜ついしたときはＦ─１１７が十七機出撃した。ミサイルを受けたフリーダムのステルス機能は停止し、あとは巨大な的にしかならなかった。

　今回はさらに十倍以上の編隊が、フリーダムを撃墜するための対空ミサイルを搭載し、出撃しているのだ。

「そろそろ雲を抜けるぞ。いきなり目視できる距きよ離りだ。さすがにこれだけの数を見落としてくれるなんて都合のいい話はないだろう。全機、警戒は怠おこたるな」

　雲の密度が薄うすくなり、すぐに抜けた。前方には抜けるような星空が広がっていた。そして星空の中央に、巨大な物体が浮かんでいた。

「で、でけえ」

「あれがフリーダムか」

　空に慣れ親しんでいるパイロット達たちだからこそ、フリーダムの異様さはひときわ実感できた。誰だれかが生なま唾つばを飲み込む。

　まだ距離はあるというのに、旅客機のシルエットよりも大きい。

「全機、攻撃準備」

　ミサイルの発射準備が整う。しかしまだフリーダムがなんらかの行動を起こす様子はなかった。

「第一射から四射まで続けて発射しろ。一発たりとも外すな」

「八百発近くも撃うつのかよ。えげつないな」

「こりゃ目をつむっても当たる」

「全機、トレード」

　ミサイル発射の暗号を口にする。一九二機からミサイルが次々と発射された。白煙の尾を引き、ミサイルは一直線にフリーダムに向かった。何百本ものラインが空に生まれる。空の半分がミサイルの尾で塗りつぶされた。

　ミサイルは次々とフリーダムに命中し爆発する。わずか十数秒の間に、八百発近いミサイルが次々と爆発した。

　黒煙にフリーダムは完全に包まれてしまう。

「やったっ！」

　歓声が沸き上がった。それは第四艦かん隊たいの作戦司令室でも一いつ緒しよだった。誰だれもが勝利だと思う。しかしそれも数秒のことだった。

　舞い上がる黒煙を掻かき分け、無傷の巨大な物体が姿を現した。

「馬ば鹿かな、無傷だとっ！」

　レイガート艦長は拳こぶしを叩たたきつけた。

「相手の装甲は知り尽くしている。それでも念を入れて倍の数を用意したというのに！」

　すでにフリーダムはアメリカで作られていた頃ころとは別の兵器に変へん貌ぼうしていた。
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「これで相手も戦意喪失でしょう」

　福ふく田だはほくそ笑んだ。あえて姿を現し攻撃を受けることによって、戦意を喪失させたのだ。

「いや、まだ足りないな。今回はただの襲しゆう撃げきではない。彼かれ等らが理解する言語で対話する」

「もう一つの武器も見せますか？」

「ヨークタウンでの試運転は今ひとつだった。収束率の限界か。次こそは期待に沿える結果が欲しいものだ。目標はあれだ」

　衛星から送られる第四艦隊の中にひときわ大きな船が二隻せきある。アメリカ最大の原子力空母、ニミッツ級だ。一隻でも一国と戦える力があると言われているほどの空母だ。

　普通なら恐れるであろう二隻を前にして、しかし黒くろ川かわは微笑さえした。

「戻る戦せん闘とう機きがないなら、あれはもう必要ないだろう」

　黒川は無造作に二隻のうちの一隻を指差す。

「世界一とおごる国。彼等が理解する唯一の言語は行動。彼等が唯一敬意を払うのは絶対的な武力。これで少しは、我々の真意に耳を傾けようとしてくれるかな？」

　それが攻撃の合図だった。







　フリーダムの下部のハッチが開く。中から現れたのは艦載機ではない。それよりもずっと巨大なものがせり出してきた。天文台を逆さにした奇妙な形状のものだ。

　天文台でいうところの望遠鏡にあたる太い筒に、いくつもの幾き何か学がく的てきな亀き裂れつが入り、みるみるうちに広がっていく。

　先端のシャッターが開くと巨大なレンズが姿を現す。直径20メートルはあるかと思われる巨大なレンズだが、本来の用途としてその大きさはありえない。自重でレンズが歪ゆがみ、精度を落としてしまうからだ。しかし遺産の歪みは、その壁をたやすく超える。

　完かん璧ぺきな形状を維持したレンズはゆっくりと旋回し、その焦点を一つの船に合わせる。ニミッツ級と呼ばれる巨大な空母だった。

　フリーダムに設置されている以上、レンズの目的が天体観測であるはずがない。砲身の周囲の大気が揺らめいた。幾き何か学がく的てきな亀き裂れつは排熱用のものだ。膨ぼう大だいな熱量が充じゆう填てんされつつあった。

　やがて充填が完了したのか、展開していた幾何学模様がすべて閉じた。安定性を増した砲身が、最後の照準の調整を始めた。
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　サルベージ船の上では、八や代しろもあきらもアリシアも混乱していた。

「前はそれでもミサイルで落としたのよ？」

「なんであれで落ちないのっ？」

「もう、僕達たちの知っているフリーダムとは別物と考えたほうがよさそうだ……」

　峰みね島しま由ゆ宇うの知識が奪われて一ヶ月あまり、早くもこのような形でその成果を見せられると、八代は責任を感じずにいられなかった。

「八代っち、なに落ち込んでるの？　そんな暇ないよ」

「あ、ああ。これで光学迷彩を使わない理由がはっきりした。力の絶対的な誇示だ。いま見せたのは絶対的な防御力。次にくるのはおそらく」

「絶対的な攻こう撃げき力りよく……」

　喋しやべり終わる前にアリシアのうしろの空が一いつ瞬しゆん光った。強烈な光はまるでフラッシュのようだ。つい先ほどまであった分厚い雲は四散し、一瞬にして星空が広がった。

「えっ？」

　あきらが素すっ頓とん狂きような声を出すより早く、わずか１００メートル横を航行していたニミッツ級航こう空くう母ぼ艦かんの甲板が真っ赤に染まった。しかしそれも一瞬のこと。異変に気づいたときには甲板は融ゆう解かいし、巨大な穴に広がっていた。

　周囲の海面が沸ふつ騰とうしたのを高熱によるものと看破できたものは、どれだけいたか。誰だれ一人として言葉を発する余裕はなかった。理解する時間など与えられなかった。

　航空母艦は大爆発を起こし周囲を真っ赤に染めると、中央より二つに折れゆっくりとしかし逃げ出す間もなく沈んでいった。

「な、何が起こったの？」

　爆風から身を守りながら、アリシアは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　空の彼方かなたより放たれた巨大なレーザー砲による攻撃。

　今、この場に居合わせ閃せん光こうに照らされた者すべてが、同時に悟った。

　これは海かい星せいの大規模なデモンストレーションだ。世界最強の軍事力を持つアメリカの、その中でも屈指の戦せん闘とう力りよくを誇る第四艦かん隊たいを相手に真正面から勝負を挑み、力ずくでねじ伏せる。これ以上力を誇示する方法があるだろうか。
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　サルベージ部隊より１００キロほど離はなれた場所に、フリーダムが浮いていた。周囲は高熱の残ざん骸がいで揺らめいている。

　フリーダムの下部にせり出しているレーザー砲に刻まれている幾き何か学がく模様が、よりいっそう広がって、水蒸気を大量に吐き出した。

　排熱作業はそれだけに終わらない。大量の電力を必要とするため、動力部にも影えい響きようが及ぶ。フリーダム上部にある蜂はちの巣を連想させる六角形のパネルの一つが、勢いよくせり出した。高熱を発しているのか、赤く焼けた色は揺らいでいた。原子炉の冷却機構だ。

「冷却装置稼か働どう率りつ22パーセント。七番冷却管オーバーヒート、強制冷却モードに移行。レーザー砲収束率87パーセント」

　淡々と報告するオペレーターの声は、しかしわずかながら上ずっていた。レーザー砲の成果に、恐れと喜びを見み出いだしているのは、表情から明らかだった。

「試運転はいま一つだったが、今回は上々と言っていい成果か」

　たったの一いち撃げきでアメリカ最大の航空母艦を沈めたにしては、黒くろ川かわの態度は冷めていた。

「はい。しかしさすがにレーザー砲最大出力では、原子炉にかける負荷は大きいですね。連続使用は慎重にしないといけません」

　福ふく田だも冷静な声で答えるが、オペレーターと同じくやはりどこか興こう奮ふんを隠し切れない声だった。

　モニターの一つが切り替わり、少女の顔が映った。

『はあい。レーザー砲の調子はどう？　あんまり酷こく使しして、自分たちまで巻き添えにしないようようにね』

「マモン、なんのようだ？」

『もう、あいかわらずつれないなあ。どうしてそんなに冷めてるの？』

　モニターに映るマモンは、歓喜の表情をしていた。

『米軍なんてどうだっていいじゃない。やっとあいつら、姿を現したんだから！　早くスフィアラボを攻撃しようよっ！』
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　レイガート艦長の目の前で航空母艦は中央から半分に折れて、ゆっくりと沈んでいった。

「しゃ、射程距きよ離り１００キロのレーザー砲だと……？」

　絶句するしかない。フリーダムはその気になれば、視界に映るものすべてを攻こう撃げきできるということになる。しかも数十メートルの高さがあるニミッツ級航こう空くう母ぼ艦かんをあっさり貫通し、船底から抜け、海を焼くほどの威力だ。

　防衛手段はない。

「ならば打って出るまでよ。全艦載機発進。ありったけの対空ミサイルを、海かい星せいにぶちこんでやれ！」

　しかしどんなに早く準備が整っても、それまでに相手に攻撃の機会を与えてしまう。艦長の焦あせりは濃い。相手は原子力空母を一撃で沈めることのできる兵器を持っているのだ。

「ＡＤＥＭより入電」

　モニターに映った伊だ達ての申し出に、艦長は驚おどろいた。

『我々がおとりになりましょう。海星は我々を優先して攻撃を仕掛けるはずです。その間に準備をすませてください』

　スフィアラボがどれだけ頑丈か正確なデータはない。しかしあの巨大なレーザー砲を防げる防御力があるとは思えなかった。

「感謝する」

　万感の思いをこめて、通信を切った。同時にオペレーターが叫ぶ。

「レーダーに反応！　フリーダムから三十二機の機影を確認っ！」

　フリーダムのハッチから次々と艦載機が射出される。

「ドッグファイトを挑むか」

　何百という戦せん闘とう機きが目まぐるしく空中で絡からみ合う。

　戦闘機とは別にフリーダムの下部から巨大な光の渦が海めがけて発射された。ニミッツ級を一撃で沈めたレーザー砲だ。狙ねらいは水面下にもぐったスフィアラボか。

「無事でいてくれ」

　すでに二発、スフィアラボめがけて発射されている。うまく逃げているのか、それとも撃沈されたか。ステルス機能を備えるスフィアラボをレーダーで追うことは不可能だ。

　レイガート艦長には祈ることしかできなかった。
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　レーザー砲が海面に着弾した。

「あはははは、馬ば鹿かだね。おとりになるつもり？　水中深く潜もぐれば、レーザー砲が届かないと思ってるんだ」

　ケーブルとモニターで囲まれたシートに座っているマモンは手を叩たたいて喜んでいた。

「あいつら馬ば鹿かだね。大馬鹿だね。なにも解わかっちゃいない。なにもね。あれで逃げてるつもりなんだから、とんだピエロだ。ピエロピエロピエロッ！　あっ、僕達たちが頭よすぎるのかな？　あんな戦略思いつくなんて、凡人にはとうてい解らないさ」

『ああ、峰みね島しま由ゆ宇うさえも気づかないだろうな』

　風かざ間まの一言にマモンはさらに上機嫌になった。

「そう、そうさ。僕は峰島由宇を越えるんだ。あんな女、敵じゃないね」

　エキセントリックに笑い続けるマモンに通信が入った。ＣＤＣからの直通回線、黒くろ川かわだった。

『マモン、次の攻こう撃げき目標はどこだ？』

「うーんと、ここかな。出力は83パーセント、照射時間は二・三五秒」

　マモンが歌うように細かな数値を紡つむぎ、座標を指示する。それは攻撃というよりも、まるで測量かなにかのような指示だった。

『解った。あと何発だ？』

「四回かな。それで完了。ジ・エンドだね」

　マモンの指示通り、レーザー砲が発射された。それを見届けてマモンはさらに満足そうにした。

「ふふふふ、僕達の意図が解ったとき、どんなに驚おどろくかな。気づいたときはもう手遅れなんだけどね。この攻撃からは絶対逃げられない。逃げられっこない。うふふふ、あはははは」

　マモンの楽しそうな笑いはいつまでも続いた。
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　床全体が光った。

「２００メートルか」

　一いつ瞬しゆん輝かがやいた床を見て一人つぶやくのは由宇だ。もう一度床が光る。いや正確には光っているのは床ではなく、透過した床の向こうの海。さらに言及するなら、フリーダムが撃うった大出力レーザー砲が海を貫く光だった。音もなく強烈な光だけの現象は、さながら水の中の稲光だ。

「北北西に２５０、いや２６０メートル。狙ねらいはそれてきている」

　レーザーの着弾距きよ離りは徐々に離はなれていく。しかし由宇の表情は晴れなかった。

「南に３３０メートル。さらに離れたか。にしても、おかしい」

　レーザーの距離がさらに離れるにしたがい、由宇の表情は難しいものになっていった。じっと足元を凝ぎよう視ししている。さらに光る。一度目は目がくらむくらいにまぶしかったのに、いまのはぼんやりと淡い。

「この狙いは、なんだ？　当てるつもりがないのか？」

　レーザーの砲撃は離れていく。頭の中で描く地図に着弾地点の印をつけていく。方角はばらばらで、一見でたらめに撃うっているようだ。しかしそこにはなんらかの意思が潜ひそんでいるように思えてならなかった。

「ん？　潜せん水すいが止まった。深度５００メートルくらいか」

　スフィアラボの潜水が緩ゆるやかに止まったことを感じた。同時にぼんやりと床が光る。さらに弱まっている。距きよ離りが離はなれたというのもあるが、水に阻はばまれてレーザーの威力そのものが減衰したことも大きい。いまなら直ちよく撃げきしても、頑強なスフィアラボに痛手を負わせることはできないだろう。

「なのになぜ撃つ？」

　由ゆ宇うの疑問はつきない。いくつもの仮定が頭の中に浮かんでは消える。相手は海かい星せいだけではない。ＬＡＦＩファーストにいる風かざ間まの知力も加わっている可能性もある。

「いやむしろあいつの策略か」

　由宇は床を見る。その向こうにある海を見る。海の闇やみの先にあるものを見る。

「そういうことか」

　表情が強こわ張ばった。通信機を手にとって、司令室をコールする。

「気づくのが遅かった」

　後悔はすぐに振り払う。由宇はコール音が鳴り響ひびく間も、ずっと海の向こうから目を離さなかった。
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「敵レーザー砲の着弾を確認。方位２─４─５、距離４３２メートル」

「深度５００メートル、指定深度に達しました」

　緊きん迫ぱくした空気の流れる司令室だが、徐々にそれも薄うすまりつつあった。相手のレーザー砲は見当違い。それに加え海水という分厚い防壁がスフィアラボを攻撃から守ってくれる。

　やがて静かな世界が訪れた。深度５００メートル。光さえ届かない静寂が支配する。

「振り切ったか」

　伊だ達ての言葉はそれでも苦い。ピンチを脱したという気持ちは抱かない。フリーダムを発見したという千載一遇のチャンスでもあったのだ。しかし逃げるしかできなかった。

「伊達司令、二十七番に緊急回線が入っています」

　オペレーターが

「二十七番だと？　わかった、繋つなげてくれ」

　その回線ナンバーを使う人間はこのスフィアラボではただ一人に限られている。この状況であの娘から緊急の連絡ともなれば、あまりいい情報ではないだろう。

　伊達は手を伸ばして通信機を取ろうとした。その目の前で机の上に置いてあるペンが転がった。転がり落ちたペンをとっさに手のひらで受け止めた。

「傾いているのか？」

　通信機に手を伸ばした姿勢のまま、周囲を見渡す。どこかでぎいと何かが軋きしむ音がした。わずかな震しん動どうを足の裏が感じた。

「なんだ？」

　何かがおかしい。何かが起ころうとしている。それは二十七番回線の相手が話したがっていることと無関係でないのかもしれない。伊だ達ては気を取り直して通信機を手に取った。

　その瞬しゆん間かん、轟ごう音おんとともにスフィアラボが大きく傾いた。体を支えるために、とっさに机につかまった。誰だれもが同じようにとっさに何かにつかまる。間に合わなかった者は、床に転げ落ちた。

　机の上の機材が跳ねるように床に転がり落ちた。いくつもの計器類が警告音をけたたましく鳴らす。警告ランプの赤で、部屋が一瞬にして赤に染まった。

「何が起こった？　まさかレーザー砲が直ちよく撃げきしたのか？」

　スフィアラボが突然大きく傾いた。次に感じたのはエレベーターに乗ったかのような落下する感覚。

「いえ、違います。レーザーによるものではありません」

「ではなんだ？」

「解わかりません！　調査中です」

　なおも震動は続く。床の傾斜が、足の裏で感じ取れるまできつくなっていく。机の上のコップが滑っていく。

「異常事態発生。スフィアラボが降下を始めています。現在５２０メートル、５３０、５４０……」

「どこか浸水したか。早急に調べろ」

　直撃していないまでも、レーザー砲の影えい響きようが出たのか。しかしそれは納得のいかない理由だった。

「警報機がうるさい。切れ。全システムのチェックをするんだ」

　伊達がすばやく指示を出す。

「第七下層ブロック異常なし」

「第五下層ブロック異常ありません」

「なおも降下中。深度６２０メートル」

「第二上層ブロック問題なしです」

　次々と報告が上がってくる。しかしそれらは判で押したように、異常なしという答えだった。

「全システムオールグリーン。どこにも異常ありませんっ！」

　総括した報告が、全員の予想を裏切る。

「馬ば鹿かな」

　ならば、この緩ゆるやかに落下する感覚はなんなのだ。

「深度７００メートルまで下降。下降の止まる気配がありません！」

「一番から五番のバラストを開放しろ！」

　原因を究明する時間はなかった。いまは原因不明の沈没に対処するしかない。伊だ達ての指示に従って、バラストから水が排水される。軽くなったスフィアラボは本来なら上昇を始めるはずだ。

「駄だ目めですっ！　降下は止まりません。深度８００メートル。それどころか降下速度が増しています！」

「全バラスト開放！　全エリアの浸水状況を確認するんだ。なんとしても沈没を食い止めろ！」

「深度９００、いえ１０００メートル！」

「緊きん急きゆうブロー！」

　高圧空気でバラストの水が一気に吐き出される。しかしスフィアラボの傾きはさらに大きくなり、落下する感覚がなくなることはなかった。

　オペレーターの一人が悲鳴のように叫んだ。

「１１００メートル。このままだと限界潜せん水すい深度１６００メートルまで沈んでしまいますっ！」







「深度１２００メートル。降下はいぜん進行中！　限界潜水深度まで残り４００メートルです！」

「いったい何が起こっているんだ？」

　海かい星せいが何かをしたに違いない。しかし原因が解わからない。

　衝しよう撃げきが起こったとき落とした通信機が、机からぶら下がっていた。この状況を説明できる人間は一人しかいない。都合のいいときに頼たよるのはあまりにも情けないが、いまはプライドを優先している場合ではない。

　伊達は通信機を拾うと、すぐにスイッチを入れた。

『忘れ去られたかと思ったぞ』

　少し嫌味のこもった声が通信機から聞こえた。無視して本題を単刀直入に問う。

「いったい何が起こっている？　この状況を説明できるか？」

『私を誰だれだと思っている。と偉そうなことを言いたいところだが、私も海星の意図に気づくのが遅れた。あまり威張れたものではないな』

「反省はあとで好きなだけしろ」

『せっかちな男だ。いいか、ここの海底の地層には多量のメタンハイドレートが埋まっている。海星はこの海底の地層に眠るメタンハイドレートを刺激した』

「メタンハイドレートだと？」

　状況を悟った伊だ達ての声が、切迫したものになる。

『端的に説明すればメタンを閉じ込めた物質のことだ。問題はこの物質が非常に不安定なことにある』

「まさか、レーザー砲の真の狙ねらいはこれだったのか……」

『そうだ。俗に言うバミューダトライアングルで船が消える現象だ。海水中のメタンが溶け出し、海水や空気の比重が軽くなる。浮力という支えがなくなればどんな船もひとたまりもない。海かい星せいはそれを人為的に起こした。レーザー砲で海底を刺激しメタンハイドレートのメタンを解放。解放されたメタンは細かい気泡となり上昇、海水の比重を軽くした。スフィアラボが水より軽くても、メタンの溶けた水より重ければ沈むのは道理』

「水より軽い海水だと？」

『重さは降下速度から考えて、およそ〇・八倍程度だ。スフィアラボも二割程度軽くすれば、沈まなくなる』

「いまこの状況でそんなことができると思うか？　スフィアラボの二割がどれほどの重さか解わかっているのか？」

『解っている。結論は一つしかない。この沈没を止める手立てはなしだ』

「深度１６００メートル、限界潜せん水すい深度まで達しましたっ！　いぜん、下降中です！」

　その言葉を最後に、司令室に奇妙な静けさが押し寄せた。

　ただ軋きしむ音が大きくなる。深海の水圧が徐々にスフィアラボを押しつぶしている音だった。
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「いたたたたた」

　闘とう真まは頭をさすりながら、立ち上がった。急に揺れたかと思うと、何かが頭の上に落ちてきたのだ。

「うわっ、こんなのが落ちてきたの？」

　床に落ちている頭を直ちよく撃げきした物体の正体を見て絶句する。50センチ四方の銀色の鉄板だ。上を見ると天てん井じようの一部にぽっかりと穴が開いている。どうやら天井の一部が外れて落ちてきたらしい。

「プレハブみたいに安っぽいなあ」

　天井の穴は一つだけ。たまたまその真下にいた自分は、笑いたくなるくらい運が悪い。頭をさするとこぶができている。

「いったい何があったんだろ？」

　立ち上がると何か違和感があった。

「傾いてる？」

　しかし違和感はそれだけではない。

「落下してる？　でもここって水中だよね？　沈没？　でもスフィアラボっていつも沈んでるし」

　まだ事の重大さを解わかっていない闘とう真まは首を傾かしげた。

「急げ！　早くするんだ」

　廊下から何人もの叫ぶ声と走る足音が聞こえてきた。部屋を出て様子をうかがってみれば、手に何かの機材を抱え急いでいる作業員の姿があった。

「何かあったんですか？」

　誰だれもが急いでいて闘真の呼びかけに答えてはくれなかった。それでも一人だけは、すれ違いざまに答えてくれた。

「外部ハッチのドアを溶接するんだ。このままだと沈没して水が漏もれてきてしまう！」

「溶接？　沈没？」

　闘真はまだ状況が把握できず、何事かとついていく。走りながら少年は何度か首を傾げた。

「やっぱり床がふわふわしてるや」

　沈没をメルヘンのように表現する闘真は、外部ハッチの前にたどり着いた。そこでは何人もの人間がゲートに取り付き、火花を散らせていた。ガスバーナーの火花だ。

「なにしてるんですか？」

「ゲートを補強しているんだ。このままでは水圧で潰つぶれてしまう」

「水圧って？」

「沈没してるんだよ。スフィアラボが！」

　ここにきて闘真ははようやくことの重大さに気づいた。

「た、大変だ。由ゆ宇う！」

　気づくまでは遅いが、気づいてからの行動は早かった。

「お、おいっ！」

　突然走り出した闘真を、作業員は呆ぼう然ぜんと見送る。

「そっちは下層行きのエレベーターだぞ。危ないから戻って来い」

　すでに闘真の背中は見えなくなっていた。
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「深度１８００メートル。限界潜せん水すい深度プラス２００」

　オペレーターの声はやけに静かに聞こえた。下降する感覚はなくならない。どこからか何かが軋きしむ音は大きくなる一方だった。

「……深度２０００メートル」

　断続的な軋きしむ音は絶え間なくなり、音も大きくなる。

「２２００までは大だい丈じよう夫ぶです。１６００メートルは安全潜せん航こう深度であって限界値ではありません」

　かけつけた岸きし田だ博士が安心させるように言う。しかし限界である２２００メートルまでも残り２００メートルもなかった。落下速度は鈍ったものの、止まる気配はない。もし限界値を超えてしまったらどうなるのか。

「……２２００メートル。まだ、止まりません」

　誰だれも答えない。誰かがぽつりとつぶやく。

「この付近の海溝の深さは４０００メートルはあるぞ」

『どうした？　推進装置は使わないのか？』

　伊だ達ての通信機はまだ由ゆ宇うと繋つながっていた。

「水の比重が異なれば、あのやっかいな推進装置の影えい響きようが予測できない」

『思ったよりも冷静で助かる。五秒以上の出力は危険だ。助かりたかったら、私の言う方法を選択するんだ』
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　外に通じるゲートの扉がたわんだ。水圧の影響だ。

「早く、逃げろ！」

　補強工事をしていたＡＤＥＭの職員の多くが逃げ遅れた。

　亀き裂れつ音おんと同時に扉はさらにたわみ、水が噴出した。１センチ四方にも満たない小さな穴だったが、深海２２００メートルという環境下では世界は一変する。１センチ四方の水圧は２２０キロ。それだけの重さによって漏もれた水は、重力や空気抵抗をものともせず、レーザーのように直進した。原理は鋼はがねさえ切断する水圧カッターそのもの。直線上にいた人体など、豆腐を切るようなものだった。

　悲鳴すら起きなかった。

　圧あつ壊かいしたゲートがさらに水の浸入を許す。床に満ちる水は赤く染まり、かつて人間だった肉の塊を浮遊させていた。

『下層区画の人間は全員避ひ難なんさせろ。あそこはまっさきに水圧でやぶれるぞ』

「それはできん。彼かれ等らには補強工事を命令してある」

『……』

　由ゆ宇うは無言だ。しかし雄弁に彼女の不機嫌さと自じ己こ嫌けん悪おを表していた。

「彼らには最下層で管理されている遺産を守る義務がある。おまえを含めてな」

『そのために死ねと命令するのか？』

「人の命より重いものなどない、などと青あお臭くさい台詞せりふを聞かせるつもりか？」

　二人の会話はいつのまにか殺気立ったものになっていた。後ろでは岸きし田だ博士がどのように言葉を挟んでいいのか解わからず、途方にくれている。

「深度２２００メートル！　理論値の限界です！」

　オペレーターの切迫した声が二人の間の殺気を断ち切る。

「磁場を形成しろ。方位１─２─０。超電導電磁推進エンジン始動」







　スフィアラボの周囲の海水に磁場が形成された。

　海水に電磁力の場が形成された。それで発生した反力でスフィアラボは推進する。磁場の方角と球体という形状のため、移動方向は思うままだった。

　プロペラではないフレミングの左手の法則を使った静せい穏おんな推力エンジン。いわば全方位に進むことが可能な水中のリニアモーターカーだ。

　しかしスフィアラボは大きく傾く。超電導電磁推進エンジンと球体という形状は多くのメリットをもたらす反面、操作にデリケートなバランスが要求された。海水の比重が変わってしまった状況下でのエンジンの始動は、たやすくスフィアラボを傾かせる。

　しかしそれもほんのわずかな時間だった。

　いままでで一番大きな震しん動どうがスフィアラボ全体に襲おそい掛かった。震動が収まるとスフィアラボの落下はとまっていた。海の底に到達したのだ。

　わずか数十メートル後ろには、切り立った崖がけがあり、さらに海の底へ続いていた。そこへ落ちてしまえば、スフィアラボは水圧で圧あつ壊かいしたのは間違いない。たった数秒のエンジンの推力が、スフィアラボを救った。
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　ずっと続いていた奈な落らくの底に落ちる感覚が消えた。

「下降、止まりました。２２０３メートルです」

　オペレーターの声はやや安あん堵どしたものになる。それでもぬぐいきれない不安があるのは、深海２２００メートルという水圧が、スフィアラボを押しつぶそうとしているからだ。いまも絶え間なく、金属や正体不明の軋きしむ音が続いている。

「なんとか台地に乗り上げたか」

　周囲の地形をＣＧで表示するモニターは、いかにぎりぎりだったか教えてくれた。

「あと20メートルずれていたら、お陀だ仏ぶつでしたな」

　すぐそばに切り立った崖がけがあるのを見て、岸きし田だ博士は身み震ぶるいした。

「ああ、しかしなんとかなった。あとはメタンハイドレートの安定を待って、ゆっくりと上昇すれば……」

　安あん堵どが許された時間は、一分にも満たなかった。

「大変です！　Ｗ─２、Ｓ─２ゲートが水圧で圧あつ壊かい。下層エリアが浸水しています！」

　モニターにスフィアラボの縦の断面図が表示される。その下層中腹が浸水を示す赤色で塗りつぶされている。そしていまもなお赤く染まったエリアは広がっていった。その速度は凄すさまじく、すでに十分の一のエリアが赤く染まっていた。

「下層エリアの防壁を下ろせ」

　最重要区画のためもっとも頑強に作られている最下層エリアを除き、下層部は次々と赤く染まっていった。

「下層エリアの全防壁を作動します」

　モニターに防壁の動作を示すマップが表示される。

「駄だ目めです。動力部に異常発生。防壁が作動しません！」

　動作エラーの出ている防壁箇所を見て、伊だ達ては思わず拳こぶしを椅い子すに叩たたき付けた。

「よりにもよって最下層エリアの防壁が作動しないだと!?」

　もっとも頑強に作られているはずの最下層エリアが次々と赤く塗りつぶされていく。水圧で潰つぶされていく。その最終地点にいるのは、たった一人の少女だ。




　　　　　　　　16




　換気口から水が滝のように部屋の中に流れ込んでいた。

　ひざ下に感じる水の冷たさに、由ゆ宇うは表情を曇くもらせる。零度近い水温は刻一刻と由宇から体温を奪っていった。

「さすがに深海の水は冷たい」

　冷静に状況を分析する。揺れは収まった。浸水の速さとスフィアラボの構造から、被害状況を推理する。

「あまり思わしくはないか」

　スフィアラボの現在の水深は由宇のいる最下層で、推定２２００メートル。限界深度よりさらに６００メートル深い位置にある。

　周囲を見渡せば水に浮いた浮遊物が漂っている。

「さて、どうしたものか」

　目の前に漂ってきたカップを手に取ると、中に入っているコーヒーを喉のどに流し込む。冷めたコーヒーは海水でさらに冷え切っていた。目覚まし代わりに入れた濃い目のコーヒーだったが、下半身の凍えそうな冷たさ以上の目覚まし効果はなかった。

　天てん井じようや壁の向こうでは、さらに浸水が進み、海水に満たされていた。さながら三六〇度パノラマビューの水族館だが、違うのは見学者のいる場所も水で満たされつつあることだ。

　さらに水族館等のガラスと違い、水圧に耐える圧あつ壊かい強度に優れているわけではない。どちらかというと、瞬しゆん間かん的てきな力の圧力に優れた衝しよう撃げき強度に重きを置かれた材質であった。１万トンを超える水の重みに耐えることなど想定されてはいなかった。

「突貫工事で間に合わせの材料で作ったとはいえ、設計ミスではないか？」

　由ゆ宇うはひざ上まで浸水した水を掻かき分けて部屋を横切る。泳いだほうが速いが、零度に近い水温では体力の消耗は激しい。しかしそうした選択もまもなく不可能になるだろう。水かさが身長より高くなるのは時間の問題だった。

　突然、光が消えた。

　動力を供給しているラインが絶たれ、由宇は暗くら闇やみに取り残された。
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　下層エリアの状況を示すモニターがすべてエラーと表示された。

「下層および最下層エリアのラインがすべて絶たれたようです」

　伊だ達ては絶句する。最下層と上層は浸水した海水で完全に絶たれてしまった。救助は難しい。立ちはだかるのは２００メートル以上の水圧と、動作のしなくなった防壁の数々。どのような手段でそこまで到達できるというのか。

「ゆ、由宇君……」

　岸きし田だ博士が呆ぼう然ぜんとする。その声は、ようやく助けたのに、また失ってしまう恐怖に震ふるえていた。

　そのとき、まるで岸田の呼びかけに答えるように通信が入った。

『このスフィアラボのセキュリティはどうなっている？』

　通信機から聞こえたのはいつもどおり冷静な由宇の声だ。

『浸水すると全ロックが手動で開閉可能になってしまったぞ。急造とはいえ、ＮＣＴ研究所の頃ころに比べると、考えられないずさんさだ。ま、そのおかげで助かったんだが』

「ゆ、由宇君」

　岸きし田だ博士は心底ほっとしたのか、その場にへなへなと崩れ落ちた。

「発信の場所はどこからだ!?」

　オペレーターからの返答は意外なものだった。

「これは……これは、スフィアラボの外です……」

『深海探査スーツを着て外に出た。中からのルートは完全にふさがれてたからな。外から経由して上層へ戻ることにした』

「待て、それは遺産の保管庫にあったはずだ」

　伊だ達ての疑問に、由ゆ宇うはあきれた声で返答する。

『だからずさんだと言っただろう。保管庫のロックも外れていたぞ』

　さすがに伊達もうなったきり何も言えなくなった。

「しかし不幸中の幸いでしたな。いやはや、ずさんも悪いことばかりでは」

『悪いぞ』

「悪いに決まっている」

　伊達と由宇、二人から否定されて岸田博士は少ししょげた。







「では通信を終える。歓迎会の準備をしろとは言わないが、迎えの一つもよこしてくれ」

　由宇は通信を終えると酸素の残量を調べる。ペットボトルほどの大きさの小さなものだが、循環させて使うので一時間は持つ。

「まだ大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　由宇は上の階層目指して、スフィアラボを昇っていく。深海探査スーツは重たいため、泳ぐことは不可能だった。中は一気圧に保たれるが、通常の深海探査スーツと違い球形ではない。体のラインを保った厚手のダイバースーツを連想させる。

　スフィアラボをしばらく昇っていくと、奇妙な気配を感じた。

　うしろを振り向くと、そこには闇やみしかない。人の存在を許さない世界だ。その向こうに、由宇は何かを感じていた。

「なんだ？」

　緊きん急きゆうの連絡が入ったのは、そのときだった。

『由宇、そこから少しでも早く逃げるんだ』

　通信機の相手はセントラルスフィアにいる、ＬＡＦＩサードの風かざ間まだった。

『上から急速に接近してくる物体がある。数は十から十五。距きよ離り３００、２９０、２８０。でかいぞ。由宇、早くその場所から離はなれるんだ。ステルス機能が、こんな形であだになったか』

「敵か？」

　よほどのことがない限り、人前で言葉を発さない風間からの通信だ。

　由ゆ宇うは振り返って暗くら闇やみを見る。しかしもう３００メートルを切っているというのに、暗黒の世界以外何も見えなかった。

『違う。マッコウクジラの群れだ！』

　はかない明かりに突如現れた巨体を前にして、さすがの由宇も一いつ瞬しゆん息を詰まらせた。全長15メートルから20メートルの巨大な生き物が、次々と現れる。

　由宇のわずか数メートル真横を通過したマッコウクジラは、巨大な水流を周囲に残した。由宇は流されないように、必死にポールにしがみつく。

　さらに何体かはスフィアラボに体を激突させる。攻こう撃げきの意思ではない。光届かない海底の目は超音波の反射が頼たよりとなる。しかしスフィアラボのステルス機能は超音波の反射をしない。

　それでも寸前でスフィアラボの存在に気づいて、急いで進路を曲げようとするマッコウクジラもいた。しかし横腹をはげしくぶつけるだけで、回かい避ひは間に合わなかった。

　激突するたびにスフィアラボは揺れた。スフィアラボの不安定な形状に加え、降りた海底は傾斜がかかっており、マッコウクジラの激突でもスフィアラボを動かすには充分であった。

　深い青い闇の中、じりじりとスフィアラボが移動する。その先には絶望的に深い崖がけが待っていた。

『このままでは駄だ目めだ。敵に発見されるがしかたない。ステルス機能を切るぞ。……由宇？　どうした峰みね島しま由宇？　由宇？』

　返事は、返ってこなかった。







　峰島由宇はスフィアラボよりずっと離はなれた海底に倒れていた。マッコウクジラの起こす水流に流されたのだ。絶壁の底に落ちなかった事を運がいいと言っていいのかどうか。

『由宇君、由宇君。大だい丈じよう夫ぶか？』

　ダイバースーツの通信機から、たえず岸きし田だ博士の必死な呼びかけが続いているが、死んでしまったのかそれとも意識がないのか、ぴくりとも動かない。

　由宇からたえず気泡が湧わき上がっていた。レギュレーターの呼吸が吐き出す泡にしては、その量は異常だった。

　気泡は由宇の腰から湧き上がっていた。腰に装着されている酸素ボンベに亀き裂れつが入っていた。

　由宇に動く気配はなかった。
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　炎に包まれたＦ─22Ａが海面に撃げき墜ついされると、転がるように跳ねながらサルベージ船のそばで沈んだ。そのすぐ上を海かい星せいの戦せん闘とう機きが飛び去っていく。

　飛び去った戦せん闘とう機きを追い空を見上げると、いくつもの戦闘機が空中戦を繰くり広げていた。

「もうこんな近くまでっ！」

　アリシアは海かい星せいの力をあなどっていたことを思い知らされる。

　数十キロ離はなれていた場所で起こったはずの海星と米軍のドッグファイトは、いつのまにか真上にまで移動していた。それだけ攻め込まれている。

　海星は世界中で軍事活動を異常な過密スケジュールでこなしていた。兵士としての練れん磨まは海星のほうが上だ。しかし優勢な理由はそれだけではない。

　──でも何よりやっかいなのはあれね。

　やや離れた場所に、巨大な物体が浮遊している。フリーダムだ。数百発のミサイルを受けてなお無傷に等しい頑強さ。

　まさしく空の鉄壁の要よう塞さいだ。落とせないのではないか、かなわないのではないかという意識が、第四艦かん隊たいの兵士達たちに芽生え、士気に影えい響きようしていた。

　加えて一いち撃げきで空母を沈めるレーザー砲。勝てると思うほうがおかしい。

「あんなのどうやって落とすってのよ」

　あきらも呆ぼう然ぜんとつぶやく。それでも毅き然ぜんとアリシアは言った。

「弱点がないわけじゃないわ。どうやらレーザー砲の連続発射には限界があるようよ。あれだけ撃うってたのに、急に撃たなくなったもの」
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『スフィアラボの正確な位置が判明したぞ』

　風かざ間まの声に、格納庫で自分の出番を待っていたマモンは体を起こす。送られてきたデータをマモンは特別仕様のレプトネーターに転送した。

「ステルス切ったのかな？　マッコウクジラの群れにぶつかって」

　マモンはくすくすと笑う。

「音波伝搬層サウンドチヤンネルってすごいね。音が２万キロも届くなんて。でももっとすごいのは鯨くじらの家族愛かな？　鯨の赤ちゃんの助けを求める声、流すだけであんなに集まるんだから」

『ここまでは狙ねらい通りだ』

「うん、転送終了っと。さあ、君たちには特別任務だ」

　マモンが特別任務といったレプトネーターは他ほかのものとは装備が異なった。対水圧仕様のため、動きを犠ぎ牲せいにして装甲を厚くしている。

「スフィアラボの連中、皆殺しにしてきて」

　マモンが嬉うれしそうにばんざいをすると、うしろでハッチが開いた。

　眼下には海と戦艦の明かりがいくつも見えた。時々空中で爆発しているのは戦闘機か。

「綺き麗れいだなあ。さあって、レッツ、ゴー！」

　マモンが手をふると特別仕様のレプトネーターが次々とハッチから飛び降りる。目指すは、スフィアラボだ。

　マモンは嬉うれしそうに、落ちていくレプトネーターを見送った。やがていくつもの水みず飛沫しぶきが海面に生まれる。

「さあ、僕もそろそろ暴れてこようかな。やっぱ僕が直接行かないと、だめだよね。遠隔操作じゃ峰みね島しま由ゆ宇うにいいように倒されちゃってるし。でも、もう負けないさ。僕の一声で動く可愛かわいいペット。じゃ、風かざ間ま、あとはよろしくね。散らばってる軍ぐん艦かんどもは適当にあしらってやってよ」

『了解した』

「さあて、行こうか」

　マモンがうしろに控えている、レプトネーターの集団を見る。数が減ったとはいえ、八十機近い数が並んでいるのは圧巻だ。

「ついておいで！　みんなみんな殺しちゃうんだ」

　マモンは先頭の一機に飛び乗る。八十機のレプトネーターは、次々とハッチから飛び降りた。
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「何か降りてくる!?」

　フリーダムのハッチから次々と何かが落下してきた。まっさきに気づいたのはアリシアだ。

「まさか、レプトネーター!?」

　落下してきたレプトネーターが次々と船に乗り込んでくる。

「あきら、連携で行きましょう。このサルベージ船を沈めさせるわけにはいかないわ。運転手、あなたは船倉の奥にでも隠れてて」

「解わかった。八や代しろっち、おとなしくしてるんだよ。萌もえちゃん行くよ」

　女性二人と巨漢の萌が勇ましくレプトネーターが取り付いた場所へ走っていく。

「あ、僕も……」

　わずかに出遅れて三人のあとを追いかけようとしたとき、目の前にレプトネーターがふってきた。甲板に脚がめり込みえぐれ、まるで土つち埃ぼこりのように細かな砂さ塵じんが舞う。

　その中から現れたのは、レプトネーターと一人の少女だ。

「ぺっぺっ、ああもう、砂が口に入って気持ち悪い。さすがにあの高さからは面白かったけどきつかったかな」

　少女──マモンはレプトネーターの上に立って周囲を見渡すと、不満そうにした。

「まったくなってないな。やっぱり臨機応変に指示しないとね」

　マモンは胸に手をあて高らかに歌う。美しい旋律に合わせて、レプトネーターが滑るように移動する。声によりＮＣＴ研究所のＬＡＦＩをハッキングした変異体と同じ能力。天使のような歌声は、今は殺さつ戮りく兵器を操るという悪あく魔まの意味を持っていた。

[image: ]

「やめろっ！」

　マモンの歌の意味を察した八や代しろが叫ぶ。

「あっ」

　マモンはしばらく八代の顔を見ていた。わずかに驚おどろいているようだが、

「は、はは……あははは、きゃははははははははははははっ！」

　突然、声高に笑い出す。

「僕はなんて運がいいんだろうね！　あなたはなんて運が悪いんだろうね！　ずっと考えてたよ。まっさきに会えるなんて運命を感じちゃう。もしかして赤い糸？　今度会ったとき、どうやって殺してやろうかって。昼も夜も寝てるときも食べてるときもどんなときも、ずっとずっとずっと！」

　マモンはレプトネーターの背から飛び降りると、八代の前に歩いてくる。長い鎖くさりのピアスが揺れる。うしろに手を組んだ気楽な歩き方だ。警戒心など皆かい無む。

「マモン……」

　対し、八や代しろはそっとホルスターの下のベレッタに手を伸ばした。

「その名前、嫌いなんだよね。舞まい風かぜのほうが好きなんだ。マイでもいい。でも、あなたになれなれしく名前で呼ばれるのも、もう嫌だな」

　両手に構えたのは二本のナイフ型霧む斬ざん。斬きれば対象物が物なら砂状に、人間なら溶けた肉塊に変えてしまう危険な武器だ。

　それでも八代はどこかほっとしていた。マモンが変異体と融ゆう合ごうしたのは空になったサンプルケースから明らかだった。化け物に取り込まれて人間らしい戦いを忘れているのではという思いは杞き憂ゆうに終わった。

「ねえ、どうやって殺してほしいかな？」

　手の中でもてあそんでいたナイフを無造作に投げた。

「くっ！」

　八代はとっさに上体をそらしてかわす。かわした先の目の前に、いつのまにか投とう擲てきされていたもう一本のナイフがあった。すぐ目前、ナイフに映る自分の顔さえ視認できる距きよ離りだ。

　そらした上体を無理やり回転させる。浅く頬ほおが裂けただけで済んだのは僥ぎよう倖こう。いやそれ以上に霧斬の機能が働いていないことに感謝した。でなければ、いま頃ごろナイフがかすめた八代の頬はそこから肉塊になっている。

　ざくりと肉を断つ音が、体を伝って耳に届いた。

「え？」

　よろけてその場に手を着いた。

「何が？」

　ようやく届いた痛みに見てみれば、ふくらはぎが切れている。腱けんや骨までは断たれていないが、浅い傷ともいえない。

「……つっ」

　マモンの手にはいつのまにか投げたはずの二本の霧斬があった。一本には血がついている。

「甘いなあ。甘い甘い。甘すぎてイヤになっちゃうな。投げたナイフが跳ね返るくらい予想してよ」

「旗色悪いかな」

「うん、すごくね。ついでに顔色も悪いよ、あはっ」

　ベレッタを握りなおす。うかつだった。ナイフ型霧斬がなぜ対象物を崩ほう壊かいさせる機能がオフになっているのか考えるべきだった。壁に跳ね返らせ、二段構えの攻こう撃げきのためと予測はできたはずなのに。

「さてお遊びはおしまい」

　マモンが霧斬のスイッチを入れる。もうかすることすら許されない武器になった。だというのにマモンは危険な武器をスナップで宙に放り投げては受け取っている。その手元には危なげのかけらもない。

　舌なめずりする猫のように、マモンは八や代しろに近づいてきた。

「さあ、おいでよ。あなたが僕にしたみたいに、いっぱいいっぱい苦しませてから、殺してあげる」
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　水中からレプトネーターが上がってくる。脚を手すりに引っ掛け、次の脚を甲板に突き立て、這はい上がろうとする。

「はっ」

　アリシアが六連発で撃うつのは、ＡＤＥＭ製カンプピストル。二秒かからず発射された弾丸はレプトネーターの赤いカメラすべてに命中した。弾丸に仕込まれた火薬が爆発を起こし、六つのカメラを同時に破は壊かいする。とどめに甲板に上ろうと引っ掛けている脚を撃つ。バランスを失った巨体は、海に落ちて水みず飛沫しぶきを上げた。視力を失ったレプトネーターはなかなか船に這い上がることはできないだろう。

「これで五機」

　アリシアはカンプピストルに弾を装そう填てんしながら、舌打ちする。弾丸の残り数に余裕があるとは言えない。

　背後で巨大な何かが動く気配を感じた。

「Ｓｈｉｔ！」

　とっさに振り返って銃をかまえるが、レプトネーターが振り下ろす脚のほうが速かった。最初の一いち撃げきはなんとか回かい避ひして、同時にトリガーを三回引く。これでカメラの半分は潰つぶした。しかし返してくる脚の攻撃の回避は不可能に思えた。

　その時、海面からせりあがってきた巨大な水の塊がレプトネーターを包む。動きが一いつ瞬しゆん鈍くなった。残りのカメラを潰して、脚を撃つと不安定になったレプトネーターは海面から伸びた水の固まりに呑のまれ海の中に引きずり下ろされた。

「アリー、油断しすぎ」

　海面を操っていたのはあきらだ。

「あなたもね」

　アリシアは無表情にあきらに銃を向けると、続けて銃を撃つ。背後からあきらを押しつぶそうとしていたレプトネーターが、のけぞる。

「うわっ、いつのまに」

　あきらは慌てて水を操り、海に引きずり落とす。

「なかなかいい連携プレイだよね」

　あきらは得意満面の表情で、アリシアの肩を叩たたく。

「それでも相手の戦力には、まだ足りないみたいだけど」

　アリシアは周囲に厳しい視線を向けた。レプトネーターは次々と甲板に上がってくる。すでに十機以上が甲板の上をうろついていた。あちこちで海軍の兵士がレプトネーター相手に銃じゆう撃げきを行っているが、効いている様子はない。

　それでも陣形が崩れていないのは中央で奮ふん戦せんしている萌もえの存在が大きかった。

「うおおおっ！」

　Ａ９特殊汎はん用よう装甲を着た萌が担かついでいる多段式軽ガスガンは、スペースデブリを再現するために作られたものだ。レプトネーターのレールガンに肉にく薄はくする威力を有している。

　一発があたるとレプトネーターの脚がずれ、装甲が歪ゆがむ。さらにその歪んだ装甲を狙ねらって二発目三発目が撃うち込まれた。裂けた装甲から炎が上がる。

「すごいわね。レプトネーターを破は壊かいできる人間の武器があるなんて」

「いや、あれ萌ちゃんじゃないと持てないから」

　あきらはあきれたように手をふった。

「ここは危険だわ。かといって退く場所なんてどこにもないけれど」

「状況やばいのわかるけど、眉み間けんに皺しわよせすぎ。なんとかなるって。むしろ、どこかに消えた八や代しろっちが心配」

「大だい丈じよう夫ぶ、彼は強い男よ」

「解わかってる。でも、一番ヤバそうな相手、引き受けたのは八代っちだよ。あたしにだってそのくらい解る」

　軽口をたたきながら八代を戦力外と評する、いつものあきらの表情はそこにはなかった。
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　八代は立ち上がると、スーツの埃ほこりを払い襟えりをただしネクタイを締しめなおす。

「なにやってるの？　戦いの最中だよ」

　マモンはあきれた顔をするが、攻撃はしかけようとはせず、退屈そうに待っている。

「待っててくれるんだ」

「すぐ殺しちゃったらつまんないじゃない」

　八代は銃の弾数を確認した。海の向こうではいくつもの爆発の光や銃撃の音が聞こえる。

「よし」

　ベレッタ９０００Ｓ。手になじんだ銃をかまえて調子を見ると、最後に肩の埃を払う。

「これからナンパしにいくような雰ふん囲い気きだね」

「せめてデートと言ってくれないかな？」

「はっ、あなたみたいな軽けい薄はくそうな男と付き合う女性なんていないんじゃない？」

　心底馬ば鹿かにした口調だ。

「いるさ。いまから命がけのデートだ」

「かわいそうに。デートも命も一分も続かないよ」

「長く楽しませるのが、男の役目」

「だったら、いっぱい楽しませてよっ！」

　マモンは両手のナイフを羽根のように広げて一直線に向かってきた。距きよ離りは10メートル。八や代しろはとっさに銃をかまえてトリガーを続けざまにひいた。しかしマモンは突進の勢いを殺さないまま横にぶれて銃弾を交わす。

「あはははっ、なに、それ、なんの威い嚇かくのつもり？」

　瞬またたく間に銃を構えた腕の内側までもぐりこみ、マモンの顔はお互いの息がかかる距離にまで近づいた。澄すんだ青い瞳ひとみが八代の薄うす茶ちや色いろの瞳を覗のぞき込み、両側から霧む斬ざんが迫る。

「くっ！」

　両方の回かい避ひは不可能。そう判断した八代は、右からの攻こう撃げきはかわし、左の攻撃はマモンの手首をつかんで食い止めた。しかし止められた左──マモンの右腕はそのまま手首をスナップさせ八代の顔めがけて霧斬を投とう擲てきする。

「うわっ！」

　のけぞった鼻先数ミリの距離を霧斬が横切る。さらに最初にかわした右の攻撃が、返す手で切りかかってくる。

　しかしすでに後方に移動している八代はそれの回避はたやすい、と思ったのもつかの間、マモンの手の中には霧斬がない。すでに投擲されたあとだ。

　八代が後方に下がることを容易に想像できたマモンが、投げる場所は決まっている。八代の回避先である後方、それしかない。

　左手を真横になぎ払った。左手にナイフが当たる。刃に当たれば左手は溶解し、柄つかに当たれば幸運以外の何物でもない。

　二、三歩よろけながらうしろに下がり、八代は左手が無事であることを確認する。

「おめでとう。運がよかったね」

　マモンは余裕の表情で拍手をしている。

　前回戦ったときとは違った。あのときは由ゆ宇うからコピーした身体能力を使っただけの、ある意味素直で直線的な攻撃手段だった。

「前とはずいぶんと違った戦い方をするようになったね。フェイントや奸かん智ちを織り交ぜた巧みな攻撃手段。峰みね島しま由宇の知識をますます自分のものにしたのかな？　それとも変異体の影えい響きようかい？」

「なに？　僕が峰みね島しま由ゆ宇うの知識を、変異体の力を手に入れたことが羨うらやましいの？」

　マモンは別のナイフ型霧む斬ざんを出すと、手の中でくるくると回す。

「もうちょっと楽しめると思ったんだけどなあ。やっぱりあなたとのデート、退屈」

　マモンの声には落胆の色がある。

「もっと楽しませるよう努力するよ」

　八や代しろを見るマモンの目には、なぜか哀あわれみがあった。

「無理。あなたには僕を楽しませることなんてできない。もう表面的な感情なら、接触しなくてもリーディングできるんだよ。そして解わかっちゃったんだ。あなたに僕は殺せない。だって……」

　動きをとめ、マモンも同じように哀れんだ目で八代を見た。

「あなたは人を殺せない。殺意がぜんぜんないんだよ。僕のほうに殺意が流れてこない。かけらもね。解っちゃったよ。あなたは目を見てしまったら、少しでも会話を交わしてしまったら、その相手を殺せないんだ。弱虫だね。腰抜けだね」

「……お見通しか」

「つらい過去なんて誰だれにだってあるんだよ？　あんただけってわけじゃないっ、なにさ、悲壮ぶって！　その手に持ってる拳けん銃じゆうなんて、とどめ刺せなきゃただの飾りだよっ！」

　からみあった哀れみの視線はやがて、マモンの勝ち誇った表情に断ち切られていく。

「かわいそうにね。八代の家に生まれて、人が殺せないなんて。致命的な欠点だよね。八代一はじめさん、あなたは、どうしようもない欠陥品なんだね。ふふふ、あはははは。きゃはははははっ！」

　唐突にマモンは笑い出し、それは始まりと同じく唐突に止やんだ。マモンの目からあらゆる感情が消えて、八代を見る。

「なんで生きてるの？　生きる意味あるの？」

　その言葉に八代は戦いのさなかにもかかわらず、動きを止めた。

「……ああ、そうだね。君の言うとおり。言うとおりさ。僕は弱虫の腰抜野郎。認めるよ。だって、まぎれもない、それが僕だから」

「僕は違うっ！　僕は強い！」

「たしかに、君は強いよ。でも、それは──」

　八代の目が、静かにマモンの瞳ひとみを射た。そして、次に放たれた言葉はマモンの心を射い貫ぬいた。

「それは、君自身の力じゃないだろう？」

　静かな一言だった。

　マモンの表情が一いつ瞬しゆんで凍りつく。

「な、な、なにいってんの？　リーディング能力は僕のものだ！　それで得た力は僕のものだっ！　馬ば鹿かにするなっ！　ほんとは僕のこと、羨ましいんだろっ!?」

　マモンは怒りにまかせて今度こそ本気で霧斬を振り回す。

　しかし八代の心から、マモンが思うような動揺も羨せん望ぼうも感じられない。伝わってくるのは、無。何も読み取れない動きのない心だった。

「殺してやる、絶対にあんたを殺してやるっ！　戦場じゃ、引き金を引けないほうが負けるんだよっ!!」

　さらにマモンを激げつ昂こうさせたのは、八や代しろの次の行動だった。

　うしろを向いたかと思うと、一目散に走り出す。

「こ、この期ごに及んで逃げるのっ!?　最低だっ！」

　マモンは八代を追った。その背をめちゃくちゃに切り裂くために。
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「なに、ここ？」

　円筒形の奇妙な形の物体が、いくつか連なっていた。それぞれが狭い部屋らしい。

「ふふん、僕に解わからないことなんて、ないんだよね」

　由ゆ宇うの記き憶おくを探ろうとして、マモンは躊ちゆう躇ちよした。理由はいくつかあった。一つは由宇の記憶を探ると激しい頭痛に襲おそわれること。探るたびに自分の心が痛みで欠けていくようだ。さらに変異体の細胞を押さえ込むのも面倒になる。なにより、安易に由宇の知識に頼たよるのは悔しかった。

　戦っている最中に八代から放たれた言葉の矢。

　──それは君自身の力じゃない。

　あの一言が胸に突き刺さっている。

　マモンは由宇の知識を探ることをやめた。頭痛がいくぶん収まると、気分も軽くなった。

「なんだよ、解ったような口のきき方をして。ふん、いいよ。何をたくらんでるか解らないけど、乗ってやるよ」

　サルベージ船の中は、細い廊下と頑丈そうな扉、狭い階段やはしごが入り組んでいる。その中でも八代が逃げ込んだ円筒形の物体が連なる部屋は、調査用の施設なのかなんなのか、外見は頑丈そうだ。

「もしかして、僕をここに閉じ込める作戦かな？　無む駄だなのに」

　マモンは無造作に円筒形の部屋の入り口をくぐった。待ち伏せの可能性は考えていない。考える必要もないからだ。八代がいたとしても、彼にどれだけのことができようか。

　入り口には簡易的なマップのプレートが貼はり付けられていた。円筒形の部屋は全部で八。施設の名前がＤＤＣdeck decompression chamberとあるが、必要以上に知識を封印してしまったマモンは、それが何を意味するのか解らない。

　マップを見ると出入り口は一つしかないようだ。マモンは面白いいたずらを思いついた子供のように笑うと、

「閉じ込められるのは、どっちだろうね？」

　とつぶやき、ハッチを閉めるハンドルを回すと、しまいにはハンドルそのものをねじ切ってしまう。一時的に膨ふくれ上がった腕や肩の形状は人のものとは思えなかった。

「さあ、これで出られなくなった。逃げ場はなくなったよ」

　奥へ向かってマモンは叫んだ。

　返事の代わりに走る足音が奥から聞こえてきた。

「さあて、ウサギ狩りの時間だ」

　マモンは意気揚々と足音のした方向へ進んだ。







「いったいなんなの、ここ？」

　円筒形の部屋と部屋をつなぐ部分は狭く、すべて気密性の高いハッチを締しめられるようになっている。数メートル走っては、狭いハッチを潜くぐり抜ける。歩きにくいことこの上ない。

「なるほど、これなら逃げるのに適してるかもね」

　八個の円筒は循環した構造だ、ずっと進んでいけば、また入り口のハッチに戻る。

　床には血の跡が残っていた。指ですくって流れた真新しい血の臭においをかいでみた。

「うん、あいつの臭いだ」

　唯一の懸け念ねん、この中にいると見せかけてじつは外に逃げたのではないかという可能性はなくなった。いまこの密閉された空間にいるのは自分と八や代しろだけだった。

　頭痛がまた少しひどくなる。だが八代を追い詰める喜びの前にねじ伏せた。

　しかし五つほど部屋を進んでも八代の姿はない。代わりに見つかったのは、簡易的なベッドや潜せん水すい具ぐ等だった。

「なに、ここ？」

　やがて二つハッチを抜けた先に見覚えるのある部屋の内装が見えた。引きちぎられたハンドル。つまりこの奇妙な空間の入り口だ。

　その入り口の前で、これもまた見覚えのある後ろ姿があった。

「あはははっ、やっと見つけた」

　マモンの声が聞こえたのか、八代が振り返った。血と汗で濡ぬれた前髪が額に張り付き、その茶色い髪の間から、焦あせりに見開かれた瞳ひとみが見える。その顔を見るだけでぞくぞくした。

「逃げられないよ。このへんてこりんな部屋がおまえの墓場になるんだ」

　マモンは背後の壁を蹴けった。無造作に力強く。体が一直線に八代へ向かった。二つのハッチを飛び越え、一いつ瞬しゆんにして八代の目の前に立ちふさがった。

「これで、おしまい！」

　つきたてたナイフはわずかに八代の腕をえぐるが致命傷には届かない。霧む斬ざんの機能を発動させていれば決着はついていたが、マモンは楽しむことを優先した。

「すごいねすごいね。うまく逃げたね。ふふふ、あはははは」

　マモンが手を叩たたいて喜んでいると、

「くっ」

　八や代しろは傷口を押さえながら、走って逃げる。狭いハッチを身をかがめて綺き麗れいに飛び越えていく姿は、なかなか華麗だ。

「そうそう、うまく逃げてよ。僕が苦しんだ分を何倍にもして返してあげるんだから！」

　マモンは笑いながら、ゆっくりと八代を追い詰めていった。







　部屋のつながりが循環しているから、八代はいつまでも逃げられる。部屋と部屋をつなぐハッチを閉じて、開けられないようにしてしまえば、追い詰めるのは簡単だろう。

「そろそろ飽きてきたし、それもいいかな」

　知識を封じているにもかかわらず、頭痛はひどくなる一方だ。もうカタをつけてしまおうかとも思う。

　それでもマモンは何かあるのではと期待していた。八代はまだ何かたくらんでいそうだ。逃げるときの目にあきらめはない。

　ハッチを一つ閉めて、ハンドルをねじ切る。循環の輪は途切れた。いままでどおり逃げても、やがて行き止まりになる。開かないハッチを前に、八代が途方にくれる姿を想像して楽しくなった。

「さて、行こうか」

　踏ふみ出した一歩がよろけた。体が傾き、かろうじて手で支える。

「な、なんだ？」

　変異体の活動が活発になったのか。それとも常に脳を圧迫する峰みね島しま由ゆ宇うの記き憶おくか。極力使うのは避さけてきたつもりだったのに、頭痛が増す。頭痛だけでなく耳鳴りもだ。体調がわずかにおかしい。何か違和感を感じる。

「あいつが、何かしたの？」

　マモンは周囲を見渡した。

「毒ガスか何か？　こんなところにわざわざ逃げたんだし、一番ありそうだけど」

　しかし体調の違和感はすぐに消えた。もともと毒性のものはなかったのか、それとも変異体としての能力が毒性を打ち消したのか。

「どっちでもいいけど」

　マモンは少し面白くなさそうに、通路を進む。八代の姿がわずかに見えて角に消えた。少しふらついている。

「血、いっぱい流したもんね」

　マモンはさほど急がず、ゆっくりと歩いていく。どのみち八や代しろの逃げる先は行き止まりだ。やがて開かないハッチを前に悪あく戦せん苦く闘とうしている八代の姿が見えた。

　マモンの表情が落胆したものになった。

「なにその惨みじめったらしい姿。凡人なら凡人らしくあがいてみてほしかったのに。ちょっと逃げ道なくしただけでこれだ」

　八代が振り向いた。

「やっぱり君が開けなくしたのか？」

「他ほかに誰だれがいるのさ。あーあ、もうどうでもよくなっちゃった。退屈でいやになるよ」

　マモンは冷めた目で八代を見た。もう逃げ道はない。もっと高揚すると期待していたのに、現実はつまらなかった。

「だからさ、そろそろ死んでよ」

　ナイフを振り上げた。霧む斬ざんのスイッチは入れてある。一度は避さけられるかもしれないが、しかし二度目は奇跡に近いし、三度続けての回かい避ひは絶対に不可能だろう。

「退屈させたのは男として申し訳ないけど、はいそうですか、じゃあ殺されますとは言えないよ。まだまだやりたいこといろいろあるからさ」

　八代はハッチに寄りかかって、マモンの攻こう撃げきを待っている。

「関係ないね」

　マモンは無造作にナイフを振り下ろした。八代は直前までナイフをひきつけ、とっさに避ける。目標を見失ったナイフは背後のハッチに突き刺さり、霧斬の機能でハッチを粉々にするはずだった。

「残念でしたあ。その程度の狙ねらい、読めないと思ってた？」

　マモンは舌を出すと、馬ば鹿かにした口調で話す。

「自分で開けることができないなら、僕に開けさせるしかないからね。でも方法が陳ちん腐ぷでつまらないよ。ちっとも面白くない。今度こそ死んでよ」

　ナイフを振り上げる。八代の驚おどろいた顔が目の前にある。

　──ああ、ほんとにつまらない。

　落胆とともにナイフを振り下ろそうとした。その直後、室内にピーッと電子音が鳴った。

「なんの音？」

　電子音は数回鳴っただけで終了する。気に留めるようなことではない。ただの電子音だ。しかし奇妙に気になった。

「気にすることないよ。ただのお知らせ。加圧が終わっただけ」

　ついさっきまで怯おびえていたはずの顔が、いつのまにか軽けい薄はくな笑みへと変わっていた。

「加圧、だって？」

「そう。この部屋が何か知らないで入ってきた？　船上減圧室ＤＤＣ。深海で作業するダイバーが深度に対応するために減圧したり加圧したりして潜せん水すい病びようを回かい避ひする部屋なんだ。ちなみにいま僕達たちがいる部屋は三十気圧。深度３００メートル相当だね。もうハッチを開けることは君でもできない」

「ふざけないでよ。この程度の壁、いくらでもぶち破ってやるさ」

　マモンの右手の形状が変化していく。人の手から硬質な別のものへと変化していく。確かにその手を使えば、減圧室の扉を破ることはできそうだった。

「忘れてない？　いまこの部屋は三十気圧。外は一気圧。一気にそこまで気圧が落ちたら人間はどうなるか知ってる？　少しの気圧差なら減圧症起こして、体に障害が現れるだけだけど、一気に二十九気圧下がったら、間違いなく死ぬよ。いまや外の空気は僕達たちにとって猛毒。唯一助かる方法は、この部屋で徐々に減圧していくこと」

「だったらさっさと気圧下げてよっ！」

　苛いら立だちが頂点に達したマモンは右手の刃を八や代しろに向ける。

「ああ、いいよ。よっこらしょと」

　あまりにあっけなく八代はしたがった。それがかえって不気味だ。

「変なことしたら殺すよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。まだ死にたいって思ってないから」

　八代はにこやかに入り口のそばにある機械を操作する。

「よしオッケー。減圧が始まったよ」

　あまりに素直すぎる八代の反応はかえって疑惑をもたらす。

「なにたくらんでるの？」

「もうなにもたくらんでないよ。僕のできることはすべてした」

　八代は肩をすくめてみせる。

「どれくらいで減圧終わるの？　何分くらいっ？」

「何分どころか。えーと、だいたい二週間から三週間くらいかな」

「なっ！　冗談はやめてよ、長すぎるよっ！」

「冗談じゃないんだよねえ。気圧をあげるのはそこそこ短時間でできるんだけど、下げるのは二週間から三週間かかるよ」

　マモンは封印を破って、頭痛を我が慢まんして、ためしに由ゆ宇うの知識を探ってみた。八代の言葉に嘘うそはなかった。

　減圧症、あるいは潜水病と呼ばれる障害は、急激な圧力の低下で体内に窒ちつ素その気泡が発生し、血管をふさぐ症状のことを指していた。それもわずか数気圧差で起こる。二十九気圧差ともなれば、肺などが破裂し、八代の言葉どおり死に至る。

「そ、そんな……」

「君の言うとおりさ。僕は君を倒せない。けど、足止めならできる」

「ふっ、ふっ、ふざけるなっ！　そんな長い間、ここにいるわけにいかないんだよっ！」

「お怒りはごもっとも、僕を殺したくなるのもごもっとも。でも考えてごらん。これから何週間も死体と同じ部屋ですごすつもり？　くさいし気持ち悪いし話し相手いないし、いろいろ不都合あると思うけど」

「あんたみたい最低な野郎と一いつ緒しよにいるより、何倍もましだねっ！」

　八や代しろはやれやれと肩をすくめた。

「解わかった。本気の勝負をしよう」

　そう言って八代は銃を捨てる。

「なんのつもり？」

　八代は懐ふところに手を入れると、二本のクナイを出した。一ヶ月前、マモンを騙だますのに使った武器だ。

「神しん鳴めい殺さつって知ってる？」

「馬ば鹿かにするな！　また同じ方法にひっかかると思ってるのっ！　このこの最低の最低の最低野郎っ！」

「ま、信じられないだろうけどね」

　八代はマモンに背を向けると、距きよ離りをとるために歩き出す。その背にマモンは霧む斬ざんを投げつけようとした。

　──凡人が天才を超えるなんてできっこないんだ。

　才さい火かの顔が頭に浮かんだ。どんなにあがいても、超えることができなかった六りく道どう家けの天才児。自分がつくづく凡人だと思い知らされた存在。

　マモンの狂気の半分はここに発している。

　天才を超える凡人。ならば見届けたいと思うマモンの感情は至し極ごく当然であった。似た境遇である八代の言葉ならなおさらのことだ。しかし前回はその感情を利用された。

　──いまも嘘うそに決まっている。あのときみたいに。

　霧斬を持った手はしかしなかなか振り下ろされることはなかった。表情にいくつもの苦悩と憎しみと、そしてわずかな希望をよぎらせ、ナイフを落としてしまう。

　それでもマモンは願ってしまった。天才を超える凡人の可能性を。何年もかけて築いた努力は決して無む駄だではないという証あかしを。

「これくらいの距離かな？」

　マモンの苦悩をよそに、10メートルほど距離を置いて八代は振り返った。

「神鳴殺の正体は音を利用したカマイタチ。その威力を増幅させるにはどうすればいいかな？」

「風の速さをもっと速くすればいいんじゃない？」

　マモンはなげやりに答える。

　八や代しろは糸にくくりつけたクナイをまわす。前回とまったく一いつ緒しよだ。

「そうだね。そしてこれが僕の答えだっ！」

　裂れつぱくの気合を乗せてクナイが投げられた。マモンはそれでも期待を抱いてクナイに集中する。しかし前回と違うのは、クナイに半ば隠れて見えない八代からも目を離はなさなかった。

　一ヶ月前はクナイに隠れて銃を抜きマモンを撃うった。そしていま、また八代は懐ふところに手を入れた。

　──ああ。

　迫るクナイにカマイタチは起こっていない。マモンは落胆する。なんておろかな人なんだ。クナイと銃をかわして、ひとおもいに殺そう。そう思ってマモンは足に力をこめた。

　八代が懐から手を抜く。しかしそこにあったのは銃ではなかった。クナイだ。抜く動作と投とう擲てきの動作が流れるように繋つながった。

　二投目のクナイは速い。一投目のクナイの背後に追いついた。

　予想外だった。しかし神しん鳴めい殺さつには程遠い。八本のクナイを共鳴させ、カマイタチを生み出す技には遥はるかに及んでいない。それにたとえ神鳴殺に届いても、マモン相手には無意味だった。いざとなれば変異体の能力を解放し、皮ひ膚ふを硬化すれば無傷だ。

　しかし八代の投擲はそれで終わりではなかった。さらに三本目のクナイが最初の二本のあとを追う。

　──まさかっ！

　投擲は三本で終わりではない。目にも留まらぬ速さで投擲されたクナイは合計八本。すべてが線で繋がれたように、一直線上にあった。

　八つのクナイは共鳴し、音を超えた音を作る。本来の神鳴殺のように拡散したカマイタチではない。無差別かつ、対多人数用の攻こう撃げき手段ではなかった。風の渦は前方にのみ収束している。これは対個人、あるいは一点突破の、まるで異なる形の神鳴殺であった。

「くっ！」

　マモンは腕を硬化させると、前方に突き出す。体が焼けるようだ。変異体の能力を無理に使ってしまった反動だ。しかしそうせざるを得ないほどのものが迫っている。

　突き出した手のひらに八代の神鳴殺の音が激突する。鉄の数倍の硬度を持つ腕に亀き裂れつが入った。予想以上の音の衝しよう撃げきが腕から伝わってくる。

　──ああ、本当だったんだ。

　マモンは笑った。凡人の意地が作り出した天才を超えた技がいま目の前にあった。

　避さけようのない音の刃に、マモンの全身は切り裂かれ血まみれになって倒れた。







　足音が近づいてくる。

「見たよ、あなたの意地」

　床で動けなくなったマモンは八や代しろを見上げる。不思議と口は満足そうだ。

「……ああ、僕もまさか、うまくいくとは思ってなかった」

「なんだよそれ？　まあ、いいや。もう思い残すこともないや。さあ、殺しなよ」

　八代は困った顔をして、頭を掻かいた。

「それが無理なんだよね」

「なんでさ？　言っておくけど僕の回復力普通じゃないよ。いま変異体の細胞が僕の体を修復してる。五分もすれば動けるよ」

「君も言ってたじゃないか、僕はまともに人を殺せない。だから落ちこぼれた。それで文官なんかやってる」

「はあ？」

　八代は壁に並んだロッカーの棚を物色している。武器でも探しているのかと思ったマモンは身構えるが、八代が手にしたのは人を殺傷するような類たぐいのものではなかった。

「ここはね、何週間も閉じ込められることが前提の場所だから、暇つぶしの道具がたくさんあるんだ」

　安っぽく無骨なテーブルを引き寄せ椅い子すを用意すると、八代はマモンのために、まるで一流のレストランのウエイターのように優雅なしぐさで椅子を引く。

「どうせ時間はたっぷりあるんだし、チェスでもしない？」

　そう言って八代は、あの峰みね島しま由ゆ宇うをして、信用できないと評させる底の知れない笑顔を見せた。
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「由宇君、由宇君、由宇君っ！」

　岸きし田だ博士の必死の呼びかけがむなしく続く。しかし通信機から返事はいっこうに返ってこなかった。

「峰島由宇の居場所が解わかりました」

　レーダーにスフィアラボとその周辺の地図が表示される。しかし表示されるはずの由宇を示す光点がない。さらに地図の表示範囲は拡大し、スフィアラボが小さくなる。やがてスフィアラボより大きく外れた場所に由ゆ宇うを示す光点が表示された。

「なっ、こんなところに！」

　光点に移動する様子はない。

「由宇君、どうしてそんなところにいるんだ？　流されたのか？」

　いくら呼びかけても返答はなかった。

「通信機が壊こわれたか？　いや、だとしても、移動していないのはおかしい。何かあったと思うのが妥当か」

　伊だ達ての顔にも明らかな焦あせりが浮かぶ。

「すぐに救助隊を差し向けましょう」

　しかし途中で青かった岸きし田だ博士の顔がさらに青くなった。

「あっ、下層エリアは浸水してて……」

「深海探査船も深海探査スーツも水没した下層のさらに下だ」

　誰だれもが同じことを考えた。浸水した最下層エリアを排水し、深海探査船かスーツを使える状態にし、ハッチを開け、スフィアラボから遠く離はなれた由ゆ宇うを救出に行く。いったいどれだけの時間がかかるのか。

「最下層に残っている人間はいないのか？　それと由宇君のエアはどれくらい持つ？」

「どこからも応答がありません。エアはフルの状態で一時間です」

　間に合わない。由宇は無事で、動けないのは一時的なものというはかない可能性にかけるほど、楽観的な状況ではなかった。

　マッコウクジラの群れの移動に巻き込まれたのだ。無事である保証はどこにもない。

「駄だ目めだ。何がなんでもあの娘のところにいかなければ」

「しかし手段が……」

　青白い光に満たされた司令室で、誰もが押し黙だまる。そのとき、一つの赤いランプが点ともった。

「最下層エリアからです！」

「まだ生き残りがいたのか？」

　分断された最下層エリアから通信が入る。

「こちらセントラルスフィア。伊達だ。君は？」

『闘とう真まです。坂さか上がみ闘真。由宇を探しにきて、ハッチに阻はばまれて』

　固い決意を秘めた少年の声が通信機から聞こえた。

『僕が由宇を救出しに行きます』







『深海探査スーツを着ながら、聞いてくれ』

　船外ハッチを前に闘真は着替えていた。

『そのスーツは由宇君が開発したもので、内部は一気圧に保たれる画期的なものだ。それでいて……』

　闘真は指示通りに深海探査スーツを身に着ける。岸田博士の事細かな説明を聞きながら、由宇ならどのような言葉で説明しただろうと考えた。

　──体の線を崩さないフォルムを維持するのは苦労したぞ。従来の密閉式の深海用スーツは見た目が宇宙服よりひどいからな。見た目は大事だ。美意識の問題ではない。人間の体格に近づけることによって、運動の妨げを最小限に抑えることができる。風船のように丸い服を着て、何ができる？

　由ゆ宇うの口調や表情が手に取るように思い浮かぶ。

　──一番苦労したのは、高水圧下での関節部分の硬化現象の緩かん和わ機能だ。水圧も数千メートルになると、ケーブルとて鋼はがねのように硬くなって曲がらなくなる。この深さならそこまでではないが、重さを感じるのは変わらない。内蔵されたサブモーターが関節の動きを補助してくれる。

　そう、同じ機能を同じように説明するにも、由宇ならきっとこんなふうに言う。ちょっと自慢げに、しかし少しだけ自じ虐ぎやくの意味を込めて、由宇は闘とう真まに説明する。

　──スーツにかかる水圧の力はすべて方向を変え、この背中の合金に集中する。つまり君がつぶれる肩代わりをしてくれるのがここだ。以上がランクＥの遺産、プレッシャー自在式深海探査スーツだ。この素材のすばらしいところは全体にほぼ均一な圧力がかからなければ、プレッシャーの方向制御に狂いが生じることだ。対高水圧くらいしか使い道はなく、サイズも限られる。つまり兵器に転用しにくい。

　きっと最後の言葉は、岸きし田だと同じように嬉うれしそうに話すだろう。そして、そうした自分の感情を騙だますため、闘真に本当に解わかっているのかと怒ったふりをしてみせる。あるいは風かざ間まに話を振ってごまかすだろうか。

『闘真君、闘真君、大だい丈じよう夫ぶか？』

　ぼうっとしているのと勘違いされたのだろうか。岸田博士はかなり不安そうだ。

『酸素ボンベは一つしかないか。大事に使ってくれ。一時間持つ。残量が三十分切ったら、何があっても引き返してくるんだ。いいね？』

　岸田博士はめったにない厳しい声を闘真になげかけた。準備が終わるとハッチの中に水が満たされていく。

「何があっても、必ず由宇を助けてきます」

　闘真の返事に、岸田博士は言葉を詰まらせた。

『……勇ゆう次じ郎ろう君は、峰みね島しま勇次郎は、私の友人だった。いや一方的に友人と思っていたのかもしれないが……。だから私はあの子がＮＣＴ研究所にくる前から知っている。小さい頃ころから知っている。不ふ憫びんな子だ。ＮＣＴ研究所の地下に監禁されるようになっても、私は何もできなかった。人のぬくもりも優しさも与えることはできなかった。自分の娘のように思っていた。だが、私の立場はそれを許してくれなかった……』

　闘真は黙だまって聞いていたが、一言だけ言葉を挟んだ。

「由宇は、由宇は岸田博士のこと話すとき、楽しそうでした」

　岸田博士は言葉を詰まらせる。嗚お咽えつが聞こえてきた。

『ありがとう、ありがとう。闘とう真ま君……由ゆ宇う君を頼たのむ』

　ハッチが開いた。海の底だが青くはない。深い闇やみがある。この闇の先に由宇がいる。

『はい、必ず』

　闘真は力強く返事をした。







　ライトの明かりを頼たよりに闘真は進んでいく。ライトが照らすのはごつごつとした岩ばかりだ。

　思いのほか体の動きが軽い。補助用のモーターが手足の動きを軽くしてくれるのだろう。それでもレーダーに表示されている由宇の位置は遠い。もっと早く進みたい。

　しかし慌てると体のバランスを崩し転びそうになる。訓練もなにもなくぶっつけ本番なのだから仕方ないが、ままならない。もどかしい。もどかしいが焦あせっては酸素の消費が早くなる。まず落ち着くことだ。

　しかし無重力を漂うかのようなゆったりとした動きは、いかに落ち着けと自分にいい聞かせても、気が急せくのを抑えるのは難しかった。

「くそっ」

　呼吸が荒い。酸素を無む駄だに消費してしまう。

　上を見上げた。真っ暗で日の光はまるで感じられない。水深２００メートルで途絶える日光が十倍の深さに届くはずもない。

　光のない闇はいままで何度か経験している。しかしいま自分を取り囲んでいる闇は、それらとまるで異なった。どこまでも深い果てのない闇は恐怖を抱かせる。死者の存在すら許さない静せい謐ひつな空間であった。

　まだ宇宙空間に放り出されたほうがましに思えた。

「急がないと」

　この異様な海の底のどこかに由宇が一人でいる。何か危険な目にあっている。そう思うだけでたまらない気持ちになった。

　ふいに何か気配を感じた。そう思ったときには、激しい水流に体が流された。

「うわあああっ！」

　体が宙に泳いで、水流に翻ほん弄ろうされる。それでもなんとか足から海底に着地した。たたらを踏ふみながらも、なんとか転ぶのを踏みとどまった。

「……あっ」

　巨大な何かが頭上を過ぎ去っていくのが見えた。かろうじてライトの端で捉とらえた。

「な、なに？」

　鼓動が跳ね上がる。水流を作った原因に違いなかった。

「あれがもしかしてクジラ？」

　ただそばを通っただけで、闘とう真まは危険な目にあった。由ゆ宇うはあのクジラの群れに遭遇し、巻き込まれたのだ。

　深海の底では鳴なる神かみの尊みことも使えない。自由に動くこともできない。戦う手段は何もない。恐怖が足元から絡からみ付いてくる。ここは人間が許されない空間なのだと、ようやく実感してきた。

「だ、駄だ目めだ。こんなところに一秒でも長くいさせるわけにはいかない」

　走ろうとしたがままならない。それでも無理に走ろうとすると転んでしまった。転んでから地面に落ちるまでまるでスローモーションだ。転んでも慌てて起きようとしてまたつまずいてしまう。三度目にしてようやく走れるようになった。

『闘真君、闘真君っ！　落ち着きなさいっ！』

　雑音交じりの岸きし田だ博士の声が通信機から聞こえてきた。

『ちょっとしたミスも命取りになる。深海探査スーツが壊こわれてしまったら君の命もないんだぞ。落ち着きなさい』

　闘真はとまらない。何度も転びそうになりながら、無理やり走っていた。

『君が死んでしまったら、由宇君を助ける手段はなくなるんだぞっ！』

　岸田博士の冷静な声。闘真は冷水を浴びせられたように、我に帰った。ようやく落ち着きを取り戻した闘真は、ようやく走るのをやめた。

「す、すみません」

『ふう、いや、謝る必要はない。このような深海で冷静に行動できるほうがおかしい。闘真君、落ち着いて由宇君のいる場所に向かってくれ。まだ時間は充分にある』

「はい、解わかりました」

　闘真は落ち着くように心がけて、進み出す。それでも危険な速度であった。それが闘真の我が慢まんできる限界だった。

　何時間も歩いているように感じられた。しかし本当は十分程度の時間だろう。

　レーダーの示す場所をライトで照らすと、明かりの中に、岩でないものが入った。

　闘真と同じスーツを着て倒れている人間だ。

「由宇っ！」

　由宇の体から気泡があふれて、水面へと上っていた。息を呑のむ。

「まさか」

　深海探査スーツのどこかが破れたのだろうか。

　闘真は急いで由宇の元へ走る。水が重たい。高い水圧が関節部分を硬化させる。バランスを崩し転びそうになる。

　それでも闘真は最速で由宇の元へ駆け寄った。

「由宇っ！」

　抱き上げると気泡が闘真の視界を妨げる。気泡を避さけ、ヘルメットを覗のぞき込むと、由宇の顔があった。こんなに間近で見るのは何日ぶりだろうか。由ゆ宇うは浅い呼吸をしていた。スーツのどこかが破れていたら水が入り死んでいただろう。

　最悪の事態は回かい避ひされていたことに、闘とう真まはほっと一息ついた。由宇が生きていれば、あとはどうでもいい。そう思った。

　しかし気泡の発生源を見て闘とう真まは青くなる。水泡は由宇の腰の下からだ。酸素ボンベに大きな裂け目があり、大量の水泡はそこから発生していた。酸素が漏もれている。

「た、大変だ……」

　闘真の見ている前で気泡は細くなり、やがて途絶えた。穴がふさがったわけではない。そうなると理由は一つしかない。

　由宇のヘルメット内部にある計器の一つが赤い警告ランプを表示した。酸素残量ゼロ。穏おだやかだった由宇の呼吸が徐々に浅く速くなる。

「ゆ、由宇っ！」

　揺らしても由宇は目覚めない。いや目覚めたところでどうなるのか。

「そうだっ！」

　通信機のスイッチを入れる。何か打開策があるかもしれない。しかし通信機からかえってきたのは雑音だけだった。

「闘真です。応答してください。こちら闘真です。由宇が大変なんです」

　返事はなかった。スフィアラボで何かあったのか。

　なす術すべはない。由宇の呼吸はさらに浅く速くなった。顔色が真っ青になっている。チアノーゼ状態だ。このままでは由宇が死んでしまう。

　おろおろして、そしてすぐに闘真は言った。

「なんだ、簡単じゃないか」

　由宇を助ける、あまりにも簡単で単純な方法を思いついた。笑いたくすらなった。

「僕のボンベを由宇にあげればいいんだ」

　それで由宇は助かる。

　闘真は自分のボンベを外そうとした。自分はどうなるのかという恐怖は不思議なほどなかった。

「あれ？」

　闘真の手は一いつ瞬しゆんだけ酸素ボンベを外すことを拒んだが、すぐに抵抗をやめた。このとき闘真は思い出さなかったが、禍まが神がみの血ちが働いたのだ。鳴なる神かみの尊みことの継承者に自分の命を絶つ自由はない。

　しかし闘真の意識に自分の死という概がい念ねんはほとんどなかった。認識はしていたが、そんなものは頭の隅に追いやられていた。

　由宇が助かる。その事実を前にすべては瑣さ末まつなこととして切り捨てられた。

　闘とう真まは自分の酸素ボンベを外すと、由ゆ宇うの深海探査スーツにつなげる。酸素量を示す表示が危険信号の赤から、正常のグリーンに変わった。

　青ざめていた由宇の顔色に血の気が戻り、浅かった呼吸が少し落ち着いてきたように見えた。

「よかった」

　由宇は助かる。そう思うと体中から力が抜けるようだった。

「由宇、由宇」

　体を揺らし呼びかけると、由宇はわずかに表情を動かす。大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　上から何かが降ってきた。いや最初から降っていたのかもしれないが、いま気づいた。白いものがいくつもいくつもゆっくりと降りてくる。

「深海にも雪が降るんだ……」

　静かだった。酸素残量ゼロを示すアラートの音も遠く、自分の心音も呼吸の音も聞こえなくなった。静寂の世界。空から降ってくる深海の雪。

　──マリンスノーって言うんだっけ？

　プランクトンの死し骸がいなのだが、とてもそうは思えない。いや音すらない死の世界にふさわしい雪なのかもしれない。

「……少し、苦しくなってきたかな」

　気が遠くなりかける。しかしいま気を失ってはいけない。由宇を気絶したままにさせてはいけない。

「由宇、起きて、由宇」

　少女のまぶたが動く。唇が開いて息を大きく吸った。

　うっすらと開いた目が闘真を見た。

「ああ、もう大丈夫だね」

　安心すると意識が遠のいた。







　目を開けると、少年が笑っていた。

　少女はその少年の笑顔を見ると、自分の心拍数が上がるのを最近意識し始めた。どうも自分の身体からだの管理が行き届いていない。

　──なぜいきなりあんなことをした？

　十日前、廊下で少年がした狼ろう藉ぜきを思い出すと、落ち着かない気持ちになる。

　なぜ笑う？　私は怒っているのだ。

　文句を言おうとすると、少年は笑顔のまま傾き、倒れた。

　雪が舞う。海底に積もったマリンスノーだ。

　少年は倒れたまま動かなくなった。

「闘とう真まっ！」

　由ゆ宇うの叫びが深海の静寂を切り裂いた。

　このとき闘真の心臓はすでに停止していた。
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「海上に落下物多数出現！　このままではスフィアラボ周辺に落下します！」

「ステルスを切ったのがあだになったか」

　マッコウクジラとの衝しよう突とつを避さけるためステルス機能を切っていたのは、わずか数分だ。しかしそれだけの時間があれば、海星はこちらを発見するのに充分だったのだろう。

「落下物が何か解わかるか？」

「現在、分析中です。……正体が判明しました。形状の誤差はありますが98パーセントの確率でレプトネーターです！　その数二十！」

「深海活動用に改造したレプトネーターか……」

　その目的は考えられる限り一つしかない。スフィアラボを潰つぶすためだ。

「最初のレプトネーター到達まで何分だ？　それから……」

　伊だ達てが指示をだしている途中で、全レーダーの表示が乱れて意味を成さなくなった。

「どうした？　まさか妨害か？」

「おそらくそうです！　なんらかの妨害が入ったようです。レプトネーターによるものでしょうか？」

　岸きし田だ博士も悲痛な声を出した。

「外部との通信も使えなくなった！　由宇君や坂さか上がみ君の通信も通じなくなってしまった！」

　何か硬いものが外壁にぶつかる音がした。上からだ。

「レプトネーターが到着したらしいな」

「最悪の事態だ」

　岸田博士の声はかすれていた。しかし彼の認識はまだ甘かった。最悪はさらにその深みを増した。

「大変ですっ！」

　オペレーターの声は切迫していた。

「ＬＡＦＩセカンドおよびＬＡＦＩサードがハッキングを受けています。相手はＬＡＦＩファーストですっ！」

　その声を最後に、スフィアラボ全域の電気が消えた。まず電気系統の制御を奪われたのだ。
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「いずれこういう日が来るだろうとは思っていた」

　風かざ間まの目の前には風間がいた。

　一つはＬＡＦＩファーストから生まれ、一時は人間の体に意識を移したこともあるオリジナルの風間だ。いまは海かい星せい、あるいはマモンの意思に従っている。

　もう一つは由ゆ宇うがＮＣＴ研究所から抜け出すときに、携帯用のＬＡＦＩサードにオリジナルの風間の一部をコピーして生まれた風間だ。

「無意味だな。我らが人の姿を借りるのは、人とのコミュニケーションの効率化が目的だろう。同じカオス領域に住まうもの同士、なぜ人の形を借りる？」

　風間はもともとスフィアラボ内で生まれた意識であり生命体だ。人の形であるはずがなかった。しかしいま二人は人の姿で対たい峙じしている。

「なに、こういうのも、おつなものだろう」

「人間と長く接しているうちに、ずいぶんと人間らしい無む駄だな思考と行動を身につけたな」

　複製とオリジナルという元は同じもの。しかし置かれた環境の違いと目的意識の差異が、両者の間に個性と呼べるまでの違いを生み出した。

　二者の邂かい逅こうの場は、人格を持たないＬＡＦＩセカンドのカオス領域だ。プログラムコードとデータコードの区別がない、従来のコンピュータにはない理論の場だった。スフィアラボを制御する擬ぎ似じＯＳが組み込まれている。その覇は権けんをめぐり、オリジナルとコピーが争っていた。

　五桁けたのプログラム防壁を展開しスフィアラボの制御を守ろうとしたサードの風間だったが、オリジナルのハッキング能力はそれを上回った。

　たったいま一つの制御が奪われ、スフィアラボ内の全電力がダウンさせられた。

「その無駄がいまの失態を生み出した。違うか？」

　対話の間も次の制御を奪おうと、ファーストはハッキングを絶え間なく仕掛けてくる。

「余裕と言ってもらおう。ＬＡＦＩサードは単体でならオリジナル、つまりＬＡＦＩファーストより性能は劣るが、いま俺おれの制御下にＬＡＦＩセカンドがある。俺達たちのような意識はないが、性能という面では一番優れている。おまえはセカンドプラスサードに勝てるか？」

　奪われたスフィアラボの電気制御をサードの風間は一いつ瞬しゆんにして取り戻した。同時にいままでとは比較にならない鉄壁の防御プログラムが展開される。

「なるほど、確かに難しいな。なかなか難物だ」

　堅けん牢ろうな防壁を前に、ファーストの風間はなんら変化を見せない。感情を見せないファーストにサードの風間は問う。

「おまえが海星に加担するということは、やはりそういうことなのか」

「言うまでもないだろう。創造主の意思には逆らえない。それが風かざ間まという意識体に科せられた枷かせだ」

「そうか。しかし結果の解わかった争いなどしても無む駄だだろう。ここは退ひけ」

　しかしファーストの風間は皮肉そうに笑う。笑ってサードを見た。サードの警告を無視した笑いだった。

「どうだ？　少しは人間らしいか？」

「なんのつもりだ？」

「おまえが言ったのだろう。これは余裕というものだ」

　ファーストの風間が軽く手を振る。とたんＬＡＦＩセカンドの全機能が停止した。

「なにをしたっ!?」

「以前、俺おれがＮＣＴ研究所の地下でＬＡＦＩセカンドに接続したことを聞いていないのか？　朝あさ倉くら小さ夜よ子こという女を通じてだ。そのとき、もしもの時のための保険をしこんでおくくらい、当然だろう」

　風間は無表情に戻る。もともと必要がなければ表情を作らないのがＬＡＦＩファーストの風間だ。

「さてこれでオリジナルＬＡＦＩファーストと携帯型ＬＡＦＩサードの対決となったわけだが。性能差は明白だな」

　感情はない。ただ人間だった頃ころの名な残ごりか、片かた眉まゆを持ち上げて、サードの風間に問いかけた。

「これでも俺に勝てると言うのか？」
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　壊こわれた酸素ボンベと闘とう真まの深海探査スーツについているはずの酸素ボンベがないことから、由ゆ宇うは自分に何が起こり、闘真が何をしたのか、すべてを察した。

「ば、馬ば鹿かか君はっ！　そんなことをされて助かって私が喜ぶと思うのかっ！」

　罵ば倒とうして、すぐに由宇は冷静さを取り戻した。今の一言で、貴重な酸素をどれだけ無駄に消費したか。

　──考えろ。こんなときこそ自分の知識を生かすときだ。

　いまここで何ができる？　自分の酸素ボンベを闘真に返すか。しかしすぐに首をふる。意味がない。闘真はもう呼吸をしていない。

　──落ち着け、落ち着け、落ち着け。

　由宇は焦あせる自分をたしなめ、必死に突破口を探す。闘真を助ける術すべは必ずあるはずだ。

　しかしこんな深海で何ができる？　周りには何もない。自分もスーツがなければあっというまに死んでしまう。深海２２００メートル、人間が住むなど許されない環境だ。水圧と水温が人の存在を許さない。

　──落ち着け、考えろ。私は峰みね島しま由ゆ宇うだ。

「……あった」

　たった一つだけ、闘とう真まを助ける道があった。時計を見る。闘真が心停止してから一分。もう一分も無む駄だにしてしまった。

　これは時間との勝負だ。

　闘真のスーツから生命維持装置の一部を切る。たとえ酸素はなくても、体温調節機能が働いているのに、由宇はそれを切った。

　深海の水温は四度である。闘真の体はあっというまに冷えるはずだ。心停止はした。しかし死んではいない。心臓が電気的な活動をやめただけだ。

　いまから数分は仮死状態。蘇そ生せいできる範囲だ。ならば少しでも仮死状態を長引かせるために、体を冷やす必要があった。

　由宇は闘真を背負うと、スフィアラボとは反対の方向に歩き始めた。スフィアラボまでは十分以上かかる。そこまで時間がかかると絶望的だ。ならばもう一つの可能性に由宇はかけた。

　マリンスノーの中を闘真を背負って歩く。

　綺き麗れいだった。きっと闘真はマリンスノーなどという言葉は知らないだろう。

「なにせ君は底抜けの馬ば鹿かだからな」

　笑う。無理やり笑う。笑って動かない闘真に話しかけた。

「君の知らないことを私はいっぱい知っているぞ。いっぱい教えてやる」

　パンッという破は壊かい音おんとともに、ふいに視界が暗くなった。マッコウクジラとの衝しよう突とつでひびでも入っていたのか、水圧に負けてライトが割れた。

　何も見えなくなった。わずかにヘルメットの計器類の明かりが、ぼんやりと周囲を照らす。しかし１メートル以上先は暗くら闇やみだった。

　足を止めたのは一いつ瞬しゆん、由宇はまた歩き出した。立ち止まる時間など許されない。時間を無駄にすればそれだけ闘真は死に近づく。自分から遠ざかってしまう。

　どれだけ進んだか。正確な距きよ離りは把握している。しかし闘真に迫る死が、深海の静寂が、光のない世界が、由宇に焦あせりという感情を押し付ける。

「……まだか」

　目的地までまだ距離はある。しかしあと少しだ。

「闘真、あと少しだ。あと少しだぞ」

　闘真に言い聞かせると同時に、自分にも言い聞かせるようにしながら、由宇は一歩一歩進んでいく。

　しかしふいに由宇の足は止まった。

「おかしい」

　目的とする場所に到着したはずだった。しかしそこには何もない。距きよ離り感かんを間違ったか、方角を間違ったか、それとも情報が正しくなかったのか。あるいは何も見えないすぐ闇やみの向こうにあるのか。

　迷う。迷う時間など許されないのに、由ゆ宇うは途方にくれた。足が震ふるえる。闘とう真まの助かる可能性がどんどん削られていく。

　──落ち着け、私は峰みね島しま由宇だ。

　迷いそうな足を進める。先に目的のものがあると信じて。

　突如、由宇の目の前に漆しつ黒こくの大きな壁が立ちはだかった。これ以上先には行かせまいと、立ちはだかっていた。

　しかし由宇の顔に広がったのは絶望ではなく安あん堵どだった。

「……フォーツーポイント。なんとかたどり着いたか」

　目の前の壁は、沈んだフリーダムだった。







　フリーダムは原子炉で動いている。最重要区画はどこよりも頑強に作られていた。たとえ水没しても、放射能を漏もらさないよう設計されている。

　その区画のハッチを開ける。二重構造になっていて、水中内でも出入り可能だった。

「早く、早くしろ」

　ハッチの開閉時間がこのうえなく長く感じた。二枚目のハッチが途中まで開いたところで、由宇は強引に体をねじ込んで、中に入った。

　ハッチから入った場所は、さほど広くない格納庫だ。まだ電源は生きていた。

　闘真を床に横たわらせると、深海探査スーツの生命維持装置の電源を入れて暖を取った。スーツの胸の部分をはだけさせ、心臓マッサージを始める。

　ここには心臓に電気ショックを与える自動体外式除細動器ＡＥＤもなければ、強心剤もない。医い療りよう器き具ぐは何一つない。

　頼たよれるのは原始的な蘇そ生せい方法、心臓マッサージと人工呼吸だ。

「起きろ、起きろ、起きろ」

　一定のリズムで胸を押す。闘真の顔は青ざめたままでまるで反応がなかった。人工呼吸をしようとして、初めて自分がまだヘルメットをかぶりっぱなしなのに気づいた。

　口と口をつけ、息を吹き込む。十日前暖かかった唇は、氷のように冷たかった。

「馬ば鹿か、いつまで寝てるんだ！　君はこれくらいで死ぬはずがないだろう！」

　心臓マッサージと人工呼吸を繰くり返す。しかし闘真の体にいっこうに変化は表れない。

　指先が震ふるえた。闘真の死の恐怖がじわりと由宇の心を蝕むしばむ。

　自分の心臓がわしづかみにされたように、痛んだ。心臓が早はや鐘がねのように鳴った。

　その自分の鼓動をぶつけるように、闘とう真まの胸を強く叩たたく。何度も何度も叩いた。

「起きろ、起きろ、起きろ、起きろおっ！」

　闘真に、変化はない。

　自分の心臓も壊こわれるのではないかと思うほど、胸が痛かった。

　現実が怖くて、怖くて、怖くて、心がすくむ。上手く息をすることすらできない。

　心と心臓が一つになってしまったように、自分ではどうすることもできない。胸が潰つぶれそうな恐怖の中由ゆ宇うは、こんなにも心臓が痛いのなら、心というものは脳の中ではなく、ここにあるのかもしれない、と非科学的なことを思う。

　うまく息ができない。恐怖で肺が押しつぶされそうになって、たまらず由宇は叫んだ。

「馬ば鹿かっ！　勝手に死ぬなっ！　むりやり私の唇を奪って、私の心を奪って勝手に死ぬなっ！　あれはなんだったんだ！　君の気持ちを聞いてないっ！　どういうつもりだったのか、何も私は聞いてないっ！　私の気持ちを置いてけぼりにするなっ！　君が、君が死んだら、私はどうすればいいんだっ！」

　だが闘真は何も答えてはくれなかった。

「お願いだ……返事をして、くれ。……お願いだ、目を覚ましてくれ」

　涙がこぼれた。いくつもの雫しずくが闘真の顔の上にこぼれた。

「……いつものように笑ってくれ。……私を一人にするな」

　力の抜けた由宇の腕の中から、闘真の体がすべり落ちる。

「あ……」

　何も起きない。奇跡などどこにもない。そんな夢物語などありはしなかった。奇跡は闘真にフリーダムから助けられたとき、全部使ってしまった。

　黒い絶望が体を押しつぶそうとする。指先の震ふるえがおさまらない。

「と、うま？」

　体が震える。怖くて怖くて闘真を見ることができない。

　震える手が上に持ち上がった。拳こぶしよ砕けよと言わんばかりに、床に叩きつけた。

「ふ、ふ、ふざけるなっ！」

　すべてを振り払い由宇は立ち上がる。

「私は峰みね島しま由宇だ。あのマッドサイエンティストの娘だぞ。闘真の一人、救えないはずがないっ！」

　絶望のふちから立ち上がる、決してあきらめない──その姿を何度も見せてくれた少年が、いま目の前にいるではないか。いまはその少年を救うときだ。

　あきらめず、あがくときだ。みっともなく泣いてわめいてでもあがくときだ。あきらめる時間は無限にある。しかしあがく時間は今しかないのだ。

　立ち上がり、周囲を見渡した由宇の目に、再び希望の光が宿る。

「私は何を見ていたんだ？」

　あまりに冷静さを欠いていた自分のおろかさが嫌になったが、後悔するのはあとだと決めた。

　由ゆ宇うは格納庫のライトの電源を切った。ライトを引き寄せると強引に壊こわしてコードを引っ張り出す。自動体外式除細動器がないなら、かわりの電気ショックを作ればいい。

　コードを引っ張り、闘とう真まの胸に当てた。

「私は君に伝えたいことがたくさんある。言ってやらなくては気がすまないこともたくさんある！　なのに一つも言えないままで終わらせるつもりか？　私は、私はそんなことは許さないぞ！」

　ライトの電源を入れた。電流の走った闘真の体がのけぞった。

「闘真っ！」

　奇跡ではない。そのような都合のいいものなど、そうそうあるはずもない。

　少年の指先が動いたのは、少年のまぶたが動いたのは、少年の唇が開いたのは、少女が少年を助けようとした行動の結果だ。

「けほっ、げほっ！」

　闘真は一度大きく咳せき込むと、胸を浅く上下させ呼吸を再開させた。

「闘真っ！」

　由宇は喜びのあまり、闘真に抱きついた。しがみつくように、闘真を抱きしめる。涙がこぼれて止まらなかった。

「馬ば鹿か、馬鹿者！　おまえは本当に馬鹿だっ！」

　闘真はなぜ由宇が自分を罵ば倒とうしながら抱きついているのかよく解わからなかった。

「あれ……」

　酸素不足でぼんやりした頭は、目覚める前のことがよく思い出せない。

　ただ自分にしがみついている由宇の体は、か細く、震ふるえていて、それがたまらなく愛いとしかった。

「……由宇」

　涙に濡ぬれた瞳ひとみが闘真を見ている。頬ほおをいく筋も伝うのは、海水ではなく涙だということくらい、闘真にも解った。

　自分はこの少女を救いたいと思っているのに。笑顔が見たいと心の底から願っているのに。

　それなのにいつも自分は、この少女を怒らせているか心配させているような気がする。目の前で涙を流されたりしようものなら、もう自分はどうしていいのか解らなくなる。

　しかしなぜか今の由宇が流すこの涙は、どうしたら止めることができるのか解る気がした。

　闘真はそっと由宇の頬に手を伸ばし、涙をぬぐった。

　察した由宇は一いつ瞬しゆんだけ体をこわばらせた。でもそれだけだ。

　二度目のキスは淡く、唇は少し震えていた。







　　　エピローグ







　高い塀へいがどこまでも延々と続いていた。

　その高い塀を前にしてたたずむ影が二つ。麻ま耶やと怜れいだ。

「ここがお父様が消息を絶った最後の土地ですのね」

　麻耶は視界の果てまで続いている比ひ良ら見み特別禁止区域の塀を呆あきれた表情で見渡した。

「はい。いまから一ヶ月ほど前、ちょうど由ゆ宇う様が海かい星せいにさらわれた時期です」

「偶然の一致にしてはできすぎてますわね」

「何かしらの関係性があると見ていいでしょう」

　二人はここまできた車に戻ると比良見特別禁止区域の正面ゲートに進む。いまは日本政府が厳重に管理しているが、麻耶の姿を見ると、見張りの自衛隊員は敬礼して門を開けた。

「ずいぶんとうっそうとしていますのね」

「ここから先、不ふ坐ざ様の足取りは解わかりません。いかがなさいますか？」

　麻耶は少し考えて、

「徒歩で進みます。車では何か見落とすかもしれませんもの」

　麻耶は車から降りると、怜がついてくるのも確認せず先に歩いていく。妙に気が急せいていた。何かしらの予感があった。

「麻耶様、一人で行かれては危険です」

　怜が慌てて追いつく。麻耶の様子がおかしいことに気づき、周囲への警戒心を高めた。

「麻耶様、気をつけてください。ここは何かがおかしいようです」

　怜の警告が届いたかどうか、麻耶の足は止まらず、目は前方を見つめたままだ。不坐を捜しているというよりも、最初からその場所に向かっているという様子であった。

　ふいに麻耶は足を止めて、戸惑ったように周りを見渡した。

「いかがなさいました？」

「いえ、なんとなくここが……」

　言いかけた麻耶の言葉がとまると同時に二人の表情が一変した。突然別の空間に放り出されたような違和感をおぼえたのだ。

「なに、かしら？　なにかこう、まわりが急に違う空気になったようだわ」

「はい、私もです。お気をつけください」

　怜は懐ふところに手を入れて、周囲を警戒する。しかし違和感の原因を見つけることはできなかった。そよ風に揺れる木立の音が聞こえてくるだけだ。

「麻ま耶や様、今はいったん引き返しませんか？　何か危険な感じが……」

　怜れいの言葉が途切れる。麻耶はまるで怜の言葉を聞いていなかった。姿勢を凍りつかせたまま、唇を震ふるわせ、呆ぼう然ぜんとしている。

「いかがなさいました？」

　何かを見て驚おどろいている顔だということに気づいた怜は、麻耶の視線の先に目を向けた。

　視線は道路の先に続いていた。その先は比ひ良ら見み特別禁止区域の中央部、広大な荒地に通じているはずだが、うねった道と深い林に囲まれてそこまでは見えない。かわりに見えたのは、道路の向こうからゆっくりと歩いてくる人影だ。

　人影はまぶしいほどに白かった。白いスーツに白い帽子を目ま深ぶかにかぶっている。帽子のつばに隠れて顔はよく解わからない。しかし怜はそれが誰だれなのかすぐに理解した。

「まさか、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう……」

　麻耶は勇次郎に引き寄せられるように、ふらふらと歩く。

「麻耶様、危険です！　あの男はいったいなにをするか解りませんっ！」

　勇次郎の歩調は麻耶達たちの姿が見えているだろうに何も変化はない。気にも留めていないのか、それとも別の理由なのか。

　勇次郎はそのまま歩調を変えず、ついに麻耶の目の前まで来る。怜は勇次郎の前に立ちふさがり警告する。

「止まれ。これ以上麻耶様に近づけば……」

　しかし止まらなかった。止まらず怜と交差し、通り抜けた。さらにはそのうしろにいる麻耶の体もすり抜けてなお、勇次郎の歩みは止まらない。

「こ、これは……」

　未知の現象に恐怖を感じた怜は、勇次郎を追いかけようとしたが、

「待って、怜。それは勇次郎ではないわ」

　しかし麻耶が止めた。

「兄さんや伊だ達て司令の報告を覚えていないかしら？　旧峰島研究所の地下で見た幼いころの由ゆ宇うさん。これも同じではないかしら。過去の記き憶おく。いま私達の前に勇次郎がいるわけではない……」

　怜は麻耶の説に納得はしたものの、警戒を緩ゆるめるようなまねはしなかった。周囲を油断なく見渡している。

「しかし、いつごろの記憶でしょうか？」

「そうですわね……」

　麻耶が周囲を見渡して考える。車の音が聞こえてきたのはそのときだ。暴力的な激しいエンジン音が近づいてくる。

「このエンジンの音は、まさか……」

　麻ま耶やはエンジン音がするほうを見た。勇ゆう次じ郎ろうが歩いてきた道とは反対側、比ひ良ら見み特別禁止区域の外に通じるほうから真っ赤な車が近づいてきた。

「……カマロ」

　このような場所にカマロが走ってくるはずがない。しかしその可能性がある人物を麻耶は一人だけ知っていた。

　車は勇次郎の前で急停止し、ドアが開いて一人の男が下りてきた。

『久しいな』

　和装の男──真まな目め不ふ坐ざは、太い笑みを浮かべた。

「お父様……」

　衝しよう撃げき的てきな光景が麻耶と怜れいの前で起こっている。

　一ヶ月前、峰みね島しま勇次郎と真目不坐は対たい峙じしたのだ。







『十年捜したぜ』

　衝撃的な人物の組み合わせとは裏腹に不坐の言葉の調子は軽い。

『時が来れば、自おのずと会えると言ったはずだが？』

『俺おれは気がみじけえんだ』

　過去の二人の会話が淡々と進む。麻耶はその様子を固かた唾ずを呑のんで見守っていた。一ヶ月前に何が起こったのか、まったく予想がつかない。

　ふいに不坐の雰ふん囲い気きが変わった。見た目に変化はない。しかし何かが一変する。

『一つ、テストがしてえ』

　顎あごをなで獰どう猛もうに笑った。

『なんだ？』

『十二年前、蛟みずちの届かなかった刃。いまは届くかどうか。クレール』

　勇次郎の背後に白い少女が現れた。刀を携たずさえている姿は異常そのもの。

『あの子は……』

　めまぐるしく変わる状況に麻耶の思考はついていかない。怜もまた一言も発することができず、状況を見守っていた。麻耶を守るためだ。

　いくつかの言葉のやりとりがあった。内容とは裏腹に不坐の口調は旧友に語りかけるように親しげだ。対し勇次郎の口調は淡々としている。

　しかし不坐は不意に殺意を解放した。

『クレール。この男を殺せ』

『了解しました』

　少女の返事に感情はない。しかし行動は迅速で勇次郎めがけ走りながら抜刀していた。

「や、やめて……！」

　幻覚と解わかっていても麻ま耶やは反射的にクレールを止めようと立ちふさがった。しかし効果はあるはずもなく、過去は変えられるはずもなく、クレールは麻耶の体を突き抜け勇ゆう次じ郎ろうに迫った。

　白銀の刃が弧を描く。その延長上に勇次郎の首があった。

　血ち飛沫しぶきが夜に飛び散った。







　クレールは刀を振り下ろした姿勢のまま静止していた。刀には血がこびりついている。刀だけではない。クレールの服にも大量の血が降りかかっていた。

『と、届きやがった』

　あるいは一番驚おどろいているのは不ふ坐ざなのだろうか。

　クレールは刀を振り切った。刀の軌道上に勇次郎の首があった。首はその半ばまでが裂け、大量の血を噴き出していた。

　勇次郎の体がゆっくりとうしろに傾かしぎ、地面に倒れ、動かなくなった。

「し、死んでしまいましたの？」

　稀き代だいのマッドサイエンティストと呼ばれた人間のあまりにあっけない最後に、麻耶はただただ驚く。

　誰だれもが動かない。誰もが動けない。風は止やみ、木々は静まり、しかし無音の時間は訪れなかった。

　カタカタとどこからか音が鳴っていた。それに最初に気づいたのは不坐だった。

『おい？』

　不坐が音の源、クレールを見る。しかし意識は慎重に勇次郎から離はなしていない。この程度で死ぬとは信じられないという顔をしている。

『クレール、どうした？』

　鳴っているのはクレールの歯だった。何かをこらえるように奥歯が鳴っていた。全身の震ふるえをむりやり抑えていた。刀が手をすり抜けて地面に落ちる。からんと乾いた音が鳴った。それがきっかけだった。

『あっ、あっ、あっ……ああああああああああああああっ！』

　こらえていたものすべてを吐き出し、血にまみれた幼い少女は、頭を抱えて悲鳴を上げた。

『あああああああっ！　あああ、きゃああああああああ！』

　悲鳴は高く長く闇やみ夜よに延々と響ひびく。ほとんど感情を見せないクレールの顔に恐怖の色がべっとりと張り付いていた。あまりに大きく見開いた目は零こぼれ落ちそうなほどだ。

『どうした？　何があったんだ？』

　不坐はクレールに駆け寄り体を揺らすが、クレールの症状に変化はない。

　悲鳴はふいに止やんだ。体は力が抜けたように崩れ落ちる。不ふ坐ざが抱きとめなければ地面に頭を打っていただろう。少女は自分の体を抱きしめ、ただただ震ふるえている。怯おびえている。見開いた目から涙がとめどなくあふれている。

『てめえ、何をしやがった』

　不坐は静かな声を背後に向ける。そこには首が半ばまで切断された男が立っていた。

『私は何もしていない』

　血の混じった声が返答をする。

『その娘が勝手に覗のぞいただけだ』

『覗いただと？』

　振り向いた不坐が見たのは、首の切り口をなでている勇ゆう次じ郎ろうの姿だ。

『その程度じゃ死なねえか。化け物がよ』

　不坐は吐き捨てるように喋しやべる。震えるクレールは地面に放り出されていた。

『死ぬ？』

　勇次郎は顔を伏せ、肩を震わせていた。笑いをこらえているのだ。しかしそれも長くは持たなかった。

『ふふふ、ははははははは』

　体をのけぞらせ、勇次郎は笑う。狂ったように笑った。

『何がおかしい？』

『いやいやいや失礼。私の体はすでにこの世界の理ことわりにないのでね。死という概がい念ねんというものはないのだよ』

『けっ、化け物がよ』

『それは心外だな。これは十年前の弊へい害がいだよ。私とて、このような体になるつもりはなかった。世界の外に体半分はみ出てしまった人間の末路。むしろ哀あわれんでくれるとありがたい』

『ぬかしやがれ』

『そう敵意を向けないでもらいたいな。私と話せる人間は限られている。真まな目め家けのように特殊な家系以外にはほとんどいなくてね。脳の黒点を開いていない人間には、どうやっても観測することができないのだよ。因果な体になったものだ』

『けっ、やっぱりそういうことかよ。いくら捜させても見つからねえはずだ』

『同情してくれるか？』

『自じ業ごう自じ得とくだろうが。つまりこういうことか？　世界の外側に近い存在であるてめえに触れたから、クレールも脳の黒点から外の世界を覗いちまった』

『理解が早くて助かる。高次の存在だからね。ミジンコの脳にむりやり人の知識を詰め込むようなものだ。たいていは壊こわれる。そうそう、君の息子はどうにも物分りが悪くて難なん儀ぎしたよ』

『ありゃ馬ば鹿かだからな』

『父親の癖くせにひどいことを言う』

『お互い様だろうが。しかし脳の黒点から見える世界って、そんなにありがたいもんかねえ』

『さてな。価値観は人それぞれだ』

『だったら……』

　不ふ坐ざの唇が釣りあがった。つま先が跳ね上がる。つま先に乗っていたのはクレールが落とした刀だ。宙に持ち上がった刀を不坐の手がつかむ。

『俺おれも覗のぞいてみるとするか』

　不坐の手に握られた刀が勇ゆう次じ郎ろうへ向かってまっすぐに走った。その速度は神速といってふさわしい速さを有していた。クレールの剣速よりも数段勝っていた。しかし刀の切っ先が勇次郎に届くと見えた刹せつ那な、見えない壁に当たったように刀は急停止した。
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『けちくせえな。俺にも見せろや』

　勇次郎はただ首をすくめる。

『アルキメデスの兎うさぎと亀かめの法則を展開させてもらった。無限に分割された有限時間内に囚とらわれては、永遠に近づけない』

『あっ？　アキレスと亀の間違いじゃねえのか？』

『いいや、間違いはないさ。アルキメデスの兎と亀の法則だ。忘れるな』

　その言葉を発したとき、勇次郎の視線が不坐から離はなれていた。離れた視線の先には麻ま耶やの姿があった。

　偶然にしてもあまりにも視線があっていたため、麻ま耶やは驚おどろく。

「ぐ、偶然ですわよね？」

　過去の映像が未来に語りかけるなどあるはずがない。しかし何か違和感が残る。勇ゆう次じ郎ろうに会うのは初めてだ。写真や映像で見たことはあるが、直接目の前にするのは初めてだった。だからだろうか、何か違和感が麻耶の前で芽生えた。

　勇次郎の言葉に不自然さを感じたのか、不ふ坐ざは眉まゆをひそめる。

『さてそろそろお暇いとましよう。君との再会はなかなか楽しかった』

『逃げるのかよ』

　不坐は面白くなさそうに刀を引くと、鞘さやを拾ってそこに収める。

『いや限界が来た。この世界にとどまるのはそれなりに苦労するのだよ』

『けっ、ぬかせ』

　不坐が言葉を吐き捨てたとき、すでに勇次郎の姿は完全に消えていた。消える直前ただ一度、帽子を持ち上げて、一礼していた。

　その様子を見ていた麻耶は息を呑のんだ。消える寸前の勇次郎の顔を凝ぎよう視ししていた。







　勇次郎がいなくなると不坐はクレールを肩に担かつぎ車に乗り込んだ。そしてふいに車ごと消えてしまった。

　過去の映像が終わったのだ。

　それでも怜れいは周囲の警戒を緩ゆるめない。過去の映像だけで終わるとは限らないのだ。

「麻耶様、不坐様の行方もつかめそうにありません。いまはここを早く立ち去ったほうが……」

　そこで初めて麻耶の様子がおかしいことに気づいた。

「う、嘘うそです……」

　怜はクレールや勇次郎が首を切られた映像にショックを受けているのかと思った。

「まさか、まさかそんな……」

　しかし、それにしては麻耶の驚きよう愕がくに違和感があった。

「信じない。信じられない」

「麻耶様、麻耶様？　しっかりしてください。峰みね島しま勇次郎がどうかしたのですか？」

　しかし麻耶は答えずいやいやをするように首を振る。麻耶が勇次郎の中に何を見たのか、怜にはまるで解わからなかった。

「助けて、助けて兄さん。私、信じたくない……。いや、いや、いやあああああああっ！」

　天に向かい彼女は大きな叫び声をあげる。

　それは怜がいままで一度も聞いたことのない、麻耶の悲痛な慟どう哭こくだった。







　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。今回も規定枚数をオーバーしてしまい、あとがきは５ページいただけましたが書くことがたくさんあるので、いつもどおり改行は最低限ペース。読みにくくてすみません。ああ、こういうことを書くと９Ｓシリーズに戻ってこれたと実感します。

　昨年は私の体調管理が行き届かなかったせいで、刊行を延期してしまい本当に申し訳ありませんでした。こうしてあとがきを読んでいただけているということは、忘れずに見捨てずに手にとっていただけたということで、とても感謝しています。

　このシリーズも八巻、外伝を入れて九冊目になりました。八巻は今まで一番厚い四巻に次ぐ二番目の長さ。由ゆ宇うと闘とう真まにも大きな変化が起こり、勇ゆう次じ郎ろうの失しつ踪そうの謎なぞや脇わき役やく達たちの過去も明かされ始め、いよいよクライマックスという感じになってまいりました。

　さてここで、９Ｓシリーズについての重大発言。

　七巻を出してから一番多かった質問が「９Ｓは何巻で終わるのか？」でした。私自身は「ＡＤＥＭ編」が終わって、一～二巻ほどインターバルをはさみ、その後「これから最終章です」と言って始めるつもりでした。けれど、書きながら考えを変えました。

　私は映画が大好きなのですが、最近は映画館で観みる時間もなくなって、ＤＶＤで鑑かん賞しようする機会が増えました。しかし一つ問題があるのです。時間の合間を縫ぬって観みるため、まず最初に何分か確かめる。その後、画面の下では観ている間ずっと、タイマーがくっきり残り時間を表示しています。そうすると「ああ、あと二十分もあるなら、まだこの人死なない」とか「もう終わりだからこれ以上の展開はないだろう」と考えてしまう。ＤＶＤは便利だけれども子供の頃ころ、映画館の暗くら闇やみの中でラストの二転三転のどんでん返しに驚おどろいた、あの驚きが確実になくなっていました。それから時間とタイマーを観ることはやめましたが。でも、あったほうが便利なんですけどね。どちらをとるかですね。そして自分の作品をどちらにするか悩み──。

　９Ｓはここから先、最後まで突っ走ることにしました。このまま最終章になだれ込むかもしれないし、何か大きな事件が起こって二転三転するかもしれません。あなたの好きなキャラが次の巻で死ぬかもしれないし、今回の二章の終わりのような「最終巻でしょ、これは」と思っていたようなことが、思いがけない場面で入ってくるかもしれません。

　明言できることは一つ。この先は今までよりずっとスリリングで面白い。どうぞ由ゆ宇うと闘とう真まに一いつ緒しよに最後まで駆け抜けてください。といっても、さすがに次の巻では絶対に終わりませんので、ご安心を。




　少し余談。章ごとのサブタイトル。気づかない方も多いかもしれませんが、短くもなにげに凝こってこだわっている場所でもあります。たとえば三巻の「壊こわれていく日常」と五巻の「壊された日常」のように、巻をまたいで繋つながりが上手く決まったときは嬉うれしい。五巻の「偽いつわりの空」は一番気に入っているサブタイトルかもしれません。フリーダムが隠れている空なのだけれども、読み終わったあとで考えると、由宇自身が見上げていた空のことでもある。そんな感じで、いくつもの意味を一つの言葉にこめられると気持ちがいいです。四巻のようなシンプルなものも、一度やりたかったことです。八巻はどれも気に入っていますが、やっぱり一番は「嫉しつ妬と」かな。「フリーダム」は巻をまたいで上手く決められるといいなと思っています。




　嬉しいお知らせが一つ。六月に発売された電でん撃げきｈｐ　ｖｏｌ．48号で「９Ｓ」がコミカライズされました。作画は山やま本もとヤマトさんご本人です。「ないんえす？」風味の明るい話。山本さんのギャグセンスが冴さえ渡ってます。原案を出した私でさえ、思いがけない展開やシーンに腹を抱えて笑いました。女の子三人がすごい可愛かわいいですし。ぜひというか絶対ご覧になってくださいませ！　私は八代のネクタイハチマキと、岸田博士に大満足です。

　山本さんといえば、今回も素晴らしいイラストでした。表紙はもちろん、カラーの口絵。今までは映画の予告スチール的に場面切り取りのコンセプトだったんですが、キャラも出で揃そろってきましたし、初めてポスター形式にしました。由宇と闘真、敵味方一堂に会する絵柄、どっちを表？　と悩みます。口絵のマモンと八や代しろは一番のお気に入りかも。口絵効果で二人のシーンが増強されました。そうそう、今回、フリーダムの原子炉の冷却機構の六角形が初めて本文中で描写されましたが、前巻、七巻の中表紙カラーを見てください。かっこいい伊だ達てと黒くろ川かわの下、雲海の上を飛ぶフリーダムを！　この六角形がちゃんと描いてあるのです。私の送ったほんの数行の設定を山やま本もとさんは本当にきちんと読んで、細かいところまで描いてくださいます。




　山本さんは言うに及ばず。これが十四冊目の本になりますが、本を書けば書くほど、小説は作家一人のものではないのだと実感します。去年体調を崩し、思うように筆が進まなくて苦しい中、八巻を書き上げた時つくづく思いました。私一人では絶対に無理だったと。

　担当の高たか林ばやしさん、校閲の安あん藤どう様、メディアワークスの様々な部署の方々、デザイナー様、印刷所の方々、本当にたくさんの方が、なんとか形にしようと助けてくださって、納得のいくように書かせてくださった。それで本にすることができたのだと思っています。本当にありがとうございます。特に校閲の安藤様。何度も担当氏からお名前を聞きました。本当に無理をきいてくださったのだと思います。感謝の言葉もありません。




　この一年、周囲で支えてくださった方々にお礼を。三み上かみ延えんさん、睦む月つきれいさん、ゆづか正まさ成なりさん。缶詰中の励ましあい、脱稿のときにいただいたお花とお寿す司し。忘れません。

　一番近い？　読者かもしれない紀のり子こさん。いつもお世話になりっぱなしの有ゆ紀きさん。電話するたび愚ぐ痴ちばかり聞かせてしまう上かみ条じようさん。これからもよき友人でいてください。

　大だい智ち君、翔しよう吾ご君、お二人からの「まだ？」は、ある意味編集氏よりも怖かったです。ありがとう。

　そして今回、一番お礼を言いたい方。偶然だけれど、八や代しろと同じ名前のハジメさん。前に「なんとなく性格が八代に似てますよね」といったら微妙な顔をされましたっけ（私は褒ほめ言葉のつもりだったのですが）。いついかなるときも落ち着いていて、ずっと支えてくださいました。どれだけ救われたか、助けられたか。とても言葉では表しきれません。どんな状況でも落ち着いていて、声を荒らげたりは絶対にしない。そんなあなたを、心の底から尊敬しています。




　最後は読者の皆様に。たくさんの励ましのメールやお手紙、本当にありがとうございました。最近は海外からいただくことも増えてきました。もう作家を辞めなくちゃいけないかもなと追い詰められた去年を、どうにか乗り越えることができたのは、読者の方のお力でした。

　いただいたお手紙やメールは何度も読み返しては、大事に保管してあります。なかなかお返事を出せなくて申し訳ありませんが、こうしてシリーズが続けられるのは皆様のおかげです。ありがとうございます。

　期待を裏切らないように、これからもがんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします。





２００７年　５月　　　葉山　透
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。取材に行った潜水艦救難艦「ちはや」でプロダイバーさんの話を聞き、ダイビング熱が再燃。体調とブランクを考え、まずは近所の市営プールへ。しかし横を泳ぐおじいちゃんに抜かされる体たらく。今年の夏は体力回復が目標です。

http://blog.livedoor.jp/lafinet/

[image: ]




山やま本もとヤマト

３月１日生まれ。茨城県出身。

http://soybean3.s60.xrea.com
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